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序章

対象読者 このガイドは、Scalar® i500 ライブラリに関心のある方や、インストー
ル、設定、操作方法について知識が必要な方を対象としています。 なお、
このガイドで説明している機能の多くは、設定に管理者レベルの権限が
必要です。

目的 このガイドには、Scalar® i500 ライブラリの正しい操作と管理に必要な
情報と手順が記載されています。

• ライブラリのインストール

• 基本ライブラリ

• オペレータ コマンド

• トラブルシューティング

製品の安全性に関する説明 この製品は、磁気テープを使用したデータの保存と回復のために開発さ
れたものです。 その他の用途には使用できません。 Quantum は、この製
品を誤用した結果生じた損害については責任を負いません。 この点にお
けるすべてのリスクはユーザーが負うものとします。

この装置は、安全と規制に関する条件を満たすように設計・製造されて
います。 正しく使用しないと、人体への危害、装置の損傷、他の機器と
の干渉などが生じる可能性がありますので、ご注意ください。
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警告： この製品をご使用になる前に、本書および『システム、
安全、規制に関する情報ガイド』で説明する操作方法と
注意事項をよくお読みください。『システム、安全、規制
に関する情報ガイド』は『Scalar i500 Documentation, 
Training, and Resource CD』に収録されています。
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水銀に関する説明

プロジェクタ、LCD ディスプレイ、および一部の多機能プリ
ンタには、高エネルギー効率の照明目的で少量の水銀が含まれ
たランプが使用されています。 これらの製品の水銀ランプに
は、それを示すラベルが貼付されています。 ランプは、地域、

都道府県、国の法律に従って管理してください。 詳細は、Electronic 
Industries Alliance  のウェブサイト www.eiae.org を参照してください。 
ランプの廃棄については、www.lamprecycle.org を参照してください。

http://www.eiae.org
http://www.eiae.org
http://www.lamprecycle.org
http://www.lamprecycle.org
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電気・電子機器の廃棄について

製品またはパッケージに貼付されているこのマー
クは、この製品を他の廃棄物と一緒に廃棄できな
いことを示しています。 指定の電気・電子機器の
リサイクル回収所に引き渡す必要があります。 機
器廃棄の別途回収とリサイクルは、天然資源の保
存と健康や環境の保全に役立ちます。 リサイクル
用に廃棄する製品の集積場所については、クアン
タムのウェブサイト 
http://www.quantum.com/AboutUs/weee/Inde
x.aspx で確認するか、地区の政府機関、家庭廃棄
物処理業者、または製品をお買い上げいただいた
販売店にお問い合わせください。

本書の構成 本書は次の章から成ります。 

• 第 1 章「説明」：基本的なライブラリの設定と機能について説明しま
す。

• 第 2 章「ユーザー インターフェイスについて」：オペレータ パネル
とウェブ クライアント、およびそれぞれの機能について説明しま
す。

• 第 3 章「ライブラリの設定」：ライブラリを使用する前の設定する方
法を説明します。

• 第 4 章「詳細レポート」：「詳細レポート」ライセンスで使用可能な
機能について説明します。

• 第 5 章「オンデマンドの容量」：ライブラリの追加スロット容量を購
入する方法を説明します。

• 第 6 章「ストレージ ネットワーキング」：「ストレージ ネットワーキ
ング」ライセンスで使用可能な機能について説明します。

• 第 7 章「暗号鍵の管理」：「暗号鍵の管理」ライセンスで使用可能な
機能について説明します。

• 第 8 章「ライブラリの実行」：ライブラリ、テープ ドライブ、メ
ディアの操作方法を説明します。

• 第 9 章「情報の表示」：ライブラリに組み込まれたレポートを使って
必要な情報を入手する方法を説明します。

http://www.quantum.com/AboutUs/weee/Index.aspx
http://www.quantum.com/AboutUs/weee/Index.aspx
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• 第 10 章「ライブラリとテープ ドライブのファームウェアの更新」：
ライブラリとテープ ドライブ ファームウェアのアップデート方法を
説明します。

• 第 11 章「取り付け、取り外し、交換」：ライブラリのハードウェア 
コンポーネント ( モジュール、テープ ドライブ、電源、ケーブルな
ど ) を取り付け、削除、交換する方法を説明します。

• 第 12 章「トラブルシューティング」：ライブラリの診断レポート シ
ステム (RAS チケット ) とその使い方を説明します。 トラブルシュー
ティングの目的で実行できる診断テストについても説明しています。

• 第 13 章「カートリッジとバーコードの 取り扱い」：カートリッジの
取り扱いガイドラインを説明します。

• 付録  A「ライブラリの仕様」：ライブラリの仕様をリストにします。

• 付録  B「TapeAlert フラグの説明」：ライブラリの RAS チケットと
レポートに表示されるすべての TapeAlerts について説明します。

本書の終りに用語集があります。

表記規則 このマニュアルでは、以下の表記規則を使用しています。           

 このマニュアルでは、以下のように位置を表します。

• 右側 — そのコンポーネントに向かって右側を示します。

• 左側 — そのコンポーネントに向かって左側を示します。

注： 注は、主要トピックに関連する重要な情報を強調します。

注意： 注意は、装置やデータの危険な状態を示します。

警告： 警告は、人体に危険が及ぶ可能性を示し、怪我を未然に防ぎ
ます。
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関連ドキュメント 以下は Scalar i500 の関連ドキュメントです。 最新の製品情報とマニュア
ルについては、次のサイトをご覧ください。

http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx

 

テープ ドライブとカートリッジについては、該当する製品マニュアルを
参照してください。

ドキュメント番
号

ドキュメントのタイ
トル ドキュメントの説明

6-01741-xx Scalar i500 スタート 
ガイド

基本的なケーブル接続と設
定の手順を説明します。

6-01317-xx Quantum Scalar 
Intelligent Libraries 
SMI-S リファレンス 
ガイド

SAN 環境で使用できるイ
ンターフェイス規格を記載
します。

6-01370-xx Scalar i500 Tape 
Library Basic SNMP 
リファレンス ガイド

Scalar i500 ライブラリ 
SNMP から取得できる情報
について説明します。 

6-00676-xx Quantum SNC 
ファームウェア 4 & 5 
リファレンス ガイド

ファイバ チャネル間の接続
を提供するオプションのコ
ンポーネント、ストレージ 
ネットワーク コントローラ
について説明します。

6-01385-xx Scalar i500 開梱手順 
(5U)

開梱手順を説明します。

6-01524-xx Scalar i500 開梱手順 
(9U)

開梱手順を説明します。

6-01525-xx Scalar i500 開梱手順 
(14U)

開梱手順を説明します。

6-01378-xx Scalar i500 リリース 
ノート

前回のリリース以降にシス
テムまたはファームウェア
に加えられた変更、互換
性、既知の問題点と回避策
を説明します。

http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx
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SCSI-2 の仕様 0

SCSI-2 の通信仕様は、1990 年 3 月 9 日付で提唱された情報システムの米
国標準規格です。 この規格のコピーは下記から入手できます。

Global Engineering Documents 
15 Inverness Way, East 
Englewood, CO  80112 
(800) 854-7179 or (303) 397-2740

お問い合わせ クアンタム社へのお問い合わせは下記までお願いいたします。

クアンタム本社 0

Scalar i500 のマニュアルやその他の製品のご注文については、下記まで
ご連絡ください。

Quantum Corporation ( 本社 ) 
1650 Technology Drive, Suite 700 
San Jose, CA 95110-1382

技術出版物 0

既存のマニュアルについてのご意見は、下記まで電子メールでお寄せく
ださい。

doc-comments@quantum.com

クアンタム ホーム ページ 0

下記のクアンタム ホーム ページをご覧ください。 
http://www.quantum.com

mailto:doc-comments@quantum.com
http://www.quantum.com
http://www.quantum.com
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詳細情報とヘルプ Quantum の総合的なサービス アプローチ、StorageCare™ は、高度な
データ アクセスと診断のテクノロジーと、さまざまな環境のマルチベン
ダーに関するノウハウを活かして、バックアップの問題をわずかな費用
で迅速に解決します。

Quantum 独自の以下のような StorageCare サービスを利用して、サービ
スの問題解決を加速してください。

• サービスとサポートのウェブサイト — 製品の登録、ソフトウェアのラ
イセンス入手、Quantum 習得コースの閲覧、バックアップ ソフト
ウェアとオペレーティング システムのサポート状況の確認、マニュ
アルの検索、よくある質問と回答 (FAQ)、ファームウェアのダウン
ロード、製品のアップデートなどが便利な 1 つの場所に集結してい
ます。 http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx 
は今すぐご利用いただけます。

• eSupport — サービス要請のオンライン送信、連絡先情報の更新、添
付ファイルの追加、ステータス更新の電子メール受信などができま
す。オンライン サービスのアカウントは Quantum から無料で提供
されます。このアカウントは、製品サポート情報の包括的なリポジ
トリ、Quantum’s Knowledge にも使用できます。今すぐ 
http://www.quantum.com/osr で登録できます。

• StorageCare ガーディアン — Quantum のハードウェアと周囲のスト
レージ エコシステムの診断データを Quantum のグローバル サービ
ス チームに安全に連結して、根本的原因の診断を迅速に行います。
StorageCare ガーディアンはインターネットで簡単にセットアップ
でき、Quantum のセキュア サービス センターとの安全な双方向通
信を提供します。StorageCare ガーディアンの詳細については、
http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Services/Guardian
Information/Index.aspx をご覧ください。

• Quantum Vision™ — Quantum Vision 管理ソフトウェアは、業界最
先端の管理を提供するので、増大し続けるバックアップのニーズに
ついて、詳しい情報を元に決断できます。Vision™ ソフトウェアは、
Quantum DXi シリーズのすべてのディスク システムと Quantum 
テープ ライブラリに、一元化されたグローバルな監視機能とレポー
ト機能を提供して、ユーザーの時間を節約すると共に、データのセ
キュリティを強化します。StorageCare Vision の詳細については、
http://www.quantum.com/products/Software/quantumvision/In
dex.aspx を参照してください。

http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx
http://www.quantum.com/osr
http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Services/GuardianInformation/Index.aspx
http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Services/GuardianInformation/Index.aspx
http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Services/GuardianInformation/Index.aspx
http://www.quantum.com/products/Software/quantumvision/Index.aspx
http://www.quantum.com/products/Software/quantumvision/Index.aspx
http://www.quantum.com/products/Software/quantumvision/Index.aspx
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その他のヘルプやトレーニングをご希望の場合は、Quantum カスタマ 
サポートセンターまでご連絡ください。

米国 800-284-5101 ( 米国内からのフ
リーダイヤル )
949-725-2100

ヨーロッパ・中東・アフリカ 
(EMEA)

00800-4-782-6886 ( 米国内からの
フリーダイヤル )
+49 6131 3241 1164

アジア太平洋 (APAC) +800 7826 8887 ( 米国内からのフ
リーダイヤル )
+603 7953 3010

米国外でのサポートについては、

http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx

http://www.quantum.com/ServiceandSupport/Index.aspx
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第 1 章  

1 説明

Scalar i500 は、テープ カートリッジの検索、保存、および制御を自動化
します。テープ カートリッジはライブラリに保管され、ライブラリで実
行しているファームウェアやホスト システムで実行しているソフトウェ
アを使用してテープ ドライブからマウント / マウント解除します。

Scalar i500 テープ ライブラリは、高度な管理機能と信頼性に加えて、ス
ケーラブルな性能とストレージ容量を提供します。ストレージ容量や
テープ ドライブの必要条件の変化に応じて、ライブラリに拡張モジュー
ルを追加して、最大 41 ラック ユニットの構成が可能です (1U = 1.75 cm 
で 41U)。

本章では、以下について説明します。

• インテリジェント ストレージ

• ライブラリの構成

• モジュール

• 前面パネルのコンポーネント

• 背面パネルのコンポーネント

• ロボット ステムとバーコード スキャナ

• テープ ドライブのサポート

• ライブラリの機能

• ライセンス可能な機能
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インテリジェント ストレージ

Scalar i500 はインテリジェントなライブラリ プラットフォームで、成長
を続けるミッドレンジのストレージ環境に、より迅速で容易な、信頼性
の高いデータ保護を提供します。Scalar i500 には、業界トップのスケー
ラビリティ、性能、信頼性を実現するため、モジュール設計と連続的な
ロボット工学が複合的に採用されています。Quantum の iPlatform アー
キテクチャおよび iLayer 管理アプローチを基に設計された Scalar i500 
により、バックアップ管理が容易になります。そのプロアクティブ監視
およびリモート診断機能によって、サービス コールを 50% 軽減し、問
題解決時間を 30% 短縮できます。また、容量オンデマンド (COD) のス
ケーラビリティは、ユーザー データの混乱を招くことなく、随時のシス
テム拡張に対応できます。さらに、Scalar i500 はディスク バックアップ
との容易な統合が可能な設計で、次世代バックアップ アーキテクチャ用
の完璧なライブラリを構築できます。Scalar i500 は高信頼性、高性能な
バックアップ、確実な復元、効果的な長期保護によって、IT 管理責任者
の将来的なニーズにも対応できます。

ライブラリの構成

Scalar i500 ライブラリは、設置、構成、および現場でのアップグレード
が簡単にできるように設計されています。Scalar i500  ライブラリは、5U 
制御モジュールと 9U 拡張モジュールの 2 つのビルディング ブロックの
上に構築されます。

これらのビルディング ブロックは、以下のライブラリ構成の基盤となり
ます。

• 5U ライブラリ、スタンドアロン 5U 制御モジュールで構成。図 1 に 
5U ライブラリの正面図を示します。

• 14U ライブラリ、5U 制御モジュール × 1 および 9U 拡張モジュール
× 1 で構成。13 ページの「図 2」 に 14U ライブラリの正面図を示しま
す。

• 23U ライブラリ、5U 制御モジュール × 1 および 9U 拡張モジュール
× 2 で構成。14 ページの「図 3」 に 23U ライブラリの正面図を示しま
す。
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5U、14U、23U ライブラリは、Scalar i500 システムの基本システムで
す。9U 拡張モジュールを追加することにより、基本システムを以下の
ようにアップグレードできます。

• 32U ライブラリ、制御モジュール × 1 および 9U 拡張モジュール × 3 
で構成

• 5U 制御モジュール 1 つと 9U 拡張モジュール 4 つから成る 41U ライ
ブラリ

図 1  5U ライブラリ構成 ( スタ
ンドアロンの制御モジュール )

1
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図 2  14U ライブラリ構成  
(5U 制御モジュール +  
9 U 拡張モジュール 1 つ )

 

1 制御モジュール

2 拡張モジュール
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図 3  23 U ライブラリ構成  
(5U 制御モジュール +  
9 U 拡張モジュール 2 つ )

 

 

1 5U 制御モジュール

2 9U 拡張モジュール

3 9U 拡張モジュール
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モジュール

Scalar i500 ライブラリはモジュール方式なので、いつでも増設できます。
Scalar i500  ライブラリには、以下の 3 種類の基本システムがあります。

• 5U ライブラリ、制御モジュール × 1 で構成

• 14U ライブラリ、5U 制御モジュール × 1 および 9U 拡張モジュール
× 1 で構成 

• 23U ライブラリ、5U 制御モジュール × 2 および 9U 拡張モジュール
× 2 で構成 

これらの構成は、9U 拡張モジュールの追加によって最大ラック高さ 
41U までスケールアップできます。拡張モジュールを使用すると、スト
レージとテープ ドライブ必要量の変化に応じて容量を追加できます。ラ
イブラリのスケーラビリティについては、17 ページの「図 4」を参照し
てください。モジュールの取り付け、取り外し、交換については、226 
ページの「取り付け、取り外し、交換」を参照してください。

各モジュールには特定の数のストレージ スロット、I/E ステーション ス
ロット、およびテープ ドライブ スロットがあります。各ライブラリ構
成で使用可能なスロット数については、424 ページの「ライブラリの容
量は以下のとおりです。」を参照してください。

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 
端子付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コ
ンセントか、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 
60309 ( または該当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アー
ス ) コンダクタ付き電源接続器、またはその両方を使用し
て供給する必要があります。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気や作業のためのス
ペースを 60cm ほど空けてください。
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制御 モジュール 1 制御モジュールは、すべての Scalar i500 ライブラリ構成に必要です。制
御モジュールには、ロボット制御、ライブラリ制御ブレード (LCB)、お
よびタッチ スクリーン ディスプレイが含まれています。また、制御モ
ジュールには、インポート / エクスポート (I/E) ステーション、固定ス
トレージ スロット、テープ ドライブのほかに、少なくとも 1 つ電源装置
が含まれています。

拡張モジュール 1 拡張モジュール  は、制御モジュールの上下に積み重ねることができる
追加モジュールです。拡張モジュールには、固定ストレージ スロット、
テープ ドライブ スロット、電源スロットが含まれています。拡張モ
ジュールの I/E ステーションが含まれているので、ストレージとして構
成できます。拡張モジュールにはオプションの Fibre Channel (FC) 入力 
/ 出力 (I/O) ブレード用のベイも含まれており、ライブラリの FC ドライ
ブに FC 接続を提供します。

拡張モジュールがストレージにのみ使用され、テープ ドライブまたは 
FC I/O ブレードが含まれていない場合は、電源装置を別途用意する必
要はありません。電源はすべて制御モジュールから供給されます。

積み重ね可能 1 ライブラリのラックの高さは最大 41U で、これは 5U 制御モジュール 1 
つと 9U 拡張モジュール 4 つで構成されます。図 4 はライブラリの積み
重ね機能と、推奨されるライブラリ構成を示したものです。

注： 本書に記載されるスロット数は、ライブラリ構成の最下段に
あるアクセスできない  5 つのスロットを含みません。これら
のスロットの詳細については、186 ページの「未使用スロッ
ト」を参照してください。
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図 4  基本システムと拡張モ
ジュール 

5U
(41 スロット )

14U
(133 スロット )

23U
(225 スロット )

32U
(317 スロット )

41U
(409 スロット )

9U 拡張モジュール

5U 制御モジュール 5U 制御モジュール

5U 制御モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール

5U 制御モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール

5U 制御モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール 9U 拡張モジュール
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前面パネルのコンポーネント

図 5 に、ライブラリの前面パネルのコンポーネントを示します。図 5 の
下に、各コンポーネントについて詳しく説明します。

図 5  前面パネルのコンポーネ
ント

 

1 アクセス ドア

2 操作パネル

3 I/E ステーション

4 前面電源ボタン
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アクセス ドア 1 アクセス ドアからライブラリの内部コンポーネントにアクセスできま
す。各制御モジュールと拡張モジュールにはアクセスドアが付いていま
す。ライブラリからカートリッジを一括ロード / アンロードする場合を
除いて、このドアからライブラリにアクセスする必要はありません。

アクセス ドアは I/E ステーションのドアによってロックされています。
アクセス ドアを開くには、最初に I/E ステーションのドアを開く必要が
あります。ライブラリにアクセスできないようにする場合は、I/E 
station のドアをロックしてください。これはセキュリティ上の理由から
お勧めします。ドアをロックすると、権限のないユーザーがテープ カー
トリッジにアクセスするのを防止できます。

I/E ステーションのドアは Operations ( 操作 ) メニューのコマンドを使用
してロック / アンロックできます。詳細については、201 ページの「I/E 
ステーションのロックとロック解除」を参照してください。

アクセス ドアが開いている場合は、ライブラリを使用できません。いず
れかのモジュールのアクセス ドアが開くと、進行中のモーション コマ
ンドがすべて停止し、ピッカーがライブラリの下までゆっくりと移動し
ます。アクセス ドアを閉じると、ライブラリはピッカーのメディアを元
のスロットに戻し、ライブラリ インベントリを実行します。

 

I/E ステーション 1 I/E ステーションでは、ライブラリの通常操作の中断を最小限に抑えな
がら、カートリッジのインポートとエクスポートができます。I/E ス
テーションは、制御モジュールの前面と拡張モジュールの前面にありま
す。5U I/E ステーションでは 1 つのリムーバブル マガジンに 6 つの
カートリッジを挿入できます。9U I/E ステーションでは 2 つのリムーバ
ブル マガジンに 12 のカートリッジを挿入できます。

I/E ステーションは、ライブラリ リソースの論理区域の一部 ( パーティ
ション ) になることができ、ストレージとして構成することもできます。
I/E ステーションはすべてのパーティションで共有されますが、I/E ス
テーション スロットは、一度に 1 つのパーティションのみに所有されま
す。I/E ステーションのスロットをパーティションに割り当てると、そ
のパーティションのみがこのスロットにアクセスできます。

注意： ロボットの操作中にアクセス ドアを開けないようにして
ください。ロボットが直ちに停止し、進行中の操作を完
了できません。
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操作パネル 1 操作パネルは、グラフィカル ユーザー インターフェイス (GUI) が表示
されるタッチ スクリーン ディスプレイ装置です。オペレータ パネルは
制御モジュールのアクセス ドアにあります。ライブラリの操作やサービ
ス機能は、この画面から実行します。GUI は、リモートでウェブ クライ
アントからもアクセスできます。ライブラリのユーザー インターフェイ
スの詳細については、第 2 章「ユーザー インターフェイスについて」 
を参照してください。

前面電源ボタン 1 前面電源ボタンをオフにすると、ロボットと操作パネルがオフになりま
すが、電源装置に電気はまだ流れています。ライブラリをシャットダウ
ンするには、この前面電源ボタンを使用します。ライブラリを安全に
シャットダウン / 再起動する方法については、203 ページの「ライブラ
リのシャットダウンと再起動」を参照してください。

背面パネルのコンポーネント

図 6 は、ライブラリの背面パネルのコンポーネントです。図 6 の下に、
各コンポーネントについて詳しく説明します。
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図 6  背面パネルのコンポーネ
ント  

 

後部の電源スイッチ 1 後部の電源スイッチは各電源装置にあります。電源装置の後部電源ス
イッチを切ると、ライブラリへのすべての電源供給が停止します。後部
の電源スイッチは緊急時と修理時にのみ使用してください。

1 ライブラリ制御ブレード (LCB)

2 FC I/O ブレード ( オプション )

3 FC I/O ファン ブレード (FC I/O ブレードに必要です )

4 背面の電源スイッチ

5 電源装置

6 拡張モジュールの上段と下段のイーサネット ポート

7 モジュール ターミネータ コネクタ
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電源システム 1 ライブラリは § 電源のシングル構成および冗長構成をサポートしていま
す。シングル電源の構成には AC ライン入力と DC 電源が 1 つずつあり
ます。冗長構成には、AC ライン入力と DC 電源が 2 つずつあります。

冗長電源の場合は、電源を ｢ホットスワップ｣ でき ( ハードウェアを交
換している間もライブラリに電力を供給 )、他のモジュールに電源を  
｢ホット追加｣ ( ハードウェアを追加している間もライブラリに電力を供
給 ) することも可能です。 

電力システムは、以下のコンポーネントで構成されています。

• 電源装置

• AC 電源コード

警告： ライブラリを修理するときは、必ず後部電源スイッチを
オフにしてください。担当者や建物に危険が及ぶ場合は、
直ちに後部電源スイッチを切り、電源コードをすべて抜
いてください。

注意： 緊急の場合を除いて、後部電源スイッチを切る前に、
シャットダウンの手順を実行してください。ライブラリ
をシャットダウンする手順については、203 ページの「ラ
イブラリのシャットダウンと再起動」を参照してくださ
い。

注意： 少なくとも 1 つの電源装置が常に接続されている必要が
あります。

警告： 電源コンセントは、ライブラリ周辺の簡単にアクセスで
きる必要があります。

注意： 制御モジュールと、ドライブを搭載した各拡張モジュー
ルには、ドライブ 4 つに最低 1 つの電源装置が必要です。
各モジュールに冗長電源装置を追加できます。1 つのモ
ジュールに電源装置を 1 つ設置し、別のモジュールに別
の電源装置を設置しても、冗長電源にはなりません。冗
長電源にするには、2 つの電源装置が同じモジュールに存
在する必要があります。
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電源には、ステータス情報を表す 3 つの LED が付いています。これらの 
LED ステータス インジケータの色は緑と青です。

• 緑は AC OK または DC OK を表します。

• 青はスワップモードの電源状態を表します。

図 7 に、電源装置の LED を示します。LED の動作の詳細については、
407 ページの「電源装置の LED」を参照してください。
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図 7  電源装置の LED

 

ライブラリ制御ブレード 1 ライブラリ制御ブレード (LCB) は、操作パネルやピッカー アセンブリを
含むライブラリ全体を管理し、ライブラリが正常に機能するようにシス
テム テストを実行します。LCB は Fibre Channel (FC) I/O ブレード ス
ロットへの内部通信にも使用されます。LCB には 4 つのイーサネット 
ポートがあり、ライブラリで合計 4 つの FC I/O ブレードをサポートし
ます。

LCB は、信頼性、可用性、保守性 (RAS) を示す 3 つの LED ステータス 
インジケータによって、そのステータスを示します。これらのインジ
ケータの色は、緑、黄、青です。

1 LED
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• 緑はプロセッサの状態を表します。

• 黄は正常性の状態を表します。

• 青は電源制御の状態を表します。

図 8 に、LED を含め LCB のコンポーネントの位置を示します。LCB 
LED の動作の詳細については、402 ページの「LCB と FC I/O ブレード 
LED」を参照してください。
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図 8  ライブラリ制御ブレード

        

Fibre-Channel I/O ブレー
ド 1

拡張モジュール は、ライブライに FC テープ ドライブを接続する Fibre 
Channel (FC) I/O ブレード ( オプション ) をサポートしています。各 FC 
I/O ブレードには、テープ ドライブの動作の性能と信頼性を強化する接
続性と機能を提供するコントローラが組み込まれています。また、I/O 
ブレードは FC テープ ドライブ接続を統合して、スイッチ ポートと配線
の必要条件を減らします。

1 LED ( 青、黄、緑 )

2 ギガビット イーサネット ( 外部ネットワーク ) 
ポート

3 イーサネット I/O ブレード制御ポート (FC I/O ブ
レードが搭載されていない場合は無効 )

4 サービス イーサネット ポート

5 サービス シリアル ポート
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各 FC I/O ブレードには、自動交渉機能を備えた 6 つの 4Gb/s FC ポート
とバックプレーン接続があります。FC I/O ブレードは、ホスト通信
ポート 2 つと、FC ドライブへの接続ポート 4 つを提供します。FC I/O 
ブレードは拡張モジュール内の I/O ブレードの隣に取り付けたファン 
ブレードによって冷却されます。FC の I/O ブレードとファン ブレード
はホットスワップに対応しています。

FC I/O ブレードは U 制御モジュールに取り付けることができないため、
FC I/O ブレードを含めるには、ライブラリ構成に少なくとも 1 つ拡張モ
ジュールが必要です。U 拡張モジュールは、最大 2 つの FC I/O ブレー
ドを収納できます。搭載している拡張モジュールの数によって、ライブ
ラリは 1 ～ 4 個の FC I/O ブレードをサポートできます。どのライブラ
リ構成でも、収納できる I/O ブレードは最大 4 つです。制御モジュール 
のドライブを含め、ライブラリ内のすべての FC ドライブは、拡張モ
ジュールの FC I/O ブレードに接続できます。

FC I/O ブレードは、その状態を 3 色の LED ステータス インジケータで
示します。これらのインジケータの色は、緑、黄、青です。

• 緑はプロセッサの状態を表します。

• 黄は正常性の状態を表します。

• 青は電源制御の状態を表します。

図 9 に、FC の I/O ブレードと LED を示します。FC I/O ブレード LED 
の動作の詳細については、402 ページの「LCB と FC I/O ブレード LED」
を参照してください。

I/O ブレードの構成については、105 ページの「FC I/O ブレードの操
作」を参照してください。

FC I/O ブレードと FC テープ ドライブの取り付けと配線については、第 
11 章「取り付け、取り外し、交換」を参照してください。

注： FC I/O メニュー コマンドは、FC I/O ブレードがライブラリ
に搭載されている場合にのみ使用可能です。
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図 9  FC I/O ブレード

FC I/O ブレードは拡張モジュール内の I/O ブレードの隣に取り付けた
ファン ブレードによって冷却されます。ファン ブレードの取り付けに
ついては、375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、取り外し、交
換」を参照してください。

図 10 に、FC I/O ファン ブレードおよびその LED を示します。単独で
黄色の LED は正常性の状態を表します。FC I/O ファン ブレード LED 
動作の詳細については、404 ページの「FC I/O ファン ブレード LED」 を
参照してください。

1 FC ポートからホストへ

2 FC ポートからドライブへ

3 LED ( 青、黄、緑 )
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図 10  FC I/O ファン ブレード

       

ロボット ステムとバーコード スキャナ

ロボット システムはカートリッジを識別し、ストレージ スロット、
テープ イブ、および I/E ステーション間で移動します。ロボット アー
ム ( ピッカー ) には、テープ カートリッジをつかんで、モーション座標 
X、Y、Z で指定された位置に移動できるピッカー フィンガーがありま
す。ロボット システムとバーコード スキャナは連動して、ライブラリ
内のリソースの場所を識別します。

各テープ カートリッジにはバーコードが必要です。バーコードは、イン
ベントリ処理中にバーコード スキャナが読み取ります。インベントリ処

1 LED ( 黄 )
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理中、バーコード スキャナは基準ラベルを読み取って、ライブラリに取
り付けられているマガジンやテープ ドライブの種類を識別します。

テープ カートリッジのそれぞれに、機械が読み取れる固有のバーコード 
ラベルを貼付する必要があります。異なるテープ カートリッジに、同じ
バーコード ラベルを貼付することはできません。このバーコードでカー
トリッジを識別します。ライブラリは、テープ カートリッジの物理的な
位置をインベントリ データベースに保存しています。ライブラリやホス
トの要求は、通常このバーコード番号に基づいてテープ カートリッジの
場所を参照します。バーコード ラベルは不可欠で、特定の規格に従う必
要があります。バーコードの詳細については、第 13 章「カートリッジ
とバーコードの 取り扱い」を参照してください。

テープ ドライブのサポート

以下は、テープ ドライブのサポートの詳細です。

• ライブラリの構成には少なくとも 1 台のテープ ドライブが必要で
す。

• 制御モジュールには、テープ ドライブを最大 2 台収納できます。

• 拡張モジュールには、テープ ドライブを最大 4 台収納できます。

Scalar i500 ライブラリでサポートされているテープ ドライブとメディア
については、422 ページの「対応コンポーネント」のリストを参照して
ください。

ライブラリやパーティション内に異種のテープ ドライブを混在させるこ
とができます。その方法については、64 ページの「パーティションの操
作」を参照してください。

SCSI および SAS テープ ドライブはホストに直接接続します。FC テープ 
ドライブはホストまたはストレージ エリア ネットワーク (SAN) に直接
接続できます。FC テープ ドライブは、ホストとドライブ間の通信を管
理する FC I/O ブレードにも接続できます。FC I/O ブレードの詳細につ
いては、105 ページの「FC I/O ブレードの操作」を参照してください。
HP LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブでは、ライブラリのストレージ 
ネットワーク機能を使用できます ( 第 6 章「ストレージ ネットワーキン
グ」 参照 )。
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テープ ドライブはライブラリ背面のテープ ドライブ スロットに装填し
ます。テープ ドライブのスロットが空の場合は、ライブラリにゴミが入
るのを防ぐために、空のテープ ドライブ スロットにフィラー プレート
を取り付けてください。テープ ドライブは、ライブラリの下から上へと
テープ ドライブのスロットを埋めて出荷されますが、他の空きスロット
に装填し直すことも可能です。

テープ ドライブの追加方法については、360 ページの「テープ ドライブ
の追加」を参照してください。

ライブラリの機能

ここでは、Scalar i500 ライブラリの主な機能について説明します。

ユーザー インターフェイ
ス 1 オペレータ パネルは、制御モジュールの前面ドアにあり、ユーザー イ

ンターフェイスを使用してローカルでライブラリを操作できます。ウェ
ブ クライアント を使用すると、リモート サイトからブラウザでアクセ
スして、ライブラリの機能の表示や実行ができます。オペレータ パネル
とウェブ クライアントは、よく似たユーザー インタフェースと機能を
備えています。

オペレータ パネルとウェブ クライアントの詳細については、第 2 章
「ユーザー インターフェイスについて」を参照してください。

パーティション 1 パーティションはライブラリ内の仮想セクションで、ファイル管理、複
数ユーザーからのアクセス、または 1 つまたは複数のホスト アプリケー
ション専用などの目的で使用する複数の個別のライブラリのように見え
ます。

ライブラリを複数のパーティションに編成すると、リソースが仮想セク
ションに分割されます。パーティションは、一部パーティションへのア

注： ライブラリが標準速度で動作するためには、テープ ドライブ
のフィラー プレートを装着する必要があります。
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クセス許可をユーザー アカウントに与えることで、ライブラリへの部分
的アクセスを制御できます。

パーティションの詳細については、64 ページの「パーティションの操
作」を参照してください。

制御パスの変更 1 制御パス テープ ドライブは、ホスト アプリケーションにパーティショ
ンを接続するために使用します。制御パスとして選択できるテープ ドラ
イブは、一度に 1 台だけです。詳細については、83 ページの「制御パス
の操作」を参照してください。

WORM のサポート 1 Scalar i500 テープ ライブラリは、LTO-3、LTO-4、LTO-5 テープ ドライ
ブの WORM ( write once, read many: 書き込みは 1 回限り、読み取りは
何度でも ) 機能をサポートしています。WORM では、書き換えや消去
ができないデータを書き込むことができ、データが誤って消去されるの
を防いでデータ保護を強化します。WORM カートリッジを使用すると
きは常に WORM 機能がサポートされます。

ライセンス可能な機能

標準機能に加えて、Scalar i500 では以下のライセンス可能な追加機能を
ご利用いただけます。

• 詳細報告、第 4 章「詳細レポート」 に記載

• 容量オンデマンド、第 5 章「オンデマンドの容量」 に記載

• ストレージ ネットワーク、第 6 章「ストレージ ネットワーキング」 
に記載

• 暗号化キー管理、第 7 章「暗号鍵の管理」 に記載

ライブラリと共にこれらの機能を購入する場合、ライブラリの受け取り
時にライセンスがインストールされます。新規購入後にアップグレード
したり新機能を追加した場合は、ライセンス キーを入手してインストー
ルする必要があります。ライセンス キーの入手とインストール方法につ
いては、85 ページの「ライセンス キーの取得とインストール」を参照
してください。
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第 2 章  

2 ユーザー インターフェイスにつ 
いて

Scalar i500 ライブラリのユーザー インターフェイスには、オペレータ パ
ネルとウェブ クライアントの 2 形式があります。Dcalar i500 ライブラリ
を操作するには、オペレータ パネルを使用して 制御モジュールでロー
カルに実行するか、ウェブ クライアントを使用してコンピュータでリ
モートから実行できます。共通の要素がある類似機能は、両方の形式で
使用されます。

ライブラリを操作するためには、ウェブ クライアントとオペレータパネ
ルの両方のインターフェイスが必要です。ウェブ クライアントでのみ使
用できる機能と、オペレータ パネルでのみ使用できる機能があります。
ライブラリの操作には、なるべくオペレータ パネルではなく、ウェブ 
クライアントの使用をお勧めします。

   

この章では、以下について説明します。

• 共通のユーザー インターフェイス要素

• 操作パネル

• ウェブ クライアント

• メニュー ツリー

注意： ライブラリがインベントリを実行中は、インベントリ操
作 ( たとえば、RAS チケットによる作業、パーティショ
ンの作成 / 変更 / 削除など ) をしないでください。もし
そうした操作を行うと、テープ カートリッジの紛失など
インベントリの不一致が生じる場合があります。
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• ユーザー特権

• ユーザーのアクセス権

共通のユーザー インターフェイス要素

ユーザー インターフェイスは以下の領域で構成されています。

• ヘッダー — すべての画面に表示され、企業ロゴ、製品名、および 
3 個のメイン ナビゲーション ボタンが含まれています。メイン ナビ
ゲーション ボタンは以下のとおりです。

• Home ( ホーム ) — ホーム ページ。

• Help ( ヘルプ ) — 作業中の画面の操作ヘルプ。

• Logout ( ログアウト ) — ログアウト機能。

• タイトル バー / メニュー タブ (操作パネル)— この領域はヘッダーの下に
表示されます。ホーム ページには、ライブラリ / パーティションの
名前が表示され、メイン画面のメニュー タブにアクセスできます。
その他の画面では、この領域が 1 行のバーになって画面名が表示さ
れます。

• メニューバー ( ウェブ クライアント )— メニューの選択肢が表示されま
す。

• メイン — 画面の主な内容を示す領域。

• 正常性 / ナビゲーション — 3 個のサブシステム状態ボタン、Library ( ラ
イブラリ )、Drives ( ドライブ )、Media ( メディア ) によって、ライブラ
リの「正常性」について情報を表示します。サブシステム ボタンの
詳細については、36 ページの「システムの概要とサブシステムのス
テータス」を参照してください。

注： ヘッダーに表示されるメッセージは、ロボット機能がライブ
ラリ機能を実行する準備ができていないときの警告です。
ヘッダーに表示される「Library Not Ready ( ライブラリの準
備ができていません )」メッセージの詳細については、391 
ページの「「ライブラリの準備ができていません」メッセージ
のトラブルシューティング」を参照してください。
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図 11 と図 12 は、オペレーター パネルとウェブ クライアントのイン
ターフェイスを示しています。

図 11  操作パネルのユーザー 
インターフェイス
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図 12  ウェブ クライアントの
ユーザー インターフェイス     

システムの概要とサブシス
テムのステータス 2

ホーム ページ下部に、サブシステムのステータスを示す 3 個のボタンが
あります。この色からライブラリの状態がわかります。問題が発生した
場合に、これらのボタンでライブラリの「正常性」に関する情報にすば
やくアクセスして、回復を速めることができます。これらのボタンを選
択すると、サブシステムの問題を報告する RAS (Reliability：信頼性、
Availability：可用性、Serviceability：保守性 ) チケットを表示できま
す。

3 つのサブシステムは以下のとおりです。

• ライブラリ — このサブシステムは、接続性、制御、冷却、電源、ロ
ボット機能を表します。

• ドライブ — このサブシステムは、テープ ドライブ、テープ ドライブ 
ファームウェア、テープ ドライブ スレッドなど、テープ ドライブ 
コンポーネントで構成されています。

• メディア — このサブシステムは、カートリッジ、バーコード ラベル
などのメディア コンポーネントで構成されています。
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各サブシステム ボタンは、色でそれぞれの状態を示します。以下の 3 通
りの状態があります。

• 緑 — このサブシステム用に RAS チケットが存在しないか、チケッ
トが存在していても、すべて閉じています。

• 黄 — ライブラリに、このサブシステムの開封済みまたは未開封の低 
/ 高優先度の  RAS チケットがあります。

• 赤 — ライブラリに、このサブシステムの開封済みまたは未開封の緊
急 RAS チケット があります。

サブシステムのボタンの色が赤または黄の場合は、そのボタンをクリッ
クすると、該当する RAS Tickets (RAS チケット ) 画面を表示できます。
この画面には、選択したボタンによってライブラリ、ドライバ、または
メディアの RAS チケットが一覧になります。RAS チケットは、最後に
発生した各イベントを新しいものから順に表示します。

RAS チケットの並び順は、見出しの項目 ( たとえば、優先度、最後の発
生日時、名前 ) をクリックして変更できます。

ウェブ クライアント 上で Include Closed Tickets ( 終了したチケットを含む

) チェックボックスを選択すると、終了しているチケットを表示できま
す。

また、Tools ( ツール ) > All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) を選択し
て、All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) を開くこともできます。
RAS チケットの詳細については、383 ページの「RAS チケットについ
て」を参照してください。

ホーム ページ 2 ホーム ページは、オペレータ パネルとウェブ クライアントの両方に共
通しています。ウェブ クライアント ホーム ページには、ユーザー イン
ターフェイス画面にアクセスするため、2 つのナビゲーションモードが
あります。Capacity View ( 容量表示 ) 上のタブと、Library View ( ライブラ

リ表示 ) 上の分類された機能リンクです。操作パネル上のホーム ページ
には、ライブラリの Capacity View ( 容量表示 ) のみが表示されます。

注： Last Occurrence ( 最後の発生 ) は、チケット イベントが発生し
た最後の時間を示します。この情報は、イベントが発生する
たびに更新されます。Last Occurrence ( 最後の発生 ) は、RAS 
チケットを開封、終了、または解決した場合には更新されま
せん。
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Capacity View ( 容量表示 ) 2

Capacity View ( 容量ビュー )  画面はライブラリのデフォルト ビューで、
この画面にはライブラリのパーティション、スロット、ドライブの容量
を表形式にしたデータが表示されます。この画面を利用すると、ライブ
ラリの容量の概要を即座に確認できます。また、Storage Slots ( ストレー

ジ スロット ) セクションで、どのパーティションがオンラインかも確認
できます。現在のユーザーのログイン特権によって、Capacity View ( 容
量表示 ) に表示される情報が決まります。

Capacity View ( 容量表示 ) の詳細は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントで、ユーザーには各自がアクセスできるパー
ティションがアルファベット順に表示されます。

• 操作パネルで、ユーザーが複数のパーティションにアクセスできる
場合は、画面上部のタイトル バーに表示されるパーティション名の
横の矢印を使用して、他のパーティションに移動できます。

ユーザー権限の詳細については、46 ページの「ユーザー特権」とを参照
してください。

ウェブ クライアントでユーザーは、Capacity View ( 容量表示 ) と Library 
View ( ライブラリ表示 ) をトグルできます。

Library View ( ライブラリ表示 ) 2

ウェブ クライアントで Library View ( ライブラリ表示 ) ボタンを選択する
と、Library View ( ライブラリ表示 ) が表示されます。Library View ( ラ
イブラリ表示 ) では、他のナビゲーション モードとともに、ライブラリ
がグラフィカルに表示されます。ライブラリをくまなくナビゲートする
には、この Library View ( ライブラリ表示 ) を使用します。｢ホット｣ エ
リアのラベル付き制御モジュールは、ライブラリの各エリア用機能にア
クセスするために選択できます。Library View ( ライブラリ表示 ) には、
ユーザーのライブラリの実際の構成が示されますが、それにはモジュー
ルのスタック順も含まれます。Capacity View ( 容量ビュー ) と同じナビ
ゲーション ボタンが Library View ( ライブラリ ビュー ) にもあります。
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操作パネル

オペレータ パネルは、制御モジュールの前面ドアに付いています。ユー
ザー インターフェイスは、操作パネルのタッチ スクリーン LCD ディス
プレイに表示され、基本的なライブラリ管理機能を実行するために使用
します。操作パネルのボタンを押すと、「キー クリック」音のような音
が聞こえます。この音が鳴らないように設定することもできます。122 
ページの「システム設定の指定」を参照してください。

操作パネルのキーパッド 2 データ入力が必要なテキスト ボックスに触れると、キーパッド画面が表
示されます。触れた入力フィールドの種類によって、英字、数字、また
は月名のキーパッドが表示されます。英字はすべて小文字で入力しま
す。画面の一番上にテキストボックスが表示され、入力した数字や文字
が表示されます。123 と押すと、数字のキーパッドが表示されます。

操作パネルの点灯が操作の
必要性を示す 2

オペレータによる操作が必要な場合、操作パネルが点灯します ( スク
リーン セーバーは消えます )。たとえば、I/E ステーションへのテープ
のインポート後に操作パネルが点灯すると、オペレータはプロンプトに
従って、パーティションにテープを割り当てる必要があります。

ウェブ クライアント 

ウェブ クライアントの HTTP ユーザー インターフェイスは、オペレー
タ パネルのユーザー インターフェイスとよく似ています。ウェブ クラ
イアントのインターフェイスには、サポートされている Web ブラウザ
からアクセスできます。サポートされているブラウザについては、423 
ページの「システム要件」を参照してください。

ライブラリをリモートで管理するには、操作パネルのタッチ スクリーン
からライブラリのネットワーク初期設定を行う必要があります。リモー
トで使用するためのネットワーク設定については、121 ページの「ライ
ブラリのセキュリティ設定の指定」を参照してください。
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ウェブ クライアント インターフェイスとライブラリのオンライン ヘル
プを使用するには、ウェブ ブラウザのポップアップ ブロッカーを無効
にする必要があります。Scalar i500 の IP アドレスを Scalar i500  がサ
ポートするブラウザの信頼 / 許可するサイト一覧に追加して、ウェブ ク
ライアントのページが自動更新されるようにします。

メニュー ツリー

以下のメニューでは、操作とコマンドが論理的なグループにまとめられ
ています。

• Setup ( セットアップ ) メニューは、パーティション、I/E ステーショ
ン スロット、クリーニング スロット、制御パス、ネットワーク設
定、ドライブ設定、ユーザー、通知、日時、ライセンス、FC I/O ブ
レード、ライブラリ登録、電子メールなど、管理者がライブラリの
さまざまな側面のセットアップと設定に使用できるコマンドで構成
されています。

• Operations ( 操作 ) メニューには、ライブラリの動作モードの変更、
カートリッジのインポートとエクスポート、テープ ドライブのロー
ドとアンロード、メディアの移動、診断の実行、ログオフなどがで
きるコマンドがあります。管理者はまた、I/E ステーションのロッ
ク / ロック解除や、ライブラリのシャットダウンを行うコマンドに
もアクセスできます。

• Tools ( ツール ) メニューは、RAS チケットの表示、診断ログの生成、
ドライブの識別、内部ネットワークの設定、ライブラリ設定の保存
と復元、システムやセキュリティのパラメータ設定、ファームウェ
アの更新など、ライブラリを管理するために使用できるコマンドで
構成されます。

注： ウェブ クライアントのページ間の移動には、インターネット 
ブラウザの 戻る ボタンを使用しないでください。ウェブ クラ
イアントで提供されているボタンを使用してください。

注： ウェブ クライアントの使用中は、インターネット ブラウザ 
ウィンドウを閉じる前に、ライブラリからログアウトしてく
ださい。ログアウトしないと、セッションが開いたままにな
ります。
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• Reports ( レポート ) メニュー ( ウェブ クライアントのみ ) には、ライ
ブラリ情報の要約が表示されます。

適切なログイン情報を持つサービスユーザーは、非表示のサービス メ
ニューを使用できます。

このメニューは、ウェブ クライアントとオペレータ パネルのユーザー 
インターフェイスで内容が若干異なります。システム管理者はあらゆる
メニュー コマンドにアクセスできますが、一般ユーザー ( ユーザー特権
を持つユーザー ) がアクセスできるコマンドは、制限されます。

表 1 は、ウェブ クライアントのメニューを示しています。すなわち、一
部のメニュー コマンドは管理者専用です。

 I/O ブレード メニューのアイテムは、I/O ブレードを搭載しているライ
ブラリで使用できます。
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表 1   ウェブ クライアントのメ
ニュー

Setup ( セットアップ )  
メニュー *

Operations ( 操作 )  
メニュー

Tools ( ツール )  
メニュー *

Reports ( レポート )  
メニュー

• Setup Wizard  
( セットアップ ウィザード )

• Partitions ( パーティション )
• Host Access  

( ホスト アクセス )
• Host Registration  

( ホスト登録 )
• Host Connections  

( ホスト接続 )
• Cleaning Slots  

( クリーニング スロット )
• I/E Station Slots  

(I/E ステーション スロット )
• Drive Settings  

( ドライブ設定 )
• Control Path ( 制御パス )
• License ( ライセンス )
• Notifications ( 通知 )

• E-mail Configuration  
( 電子メール設定 )

• Adbanced Reporting  
( 詳細報告 )  
( ライセンスがある場合 )
• Receiver Addresses  

( 受信者アドレス )
• Media Security  

( メディア セキュリ

ティ )
• RAS

• Receiver Addresses  
( 受信者アドレス )

• Contact Information  
( 連絡先情報 )

• Network Management  
( ネットワーク管理 )
• Network ( ネットワーク )
• SNMP

• SNMP Trap Registration 
(SNMP トラップ登録 )

• Media ( メディア )
• Move ( 移動 )

• Import ( インポート )

• Export ( エクスポート )
• Cleaning Media  

( クリーニング メディア )
• Import ( インポート )

• Export ( エクスポート )

• パーティション

• Change Mode  
( モード変更 )

• Drive ( ドライブ )
• Load ( ロード )

• Unload ( アンロード )
• Change Mode  

( モード変更 )
• I/E Station Lock/Unlock 

(I/E ステーションのロック /
ロック解除 )*

• System Shutdown  
( システム シャットダウン )*

• Logout ( ログアウト )

• All RAS Tickets  
( すべての RAS チケット )

• Capture Snapshot  
( スナップショットのキャ

プチャ )
• Save/Restore 

Configuration  
( 設定の保存 / 復元 )

• E-mail Configuration 
Record  
( 電子メール設定レコード )

• Save Configuration 
Record  
( 設定レコードの保存 )

• Identify Drives  
( ドライブの識別 )

• Drive Operations  
( ドライブ操作 )

• Download SNMP MIB 
(SNMP MIB のダウンロー

ド )
• IO Blade Info  

(IO ブレード情報 )**
• IO Blade Port Info  

(IO ブレード ポート情報 )**
• EKM Management  

(EKM 管理 )
• Import Communication 

Certificates ( 通信認証の

インポート )
• Encryption Certificate (

暗号化認証 )

• Import ( インポート )

• Export (エクスポート )

• 暗号化キー

• Import ( インポート )

• Export (エクスポート )
• Retrieve SKM Logs 

(SKM ログの検索 ) 
(SKM が有効な場合 )

• System Information  
( システム情報 )

• ライブラリ構成

• Network Settings  
( ネットワーク設定 )

• Logged In Users 
( ログイン済みユーザー )*

• All Slots  
( すべてのスロット )

• Log Viewer  
( ログ ビューワ )*

• Advanced Reporting  
( 詳細報告 )*
• Drive Resource Utilization  

(ドライブ リソース使用率 )
• Media Integrity Analysis  

( メディア整合性分析 )

• About ( バージョン情報 )
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• User Management  
( ユーザー管理 )
• User Accounts  

( ユーザー アカウント )

• Remote Authentication  
( リモート認証 )

• IO Blades (IO ブレード )**
• Port Configuration  

( ポート設定 )

• Channel Zoning  
( チャネル ゾーニング )

• Host Mapping  
( ホスト マッピング )

• Host Management  
( ホスト管理 )

• Host Port Failover  
( ホスト ポートのフェー

ルオーバー )

• Data Path Conditioning  
( データ パス調整 )

• I/O Blade Control  
(IO ブレード制御 )

• Encryption  
( 暗号化 )  
( ライセンスがある場合 )

• System Configuration  
( システム設定 )

• Partition Configuration  
( パーティション設定 )

• System Settings  
( システム設定 )

• Date & Time  
( 日付と時刻 )

• Register Library  
( ライブラリの登録 )

• Update Library Firmware 
( ライブラリ ファーム

ウェアの更新 )

• Diagnostics ( 診断 )

* 管理者専用 ** ライブラリに I/O ブレードが搭載されている場合のみ使用可能。

Setup ( セットアップ )  
メニュー *

Operations ( 操作 )  
メニュー

Tools ( ツール )  
メニュー *

Reports ( レポート )  
メニュー
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表 2 に、操作パネル メニューを一覧にします。すなわち、一部のメ
ニュー コマンドは管理者専用です。 I/O ブレード メニューのアイテム
は、I/O ブレードを搭載しているライブラリで使用できます。

表 2   操作パネルのメニュー
  

Setup ( セットアップ ) メニュー a Operations ( 操作 ) メニュー Tools ( ツール ) メニュー

• Partition Mgmt  
( パーティション管理 )
• Create Partition  

( パーティションの作成 )

• Delete Partition  
( パーティションの削除 )

• Configure I/E Station Slots  
(I/E ステーション スロットの設定 )

• Configure Cleaning Slots  
( クリーニング スロットの設定 )

• User Mgmt ( ユーザー管理 )

• Create User ( ユーザーの作成 )

• Modify User ( ユーザーの変更 )

• Drive Settings ( ドライブ設定 )
• Fibre

• SCSI

• SAS

• Notification ( 通知 )

• E-mail Alerts ( 電子メール警告 )

• E-mail Account  
( 電子メール アカウント )

• Customer Contact  
( 顧客連絡先 )

• Licenses ( ライセンス )

• Date & Time ( 日付と時刻 )

• Network Mgmt ( ネットワーク管理 ) 

• IP version 4 (IP バージョン 4)

• IP version 6 (IP バージョン 6)  
( 有効な場合 )

• Port Settings ( ポート設定 )

• Control Path ( 制御パス )

• Move Media  
( メディアの移動 )

• Import Media  
( メディアのインポート )

• Export Media  
( メディアのエクスポート )

• Import Cleaning Media  
( クリーニング メディアの 

インポート )
• Export Cleaning Media  

( クリーニング メディアの 

エクスポート )
• Change Partition Mode  

( パーティション モードの変更 )
• Load Drive  

( ローカル ドライブ )
• Unload Drive  

( ドライブのアンロード )
• Change Drive Mode  

( ドライブ モードの変更 )
• Lock/Unlock I/E Station  

(I/E ステーションのロック / 
ロック解除 )a

• Shutdown ( シャットダウン )a

• All RAS Tickets ( すべての RAS チケット )a

• Capture Snapshot  
( スナップショットのキャプチャ )a

• Drive Mgmt ( ドライブ管理 )a

• Clean drive ( ドライブのクリーニング )

• Reset drives ( ドライブのリセット )

• Drive Info ( ドライブ情報 )

• About Library ( ライブラリ情報 )

• Network Info ( ネットワーク情報 )

• View Drive Info ( ドライブ情報の表示 )

• Partition Info ( パーティション情報 )

• Internal Network ( 内部ネットワーク )a

• System Settings ( システム設定 )
• User Session Timeout  

( ユーザー セッション タイムアウト ) ( 分 )a

• Touch Screen Audio  
( タッチ スクリーン オーディオ )

• Unload Assist ( アンロードのアシスト )a

• Logical SN Addressing  
( 論理 SN アドレス割り当て )a

• Manual Cartridge Assignment  
( カートリッジの手動割り当て )a

• Disable Remote Service User  
( リモート サービス ユーザーを無効にする )a

• Enable SSL (SSL を有効にする )

• Enable SNMP V1/V2  
(SNMP V1/V2 を有効にする )

• Enable IPv6 (IPv6 を有効にする )

• Enable SMI-S (SMI-S を有効にする )

• Unlabeled Media Detection  
( ラベルが付けられていないメディアの検出 )
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• IO Blades (I/O ブレード )b

• Port Configuration ( ポート設定 )

• Channel Zoning  
( チャネル ゾーニング )

• Host Mappingc  ( ホスト マッピング )

• Host Management ( ホスト管理 )c

• Host Port Failover  
( ホスト ポートのフェールオーバー )

• Data Path Conditioning  
( データ パス調整 )

• Blade Control ( ブレード制御 )

Security ( セキュリティ )a

• Network Interface  
( ネットワーク インターフェイス )

• SSH Services (SSH サービス )

• ICMP

• Remote UI ( リモート UI)

• SNMP

• SMI-S

Display Settings ( 表示設定 )

• Brightness ( 明るさ )

• Contrast ( コントラスト )

• Defaults ( デフォルト )

• Library Tests ( ライブラリ テスト )a

• Installation & Verification Tests  
( インストールと検証テスト )

• Library Demo ( ライブラリ デモ )

• View Last Summary Log  
( 前回の概要ログの表示 )

• View Last Detailed Log  
( 前回の詳細ログの表示 )

• E-mail Last Detailed Log  
( 前回の詳細ログの電子メール送信 )

• Blade Info ( ブレード情報 )b

• Port Info ( ポート情報 )

• Command History Log ( コマンド履歴ログ )

 a 管理者専用。ライブラリに I/O ブレードが搭載されている場合のみ使用可能です。ホスト マッピングが有効な場合のみ表示されま

す。

Setup ( セットアップ ) メニュー a Operations ( 操作 ) メニュー Tools ( ツール ) メニュー
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ユーザー特権

ユーザー特権レベルは、ライブラリ内で作成されたユーザー アカウント
に手動で割り当てられます。ライブラリ内で画面と操作へのアクセスを
制御すると、ライブラリおよびそこに格納されているデータの整合性を
維持できます。ユーザー特権レベルの設定については、94 ページの

「ユーザー アカウントの操作」を参照してください。

Scalar i500 ライブラリには 3 種類のユーザーが定義されています。

• 管理者は、物理ライブラリ全体およびそのパーティション全体にア
クセスできるとともに、ライブラリの構成、ユーザーや管理者アカ
ウントの設定もできます。出荷時には、ライブラリにデフォルトの
管理者アカウントが設定されています。このデフォルト管理者アカ
ウントのユーザー名は admin で、パスワードは password です。デ
フォルト管理者アカウントのユーザー名は変更できませんが、パス
ワードは変更できます。デフォルト管理者アカウントのパスワード
を紛失した場合は、Quantum テクニカル サポートまで連絡してく
ださい (8 ページの「詳細情報とヘルプ」参照 )。 

• ユーザー は、1 つまたは複数の割り当てられたパーティションにアク
セスできるとともに、Operations ( 操作 ) および Reports ( レポート ) 
メニューの一部にもアクセスできます。Setup ( セットアップ ) および 
Tools ( ツール ) メニューに、ユーザーはアクセスできません。ユー
ザーは、パーティション内で諸機能 ( たとえばカートリッジおよび
テープ ドライブ操作 ) を実行できますが、ライブラリのセット アッ
プや構成 ( たとえばパーティションの作成や削除 ) はできません。

• サービスは、物理ライブラリおよびそのパーティション全体にアクセ
スできるとともに、サービスおよび診断ツールを含む非表示の サー

ビス メニューにもアクセスできます。各ライブラリが持つサービス 
アカウントは、それぞれ 1 つのみです。

ユーザー特権の詳細は以下のとおりです。

• ライブラリには、デフォルト管理者アカウントを含めて、最大 18 の
ユーザー アカウント ( ユーザーまたは管理者またはその両方 ) を格
納できます。

• 18 のユーザー ( ユーザーまたは管理者またはその両方の ) セッショ
ンは同時にアクティブにできます。

• 同じユーザーが、複数のリモート ロケーションからログインするこ
ともできます。
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• ウェブ クライアント画面の右上隅にある閉じるボタン (X) をクリッ
クすると、ブラウザ ウィンドウは閉じますが、ユーザーや管理者は
ログアウトされません。

• 無操作の状態が設定時間を超過すると、ユーザーは自動的にログア
ウトします。ユーザー セッションのタイムアウト時間はデフォルト
で 30 分ですが、管理者はこのユーザー セッション タイムアウト時
間を、15 分から 480 分 (8 時間 ) の間で変更できます。122 ページの

「システム設定の指定」を参照してください。

•  操作パネルで 10 分間操作をしなければ、スクリーン セーバーが起
動します。1 時間操作をしないと、画面が黒くなります。無操作に
よってユーザーがログアウトになった場合は、操作パネルに触れる
と再開でき、最後に使用した画面に戻ります。( ウェブ クライアン
トではスクリーン セーバーを使用されません。) 

• 管理者は、ウェブ クライアントからライブラリへのアクセスをすべ
て無効にできます。詳細については、122 ページの「システム設定
の指定」を参照してください。

• サービス ユーザーがロ インすると、他のアクティブ ユーザーはす
べて自動的にログアウトされます。

• セキュリティ保護の目的で、管理者はサービス ユーザーがウェブ ク
ライアント またはイーサネット サービス ポートからライブラリに
リモートでログオンするのを阻止できます。ただし、操作パネル イ
ンターフェイスからは引き続きライブラリにログインできます。詳
細については、122 ページの「システム設定の指定」を参照してく
ださい。

ユーザーのアクセス権

管理者はライブラリの全体にアクセスできます。ユーザー特権を持つ
ユーザーは、一部のメニューのみにアクセスできます。ウェブ クライア
ントのメニュー ツリーと特権レベルについては、42 ページの 表 1 を参
照してください。操作パネルのメニュー ツリーと特権レベルについて
は、44 ページの 表 2 を参照してください。
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第 3 章  

3 ライブラリの設定

Scalar i500 クイック スタート ガイド の説明どおりにハードウェアを設
置したら、ライブラリの設定を開始できます。ライブラリの設定は、
セットアップ ウィザードを使って開始します。また、操作パネルとウェ
ブ クライアントのメニュー コマンドを使用すると、いつでも設定を変更
できます。

本章では、以下について説明します。

• セットアップ ウィザードについて

• セットアップ ウィザードの使用

• ウェブ クライアントへのログオン

• ネットワークの管理

• パーティションの操作

• クリーニング スロットの設定

• I/E ステーション スロットの設定

• テープ ドライブ パラメータの設定

• 制御パスの操作

注意： ライブラリの設定を変更した後、必ず設定を保存してくださ
い。保存しておくと、必要なときに最新の設定を復元できま
す。390 ページの「ライブラリ設定の保存とリストア」を参
照してください。
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• ライセンス キーの取得とインストール

• カスタマー サービス連絡先情報の設定

• ライブラリ電子メール アカウントの設定

• RAS 電子メール通知の操作

• ユーザー アカウントの操作

• 日付、時刻、タイムゾーンの設定

• FC I/O ブレードの操作

• ライブラリのセキュリティ設定の指定

• 内部ネットワークの設定

• システム設定の指定

• 操作パネルのディスプレイ設定

• ライブラリの登録

セットアップ ウィザードについて

ライブラリの電源を最初にオンにすると、操作パネルにセットアップ 
ウィザードが表示されます。その指示に従ってライブラリの基本的な動
作の初期設定を行います。

操作パネルのセットアップ ウィザードは初回起動時に 1 度だけ実行され
ます。その後、管理者はいつでもウェブ クライアントから、または 
Setup ( セットアップ ) メニューと Operations ( 操作 ) メニューのコマンド
を使用して、セットアップ ウィザードにアクセスし、ネットワーク設定
を含むすべてライブラリ設定を変更できます。50 ページの「メニュー 
コマンドによるライブラリの設定」を参照してください。

初回起動時にセットアップ ウィザードを完了することをお勧めします
が、ライブラリをローカルですぐに使い始めなければならない場合もあ
ります。その場合は、セットアップ ウィザードをキャンセルして、ライ
ブラリがデフォルト設定で実行できるようにします。53 ページの「デ
フォルト設定」を参照してください。

詳細については、51 ページの「セットアップ ウィザードの使用」を参
照してください。
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デフォルト管理者アカウン
トの使用 3

最初にライブラリの電源を入れたときは、操作パネルを使うためにログ
インする必要はありません。Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) をす
ぐに使い始めることができます。ただし、操作パネルで初回セットアッ
プ セッションを終了した後は、ウェブ クライアントと操作パネルにロ
グインする必要があります。

出荷時には、ライブラリにデフォルトの管理者アカウントが設定されて
います。このアカウントのユーザー名は admin で、パスワードは  
password です。操作パネルまたはウェブ クライアントに Login ( ログイ

ン ) 画面が表示されたら、User Name ( ユーザー名 ) テキスト ボックスに 
admin、Password ( パスワード ) テキストボックスに password と入力し
ます。初期設定が完了したら、すぐにデフォルトの管理者アカウントの
パスワードを変更してください。パスワードの変更方法については、 
96 ページの「ローカル ユーザー アカウントの変更」を参照してくださ
い。

 

メニュー コマンドによる
ライブラリの設定 3

セットアップ ウィザードは、ライブラリの初期設定を手伝う機能です
が、 設定タスクのサブセットしか含まれていません。操作パネルのタブ
とウェブ クライアントのメニューには、セットアップ ウィザードに含
まれているすべての設定オプションと、含まれていない多数のオプショ
ンがあります。セットアップ ウィザードの最初のセッションが完了した
ら、管理者はライブラリの設定を変更するのに最も便利な方法、または
必要な方法を選択できます。

以下のトピックでは、ライブラリの設定時に Setup Wizard ( セットアップ 
ウィザード ) を使用する方法と、Setup ( セットアップ ) および Operations  
( 操作 ) のコマンドを使用する方法について説明します。正しい画面を開く
方法を、操作パネルとウェブ クライアントの両方でタスクごとに示しま
す。操作パネルの場合は、ホームページの上部にあるナビゲーション タ
ブを使用します。ウェブ クライアントの場合は、メニューを使用します。

操作パネルとウェブ クライアントの両方のメニュー ツリーの場合は、
40 ページの「メニュー ツリー」を参照してください。

注： デフォルトの管理者アカウントの削除やユーザー名の変更は
できませんが、 パスワードは変更できます。

注： デフォルト管理者アカウントのパスワードを紛失した場合は、
Quantum テクニカル サポート (8 ページの「詳細情報とヘル
プ」参照 ) まで連絡してください。
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セットアップ ウィザードの使用 

セットアップ ウィザードを使用すると、ライブラリを簡単に設定できま
す。最初にライブラリの電源を入れると、操作パネルにセットアップ 
ウィザードが表示されます。その後は、操作パネルからセットアップ 
ウィザードにアクセスすることはできません。ただし、ウェブ クライア
ントの Setup ( セットアップ ) メニューからは常時セットアップ ウザード
にアクセスできます。

以下は、セットアップ ウィザードを使用して初期設定をするときに推奨
される手順です。

1 ライブラリの電源を入れ、操作パネルでセットアップ ウィザードを
使い始めます。

2 画面の説明に従って、すべての手順を完了します (54 ページの
「セットアップ ウィザードのタスク」を参照してください )。

3 ネットワーク設定画面では、以下のようにネットワークを設定しま
す。

 

• IPv4 を使用している場合：Setup Wizard: Enable IPv6 ( セットアップ 
ウィザード：IPv6 有効 ) 画面で Enable IPv6 (IPv6 有効 )  チェック
ボックスを選択しないでください。次へ をクリックします。
ネットワーク 設定を指定します。

• IPv6 を使用している場合：Setup Wizard: Enable IPv6 ( セットアップ 
ウィザード：IPv6 有効 ) 画面で、Enable IPv6 (IPv6 有効 ) チェック
ボックスをオンにし、Next ( 次へ ) をクリックします。IPv6 を有
効にしましたが、ここで IPv6 の設定は行いません。セットアッ
プ ウィザードの画面を継続します。セットアップ ウィザードを

注： ライブラリの設定に、ライブラリのパワーサイクル ( ライブラ
リの電源をいったん切ってから再び入れる操作 ) は不要です。

注： ネットワーク設定を指定するまでは、ウェブ クライアン
トにログインできません。
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完了してから、操作パネルの Setup ( セットアップ ) > Network 
Mgmt ( ネットワーク管理 ) に移動して IPv6 のネットワーク 設定を
指定します。

4 操作パネルからログアウトします。

5 デフォルトの管理者アカウントを使用して、ウェブ クライアントに
ログ インします。User Name ( ユーザー名 ) テキスト ボックスに 
admin、Password ( パスワード ) テキスト ボックスに password と
入力します。

6 ウェブ クライアントのインターフェイスで、Setup Wizard ( セット

アップ ウィザード ) 画面を完了します。最後の Setup Wizard ( セット

アップ ウィザード ) 画面で設定を適用します。

セットアップ ウィザード を完了したら、ウェブ クライアントに 
Library Configuration ( ライブラリ設定 ) レポートが表示されます。ラ
イブラリ Configuration ( ライブラリ設定 ) レポートには、ライブラリ
のテープ ドライブ、パーティション、I/E ステーション、ストレー
ジ スロット、ロードされているメディアに関する情報が表示されま
す。ライブラリ Configuration ( ライブラリ設定 ) レポートの詳細につ
いては、208 ページの「ライブラリ設定の表示」を参照してくださ
い。

以下に、Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) の使い方を説明します。

• ライブラリにログインする必要がないのは、ライブラリに最初に電
源を入れて、セットアップ ウィザードが操作パネルに表示される時
だけです。

• 1 時間のタイムアウト時間が経過すると、セットアップ ウィザード
が終了し、ユーザーはライブラリからログアウトします。操作パネ
ルにログインするには、デフォルトの管理者アカウントを使用しま
す。

• セットアップ ウィザードでタイムアウトになった場合や、Setup 
Wizard ( セットアップ ウィザード ) 画面ですべての操作を完了しな
かった場合は、デフォルトの設定と、それまでに加えた変更が適用
されます。53 ページの「デフォルト設定」 

注： ライブラリのサイズによっては、セットアップ ウィザー
ドで設定を適用した後 ライブラリ Configuration ( ライブ
ラリ設定 ) レポート ページのロード中に、若干の遅れが
生じる場合があります。
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• 操作パネルでネットワーク設定を指定するまでは、ウェブ クライア
ントからライブラリにログインできません。IPv4 の設定を変更して 
IPv6 の設定を指定するには、Setup ( セットアップ ) > Network Mgmt  
( ネットワーク管理 ) に移動します。

• Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) には ウェブ クライアントか
ら戻ることができます。

• 管理者は、ウェブ クライアントから、または Setup ( セットアップ ) 
メニューと Operations ( 操作 ) メニューのコマンドを使用して、セッ
トアップ ウィザードにアクセスし、ライブラリの設定を変更できま
す。

• 必要に応じて、操作パネルの Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) 
をキャンセルして、デフォルト設定のままローカルでライブラリを
使い始めることができます。デフォルトのネットワーク設定を受け
入れると、ウェブ クライアントからリモートでライブラリにアクセ
スできなくなります。ただし、操作パネルの Setup ( セットアップ ) > 
Network Mgmt ( ネットワーク管理 ) を使用して、いつでもネットワー
ク設定を変更できます。詳細については、53 ページの「デフォルト
設定」を参照してください。

デフォルト設定 3 デフォルトの設定は以下のとおりです。

• ライセンス キー：COD、最小 41 スロット。合計スロット数は、
購入時にアクティブなスロット数によって異なります。

• ネットワーク設定：DHCP 有効、IPv6 無効 

• インポート / エクスポート (I/E) ステーション スロット：6 

• クリーニング カートリッジ スロット：0

• パーティション：ライブラリはデフォルトでパーティションを作
成し、テープ ドライブ インターフェイスの種類 (SCSI、FC、
SAS) とテープ ドライブ ベンダー の組み合わせに従ってテープ 
ドライブをグループ化することで、使用可能なライブラリ リ
ソースをパーティション間で比例的に割り当てます。パーティ
ション内で種類 / ベンダーの異なるテープ ドライブを混在させ
るには、パーティションを手動で作成します。68 ページの
「パーティションの手動作成」を参照してください。

49 ページの「セットアップ ウィザードについて」も参照してください。
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セットアップ ウィザードのタ
スク 3 Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) 画面の説明に従って作業をしま

す。

Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) 画面に含まれているのは、すべて
の設定オプションのサブセットのみです。Setup ( セットアップ ) および 
Operations ( 操作 ) メニューには、Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) 
にあるオプションのほか、ほとんどの設定オプションが含まれていま
す。この章では、Setup ( セットアップ ) メニューと Operations ( 操作 ) メ
ニューからアクセスするタイミングと方法をはじめ、設定タスクの詳細
を説明します。

• Welcome ( ようこそ ) ( 操作パネル ) — Setup Wizard ( セットアップ ウィ

ザード ) の初期画面です。

• Hardware Installation ( ハードウェアの取り付け ) ( 操作パネル ) — テー
プ ドライブとイーサネット ケーブルの取り付けを確認します。

• 日付、時刻、タイムゾーンの設定 ( 操作パネルおよびウェブ クライ
アント ) — 日付と時刻の設定ができます。

• ネットワークの管理 ( 操作パネル ) — ウェブ クライアントを使用し
てリモート アクセスするための IPv4 ネットワーク設定を入力でき
ます。後日 Setup ( セットアップ ) > Network Mgmt ( ネットワーク管理 ) 
を使用して IPv6 を設定できるように、IPv6 を有効にします。

• ライセンス キーの適用 ( 操作パネルおよびウェブ クライアント ) — 
ライセンス機能を有効にするキーを入力できます。詳細については、
85 ページの「ライセンス キーの取得とインストール」を参照してく
ださい。

• クリーニング スロットの設定 ( 操作パネルおよびウェブ クライアン
ト ) — 専用のクリーニング スロットを設定できます。クリーニング 
スロットを少なくとも 1 つ設定すると、AutoClean 機能が有効にな
ります。

• I/E ステーション スロットの設定 ( 操作パネルおよびウェブ クライ
アント ) — インポート / エクスポート (I/E) ステーションのスロッ
トを設定できます。

• パーティションの操作 ( 操作パネルおよびウェブ クライアント ) — 
ライブラリのパーティションの数を設定できます。

• Confirm Settings ( 設定確認 ) ( 操作パネルおよびウェブ クライアント ) 
— ライブラリの設定を確認できます。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Setup Wizard  
( セットアップ ウィザード ) を選択します。

• 操作パネルから Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) を使用できる
のは、ライブラリに初めて電源を入れたときだけです。

ウェブ クライアントへのログオン

操作パネルでネットワーク設定を指定すると、ライブラリのウェブ クラ
イアントにログインできるようになります。

操作パネルのネットワーク設定画面にライブラリの IP アドレスが表示さ
れます。ウェブ ブラウザを使ってウェブ クライアントにアクセスする
には、この IP アドレスを使用します。IP アドレスをウェブ ブラウザに
入力するときは、http:// から始めてください ( 例：
http://123.123.123.123)。

注意： 設定項目を変更した後は、必ずライブラリのスナップショッ
トを撮り、設定を保存してください。ライブラリのスナップ
ショットは、設定を変更した結果生じた問題をテクニカル サ
ポート担当者がトラブルシューティングするときに役立ちま
す。ライブラリの設定を保存すると、必要に応じて最新の設
定内容で復元できます。ライブラリのスナップショットの撮
り方、およびライブラリ設定の保存と復元については、390 
ページの「ライブラリ設定の保存とリストア」を参照してく
ださい。

注： 別の場所でログインしている複数の管理者が、同時にセット
アップ ウィザードの操作を実行することはできません。画面
にはアクセスできますが、他の管理者が同じ操作を実行して
いる間は、変更を適用できません。
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ネットワークの管理

管理者は以下を設定できます。

• ライブラリへのリモート アクセスを可能にするネットワーク設定。
詳細については、56 ページの「ネットワーク設定の変更」を参照し
てください。

• データ保護を強化して、ライブラリのデータをインターネット経由
で安全に送信できるようにする Secure Socket Layer (SSL) の設定。
詳細については、59 ページの「SSL を有効にする」を参照してくだ
さい。

• 外部の管理アプリケーションを使用してライブラリの状態を監視で
きる SNMP (Simple Network Management Protocol) の設定。詳細に
ついては、60 ページの「ライブラリでの SNMP 設定」を参照してく
ださい。

ネットワーク設定の変更 3 管理者は操作パネルのセットアップ ウィザードを使用して、ウェブ ク
ライアントからライブラリにリモートアクセスできるネットワーク設定
を指定できます。最初は操作パネルからネットワーク設定を指定する必
要があります。初期設定の後は、操作パネルまたはウェブ クライアント
のどちらからでもネットワーク設定を変更できます。

操作パネルから、変更できるネットワーク設定は、ライブラリ名、ス
テートレス設定の有効 / 無効 (IPv6 のみ )、静的 IP 設定の有効 / 無効 
(IPv6 のみ )、DHCP の有効 / 無効、IP アドレス、サブネット マスク、
ネットワーク接頭辞、およびデフォルトのゲートウェイです。

ウェブ クライアント の Setup - Network ( セットアップ - ネットワーク ) 画
面からは、ライブラリ名、 Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) 
の有効 / 無効、ステートレス設定の有効 / 無効 (IPv6 のみ )、静的 IP 設
定の有効 / 無効 (IPv6 のみ )、IP アドレス、サブネット マスク (IPv4 の
み )、ネット プレフィックス (IPv6 のみ )、デフォルト ゲートウェイな
どのネットワーク設定を変更できます。

注意： SNMP、SMI-S、および IP アドレスがライブラリ ネットワー
クにアクセスするには、セキュリティ設定を有効にする必要
があります。これらのセキュリティ設定はデフォルトで有効
です。詳細については、121 ページの「ライブラリのセキュ
リティ設定の指定」を参照してください。
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また、DHCP が無効になっている場合は、ウェブ クライアントからプラ
イマリとセカンダリのドメイン ネーム システム (DNS) サーバー アドレ
スを設定できます。DNS サーバーは完全修飾ドメイン名の IP アドレス
解決を提供します。DNS 設定は省略可能です。

IP アドレスを変更した場合は、ウェブ クライアントにアクセスすると
き、ウェブ ブラウザの Address ( アドレス ) フィールドに新しい IP アド
レスを入力する必要があります。

以下は、ネットワーク設定の詳細です。

• ライブラリ Name ( ライブラリ名 ) は、ライブラリに割り当てるナマエ
です。ライブラリ名は 12 文字までの英数字とダッシュ (-) に制限さ
れています。

• DHCP はデフォルトでは有効になっています。DHCP が有効の場合、
IP アドレスは自動的に取り込まれます。DHCP が有効でない場合
は、IP アドレス、デフォルト ゲートウェイ、サブネット マスク / 
ネット接頭辞を手動で入力する必要があります。

• IPv4 addresses (IPv4 アドレス ) はドット表記 ( 例：192.168.0.1) で入
力します。アドレスは数字のみに制限され、ドット区切りの値が 
255 を超えることはできません。

• IPv6 addresses (IPv6 アドレス ) は正しい表記で入力する必要がありま
す。IPv6 アドレスは、最も一般的な表記法である 8 グループの 16 
進数字で入力できます。2001:0ff8:55cc:033b:1319:8a2e:01de:1374 は
有効な IPv6 アドレスの例です。また、4 桁グループのいずれかまた
は複数に 0000 が含まれている場合は、ゼロを省いてコロン 2 個 (::) 
に置き換えることができます。ただし、アドレスにダブル コロンが 
1 つしかない場合に限ります。この表記法を使用すると、
2001:0ff8:0000:0000:0000:0000:01de:1374 は 2001:0ff8::01de:1374 と同
じです。

注： ネットワーク設定を変更する前に、ネットワークにライブラ
リが接続していることを確認します。イーサネット ケーブル
が正しく配線されていないと、ネットワーク設定を指定でき
ません。イーサネット ケーブルの一方の端を、3 つの LED の
下にあるライブラリ制御ブレード (LCB) の一番上のイーサ
ネット ポートに差し込みます。LCB は コントロール モ
ジュール の背面にあります。イーサネット ケーブルのもう一
方の端が、正しい LAN ポートに差し込んであることを確認
します。
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• IP Address (IP アドレス ) はライブラリの IP アドレスです。IPv4 の場
合、このテキスト ボックスは、DHCP が無効の場合にのみ入力可能
です。

• Default Gateway Address ( デフォルト ゲートウェイ アドレス ) は、所属
しているイーサネット ネットワークのデフォルト ゲートウェイの 
IP アドレスです。IPv4 の場合、このテキスト ボックスは、DHCP 
が無効の場合にのみ入力可能です。

• Subnet Mask ( サブネット マスク ) (IPv4 のみ )。このテキスト ボック
スは、DHCP が無効の場合にのみ入力可能です。

• Network Prefix ( ネットワーク接頭辞 ) (IPv6 のみ )。

• Primary DNS Address ( プライマリ DNS アドレス ) ( 省略可、ウェブ ク
ライアント のみ ) は IP アドレスとして入力してください。このテキ
スト ボックスは、DHCP が無効の場合にのみ入力可能です。

• Primary DNS Address ( プライマリ DNS アドレス ) ( 省略可、ウェブ ク
ライアント のみ ) は IP アドレスとして入力してください。このテキ
スト ボックスは、DHCP が無効の場合にのみ入力可能です。

• Port Settings( ポート設定 ) ( 操作パネルのみ ) イーサネット ポートの
自動ネゴシエート モード、速度、二重モードなどが変更できます。

  

注意： ネットワーク設定の変更では、ネットワーク接続のパラメー
タが変更されるため、リモート通信の設定変更が必要になり
ます。ウェブ クライアントの現在のブラウザ セッションが無
効になって、現在のブラウザ セッションを終了するように要
求される場合があります。新しいネットワーク設定を使用し
てウェブ クライアントにアクセスし、再度ログインしてくだ
さい。

注： ライブラリの IP アドレスをライブラリがサポートするブラウ
ザの信頼できるサイトか許可するサイトのリストに追加して
ください。これによって、ウェブ クライアント のページが自
動的に更新されるようになります。

注： ネットワークの詳しい設定手順については、ライブラリのオ
ンライン ヘルプを参照してください。オンライン ヘルプ シ
ステムにアクセスするには、ウェブ クライアントまたは操作
パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > Network ( ネットワーク ) を選択しま
す。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Network Mgmt ( ネットワー

ク管理 ) を選択します。

SSL を有効にする 3 管理者は、ライブラリの SSL 設定を有効または無効にできます。SSL 設
定を有効にすると、ウェブ クライアント との ウェブ ブラウザ接続がす
べて暗号化され、SMI-S の SSL 認証が有効になります。SMI-S は SNMP 
の最新の標準で、データ セットを常時使用可能にします。SMI-S は、デ
フォルトでは無効になっています。操作パネルの Tools ( ツール )  
> System Settings ( システム設定 )  画面で SMI-S を有効にできます。

SSL 設定はデフォルトでは Disabled ( 無効 ) になっています。SSL 設定を
無効にすると、ウェブ ブラウザからウェブ クライアントに暗号化なし
の接続が確立します。

設定とアクセスの詳細については、『Scalar インテリジェント ライブラ
リ SMI-S リファレンス ガイド (6-01317-xx)』 を参照してください。

   

ウェブ クライアントからは、SSL 設定を有効にできません。正しい画面
を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルから、Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 )  
> Enable SSL (SSL 有効 ) を選択します。

注： SSL 設定を有効にする前に、ネットワーク設定時にライブラ
リ名テキスト ボックスにライブラリ名を入力してください (
操作パネルの Setup ( セットアップ ) > Network Mgmt ( ネット

ワーク管理 )。SSL 設定を有効にした後、このライブラリ名で
ライブラリにアクセスします。この名前を使用しなければ、
セキュリティ警告が表示されます。また、SSL 設定を有効に
する前に、ウェブ クライアントの Contact Information ( 連絡先

情報 ) 画面 (Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) > Contact 
Information ( 連絡先情報 )) に表示されるすべてのテキスト ボッ
クスに入力したことを確認します。この情報は、SSL 証明書
の会社情報を識別するために使用されます。
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ライブラリでの SNMP 設
定 3

SNMP は、インフラストラクチャ デバイスのリモート管理と監視を目的
として設計された軽量プロトコルです。ライブラリは SNMP をサポート
しているため、外部の管理アプリケーションでライブラリの SNMP 情報
を受信するように設定できます。ライブラリは、クエリによってライブ
ラリとそのコンポーネントの個々のステータスを取得できる 
Management Information Base (MIB) を公開して SNMP をサポートして
います。SNMP 情報は、SNMP トラップや GET クエリを使用してライ
ブラリから取得できます。

SNMP の詳細については、『Scalar i500 基本 SNMP リファレンス ガイ
ド』 (6-01370-xx) を参照してください。MIB と SNMP 管理アプリケー
ションの統合については、ネットワーク管理アプリケーションのベン
ダーにお問い合わせください。

管理者は、次の SNMP 手順を実行できます。

• 外部の管理アプリケーションの IP アドレスおよびポート番号を登録
し、これらを有効にしてライブラリから SNMP トラップを受信しま
す。詳細については、61 ページの「外部の管理アプリケーションの
登録」を参照してください。

• SNMP v1 および v2c のサポートを有効または無効にします。SNMP 
v3 はデフォルトで有効になっており、無効にできません。詳細につ
いては、62 ページの「SNMP のバージョンを有効にする」を参照し
てください。

• トラップのレポートに、ライブラリが使用する SNMP のバージョン
を選択します。SNMPv1 または SNMPv2 を選択できます。デフォ
ルトは SNMPv1 です。

• ライブラリとリモート管理アプリケーションの間で交換される、
GET と GET-NEXT の SNMP v1 および SNMP v2c メッセージを認証
するパスワードとして発行される、デフォルトの SNMP コミュニ
ティ文字列を変更します。詳細については、63 ページの「SNMP コ
ミュニティ文字列の変更」を参照してください。

• 認証エラーを示すメッセージ SNMP 認証トラップを有効または無効
にします。詳細については、63 ページの「SNMP 認証トラップを有
効 / 無効にする」を参照してください。

• ライブラリを SNMP 管理アプリケーションに統合するために使用可
能な ライブラリ MIB をダウンロードします。詳細については、64 
ページの「SNMP MIB のダウンロード」を参照してください。
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外部の管理アプリケーションの登録 3

管理者は、外部の管理アプリケーションの転送プロトコル、IP アドレ
ス、およびポート番号を登録し、これらを有効にしてライブラリから 
SNMP トラップを受信できます。( デフォルトでは、ライブラリはすべ
ての SNMP SET 操作を無視するため、外部の管理アプリケーションは、
ライブラリから SNMP トラップを受信するように自動的に登録すること
ができません。) 

転送プロトコル、IP アドレス、および対応するポート番号を登録した
後、ライブラリがアドレスに SNMP トラップを送信しているかどうかを
確認するテストを実行できます。

外部の管理アプリケーションが SNMP トラップを受信するように登録す
る際、パラメータを次のように設定します。

• Transport ( 転送 ) — 転送プロトコル。これは、SNMP トラップ レ
シーバで設定した転送プロトコルと同じでなければなりません。次
のいずれかを選択します。

• UDP/UDP6 — ユーザー データグラム プロトコル。IPv4 の場合
は UDP を選択し、IPv6 の場合は UDP6 を選択します。

• TCP/TCP6 — トランスミッション制御プロトコル。IPv4 の場合
は TCP を選択し、IPv6 の場合は TCP6 を選択します。

• Host Name/IP Address ( ホスト名 /IP アドレス ) — 登録する外部管理ア
プリケーションのホスト名または IP アドレス。ホスト名は、DNS 
が有効になっている場合にのみ入力できます。無効になっている場
合は IP アドレスを入力します。DNS の詳細については、56 ページ
の「ネットワーク設定の変更」を参照してください。

• Port ( ポート )— 登録する外部アプリケーションのポート番号。外部
アプリケーションのデフォルトのポート番号は 162 です。

• Create ( 作成 ) — 外部管理アプリケーションの IP アドレスおよび
ポート番号を、SNMP トラップの送信先として登録されているアド
レス一覧に追加します。

• Delete ( 削除 ) — 選択した IP アドレスとポート番号を削除できます。

• Test ( テスト ) — 登録したすべての IP アドレスにライブラリが 
SNMP トラップを送信したかどうかのみを確認します。トラップが
受信されたかどうかは、外部アプリケーションをチェックしてくだ
さい。

テストの進行中、Progress Window ( 進捗ウィンドウ )  が表示されま
す。テストに成功すると、Progress Window ( 進捗ウィンドウ ) に 
Success ( 成功 ) と表示され、トラップが正常に送信されたことを示
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します。テストに失敗すると、Progress Window ( 進捗ウィンドウ ) に 
Failure ( 失敗 ) と表示されます。Progress Window ( 進捗ウィンドウ ) の
手順に従って、処理中に発生した問題をすべて解決してください。

設定とアクセスの詳細については、『Scalar i500 基本 SNMP リファレン
ス ガイド』(6-01370-xx) を参照してください。

 

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアント から、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > SNMP Trap Registrations (SNMP ト
ラップ登録 ) を選択します。

SNMP のバージョンを有効にする 3

ライブラリは、SNMP v1、v2c、および v3 をサポートします。

管理者は SNMP v1 および v2c のサポートを有効または無効にできます。
安全な環境では、SNMP v1 と SNMP v2c を無効にすることをお勧めし
ます。

SNMP v3 は常に有効であり、無効にできません。認証アルゴリズムは 
MD5 に設定されており、暗号化はシステム全体で無効になっています。

設定とアクセスの詳細については、Scalar i500『基本 SNMP リファレン
ス ガイド』(6-01370-xx) を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > SNMP を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 ) 
> Enable SNMP V1/V2 (SNMP V1/V2 有効 ) を選択します。

SNMP トラップのバージョン選択 3

ライブラリは SNMP v1 および v2 トラップを、RFC 1157 による定義ど
おりにサポートします (v1 がデフォルト )。管理者は、トラップのレ

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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ポートにライブラリが使用するバージョンを選択できます (v1 がデフォ
ルト ) 。

ライブラリに対する SNMP 要求すべてのタイムアウト時間は、10 秒以
上でなければなりません ( コマンド ライン パラメータ - t) 。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > SNMP を選択します。

SNMP コミュニティ文字列の変更 3

管理者は SNMP コミュニティ文字列を変更できます。SNMP コミュニ
ティ文字列は、ライブラリと外部管理アプリケーションの間で交換され
る GET と GET-NEXT SNMP v1、および SNMP v2c のメッセージを認証
するパスワードの役目を果たすテキスト文字列です。ライブラリが使用
する SNMP コミュニティ文字列は、外部の管理アプリケーションが使用
する文字列と一致していなければなりません。

ライブラリのデフォルトの SNMP コミュニティ文字列は publicCmtyStr 
です。セキュリティ目的のため、この文字列は変更してください。コ
ミュニティ文字列は、大文字と小文字が区別され、空白にはできませ
ん。また、文字数が 32 を超えることはできません。

設定とアクセスの詳細については、Scalar i500『基本 SNMP リファレン
ス ガイド』(6-01370-xx) を参照してください。

操作パネルからは SNMP コミュニティ文字列を変更できません。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > SNMP を選択します。

SNMP 認証トラップを有効 / 無効にする 3

管理者は、SNMP 認証トラップを有効または無効にできます。ライブラ
リは、正しいコミュニティ文字列や他の認証情報を含まない SNMP メッ
セージを受信すると、登録されているリモート管理システムに認証エ
ラーを示す SNMP 認証トラップを送信します。SNMP 認証トラップは
デフォルトでは無効になっています。

設定とアクセスの詳細については、『Scalar i500 基本 SNMP リファレン
ス ガイド (6-01370-xx) 』を参照してください。
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操作パネルからは SNMP 認証トラップを有効または無効にできません。
正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Network 
Management ( ネットワーク管理 ) > SNMP を選択します。

SNMP MIB のダウンロード 3

ライブラリは、ライブラリと商用 SNMP 管理アプリケーションの統合に
使用できる SNMP MIB をサポートしています。MIB のクエリによって、
ライブラリおよびそのコンポーネントの個々のステータスを取得できま
す。管理者はライブラリから SNMP MIB をダウンロードできます。MIB 
は SNMP 外部管理アプリケーションにインストールできます。

ライブラリ MIB の詳細については、『Scalar i500 基本 SNMP リファレン
ス ガイド (6-01370-xx)』を参照するか、Quantum テクニカル サポート
までお問い合わせください (8 ページの「詳細情報とヘルプ」 参照 )。
MIB と SNMP 管理アプリケーションの統合については、ネットワーク
管理アプリケーションのベンダーにお問い合わせください。

操作パネルからは SNMP MIB をダウンロードできません。正しい画面
を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Download SNMP MIB 
(SNMP MIB のダウンロード ) を選択します。

パーティションの操作

パーティションはライブラリ内の仮想セクションで、ファイル管理、複
数ユーザーからのアクセス、または 1 つまたは複数のホスト アプリケー
ション専用などの目的で使用する複数の個別のライブラリのように見え
ます。パーティションを作成するには、ライブラリに少なくとも 1 つ割
り当てられていないテープ ドライブとスロットが必要です。

注： SNMP MIB は、『Scalar i500 Documentation and Training CD』
にも収録されています。
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Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ): Partitioning ( パーティション分割 ) 
画面で、管理者は新たに作成するライブラリ パーティションの数を選択
できます。

ライブラリの初期設定後、管理者はいつでも ウェブ クライアント から 
Setup ( セットアップ ) > Partitions ( パーティション ) を選択するか、操作パ
ネルで Setup ( セットアップ ) > Partition Mgmt ( パーティション管理 ) を選択
して、パーティションの作成、変更、削除ができます。

パーティションを作成する方法は 2 通りあります。

• 自動 — ライブラリのリソースはパーティション間に比例配分で割り
当てられます。テープ ドライブはインターフェイス タイプ (FC、
SCSI、SAS) とテープ ドライブのベンダー によってグループ化され
ます。パーティションは、操作パネルまたはウェブ クライアントで
自動作成できます。パーティションを自動作成すると、既存のパー
ティションの数に追加します。

• Manually ( 手動 ) — 管理者はパーティションを一度に 1 つずつ作成で
きます。手動でパーティションを作成する方がリソースの割り振り
をコントロールできます。たとえば、異なる種類のテープ ドライブ
を同じパーティションに割り当てることができます。パーティショ
ンの手動作成は、ウェブ クライアントでのみ可能です。パーティ
ションを手動作成すると、既存のパーティションの数に追加します。

 

作成できるパーティションの最大数は、ライブラリ内のドライブの数と
同じです。表 3 に、各ライブラリ構成で作成可能なパーティションの数
を示します。

表 3   サポートされているパー
ティションの数

注： ライブラリ管理の暗号化用に構成されるパーティション
内で、ドライブ ベンダの種類を混在させること ( たとえ
ば、HP と IBM) はできません。(156 ページの「手順 5：
パーティション 暗号化の設定」 を参照してください )。

使用可能なライブラ
リ構成

テープ ドライブ数
最小、最大

パーティション数
最小、最大

5U 1、2 1、2

14U 1、6 1、6

23U 1、10 1、10
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以下に、パーティションの詳細を説明します。

• 管理者は、すべてのパーティションの作成、変更、削除、およびア
クセス制御ができます。一方、ユーザーは、特定のパーティション
だけにアクセスでき、その他のパーティションにはアクセスできま
せん。

• パーティション名は、12 文字までの小文字の英数字とアンダースコ
ア ( _ ) に制限されています。

• 作成できるパーティションの最大数は、ライブラリ内のテープ ドラ
イブの数と同じです。

• パーティションは、少なくとも 1 つのテープ ドライブと 1 つのス
ロットで構成されます。テープ ドライブやスロットは別のパーティ
ションと共有できません。

• I/E ステーションのスロットは、すべてのパーティション間で共有
されます。テープ カートリッジのインポートまたは エクスポート中
は、パーティションが I/E ステーションのスロットを一時的に所有
します。

パーティションの自動作成 3 ライブラリの初期設定が完了した後、管理者はいつでも既存パーティ
ションの数を、自動パーティション分割処理によって追加できます。
パーティションの自動作成プロセスは、使用可能なライブラリ リソース
をパーティション間で比例配分し、テープ ドライブをインターフェイス
の種類 ( SCSI、 FC、SAS) とテープ ドライブ ベンダー 別に分類します。

パーティションを自動作成するには、ライブラリに少なくとも 1 つ割り
当てられていないテープ ドライブとスロットが必要です。割り当てられ
ていないテープ ドライブまたはスロットが存在しない場合は、1 つまた

32U 1、14 1、14

41U 1、18 1、18

注意： ライブラリから 拡張モジュールを永久に削除する場合は、す
べてのパーティションの削除を含め、事前にいくつかの設定
操作が必要になります。71 ページの「パーティションの削
除」および 299 ページの「拡張モジュールの取り外し」を参
照してください。

使用可能なライブラ
リ構成

テープ ドライブ数
最小、最大

パーティション数
最小、最大
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は複数のパーティションを削除してリソースを解放する必要がありま
す。詳細については、70 ページの「パーティションの変更」および 71 
ページの「パーティションの削除」を参照してください。

Automatically Create Partitions ( パーティションの自動作成 ) 画面で、作成
するパーティションの数を、最小はライブラリによるデフォルト数か
ら、最大はライブラリ内の未割り当てドライブ数までの範囲で選択でき
ます。

作成される パーティション のデフォルト数は、現在 パーティションに
割り当てられていないテープ ドライブのインターフェイス / ベンダー 
を組み合わせた数です。以下の例を参照してください。

• ライブラリに FC IBM LTO-3 と FC IBM LTO-4 の 2 つのテープ ドラ
イブがある場合、これらのインターフェイスの種類とベンダー は同
じであるため 1 つのパーティション が作成されます。

• ライブラリに 2 台のテープ ドライブ、Fibre Channel IBM LTO-4 お
よび Fibre Channel HP LTO-4 が含まれる場合、テープ ドライブ ベ
ンダが異なるため 2 つのパーティションが作成されます。

作成されるパーティションのデフォルト数は、作成できるパーティショ
ンの最小数でもあります。セットアップ ウィザードを使用する場合は、
とりあえずパーティションの作成をゼロにして、後でウェブ クライアン
トまたは操作パネルから作成する、という選択もあります。

ライブラリがパーティションを自動作成する場合は、制御パスが作成さ
れます。デフォルトの制御パスとその変更方法については、83 ページの

「制御パスの操作」を参照してください。

デフォルトでは、ライブラリは各パーティションに Standard ( 標準 ) 
バーコードを適用します。この設定は、作成後にパーティションを変更
すると変更できます。パーティションの変更については、70 ページの

「パーティションの変更」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) >  Partitions ( パー

ティション ) を選択します。

• 操作パネルから、Setup ( セットアップ ) > Partition  Mgmt ( パーティ

ション管理 ) > Create Partition ( パーティションの作成 ) を選択します。

注： この操作を、異なる場所からログ インしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。画面にはアクセスでき
ますが、他の管理者が同じ操作を実行している間は、変更を
適用できません。
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パーティションの手動作成 3 ライブラリを初期設定した後、管理者はいつでもウェブ クライアントを
使って、手動で追加のパーティションを作成できます。作成できるパー
ティションの最大数は、ライブラリ内のドライブの数と同じです。

パーティションを作成するには、ライブラリに少なくとも 1 つ割り当て
られていないテープ ドライブとスロットが必要です。割り当てられてい
ないテープ ドライブまたはスロットが存在しない場合は、1 つまたは複
数のパーティションを削除してリソースを解放する必要があります。詳
細については、70 ページの「パーティションの変更」および 71 ページ
の「パーティションの削除」を参照してください。

ライブラリが パーティション を手動で作成する場合、ライブラリに
よって制御パスが作成されます。デフォルトの制御パスとその変更方法
については、83 ページの「制御パスの操作」を参照してください。

手動でパーティションを作成する場合は、以下の情報を入力します。

• Emulation Type ( エミュレーション タイプ ) — パーティションがエミュ
レートするライブラリの種類

• ADIC Scalar i500 ( デフォルト ) 
• Quantum Scalar i500

• Quantum Scalar i2000

• ADIC Scalar i2000

• ADIC Scalar 100 

• ADIC Scalar 24 

• Partition Name ( パーティション名 ) — 12 文字までの小文字の英数字と
アンダースコア ( _ ) に制限されています。

• Media Barcode Format ( メディアのバーコード形式 ) — デフォルトは 
Standard ( 標準 ) です。以下は使用可能なオプションです。

• Standard (標準) — (デフォルト) バーコード番号と省略可能な 2 文
字のメディア ID を含めて合計 5 ～ 16 字。メディア ID が含まれ
ている場合、ラベルは 5 ～ 14 文字のバーコード番号の後に メ
ディア ID を付ける必要があります ( 例：
XXXXXXXXXXXXXXL2)。メディア ID が含まれない場合、ラベ

注： ライブラリ管理の暗号化用に構成されるパーティション内で、
ドライブ ベンダの種類を混在させること ( たとえば、HP と 
IBM) はできません。(156 ページの「手順 5：パーティション 
暗号化の設定」 を参照してください )。
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ルは 5 ～ 16 文字のバーコード番号でなければなりません ( 例：
XXXXXXXXXXXXXXXX)。バーコード番号のみがホストに報告
されます。

• Standard Six ( 標準 6)— 6 文字のバーコード番号の後に  2 文字の
メディア ID、またはメディア ID なし ( 例：XXXXXXL4 または 
XXXXXX)。6 文字のバーコード番号のみがホストに報告されま
す。

• Plus Six ( プラス 6)— 6 文字のバーコード番号の後に 2 文字のメ
ディア ID ( 例：XXXXXXL3)。6 文字バーコードとメディア ID 
がホストに報告されます。

• Extended ( 拡張 ) — バーコード番号と省略可能な 2 文字のメディ
ア ID を含めて合計 5 ～ 16 字。バーコード ラベルにメディア ID 
が含まれているかどうかに関わらず、全部の文字がホストに報
告されます。メディア ID が含まれている場合、ラベルは 5 ～ 14 
文字のバーコードの後に メディア ID を付ける必要があります  
( 例：XXXXXXXXXXXXXXL2)。メディア ID が含まれない場合、
ラベルは 5 ～ 16 文字のバーコード番号でなければなりません  
( 例：XXXXXXXXXXXXXXXX)。

• Media ID Last ( 最後にメディア ID) — 5 ～ 14 文字のバーコード番号
の後に 2 文字のメディア ID ( 例：XXXXXXXXXXXXXXL4)。メ
ディア ID が最後に “XXXXXXXXXXXXXXL4” のようにホストに
報告されます。

• Media ID First ( 最初にメディア ID)— 5 ～ 14 文字のバーコード番号
の後に 2 文字のメディア ID ( 例：XXXXXXXXXXXXXXL4)。メ
ディア ID が最初に “L4XXXXXXXXXXXXXX” のようにホストに
報告されます。

• Number of Slots ( スロット数 ) — 新しいパーティションに割り当てる
ストレージ スロットの数。

• Drives ( ドライブ )— パーティションに割り当てるテープ ドライブま
たはドライブ。

    

注： パーティションを作成する前に、すべてのテープ ドライブが
アンロードされていることを確認してください。テープ ドラ
イブのアンロード方法については、190 ページの「テープ ド
ライブのアンロード」を参照してください。
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操作パネルでパーティションを手動で作成することはできません。正し
い画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) >  Partitions ( パー

ティション ) を選択します。

パーティション内にテープ 
ドライブの種類の混在 3

パーティションを自動作成すると、ベンダが異なるテープ ドライブは異
なるパーティションに位置付けられます。ただし、手動でパーティショ
ンを作成する場合は、次に示すように同じパーティション内に異なるベ
ンダの種類を混在させることができます。

• 非暗号化パーティションおよびアプリケーション管理暗号化を使用
するパーティションの場合：

• HP と IBM のテープ ドライブを混在させることができます。

• 異なるメディア世代 ( たとえば、LTO-3、LTO-4、LTO-5) を混
在させることができます。

• ライブラリ管理暗号化を使用するパーティションの場合：

• Q-EKM パーティションには、IBM LTO-4 および IBM LTO-5 テー
プ ドライブのみを含めることができます。

• Q-EKM パーティションには、HP LTO-4 および HP LTO-5 テープ 
ドライブのみを含めることができます。

ライブラリ管理の暗号化の詳細については、156 ページの「手順 5：
パーティション 暗号化の設定」 を参照してください。

パーティションの変更 3 パーティションの作成後、管理者はいつでもウェブ クライアントを使用
してパーティションの設定を変更できます。

特定のパーティションの制御パスとして設定されたテープ ドライブは、
その パーティションから削除できません。制御パスのチェックボックス
はグレー表示になります。制御パスの設定の詳細については、83 ページ
の「制御パスの操作」を参照してください。

ライブラリは変更前に自動的にパーティションをオフラインにし、変更
後にパーティションをオンラインに戻します。

注： パーティションの作成操作は、別の場所からログインしてい
る複数の管理者が同時には実行できません。画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間は、
変更を適用できません。
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パーティションを変更するには、以下の情報を入力します。

• Emulation Type ( エミュレーション タイプ ) — パーティションがエミュ
レートするライブラリの種類。使用可能なオプションについては、
68 ページの「パーティションの手動作成」を参照してください。

• Partition Name ( パーティション名 ) — 12 文字までの小文字の英数字と
アンダースコア ( _ ) に限定されています。

• Media Barcode Format ( メディア バーコード形式 ) — デフォルトは 
Standard ( 標準 ) です。使用可能なオプションについては、68 ページ
の「パーティションの手動作成」を参照してください。

• Number of Slots ( スロット数 ) — パーティションに割り当てるテー
プ カートリッジ スロットの数

• Drives ( ドライブ ) パーティションに割り当てるテープ ドライブま
たはドライブ

 

操作パネルから、手動でパーティションを変更することはできません。
正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) >  Partitions ( パー

ティション ) を選択します。

パーティションの削除 3 パーティションは、不要になった場合やモジュールをライブラリから取
り外す前に削除できます。管理者は一度に 1 つずつパーティションを削
除できます。

削除するパーティションに割り当てられているすべてのテープ ドライブ
をアンロードし、すべてのカートリッジをエクスポートします。カート
リッジはエクスポートした後、I/E ステーションから取り出します。詳
細については、190 ページの「テープ ドライブのアンロード」および
187 ページの「メディアの エクスポート」を参照してください。

注： テープ ドライブをパーティションから削除する前に、アン
ロードされていることを確認してください。テープ ドライブ
のアンロード方法については、190 ページの「テープ ドライ
ブのアンロード」を参照してください。
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以下に、パーティションの削除について詳しく説明します。

• パーティションが削除されると、そのリソース ( テープ ドライブや
スロットなど ) が使用可能になり、既存または新規のパーティショ
ンに再割り当てできます。

• パーティションを削除しても、そのパーティションに割り当てられ
ているユーザーは削除されません。ただし、これらのユーザーは、
他のパーティションに割り当てられるまでライブラリを操作できま
せん。72 ページの「パーティション アクセスの変更」を参照してく
ださい。

• パーティションは、ライブラリにある複数の物理モジュールにわた
りリソースを共有する場合があるため、ライブラリ内のモジュール
を永久的に取り外したり交換する前に、パーティションを削除し、
クリーニング スロットや I/E スロットなどの共有リソースを変更し
ておかなければ、ライブラリからエラーがレポートされます。モ
ジュールの永久的な取り外しまたは交換の詳細については、290 
ページの「モジュールの取り外しまたは交換準備」を参照してくだ
さい。

    

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、 Setup ( セットアップ ) > Partitions ( パー

ティション ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Partition Mgmt ( パーティ

ション管理 ) を選択します。

 パーティション アクセス
の変更 3

管理者は、ユーザーのアカウントを変更して、どのユーザーがどのパー
ティションにアクセスできるかを管理できます。また、削除されたパー
ティションに割り当てられていたユーザーを、他のパーティションに割
り当て直すことができます。

パーティション アクセスを変更するには、以下の情報を入力します。

• Password ( パスワード ) 管理者が表示および変更できる固有のパス
ワードです。

注： パーティションを削除した結果、ホスト アプリケーションの
設定を変更しなければならない場合があります。ホスト アプ
リケーションの説明書を参照してください。
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• Privilege Level ( 特権レベル ) — ユーザーのアクセス権を定義します。
ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの「ユーザー特
権」を参照してください。

• Partition Access ( パーティション アクセス )— ユーザーがアクセスで
きるパーティション。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > User 
Management ( ユーザー管理 ) > User Accounts ( ユーザー アカウント ) を
選択します。

• From the operator panel, select Setup ( セットアップ ) > User Mgmt  
> Modify User.

パーティションをオンライ
ンまたはオフラインにする3

このトピックは、パーティション モード変更のために使用する ライブ
ラリ ユーザー インターフェイスに焦点を当てています。ライブラリ 
ユーザー インターフェイスを使ってパーティション モードを変更する
と、ホスト アプリケーションに影響を与える場合があります。詳細につ
いては、ホスト アプリケーションの説明書を参照してください。

パーティション モードには、オンラインとオフラインの 2 種類がありま
す。

• Online ( オンライン ) — SCSI ホストがパーティションを制御します。
このモードでは、すべての SCSI アプリケーション コマンドが処理
されます。

• Offline ( オフライン ) — SCSI ホストはパーティションを制御しませ
ん。このモードでは、ライブラリ操作を操作パネルまたはウェブ ク
ライアントから実行できます。

パーティションのモードを変更するときは、以下の点に注意してくださ
い。

• Change Partition Mode ( パーティション モードの変更 ) 画面にアクセス
すると、アクセス権を与えられたパーティションのみが表示されま
す。

• Online/Offline ( オンライン / オフライン ) ボタンがモード間で切り換わ
ります。

• パーティションが使用中の場合は、Online/Offline ( オンライン / オフラ

イン ) ボタンがグレー表示になります。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) >  Partitions ( パー

ティション ) > Change Mode ( モード変更 ) を選択します。

• 操作パネルから Operations ( 操作 ) > Change Partition Mode ( パーティ

ション モードの変更 ) を選択します。

カートリッジの手動割り当
てを無効 / 有効にする 3

管理者はカートリッジの手動割り当てを無効または有効にできます。
カートリッジの手動割り当てが有効になっている場合 (デフォルト設定 ) 
は、カートリッジを IE ステーションに挿入すると、操作パネルに 
Assign IE (IE の割り当て ) 画面が自動的に表示されます。Assign IE (IE の割

り当て ) 画面では、操作パネルを使用してカートリッジを特定のパー
ティションまたはシステム パーティションに割り当てるように指示され
ます。

カートリッジの手動割り当てが無効な場合、Assign IE (IE 割り当て ) 画面
は操作パネルに表示されず、I/E ステーション内のカートリッジは、取
り出すかライブラリにインポートされるまで未割り当てのまま残りま
す。

カートリッジの手動割り当てがメディアのインポートに与える影響の詳
細については、180 ページの「メディアのインポート」 を参照してくだ
さい。

カートリッジの手動割り当ては、操作パネルの System Settings ( システ

ム設定 ) 画面で Manual Cartridge Assignment ( カートリッジの手動割り当て ) 
チェックボックスをオフにすると無効にできます。システム設定の詳細
については、122 ページの「システム設定の指定」を参照してください。

注： メンテナンス作業によっては、ライブラリ全体をオフライン
にしなければならない場合もあります。ライブラリをオフラ
インにするには、すべてのパーティションのモードをオンラ
インからオフラインに変更します。

注： パーティションのモードをオンラインからオフラインに変更
するとき、すでに実行中のホスト アプリケーションのコマン
ドはすべて終了します。
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カートリッジの手動割り当ては、ウェブ クライアントからは設定できま
せん。正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルからは、 Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 ) 
を選択します。

ホスト アプリケーション通知について 3

カートリッジの手動割り当てが有効な場合、SCSI Unit Attention 6/2801 
はホスト アプリケーションに、I/E ステーションがアクセスされた時間
を通知し、これによりホストは自動的にその I/E ステーション内のメ
ディアの存在を検知し、同ステーションの状態情報を更新できます。

カートリッジの手動割り当てが無効な場合、SCSI Unit Attention 6/2801 
経由のホスト通知は、構成されたパーティションの数によって異なりま
す。

• 複数のパーティションが定義されている場合、I/E ステーションに
アクセスがあってもホスト アプリケーションに通知されません。
I/E ステーション内のメディアの有無は、それを要求する任意の
パーティションにレポートされます。

• 単一のパーティションが定義されている場合、I/E ステーションにア
クセスがあるとホスト アプリケーションに通知されます。メディア
の有無は、単独定義されたパーティションとともにシステム パー
ティションにも、I/E ステーションの状態変化がそれらパーティショ
ンのいずれかによってチェックされると同時にレポートされます。

ホストを使用したテープ操作については、ホスト アプリケーションの説
明書を参照してください。

クリーニング スロットの設定

クリーニング スロットには、テープ ドライブを清掃するクリーニング 
カートリッジを収納します。Setup Wizard: Cleaning Slot Configuration  
( セットアップ ウィザード：クリーニング スロット設定 ) 画面で、ライブラリ
に指定するクリーニング スロットがある場合は、その数の入力を要求さ
れます。操作パネルとウェブ クライアントから直接 Cleaning Slot 
Configuration ( クリーニング スロット設定 ) 画面にアクセスすることもで
きます。
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Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) のデフォルト設定には、クリーニ
ング スロット専用の 0 が含まれています。クリーニン スロットを少なく
とも 1 つ設定すると、AutoClean 機能が有効になります。AutoClean が
有効のときには、クリーニング カートリッジのインポートとエクスポー
トができます。テープ ドライブは、クリーニングが必要なときにライブ
ラリに通知します。AutoClean が有効になっている場合、ライブラリは
自動的にクリーニング スロットに収納されているクリーニング カート
リッジを使用してテープ ドライブを清掃します。

クリーニング スロットは、特定のパーティションに割り当てられること
はありません。どのパーティションも、専用のクリーニング スロットに
収納されているクリーニング カートリッジにアクセスできます。

クリーニング スロット数は最大 4 つまで設定可能です。AutoClean を無
効にするには、クリーニング スロットを 0 に設定します。

割り当てられていないスロットがある限り、管理者は最初のライブラリ
構成中だけでなく、以降いつでもクリーニング スロットを設定できま
す。使用可能なスロットがライブラリにない場合は、スロットを解放す
るためにパーティションを変更または削除する必要があります。詳細に
ついては、70 ページの「パーティションの変更」と 71 ページの「パー
ティションの削除」を参照してください。

管理者は、テープ ドライブを手動でクリーニングすることもできます。
詳細については、199 ページの「テープ ドライブの手動クリーニング」
を参照してください。

注： I/E ステーション スロットの設定をゼロにする場合、I/E ス
テーションを使用したクリーニング カートリッジのインポー
トやエクスポートはできません。77 ページの「I/E ステー
ション スロットの設定」を参照してください。

注： クリーニング スロットはホスト アプリケーションには見えま
せん。ホット ベースのクリーニングを選択するには、クリー
ニング スロットを設定せず、ホスト アプリケーションにク
リーニング テープ ドライブの管理を設定します。ライブラリ
でクリーニング スロットを設定すると、ホスト アプリケー
ションに影響を与える場合があります。詳細については、ホ
スト アプリケーションの説明書を参照してください。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Cleaning Slots  
( クリーニング スロット ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Partition Mgmt ( パーティ

ション管理 ) > Configure Cleaning Slots ( クリーニング スロットの設定 ) 
を選択します。

I/E ステーション スロットの設定

通常のライブラリ操作を中断することなく、I/E ステーション スロット
を使用してテープ カートリッジをライブラリにインポート したり、ラ
イブラリからエクスポートしたりできます。Setup Wizard: I/E Station  
( セットアップ ウィザード：I/E ステーション ) 画面で、I/E ステーション ス
ロットを設定できます。管理者は、操作パネルまたはウェブ クライアン
トからもこれらのスロットを設定できます。

各制御モジュールには 6 つの I/E ステーション スロットがあり、各拡張
モジュールには 12 個の I/E ステーション スロットがあります。ライブ
ラリ構成でサポートされる I/E スロット数は、最小が 5U ライブラリの 
6、最大が 41U ライブラリ構成の 54 です。I/E ステーションのスロット
数をゼロに設定し、I/E ステーションのすべてのスロットをテープ カー
トリッジの収納に使うこともできます。I/E ステーション スロット数を
ゼロに設定する手順については、79 ページの「I/E ステーション スロッ
ト数をゼロに設定」を参照してください。

各 I/E ステーション (6 スロットまたは 12 スロット ) は、独立した 1 つ
のユニットとして構成されています。I/E ステーションを構成するとき、
I/E ステーション内のすべてのスロットを同様に構成します。すなわち、
すべてをストレージとして構成するか、すべてを I/E スロットとして構
成します。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。画面にはアクセスでき
ますが、他の管理者が同じ操作を実行している間は、変更を
適用できません。
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ライブラリが 1 台の  制御モジュールで構成されている場合は、6 つの 
I/E ステーション スロットすべてを、ストレージまたは I/E ステーショ
ン スロットとして構成する必要があります。14U ライブラリは、制御モ
ジュール (I/E ステーション スロット 6 を装備 ) と 拡張モジュール (12 
I/E ステーション スロット 12 を装備 ) で構成されています。 拡張モ
ジュールの 12 スロットはすべて、I/E ステーション スロットまたはス
トレージ スロットとして同様に構成する必要があります。したがって、
14U ライブラリは最小 6、最大 18 の専用 I/E ステーション スロットを
格納できます。表 4 は、1 台のライブラリで使用可能な I/E ステーショ
ン スロットの数をライブラリの基本構成すべてについて示しています。

表 4   使用可能な I/E ステー
ション スロット数        

以下に、I/E ステーションのスロット構成について説明します。

• I/E ステーション スロットの数を変更する前に、現在 I/E ステー
ション スロットとして構成されているすべてのスロットからテープ 
カートリッジを取り出してください。

• ストレージとして構成されている I/E ステーションにはクリーニン
グ スロットが搭載されている場合があります。これらのクリーニン
グ スロットは、ストレージ スロットを I/E ステーション スロット
として再構成する前に削除する必要があります。

• 専用 I/E スロットのデフォルトの数は 6 です。Setup Wizard ( セット

アップ ウィザード ) のデフォルト設定を受け入れると、 I/E スロット
が 6 つ制御モジュール内に作成されます。

ライブラリ構成 5U 制御モジュール 9U 拡張モジュール ライブラリの合計 

I/E ステー
ション数

I/E ス
ロット

数
I/E ステー
ション数

I/E ス
ロット

数
I/E ステー
ション数 

I/E ス
ロット
数

5U 1 6 – – 1 6

14U 1 6 1 12 2 18

23U 1 6 2 24 3 30

32U 1 6 3 36 4 42

41U 1 6 4  48 5 54
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• 拡張モジュール を追加してライブラリのサイズを増やすと、追加し
たモジュールの I/E  ステーションはデフォルトではストレージ ス
ロットになります。これらのスロットは、I/E スロットとして再構
成することもできます。

• 設定する I/E スロットの数によって、ライブラリは自動的にどの
I/E ステーションを I/E スロットとして設定し、またどれをスト
レージとして設定するかを判断します。

• ライブラリは、最初に 制御モジュール I/E ステーションで I/E ス
ロットを構成してから、拡張モジュールの I/E ステーションへと外
側に向かって構成していきます。制御モジュールの下にある拡張モ
ジュール内の I/E ステーションは、制御モジュール の上にある拡張
モジュール内の I/E ステーションよりも優先されます。

• I/E ステーション内のスロットはすべて、ストレージまたは I/E ス
ロットとして同様に構成する必要があります。そのため、ライブラ
リが 1 つ以上の拡張モジュールで構成される場合に、6 より大きい
偶数個の I/E スロットを設定すると、制御モジュールの I/E ステー
ションは自動的にストレージとして設定されます。

• データ ストレージ スロットとして構成されている I/E ステーション
は、ドアがいつもロックされています。I/E ステーションをアン
ロックする方法については、201 ページの「I/E ステーションのロッ
クとロック解除」を参照してください。

• I/E ステーション スロットは、ライブラリ内のすべてのパーティ
ションで共有されます。

• 特定の I/E ステーション マガジンの構成を確認するには、ウェブ ク
ライアント 上の Reports ( レポート ) メニューから Library 
Configuration ( ライブラリ構成 ) レポートを表示します。208 ページの
「ライブラリ設定の表示」を参照してください。

I/E ステーション スロット
数をゼロに設定 3

I/E スロット数をゼロに設定すると、ライブラリ内のストレージ スロッ
ト数が増加しますが、以下のような結果になります。

• テープ カートリッジやその他のクリーニング メディアのインポート
とエクスポートに I/E ステーションを使用できなくなります。

• テープ カートリッジの一括ロードと一括アンロードを実行するに
は、ライブラリ アクセス ドアを開かなければならないため、ライブ
ラリの操作が中断されます。184 ページの「一括ロード」を参照し
てください。

• クリーニング カートリッジでテープ ドライブを手動で清掃すること
ができません。
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I/E ステーションを使用してメディアをインポートおよびエクスポート
する詳細については、174 ページの「ライブラリの実行」を参照してく
ださい。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/E Station Slots 
(I/E ステーションのスロット ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Partition Mgmt ( パーティ

ション管理 ) > Configure I/E Station Slots (I/E ステーションのスロットの

設定 )。

テープ ドライブ パラメータの設定

管理者は一部のテープ ドライブ パラメータを、表示および変更できま
す。SCSI テープ ドライブ用の SCSI ID も設定できます。また、ループ 
ID、トポロジ接続モード、Fibre テープ ドライブ用インターフェイス速
度も設定できます。SAS テープ ドライブのパラメータは表示できます
が、設定はできません。SAS テープ ドライブの SAS アドレスは、ドラ
イブ設定時に受信する固有のワールド ワイド ノード名 (WWN) に基づい
て重複なく自動生成されます。

影響を受けるパーティションがオンラインの場合、パラメータの設定前
にオフラインになり、設定後に再びオンラインに戻ります。

ホスト バス アダプタ (HBA) を含め SCSI バス上の各デバイスには固有の 
SCSI ID が必要です。1 つのバス上で ID が重複していると、その SCSI 

注意： カートリッジが既にロードされている I/E ステーション ス
ロットを構成すると、データのセキュリティが低下します。
最初に I/E ステーションからカートリッジを取り出してから、
I/E ステーションのスロットを構成してください。

注： この操作を、異なる場所からログ インしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。画面にはアクセスでき
ますが、他の管理者が同じ操作を実行している間は、変更を
適用できません。
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ID を変更する必要があります。通常、HBA の SCSI ID は 7 に設定され
ています。たとえば、2 台のテープ ドライブが同じバスに接続している
場合、それぞれが異なる SCSI ID を持ち、HBA の SCSI ID とも異なる必
要があります。

SCSI テープ ドライブの場合、SCSI ID は 0 ～ 15 の値に設定できます。
デフォルトでは、ライブラリは SCSI テープ ドライブに以下のデフォル
ト SCSI ID を割り当てます。

• U 制御モジュール：1 と 2

• 各拡張モジュール：3、4、5、6

FC テープ ドライブ：

• ループ ID は、0 ～ 125 の値に設定できます。ライブラリに装填され
る FC テープ ドライブにはすべて、デフォルトで固有のループ ID が
選択されています。たとえば、制御モジュールの最上段のドライブ 
ベイに装填されるテープ ドライブのデフォルトのループ ID は 61 で
す。 制御モジュールの最下段のドライブ ベイに装填されるテープ ド
ライブのデフォルトのループ ID は 63 です。

デフォルトのループ ID を変更した場合は、トポロジ設定が Auto 
(LN)、Loop (L)、Auto (NL) の FC テープ ドライブのそれぞれに固
有のループ ID が設定されていることを確認してください。

トポロジがポイントツーポイントに設定されている場合、ループ ID 
を変更できません。

• 要求トポロジ接続モードは次のいずれかに設定できます。

• Auto (LN) ( 自動 LN)— 最初に L ポートを試行する自動構成

• Loop (L) ( ループ L) — L ポートの強制

• Point to Point ( ポイントツーポイント ) — N ポートの強制
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• Auto (NL) ( 自動 NL)— 最初に N ポートを試行する自動構成 ( デフォル
ト )   

• 必要なインターフェイス速度は、Auto ( デフォルト )、1 GB/s、
2 GB/s、4 GB/s、または 8 GB/s に設定できます ( ドライブの種類
によって異なる )。 

• 要求した FC トポロジおよび速度設定がサポートされていない場合
は、次に適切な設定が交渉されます。ウェブ クライアントでは、要
求および実際の FC トポロジ接続モードとインターフェイス速度が 
Drive Settings ( ドライブ 設定 ) 画面に表示されます。FC ドライブが
ホストに接続していない場合は、交渉された実際の設定は 
「unknown ( 不明 )」と表示されます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

ポイントツーポイントについての注：    
- テープ ドライブがスイッチ経由で、または直接ホストに
接続されている場合は、ポイントツーポイントを使用で
きます。 
- テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続されている場
合、ポイントツーポイントは使用できません。 
- 制御パスのフェールオーバーにテープ ドライブが使用さ
れる場合は、ポイントツーポイントを使用する必要があ
ります。(144 ページの「制御パスのフェールオーバー設
定」 参照 )。

注意： たとえば、LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブの速度
は、最大 8 GB/s までに設定できます。8 GB/s 用の構成
では FC I/O ブレードへではなく、ホストへの直接接続が
必要です。FC I/O ブレードに許される速度が最大 4 GB/s 
までだからです。LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブを 
FC I/O ブレードに接続する場合は、テープ ドライブの速
度を 4 GB/s 未満に設定する必要があります。

注： ウェブ クライアントでは、テープ ドライブ情報は Drive 
Settings ( ドライブ設定 ) 画面に表で表示されます。表の太字の
列見出しは、 並べ替えることができます。たとえば、列見出
しの Location ( 場所 ) を選択すると、場所別に並び替えること
ができます。
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• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Drive Settings  
( ドライブ設定 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Drive Settings ( ドライブ設

定 ) を選択します。

制御パスの操作

制御パス テープ ドライブはパーティションをホスト アプリケーション
に接続するために使用します。

パーティションを設定すると、ライブラリが自動的に制御パスを割り当
てます。制御パスはいつでも変更できます。表 5 に、これらの制御パス
の割り当て方と変更方法を示します。

表 5   パーティション作成中の
制御パスの割り当て

ライブラリの
構成

パーティショ
ンに含まれて
いるもの

パーティショ
ンのデフォル
ト制御パス 制御パスを変更する場合の注意事項

FC I/O ブレー
ドが含まれて
いない

テープ ドライ
ブのインター
フェイスの種
類 (SCSI、FC、
SAS) の任意の
組み合わせ

パーティショ
ンに最初に割
り当てられた
テープ ドライ
ブ

制御パスとしてテープ ドライブを選択する必要
があります。

1 つ以上の FC 
I/O ブレード

1 つ以上の FC 
テープ ドライ
ブ

FC I/O ブレー
ド

FC I/O ブレードをパーティションの制御パスに
することを推奨します。

( テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続して
いない場合は、制御パスとしてテープ ドライブ
を選択できますが、ホストに複数のメディア 
チェンジャが表示されます。さらに、FC I/O ブ
レードを制御パスとして使用すると、 LUN のマッ
ピング機能とホスト ポートのフェールオーバー
機能を利用できます。)
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パーティションの制御パスとして選択できるのは、1 つのパーティショ
ンに対しテープ ドライブ 1 つのみです。ホスト アプリケーションへの制
御パス接続に失敗した場合は、そのパーティションの新しい制御パスを
選択できます。さらに、パーティションの制御パスが HP LTO-5 Fibre 
Channel テープ ドライブで、ライブラリにストレージ ネットワークがラ
イセンスされている場合は、もう 1 つの HP LTO-5 Fibre Channel テープ 
ドライブを制御パス フェールオーバー用に選択できます ( 詳細は、144 
ページの「制御パスのフェールオーバー設定」 参照 )。

制御パスとなるテープ ドライブが FC I/O ブレードに接続していない場
合を除いて、FC I/O ブレード経由でホスト アプリケーションに接続し
ている FC テープ ドライブで構成されているパーティションの制御パス
は選択できません。

Setup ( セットアップ ) > Control Path ( 制御パス ) 画面には、現在制御パス
として指定されているテープ ドライブを含め、選択したパーティション
のテープ ドライブが一覧になります。パーティションの新しい制御パス
は、別のテープ ドライブを選択して指定できます。現在の制御パスの選
択を解除して、パーティションの制御パスを無効にすることもできま
す。    

1 つ以上の FC 
I/O ブレード

FC テープ ド
ライブが含ま
れていない

パーティショ
ンに最初に割
り当てられた
テープ ドライ
ブ

制御パスとしてテープ ドライブを選択する必要
があります。

注意： FC テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続している場合
は、制御パスとして FC テープ ドライブを選択しないでくだ
さい。制御パスが I/O ブレードによってフィルタされ、ホス
トに表示されなくなります。

注： 表内の太字の列見出しは並べ替えができます。たとえば、列
見出しの Location ( 場所 ) を選択すると、場所別に並び替える
ことができます。

ライブラリの
構成

パーティショ
ンに含まれて
いるもの

パーティショ
ンのデフォル
ト制御パス 制御パスを変更する場合の注意事項
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Control Path ( 制
御パス ) を選択します。

• 操作パネルからは、 Setup ( セットアップ ) > Control Path ( 制御パス ) を
選択します。

ライセンス キーの取得とインストール

初回購入時またはそれ以降、標準的なライブラリ構成にいくつかの機能
を追加できます 32 ページの「ライセンス可能な機能」。

このセクションでは、後続の複数セクションで記述するこれら機能のラ
イセンス方法について説明します。

• ライセンス キーの説明

• ライセンスとライセンス キーの表示

• ライセンス キーの取得

• ライセンス キーの適用

ライセンス キーの説明 3 ライブラリと共にライセンス可能な機能を購入する場合、ライセンスは
ライブラリの受け取り時にインストールされます。初回購入後にアップ

注： 制御パスを変更した結果、ホスト アプリケーションで設定を
変更しなければならない場合があります。ホスト アプリケー
ションの説明書を参照してください。

注： ライブラリに複数の FC I/O ブレードがある場合、各 FC I/O 
ブレードは、テープ ドライブが制御パスでない —— 各パー
ティションをターゲット デバイスとしてホストに表示しま
す。このため、ホストは同じパーティションを複数回検出す
る可能性があります。混乱を最小限にするため、ホスト マッ
ピングを設定して、各ホストに各デバイスが 1 度だけ表示さ
れるようにする必要があります。114 ページの「ホスト マッ
ピングの設定」を参照してください。
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グレードまたは新機能を追加した場合は、クアンタム からライセンス 
キー証明書が発行されます。ライセンス キー証明書には、Quantum 
ウェブ サイトからライセンス キーを取得するための承認コードが含ま
れています。このライセンス キーをライブラリにインストールすると、
新しい機能を使用できるようになります。

以下はライセンス キーの詳細です。

• ライセンス キーを取得するために必要な承認コードは、一度しか使
用できません。

• ライセンス キーは 12 文字までの英数字から成ります。ライセンス 
キーにはアットマーク (@)、ハイフン (-)、アンダースコア (_) の記号
も含まれている場合があります。英字は小文字のみ使用できます。
ユーザー インターフェイスによって自動的に小文字に変換されま
す。

• ライセンス キーは、それが割り当てられているライブラリでのみ使
用可能で、別のライブラリに転用することはできません。キーをラ
イブラリに適用すると、ライブラリのシリアル番号に関連付けられ
ている正しいキーかどうかが検証されます。

• ライセンス キーに有効期限はありません。

• ライセンス キーをいったんライブラリにインストールすると、制御 
モジュールまたはライブラリ制御ブレード (LCB) コンパクト フラッ
シュ カードを交換しない限り、削除できません。

• 制御モジュールを交換する場合：ライセンス キーは制御モジュール
のシリアル番号に関連付けられています。制御モジュールを交
換したら、インストールされているライセンスも交換する必要
があります。Quantum から新しい制御モジュールのライセンス 
キーを取り寄せてください。

• LCB の コンパクト フラッシュを交換する場合：LCB のコンパクト 
フラッシュ カードにはライブラリの設定情報が含まれています。
LCB のコンパクト フラッシュ カードを交換する場合は、ライセ
ンス キーをライブラリに再インストールする必要があります。
ライセンス キーを保存しておいた場合は、それを再インストー
ルできます。あるいは、上のリストのウェブサイトから取得で
きます。工場出荷時にインストールされたライセンス キーは
ウェブ サイトのリストに含まれていないことがあります。その
ような場合には、Quantum にお問い合わせください。ライセン
ス キーを取得できないか、アドバイスが必要な場合は、
Quantum までご連絡ください。
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ライセンスとライセンス 
キーの表示 3

購入して取得したライセンスを表示するには、
http://www.quantum.com/licensekeys にアクセスしてください。各機
能のライセンス履歴が一覧になっています ( ライセンスした機能、ライ
センス数、承認コード、ライセンス キーの取得日など )。最新のライセ
ンスには、その機能のライセンスがすべて含まれ ( たとえば、最新の 
COD ライセンスにはライセンスした合計 COD スロット数 )、以前のラ
イセンス キーに取って代わります。

ライセンス可能な機能のうち、どれがライブラリで有効になっているか
を確認するには、Licenses ( ライセンス ) 画面に移動してください。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > License ( ライセ

ンス ) を選択します。

• 操作パネルで、Setup ( セットアップ ) > Licenses （ライセンス） を選択
します。

ライセンス キーの取得 3 新機能やアップグレード用のライセンス キーを取得するには、以下の手
順に従ってください。

1 Quantum の代理店に新機能またはアップグレードを注文します。 
8 ページの「詳細情報とヘルプ」を参照してください。

2 受注後、Quantum から承認コードが含まれたライセンス キー証明
書を発送します。

3 ライブラリ からシリアル番号を検索します。ウェブサイトからライ
センス キーを取得するには、シリアル番号が必要です。シリアル番
号を表示するには、以下の手順に従ってください。

• 操作パネルで、Tools ( ツール ) > About ライブラリ ( バージョン情報 ) 
を選択します。

注： 46 COD 以上のスロットを注文する場合。 
COD ライセンスは 46- スロット単位で供与されます。46 
スロット以上を注文する場合は、複数のライセンス キー
認証を受け取ります。たとえば、92 スロットが希望なら
ば、2 つのライセンス キー認証を受け取ります。その場
合は、ここに概要を説明する手順を各認証について 1 回
ずつ、合計 2 回繰り返す必要があります。ただし、各追
加ライセンス キーはそれぞれ先行するキーを置換するた
め、ライブラリに適用する必要があるのは 1 つのライセ
ンス キー ( 最後のキー ) のみです。

http://www.quantum.com/licensekeys
http://www.quantum.com/licensekeys


第 3 章  ライブラリの設定    
ライセンス キーの取得とインストール 

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 88

• ウェブ クライアントで、Reports ( レポート ) > About Scalar i500 
(Scalar i500 の情報 ) を選択します。

4 Quantum ライセンス キー管理ウェブ サイト 
http://www.quantum.com/licensekeys にアクセスしてください。

5 シリアル番号 ( シリアル番号 ) ボックスに、シリアル番号を入力しま
す。

6 Submit ( 送信 ) をクリックします。

有効なシリアル番号を入力すると、この機能の既存のライセンス 
キーがウェブ サイトに表示されます。例外：ライセンスが工場で適
用された場合は、実際のライセンス キーの代わりに「Factory」と表
示される可能性があります。この場合にライセンス キーを取得する
必要があれば、Quantum テクニカル サポートまでご連絡ください 
(7 ページの「お問い合わせ」 を参照 )。 

7 ライセンス キー証明書の承認コードを Authorization Code ( 承認コー

ド ) テキスト ボックスに入力します。

8 Get License Key ( ライセンス キーの取得 ) ボタンをクリックします。

正しい承認コードを入力すると、ウェブサイトで新機能やアップグ
レード用のライセンス キーを取得できます。

これで、ライブラリにライセンス キーを適用する準備が整いました。ラ
イセンス キーの適用を参照してください。

ライセンス キーの適用 3 ライセンスキーは初期設定中またはライセンス機能の購入時に、ライブ
ラリに適用できます。追加機能を購入すると、現在のライセンス キーに
代わって新しいライセンス キーが適用されます。        
 

Setup Wizard: Licensing ( セットアップ ウィザード：ライセンス ) 画面にラ
イセンス キーを入力できます。またはセットアップ ウィザードを終了

注： この操作は、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。画面にはアクセスでき
ますが、他の管理者が同じ操作を実行している間は、変更を
適用できません。

注意： ライセンス キーのインストール中、バックアップ処理が中断
する場合があります。

http://www.quantum.com/licensekeys
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した後、いつでも操作パネルまたはウェブ クライアント のコマンドを
使用して直接ライセンス キーを入力できます。

新しいライセンス キーのインストール後は、新しいメニューや機能を表
示するため、インターネット ブラウザの更新が必要な場合があります。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > License ( ライセ

ンス ) を選択します。

• 操作パネルで、Setup ( セットアップ ) > Licenses （ライセンス） を選択
します。

カスタマー サービス連絡先情報の設定

管理者は、ウェブ クライアントを使用して、ライブラリのカスタマー 
サービス担当者の連絡先をライブラリに入力できます。サービス手続き
を速やかに進めるために、この情報は常に最新にしておきます。

ライブラリで問題が発生すると、デフォルト電子メール通知が構成され
ていることを前提に、信頼性、利用可能性、サービス性 (RAS) チケット
情報とともに、連絡先情報が techsup@quantum.com へメール送信され
ます。デフォルト電子メール通知の設定については、92 ページの「RAS 
電子メール通知の作成」 を参照してください。

カスタマー サービスの連絡先情報を設定できるのはウェブ クライアン
トからのみですが、表示は操作パネルからもできます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通
知 ) > RAS > Contact Information ( 連絡先情報 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) を選択
します。
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ライブラリ電子メール アカウントの設定

ライブラリの問題に関する電子メール通知が自動送信されるときなど、
ライブラリの電子メールサービスが使用されるときは、常に電子メール 
アカウントが使用されます。

電子メール アカウントを設定する前に、IP アドレス、有効なログイン 
アカウント ( オプション )、SMTP サーバーの有効なパスワード ( オプ
ション ) をネットワーク管理者に確認してください。ログイン アカウン
ト名とパスワードには、@ や # の特殊文字を含むことができます。電子
メール アカウントの設定では、大文字と小文字が区別されません。

電子メール アカウントの設定後、アカウントが正しく設定されたことを
確認するために電子メール アドレスにテスト メッセージを送信できま
す。

Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) > E-mail Account ( 電子メール ア
カウント ) 画面には、以下のオプションが含まれます。

• SMTP Server (SMTP サーバー ) には SMTP サーバーの IP アドレスと
ホスト名が含まれています。IP アドレスはドット表記 ( 例：
192.168.0.1) で入力し、255 文字を超えることはできません。

• Sender E-mail Address ( 送信者の電子メール アドレス ) にはライブラリ
の電子メール アドレスが含まれています ( 例：ライブラリ
name@mycompany.com)。ライブラリは、送信する電子メール メッ
セージの From ( 差出人 ) フィールドにこのアドレスを使用してメッ
セージの発信元を示します。

• Send  snapshot with e-mail notifications ( 電子メール通知でスナップ

ショットを送信 ) は、一部の RAS チケット電子メール通知に、ライブ
ラリ スナップショット ファイル (ASCII ファイル ) を自動添付する
ようライブラリに指示します。( スナップショットは、問題の解明や
診断に役立つ場合は、この目的でのみ自動生成されます。) この機能
は、デフォルトではオフになっています。ライブラリのスナップ
ショット ファイルは、スナップショットのキャプチャ操作を使って
指定の電子メール アドレスに送信することもできます。スナップ
ショットのキャプチャ操作を使用すると、スナップショットを 
ASCII 形式で作成できます。387 ページの「ライブラリ情報スナッ
プショットの取り込み」を参照してください。
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• Authentication ( 認証 ) には、ライブラリのログイン アカウント名と
パスワードを入力する手段が含まれています。ボックスをオンにす
ると認証の使用が有効になります。ボックスをオフにすると認証の
使用が無効になります。以下のフィールドは、認証の使用が有効の
場合にのみ入力可能になります。

• Login Account ( ログイン アカウント ) には、SMTP サーバー の有効
なアカウント名が含まれています ( 例：John.User)。ログイン ア
カウント名には、@ や # の特殊文字を含むことができます。

• Password ( パスワード ) は、Login Account ( ログイン アカウント ) テ
キスト ボックスで指定したアカウントのパスワードです。パス
ワードには、@ や # の特殊文字を含むことができます。

• Send a test e-mail to ( テスト電子メールの送信 ) では、テストする電
子メール アドレスを入力できます。アドレスを入力して Send  
e-mail ( 電子メールの送信 ) をクリックします。電子メール アカウ
ントをチェックし、ライブラリから電子メール メッセージが送
信されたことを確認します。

電子メール アカウントを設定したら、ライブラリ設定を保存します。詳
細については、390 ページの「ライブラリ設定の保存とリストア」を参
照してください。

ライブラリ電子メール アカウントを作成できるのは、ウェブ クライア
ントからのみですが、電子アカウント情報の表示は操作パネルからもで
きます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) 
> E-mail Configuration ( 電子メール設定 ) を選択します。

• 操作パネルから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) > E-Mail 
Account ( 電子メール アカウント ) を選択します。

RAS 電子メール通知の操作

コンポーネントに特定の重大度の問題が発生した場合に、指定の電子
メール アドレスに電子メール通知を自動送信するようにライブラリを設
定できます。電子メール通知には、問題の内容とエラー発生時のライブ
ラリの状況について記載されます。
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電子メール通知を設定する前に、指定した宛先に通知を送信できるよう
に、ライブラリの電子メール アカウントを設定する必要があります。電
子メール アカウントの設定方法については、90 ページの「ライブラリ
電子メール アカウントの設定」を参照してください。

追加の電子メール通知の設定については、92 ページの「RAS 電子メー
ル通知の作成」を参照してください。ライブラリはデフォルトのサポー
ト電子メール通知を含め、最大 20 の電子メール通知受信者をサポート
しています。

電子メール通知フィルタには、以下の 3 レベルがあります。

• すべてのチケット

• 高重要度および緊急チケットのみ

• 緊急チケットのみ

管理者は、ライブラリの電子メール アカウントと電子メール通知を設定
できます。ユーザーは電子メール通知を受信できますが、ライブラリの
電子メール アカウントや通知の設定はできません。

電子メール通知を設定できるのはウェブ クライアントからのみですが、
表示は操作パネルからもきます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) 
> RAS > Receiver Addresses ( 受信者アドレス ) を選択します。

• 操作パネルから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) > E-mail 
Alerts ( 電子メール警告 ) を選択します。

RAS 電子メール通知の作
成 3

管理者は電子メール通知を作成できます。ライブラリはデフォルトの電
子メール通知を含め、最大 20 の電子メール受信者に通知を通知できま
す。電子メール通知の各受信者が固有の電子メール アドレスを持ってい
ることが必要です。

電子メール通知を設定するには、電子メールアドレスと受信者のフィル
タ レベル設定を提供する必要があります。フィルタ レベルの詳細につ
いては、RAS 電子メール通知の操作を参照してください。

注： デフォルトの techsup@quantum.com の電子メール通知設定
は変更できますが、削除できません。電子メール アドレス、
techsup@quantum.com は変更できません。
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各電子メール通知には、オプションで Comments ( コメント ) テキスト 
ボックスが含まれます。ここには、ライブラリとインターフェイスして
いるネットワーク環境やサードパーティのソフトウェア アプリケーショ
ンなど、重要なシステム構成の詳細を入力できます。こうした情報は電
子メールの本文に表示され、場合によりテクニカル サポート担当者がラ
イブラリの問題を解決する助けになります。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) 
> RAS > Receiver Addresses ( 受信者アドレス ) > Create ( 作成 ) を選択
します。

RAS 電子メール通知の変
更 3

既存の電子メール通知を作成した後、管理者はいつでも既存の電子メー
ル通知の設定を変更できます。たとえば、電子メール アドレスの変更、
コメントの追加、削除、変更、フィルタ レベルの変更、通知を有効 / 
 無効の切り替えなどができます。フィルタ レベルの詳細については、
91 ページの「RAS 電子メール通知の操作」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) 
> RAS > Receiver Addresses ( 受信者アドレス ) > Modify ( 変更 ) を選択
します。

RAS 電子メール通知の削
除 3

管理者は、不要になった電子メール通知を削除できます。

注： Enter E-mail Address ( 電子メール アドレス入力 ) テキスト ボッ
クスに、複数のアドレスを入力することはできません。複数
のアドレスに送信する必要がある場合は、アドレスごとに電
子メール通知を作成します。

注： デフォルトの techsup@quantum.com の電子メール通知設定
は変更できますが、削除できません。電子メール アドレス、
techsup@quantum.com は変更できません。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Notification ( 通知 ) 
> RAS > Receiver Addresses ( 受信者アドレス ) > Delete ( 削除 ) を選択
します。

ユーザー アカウントの操作

管理者は、ローカル認証用にローカル ユーザーのアカウントをライブラ
リで作成したり、リモート認証用に Lightweight Directory Access 
Protocol (LDAP) を有効にして設定したりできます。ニーズに応じて、
どちらかまたは両方の方式を使用できます。このセクションでは、ロー
カルとリモート両方の認証用にユーザー アカウントと認証を設定する方
法を説明します。

ローカル認証との比較  
リモート認証 3

ローカル認証の制御はライブラリで管理されます。管理者はアカウント
と権限をライブラリで設定します。ローカル認証を使用する場合、ユー
ザーはローカルのユーザー名とパスワードを入力するだけです。

リモート認証は LDAP サーバーによって管理されます。LDAP を有効に
すると、LDAP サーバーに存在する既存のユーザー アカウントをライブ
ラリの現行のユーザー アカウント管理サブシステムに統合できます。
ユーザー アカウント情報を集中化し、さまざまなアプリケーションで共
有して、ユーザー アカウントの管理タスクを単純化できます。

リモート認証を使用するには、ライブラリで LDAP を有効にする必要が
あります。LDAP が有効になると、ユーザーは LDAP またはローカル認
証を使用してライブラリにログインできます。詳細については、 
175 ページの「LDAP または Kerberos が有効の場合のログイン」を参照
してください。

注： デフォルトの techsup@quantum.com の電子メール通知設定
は変更できますが、削除できません。電子メール アドレス、
techsup@quantum.com は変更できません。
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ローカル ユーザー アカウ
ントについて 3

管理者は、ユーザーと管理者という 2 種類のローカル ユーザー アカウン
トを、作成および変更できます。これらのユーザーはライブラリの特権
レベルが異なります。

• ユーザー — 割り当てられた 1 つまたは複数のパーティションにアク
セスでき、メディアやテープ ドライブの機能をパーティション内で
実行できます。ユーザーは、パーティションの作成、変更、削除な
どの物理ライブラリに影響する操作はできません。

• Administrator ( 管理者 ) — 物理的なライブラリ全体と、そのパーティ
ションすべてにアクセスできます。

出荷時には、ライブラリにデフォルトの管理者アカウントが設定されて
います。このアカウントのユーザー名は admin で、パスワードは 
password です。このユーザー アカウントの削除やユーザー名の変更は
できませんが、パスワードの変更はできます。このデフォルトの管理者
アカウントを使用して、ライブラリの初期設定を行います。デフォルト
管理者アカウントのパスワードをなくした場合は、Quantum テクニカ
ル サポートまで連絡してください。8 ページの「詳細情報とヘルプ」を
参照してください。

ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの「ユーザー特権」を
参照してください。パスワードの変更方法については、96 ページの

「ローカル ユーザー アカウントの変更」を参照してください。

ローカル ユーザー アカウ
ントの作成 3

初期設定中または初期設定後に、デフォルトの管理者アカウントを使用
して、管理者特権を持つ他のアカウントを含め、最大 18 のローカル 
ユーザー アカウントを追加作成できます。これらの管理者は、自分で他
のローカル管理者アカウントおよび、ユーザー アカウントを作成できま
す。管理者特権のないユーザーはユーザー アカウントを作成できませ
ん。ライブラリにはデフォルトの管理者アカウントを含め、ユーザー ア
カウントを 18 まで格納できます。

ローカル ユーザー アカウントを作成するには、以下のフィールドに情
報を入力する必要があります。

• User Name ( ユーザー名 ) — 作成するユーザー アカウントのログイン
名。ユーザー名は 1 ～ 12 の小文字、数字、アンダースコア (_) だけ
を使用できます。例：john_usa.

• Password ( パスワード ) — 作成するユーザー アカウントの固有のパ
スワード。パスワードは 6 ～ 12 の小文字の英数字で、アンダースコ
ア (_)、ピリオド (.)、ハイフン (-)、アスタリスク (*)、アットマーク 
(@) も含めることができます。例：pass_19.
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• Privilege ( 特権 ) — User ( ユーザー ) または Admin ( 管理ユーザー ) に設
定します。ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの
「ユーザー特権」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > User 
Management ( ユーザー管理 ) > User Accounts ( ユーザー アカウント ) を
選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > User Mgmt ( ユーザー管理 ) 
> Create User ( ユーザーの作成 ) を選択します。

ローカル ユーザー アカウ
ントの変更 3

ローカル ユーザー アカウントを作成した後、管理者はパスワード、特
権レベル、およびパーティション アクセスなどのアカウント設定を変更
できます。ユーザー名は変更できません。そのユーザー アカウントを削
除してから新しいアカウントを作成する必要があります。

ローカル ユーザー アカウントを変更するには、以下のフィールドに情
報を入力します。

• Password — 作成するユーザー アカウントの固有のパスワード。パ
スワードは 6 ～ 12 の小文字の英数字で、アンダースコア (_)、ピリ
オド (.)、ハイフン (-)、アスタリスク (*)、アットマーク (@) も含め
ることができます。例：pass_19.

• Privilege ( 特権 ) — User ( ユーザー ) または Admin ( 管理ユーザー ) に設
定します。ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの
「ユーザー特権」を参照してください。

• Partition Access ( パーティション アクセス ) — このユーザーがアクセ
スできるパーティション。削除されたパーティションに割り当てら
れていたユーザーを、他のパーティションに割り当て直すことがで
きます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > User 
Management ( ユーザー管理 ) > User Accounts ( ユーザー アカウント ) を
選択します。

• From the operator panel, select Setup ( セットアップ ) > User Mgmt  
> Modify User.
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ローカル ユーザー アカウ
ントの削除 3

管理者は、不要になった他のローカル管理者アカウントとユーザー アカ
ウントを削除できます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > User 
Management ( ユーザー管理 ) > User Accounts ( ユーザー アカウント ) を
選択します。

• From the operator panel, select Setup ( セットアップ ) > User Mgmt  
> Modify User.

LDAP の設定 3 管理者は Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) を有効にして設
定できます。LDAP はユーザー アカウントの集中管理を提供する業界標
準のインターネット プロトコルです。

管理者はローカル ユーザー アカウント情報のみを追加、削除および変
更できます。ライブラリのウェブ クライアントでは、LDAP サーバー上
のユーザー アカウント情報の作成、変更、削除はできません。これは
ディレクトリ サービス プロバイダで行う必要があります。ローカル 
ユーザー アカウント操作の詳細については、95 ページの「ローカル 
ユーザー アカウントについて」を参照してください。

ライブラリはあらゆる LDAP サーバーをサポートしています。セキュリ
ティの追加に Kerberos も使用できます。Kerberos の詳しい設定手順に
ついては、100 ページの「Kerberos の設定」を参照してください。

Login ( ログイン ) 画面には、LDAP が有効の場合にのみリモート認証ロ
グイン オプションが表示されます。

LDAP サーバーのガイドライン 3

ライブラリへのリモート ログインを有効にするためには、次に示すグ
ループの作成が必要です。

• ライブラリ ユーザー グループ — ライブラリへのアクセス特権が必
要なこのグループに、ユーザーを割り当てます。ライブラリ ウェブ 
クライアントの Setup ( セットアップ ) - Remote Authentication ( リモー

注： デフォルトの管理者アカウントは削除できません。
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ト認証 ) 画面にある library User Group ( ライブラリ ユーザー グループ ) 
フィールドに、このグループの名前を入力します (98 ページの「ラ
イブラリでの LDAP の設定」 参照 )。

• パーティション グループ - ユーザー特権を持つ LDAP ユーザーの場
合、ライブラリのパーティションへのアクセスは、LDAP サーバー
のグループ割り当てによって決まります。グループは LDAP サー
バー上に、ライブラリのパーティション名と一致する名前で作成さ
れる必要があります ( 名前の一致は必要ですが、大文字小文字の区
別はありません )。ユーザー特権を持つユーザーがライブラリの対応
パーティションにアクセスするには、LDAP サーバー上のこれらの
グループに割り当てられていなければなりません。

• ライブラリ管理者グループ — ライブラリにアクセスする管理者特権
が必要なこのグループに、ユーザーを割り当てます。管理者特権を
持つ LDAP ユーザーは、すべてのパーティションおよび管理者機能
にアクセスでき、LDAP サーバー上のパーティション関連グループ
に割り当てられる必要はありません。ライブラリ ウェブ クライアン
トの Setup ( セットアップ ) - Remote Authentication ( リモート認証 ) 画
面にある ライブラリ Admin Group ( ライブラリ管理者グループ ) フィー
ルドに、このグループの名前を入力します (98 ページの「ライブラ
リでの LDAP の設定」 参照 )。

ライブラリの LDAP 設定をテストするために、ライブラリ ユーザー グ
ループおよびライブラリ 管理者グループの両方に割り当てられた、少な
くとも 1 人のユーザーが必要です (99 ページの「LDAP 設定のテスト」 
参照 )。一般ユーザーのほとんどはこれらグループの重複メンバーでは
ないため、この目的専用の特別な、または一時的なユーザーを場合によ
り作成する必要があります。

ライブラリでの LDAP の設定 3

LDAP を設定する前に、ネットワーク管理者から以下の LDAP パラメー
タを取得します。これらのパラメータをウェブ クライアントの Setup - 
Remote Authentication ( セットアップ - リモート認証 ) 画面で入力する必要
があります。

• Server URI ( サーバーの URI)— ユーザー アカウント情報が保存されて
いる LDAP サーバーの Uniform Resource Identifier (URI)。URI には 
LDAP サーバーのホスト名か IP アドレスが含まれ、LDAP サーバー
のネットワーク ポートを含めることもできます。デフォルトはポー
ト 389 です。
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例：

ldap:// ホスト名 :389
ldap://10.50.91.103

• Principal ( プリンシパル ) — LDAP ディレクトリの検索権限を持つ 
LDAP ユーザー ログイン ID。ライブラリはこの ID を使って LDAP 
にログインします。

例：administrator@mycompany

• Password ( パスワード ) — プリンシパル認証ログイン ID 用のパス
ワード。

• User DN ( ユーザー DN) — ユーザーが含まれる完全修飾識別名。

例： cn=users、ou=system、dc=mycompany、dc=com

• Groupr DN ( グループ DN) — グループが含まれる完全修飾識別名。

例： cn=groups、ou=system、dc=mycompany、dc=com

• Library User Group ( ライブラリ ユーザー グループ ) — ユーザー レベル
の特権を持つライブラリ ユーザーに関連する LDAP サーバー上のグ
ループ名 ( ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの

「ユーザー特権」　を参照してください )。このグループは LDAP 
サーバー上に存在する必要があります (97 ページの「LDAP サー
バーのガイドライン」 参照 )。

• Library Admin Group ( ライブラリ管理者グループ ) — 管理者レベルの特
権を持つライブラリ ユーザーに関連する LDAP サーバー上のグルー
プ名 ( ユーザー特権レベルの詳細については、46 ページの「ユー
ザー特権」 を参照してください )。このグループは LDAP サーバー上
に存在する必要があります (97 ページの「LDAP サーバーのガイド
ライン」 参照 )。

LDAP 設定のテスト 3

The Test Settings ( 設定のテスト ) ボタンを押すと、ライブラリと LDAP 
サーバー間の通信および、現在適用されている LDAP 設定がテストされ
ます。問題が生じると、エラーメッセージで問題のエリアが特定されま
す。

LDAP の設定を変更した場合は、このボタンを使用する前に Apply  
( 適用 ) をクリックしてください。

この設定をテストするには、ユーザー名とパスワードを入力して、ボタ
ンをクリックする必要があります。テストに使用するユーザーは、LDAP 
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サーバー上のライブラリ ユーザー グループおよび、ライブラリ管理者グループ

両方のメンバーでなければなりません。一般ユーザーのほとんどはこれらグ
ループの重複メンバーではないため、この目的専用の特別な、または一
時的なユーザーを場合により作成する必要があります。

LDAP の設定を指定したら、ライブラリの設定を保存します。

LDAP 設定の表示、有効化、構成は、ライブラリのウェブ クライアント
からできます。LDAP 設定の構成に、操作パネルは使用できません。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > User Management 
( ユーザー管理 ) > Remote Authentication ( リモート認証 ) を選択しま
す。

Kerberos の設定 3 リモート認証のセキュリティを強化したい場合は、Kerberos を使用しま
す。

ライブラリと Kerberos/Active Directory® サーバーの両方が、同じ時刻 
(5 分以内 ) に設定されていることを確認します。そうでないと、認証に
失敗します。Network Time Protocol (NTP) を使用してライブラリと 
Kerberos サーバーの時刻を同期することをお勧めします。103 ページの
「NTP (Network Time Protocol) を使用した日付と時刻の設定」を参照し
てください。

LDAP の全フィールドのほかに、以下の Kerberos フィールドに入力し
ます。

• Realm ( 領域 ) — Kerberos の領域名をすべて大文字で入力します。通
常、領域名は DNS ドメイン名です。

例：MYCOMPANY.COM

• KDC (AD サーバー ) — キー配布センター ( 言い換えれば、
Kerberos/Active Directory がインストールされているサーバー )。

例：mycompany.com:88

注： ライブラリで LDAP を設定する詳しい手順については、ライ
ブラリのオンライン ヘルプを参照してください。オンライン 
ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブクライアント 
id="36"/> 右上隅にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックし
ます。
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• Domain Mapping ( ドメイン マッピング ) — ライブラリの完全修飾ドメ
イン名のうちドメインの部分。

例：MYCOMPANY.COM

• Service Keytab ( サービス キータブ ) — Browse ( 参照 ) ボタンをクリッ
クして、サービス キータブ ファイルを選択します。サービス キー
タブ ファイルは、Kerberos/Active Directory サーバーで生成する
ファイルです。101 ページの「サービス キータブ ファイルの生成」
を参照してください。

Kerberos 設定はウェブ クライアント から表示、有効化、設定できます。
Kerberos 設定の構成に、操作パネルは使用できません。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > User Management 
( ユーザー管理 ) > Remote Authentication ( リモート認証 ) を選択しま
す。

サービス キータブ ファイルの生成 3

これらは Microsoft® Active Directory® で、サービス キー タブ ファイ
ルを生成する手順です。Active Directory を使用しない場合は、この
ファイルの生成手順について、Kerberos ベンダにお問い合わせくださ
い。

1 Windows サーバーで Active Directory ドメインを設定します。

2 Active Directory が未設定の場合は、dcpromo を実行します。

3 Windows 2003 サーバーのみ： 以下の手順に従って Windows 2003 
サーバーに Windows サポート ツールをインストールします。

a www.microsoft.com にアクセスし、「windows server 2003 
support tools sp2 ｣を検索するか、次のリンクをクリックします。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID
=96a35011-fd83-419d-939b-9a772ea2df90&DisplayLang=en

b support.cab と suptools.msi の両方をダウンロードします。

c suptools.msi を実行して、インストールを開始します。

4 Active Directory でコンピュータのアカウントを作成します。

• 作成中に、どのチェックボックスもオンにしないでください。

• アカウント名は、以降の手順で表示される < コンピュータ アカ
ウント > に使用されます。

http://www.microsoft.com
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=96a35011-fd83-419d-939b-9a772ea2df90&DisplayLang=en
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5 コマンド プロンプトで、SPN をコンピュータ アカウントにマッピ
ングします。次の形式を使用してください。

setspn -A ライブラリ /<fqdn of ライブラリ > <computer account>

以下の例を参照してください。

setspn -A ライブラリ /delos.dvt.mycompany.com kerbtest 

6 コマンド プロンプトで、SPN のキータブ ファイルを作成します。
次の形式を使用してください。

• Windows 2003 の場合：

ktpass -out ライブラリ .keytab -princ  
ライブラリ /<fqdn of ライブラリ >@<realm>  
+rndPass -ptype KRB5_NT_SRV_HST -crypto RC4-HMAC-NT -
mapUser <realm>/computers/<computer account>

以下の例を参照してください。

ktpass -out ライブラリ .keytab -princ ライブラリ
/delos.dvt.mycompany.com@OURREALM.LOCAL  
+rndPass -ptype KRB5_NT_SRV_HST -crypto RC4-HMAC-NT -
mapUser ourrealm.local/computers/kerbtest

• Windows 2008 の場合：

ktpass -out ライブラリ .keytab -princ ライブラリ / 
<fqdn of ライブラリ >@<realm>  
+rndPass -ptype KRB5_NT_SRV_HST -crypto AES256-SHA1  
-mapUser <realm>/computers/<computer account>

以下の例を参照してください。

ktpass -out ライブラリ .keytab -princ ライブラリ
/delos.dvt.mycompany.com@OURREALM.LOCAL  
+rndPass -ptype KRB5_NT_SRV_HST -crypto AES256-SHA1  
-mapUser ourrealm.local/computers/kerbtest

日付、時刻、タイムゾーンの設定

管理者は、ライブラリの日付、時刻、およびタイムゾーンの設定を手動
で設定するか、NTP (Network Time Protocol) を構成できます。
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日付と時刻の手動設定 3 Setup Wizard - Date & Time ( セットアップ ウィザード：日付と時刻 ) 画面で
は、ライブラリの日付と時刻を設定できます。操作パネルまたはウェブ 
クライアント の Setup ( セットアップ ) メニューから Date & Time ( 日付と

時刻 ) を選択して、日付と時刻の設定画面にアクセスすることもできま
す。

日付と時刻は、イベントが発生した日時を記録したり、自動バックアッ
プや復元の時刻を設定するために使用されます。ライブラリの日付と時
刻は、ライブラリの初期設定で一度は設定してください。

時刻は 24 時間方式で設定します。たとえば、午後 4 時は「16:00 ｣と入力
します。

NTP (Network Time 
Protocol) を使用した日付
と時刻の設定 3

ライブラリは NTP (Network Time Protocol) をサポートしています。
NTP を使用すると、ライブラリの日付と時刻を同じ IT インフラストラ
クチャ内の他のコンポーネントと同期できます。管理者は、日付とタイ
ムゾーンを手動で変更するか、NTP を構成できます。

NTP が有効の場合は、少なくとも 1 つの NTP サーバーのタイムゾーン
と IP アドレスがライブラリで設定されている必要があります。NTP 
サーバーの IP アドレスについては、ネットワーク管理者に問い合わせて
ください。

web client Setup Wizard - Date & Time ( セットアップ ウィザード - 日付と時

刻 ) 画面を使用して、NTP の有効化と設定ができます。ウェブ クライア
ント の Setup ( セットアップ ) メニューから Date & Time ( 日付と時刻 ) を選
択して、日付と時刻の設定画面にアクセスすることもできます。

以下は、NTP 設定の詳細です。

注： 以下の操作を、異なる場所からログインしている複数の管理
者が同時に実行することはできません。必要な画面にはアク
セスできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、
変更を適用できません。

注： 日時の詳しい設定手順については、ライブラリのオンライン 
ヘルプを参照してください。オンライン ヘルプ システムにア
クセスするには、ウェブ クライアントまたは操作パネルの
ユーザー インターフェイスの右上にある Help ( ヘルプ ) アイ
コンをクリックします。
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• 少なくとも 1 つ NTP サーバーを設定して使用可能にします。

• NTP は Date & Time ( 日付と時刻 ) 画面で有効にします。NTP が有効
の場合は、日付と時刻を手動で設定できません。日時の手動設定の
詳細については、103 ページの「日付と時刻の手動設定」を参照し
てください。

• プライマリおよび代替 ( オプション ) NTP サーバーの IP アドレスを
入力できます。

• NTP サーバーの IP アドレスは正しい形式で入力する必要がありま
す。IPv4 および IPv6 の正しいアドレス形式については、56 ページ
の「ネットワーク設定の変更」を参照してください。

• NTP 設定を適用した後、システム クロックの同期に数分かかる場合
があります。

NTP の有効化と設定は、ウェブ クライアントでのみ可能です。正しい
画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Date & Time ( 日付

と時刻 ) を選択します。

タイムゾーンの設定 3 リストからタイムゾーンを選択するには、Use Custom Time Zone ( カスタ

ム タイムゾーンを使用 ) 設定を無効にして、タイムゾーンを選択します。

地域のタイムゾーンがリストにない場合や、時刻を詳細に管理する場合
は、Use Custom Time Zone ( カスタム タイムゾーンを使用 ) を有効にし、協
定世界時 (UTC) のオフセットを設定します。

タイムゾーンは、ウェブ クライアントでのみ設定可能です。正しい画面
を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Date & Time ( 日付

と時刻 ) を選択します。

夏時間の設定 3 ドロップダウン リストからタイムゾーンを選択すると ( タイムゾーンの
設定を参照 )、夏時間を採用している国では夏時間にライブラリが自動
調整されます。時刻の変更に合わせて手動で時計をリセットする必要は
ありません。

ただし、カスタム タイムゾーンを設定した場合は、夏時間の調整が自動
的には行われません。Use Custom Daylight Saving Time ( カスタム夏時間を

使用 ) の設定を有効にする必要があります。いったん有効にすると、開
始時刻と終了時刻を 1 分単位で設定できます。
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夏時間は、ウェブ クライアントでのみ設定可能です。正しい画面を開く
には、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Date & Time ( 日付

と時刻 ) を選択します。

FC I/O ブレードの操作

ライブラリは、LTO-2、LTO-3、LTO-4、LTO-5 FC ドライブにホスト接
続できる、オプションの FC I/O ブレードをサポートしています。どの
ライブラリ構成でも FC I/O ブレードの数は 4 つが限度で、ライブラリ
内の各 FC I/O ブレードは最大 4 つの FC テープ ドライブをサポートし
ます。

FC I/O ブレードは、スイッチ ポートや配線要件を軽減し、バックアッ
プの信頼性を高めます。テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続して
いると、ライブラリは、ホストから FC I/O ブレード経由 FC テープ ド
ライブまでのデータ パスのステータスと準備状態を事前にチェックしま
す。

さらに、2 つの強力な機能がホストとターゲット デバイス間のインタラ
クションを管理する手段を提供します。

• Channel zoning ( チャネル ゾーニング ) を使用すると、ホスト サー
バー用に設定されている I/O ブレードのポートとターゲット デバイ
ス用に設定されているポートの間のアクセスを制御できます。詳細
については、108 ページの「FC I/O ブレード チャネル ゾーニング
の設定」を参照してください。

• Host Mapping ( ホスト マッピング ) を使用すると、ターゲット デバイ
スに対する可視状態と個々のホスト サーバーからターゲット デバイ
スまでのアクセスを制御できます。詳細については、110 ページの
「FC ホストの管理とホスト マッピング」を参照してください。

このセクションでは、FC I/O ブレードの構成について説明しています。
FC I/O ブレードの詳細については、以下を参照してください。

• 26 ページの「Fibre-Channel I/O ブレード」

• 202 ページの「FC I/O ブレードの電源制御」

• 216 ページの「FC I/O ブレード情報の表示」 
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• 216 ページの「FC I/O ブレード ポート情報の表示」

• 239 ページの「ライブラリ FC ケーブルと FC I/O ブレードとの接
続」 

• 246 ページの「推奨される FC I/O ブレードのライブラリ ケーブル
接続」 

• 398 ページの「FC I/O ブレードの識別」 

• 400 ページの「FC I/O ブレード ポートのリセット」 
 

FC I/O ブレード ポートの
設定 3

FC I/O ブレードが搭載されている場合、管理者は I/O ブレードにある 
FC ポートのパラメータを設定できます。

各 FC I/O ブレードには 6 つのポートがあります。ポート 1 と ポート 2 
は常にターゲット ポートであり、設定可能です。ポート 3 ～ 6 は常にイ
ニシエータ ポートであり、設定不可です。すべての I/O ブレード ポー
トに現在指定されている設定を表示するには、216 ページの「FC I/O ブ
レード ポート情報の表示」を参照してください。

以下は、FC I/O ブレード ポートの設定に関する詳細です。

• Setup - I/O Blade Port Configuration ( セットアップ - I/O ブレード ポート

設定 ) 画面には、ライブラリで検出された I/O ブレードがすべて表
示されます。画面には各 I/O ブレードについて、ライブラリ内の場
所、ワールド ワイド ノード名 (WWNN)、ステータス、ポートがリ
ストになります。設定する I/O ブレードのターゲット ポート (1 ま
たは 2) を選択し、次の画面へ進みます。選択したターゲット ポート
のワールド ワイド ノード名 (WWPN) が表示されます。

• 選択したターゲット ポート ( ポート 1 と 2) について、以下のパラ
メータを設定できます。

• Loop ID (ループ ID)—ループ ID は Auto (自動) または 0 ～ 125 の固
定値に設定できます。Auto ( 自動 ) を選択すると、固有のループ 
ID が自動的に選択されます。FC ホスト オペレーティング シス
テムによっては、固定ループ ID 設定が必要です。デフォルト設
定は Auto ( 自動 ) です。

注： FC I/O ブレードのメニュー コマンドは、FC I/O ブレードが
ライブラリに搭載されている場合にのみ使用可能です。
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• Speed ( 速度 )— インターフェイス速度は Auto ( 自動 )、1 Gb/s、
2 Gb/s、4 Gb/s のいずれかに設定できます。Auto ( 自動 ) を選択
すると、インターフェイス速度が自動設定されます。デフォル
ト設定は Auto ( 自動 ) です。

• Frame Size ( フレーム サイズ )— フレーム サイズは 512、1024、
2048 のいずれかに設定できます。ポート 1 と 2 のデフォルト設
定は 2048 です。FC ホストによっては、別の設定が必要になる
場合もあります。

• Connection ( 接続 )— ポートの接続モードは Loop ( ループ )、Loop 
Preferred ( 優先ループ )、ポイントツーポイント ( ポイント ツー ポイ

ント ) のいずれかに設定できます。デフォルト設定は Loop 
Preferred ( 優先ループ ) です。

• これらのパラメータを変更したら、ライブラリ設定を保存します。
ライブラリ設定の保存方法については、390 ページの「ライブラリ
設定の保存とリストア」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Port Configuration ( ポート設定 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Port Configuration ( ポート設定 ) を選択します。

メディア チェンジャ用 FC 
I/O ブレードの内蔵仮想
ポート 3

FC I/O ブレードは、メディア チェンジャ デバイス ( 定義済みのパー
ティションにはすべてメディア チェンジャ デバイスがあります ) へのア
クセスに内蔵仮想ポートを使用します。各 I/O ブレードは、ドライブ 
ベースのアクセス ( 別名 LUN-1) に関連して定義されているもの以外の
すべてのメディア チェンジャ デバイスにアクセスできます。Scalar i500 
ライブラリは、最大 18 のパーティションを搭載できます。これらの内
蔵仮想ポートはチャネル ゾーニングからは設定できません。したがっ
て、メディア チェンジャ デバイスはすべてライブラリ内にある各 FC 
I/O ブレードのポート 1 および 2 からアクセスできます。このため、シ
ステムとホスト サーバーの接続方法によっては、1 つ以上のメディア 
チェンジャが複数回検出される可能性があります ( たとえば、2 つの FC 
I/O ブレードを持つシステムに 4 つのパーティションが定義されている
場合、両方の FC I/O ブレードのポート 1 および 2 でそれぞれ 4 つのメ
ディア チェンジャ、つまり合計 16 のメディア チェンジャが表示されま
す )。メディア チェンジャの不要な検出を最小限に抑えるには、ホスト 
マッピングを設定する必要があります。110 ページの「FC ホストの管理
とホスト マッピング」を参照してください。
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FC I/O ブレード チャネル 
ゾーニングの設定 3

ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合、管理者は選択し
た I/O ブレードにチャネル ゾーニングを設定できます。チャネル ゾー
ニング ( 別名ポート ゾーニング ) では、FC 全体とそのチャネルに存在す
るすべての LUN へのアクセスを設定して、単一ポート上のホストまた
はホスト グループを専用に使用できるようにします。チャネル ゾーニ
ングを設定すると、FC I/O ブレードで特定のターゲット ポート 1 と 2 
と、イニシエータ ポート 3 ～ 6 間のアクセスを制御できます。

 

以下は、チャネル ゾーニングの設定に関する詳細です。

• デフォルトでは、FC I/O ブレード上のすべてのターゲット FC ポー
ト ( ポート 1 および 2) はすべてのイニシエータ ポート ( ポート 3 ～ 
6) にアクセスできます。

• チャネル ゾーニングの設定を変更すると、影響のある FC I/O ブ
レードが再起動します。

• FC I/O ブレードでホスト ポートのフェールオーバーが有効になっ
ている場合は、ターゲット FC ポートがすべてのイニシエータ ポー
トにアクセスできるようにチャネル ゾーニングを設定する必要があ
ります。ホスト ポートのフェールオーバーの詳細については、116 
ページの「FC ホスト ポートのフェールオーバー設定」を参照して
ください。

• ウェブ クライアントの Setup - Blade Channel Zoning ( セットアップ - 
ブレード チャネル ゾーニング ) 画面に、ライブラリで検出された FC 
I/O ブレードがすべて表示されます。FC I/O は、ライブラリ内の場
所、WWNN、ステータス別にリストになります。操作パネルの対

注： チャネル ゾーニングは、I/O ブレードのイニシエータ ポート
から認識される FC テープ ドライブの LUN に作用します。
チャネル ゾーニングはメディア チェンジャの LUN ( パー
ティション ) には影響しません。FC I/O ブレードからメディ
ア チェンジャの LUN にホストをマッピングする場合は、FC 
I/O ブレードの FC ホスト マッピング機能を使用します。FC 
ホスト マッピングの詳細については、110 ページの「FC ホス
トの管理とホスト マッピング」を参照してください。

注： チャネル ゾーニングとホスト マッピングの両方が有効になっ
ている場合は、チャネル ゾーニングの設定が I/O ブレード上
の LUN ホスト マッピングに優先します。
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応する Channel Zoning Select Blade (チャネル ゾーニング選択ブレード ) 
画面には、ライブラリの場所と状態が表示されます。チャネル ゾー
ニングを設定する I/O ブレードを選択し、次の画面へ進みます。

• 2 つの FC ターゲット ポート ( ポート 1 および 2) と 4 つのイニシ
エータ ポート ( ポート 3 ～ 6) が、ターゲット ポートを列、イニシ
エータ ポートを行とするグリッドに表示されます。チェックボック
スを使用して、ターゲット ポートとイニシエータ ポートを関連付け
ます。

• アクセスを許可するには、ターゲット ポートとイニシエータ 
ポートが交差するチェックボックスをオンにします。各イニシ
エータ ポートを複数のターゲット ポートに関連付けることがで
きます。

• アクセスを制限するには、ターゲット ポートとイニシエータ 
ポートの交差するでチェックボックスをオフにします。

• チェックボックスをオンにすると、FC チャネル全体がゾーニン
グされます。このゾーニングは I/O ブレードにアクセスしてい
るホスト アプリケーションすべてに影響します。チャネル ゾー
ニングとホスト マッピングの両方が有効になっている場合は、
チャネル ゾーニングの設定が I/O ブレード上の LUN ホスト 
マッピングに優先します。

• チャネル ゾーニングを設定したら、ライブラリ設定を保存しま
す。ライブラリ設定の保存方法については、390 ページの「ライ
ブラリ設定の保存とリストア」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Channel Zoning ( チャネル ゾーニング ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Channel Zoning ( チャネル ゾーニング ) を選択します。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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FC ホストの管理とホスト 
マッピング 3

FC ホストは、データを受信して他のデバイスとの通信を開始するスト
レージ エリア ワーク (SAN) のメイン プロセス サーバーです。ライブラ
リに FC I/O ブレードが搭載されている場合、管理者は FC ホストのアク
セス、追加、変更、削除のほか、FC ホスト マッピングも構成できます。
これらの FC ホスト管理操作を始める前に、デフォルトで無効になって
いるホスト マッピングを有効にする必要があります。110 ページの「FC 
ホスト マッピングの 有効 / 無効」を参照してください。

 

FC ホスト マッピングの 
有効 / 無効 3

管理者はオプションの FC ホスト マッピング機能を、有効または無効に
できます。この機能は、デフォルトでは無効になっています。ホスト 
マッピングを有効にすると、ホストの追加、変更、削除のほか、FC ホ
スト マッピングの設定ができます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

• 操作パネルから、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

FC ホスト情報の表示 3 FC ホストについて、以下の情報が提供されます。

• Host Name ( ホスト名 ) — ホスト デバイス名

注： 操作パネルでは、FC ホスト マッピングが有効になっていな
ければ、ホスト管理画面 (Setup ( セットアップ ) >  
I/O Blades (I/O ブレード ) > Host Management ( ホスト管理 )) をし
い王で着ません。

注： チャネル ゾーニングとホスト マッピングの両方が有効になっ
ている場合は、チャネル ゾーニングの設定が I/O ブレード上
の LUN ホスト マッピングに優先します。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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• I/O Blade (I/O ブレード )— ライブラリ内の FC I/O ブレードの場所

• Status ( 状態 ) — ホストのオンライン / オフライン ( 接続性 ) 状態  
( ウェブ クライアントのみ )

• Host Port ( ホスト ポート )— ホストのポート番号 

• WWPN — ホスト デバイスのワールド ワイド ポート名 

• Type ( 種類 ) — ホスト デバイスのオペレーティング システム 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• From the operator panel, select Setup ( セットアップ ) > I/O Blades  
> Host Management. 

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Host Management ( ホスト管理 ) を選択します。

FC ホスト接続の作成、 
変更、削除 3

管理者は、ホストの電源投入時にまだライブラリに接続していない場
合、FC ホストへの接続を手動で作成できます。既存の FC ホスト接続の
変更や削除もできます。これらの操作はライブラリをシャットダウンせ
ずに実行できます。各 I/O ブレードに最大 32 まで FC ホスト接続を追加
できます。

FC ホスト接続を作成、変更、または削除した後、ライブラリ設定を保
存します。ライブラリ設定の保存方法については、390 ページの「ライ
ブラリ設定の保存とリストア」を参照してください。

FC ホスト接続の作成 3

作成する FC ホスト接続ごとに、次のパラメータを設定します。

• Host Name ( ホスト名 ) — ホスト デバイスの名前。

• Host Port ( ホスト ポート ) — ホストのポート番号。

• WWPN — ホスト デバイスのワールド ワイド ポート名。WWPN テキ
スト ボックスは、17 個の英数字とコロン (:) に制限されています。
WWPN は、12345678:0b33ef12 の形式で入力する必要があります。

注： これらの操作を、異なる場所からログインしている複数の管
理者が同時に実行することはできません。必要な画面にはア
クセスできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、
変更を適用できません。
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• Type ( 種類 ) — 該当するホストのオペレーティング システム。

• I/O blades (I/O ブレード ) — ホストに選択できる I/O ブレード。

FC ホスト接続の変更 3

変更する FC ホスト接続ごとに、次のパラメータを設定できます。

• Host Name ( ホスト名 ) — ホスト デバイスの名前。

• Host Port ( ホスト ポート ) — ホストのポート番号。

• Type ( 種類 ) — 該当するホストのオペレーティング システム。

WWPN は変更できません。WWPN を変更する場合は、FC ホスト接続
を削除してから再作成する必要があります。

FC ホスト接続の削除 3

管理者は、システムのシャットダウンなしに、FC ホストへの接続を削
除できます。FC ホスト接続を削除する前に、FC ホストが I/O ブレード
から切断されている ( オフライン状態である ) ことを確認します。

削除しようとするときに FC ホストがオンラインであれば、メッセージ
が表示されます。続行するには、FC ホストをオフラインにするか、I/O 
ブレードから FC ホストを切断して FC ホストがオフラインになるまで
待ってから、FC ホスト接続の削除を続けます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades  
> Host Management.

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Host Management ( ホスト管理 ) を選択します。

注： ホスト アプリケーションが FC スイッチで接続している場合
は、I/O ブレードの電源を入れ直してホストをオフラインに
しなければならない可能性があります。I/O ブレードの電源
を入れ直す手順については、202 ページの「FC I/O ブレード
の電源制御」を参照してください。
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ホスト マッピング - 概要 3 ホスト マッピングを使用すると、ホスト情報の手動変更、論理装置番号 
(LUN) マッピングの設定、特定のホストのライブラリ LUN デバイスへ
のマッピングなどができます。

I/O ブレードは、ポート 3 ～ 6 に接続しているターゲット デバイス、お
よびその内蔵仮想ポートを検出します (107 ページの「メディア チェン
ジャ用 FC I/O ブレードの内蔵仮想ポート」を参照 )。これらの各デバイ
スには、接続しているポートからデバイスのアドレスを指定する固有の
ネイティブ論理装置番号 (LUN) があります。これらの LUN は、ポート 
1 および 2 経由の表示に向けて新しい LUN に再マッピング可能です。さ
らに、カスタム LUN マップは個々のホストに同時に定義できます。

たとえば、I/O ブレードは ( それぞれが LUN 0 でレポートする ) ポート 
3 ～ 6 に接続しているテープ ドライブを検出するとします。I/O ブレー
ドがこれらを LUN 1、2、3、4 に再マッピングするように設定して、
ポート 1 および 2 で検出されるようにできます。または、特定のホスト 
サーバーについて LUN 3、5、7、9 にこれらを同時にマッピングするこ
ともできます。

また、デフォルトでは LUN 0 で表示される内蔵の ( つまり、ポートに接
続していない ) コントローラ デバイスもあります。コントローラ デバイ
スは初期化とデバイスの検出を円滑にします。アプリケーションが通常
メディア チェンジャやテープ ドライブを LUN 0 で認識する場合には、
コントローラ デバイスを異なる LUN にマッピングすると役立つことが
あります。

LUN は、特定のホスト サーバーのワールド ワイド ポート名 (WWPN) 
がアクセスできるようにマッピングすることもできます。特定の 
WWPN への LUN のマッピングをチャネル ゾーニングの代わりに使用
して、デバイスの可視状態を制御することもできます。LUN を複数の 
WWPN にマッピングすると、メディア チェンジャ、テープ ドライブ、
またはコントローラ デバイスへの冗長パスの作成に役立つことがありま
す。すべてのホスト サーバー ポートからのアクセスが必要 場合は、複
数のポート ( 例：複数ポートの HBA や複数の HBA) を使用するホスト 
サーバーのそれぞれの WWPN に LUN をマッピングする必要がありま
す ( 例：デュアル ポート HBA を使用するサーバーの両方の WWPN に 
LUM をマッピングする必要があります )。

LUN マスキングはホスト マッピングの補完的な概念で、特定のホスト 
サーバーの WWPN にマッピングされている LUN が他のホスト サー
バーから見えません ( マスキングされています )。複数のホスト サー
バーが I/O ブレードに接続している場合 ( たとえば SAN) に便利です。
1 つ以上の LUN を特定のホスト サーバーによる検出からマスキングし
ながら、同じポート経由で他のホスト サーバーへのマッピングとアクセ
スを確保できます。
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ホスト マッピングと 
チャネル ゾーニング 3

チャネル ゾーニングは、マッピングされた LUN に動作制限を課します 
( たとえば、ポート 1 がポート 3 と ポート 4 にゾーニングされていても、
ポート 3 ～ 6 から LUN が特定のホスト サーバー WWPN にマッピング
されている場合、ポート 5 とポート 6 のデバイスは、マッピングされて
いる場合でもそのホストからポート 1 経由でアクセスできません。ポー
ト 3 とポート 4 のデバイスのみがホストからポート 1 経由でアクセスで
きます )。

ホスト マッピングは、I/O ブレードの内蔵仮想ポートで検出されるメ
ディア チェンジャ デバイスの可視状態を制御するために使用できます。
一方、チャネル ゾーニングは他のターゲット デバイスに対する単純な
アクセス制御を作成するために使用できます。すべての LUN の可視状
態とアクセスの制御にホスト マッピング機能を使用する場合は、チャネ
ル ゾーニングは不要または不適切なことがあります。

ホスト マッピングの設定 3 ホスト マッピングを設定するには、デバイスの新しい LUN 番号をマッ
ピングし、割り当てるパーティション、テープ ドライブ、メディア 
チェンジャを選択する必要があります。

以下は、ホスト マッピングの設定に関する詳細です。

• ホスト マッピングはオプション機能であり、デフォルトでは無効に
なっています。ホスト マッピングを有効または無効にする方法につ
いては、110 ページの「FC ホスト マッピングの 有効 / 無効」を参
照してください。

注： 操作パネルでは、FC ホスト マッピングが有効になっていな
ければ、ホスト マッピング画面  (Setup ( セットアップ ) > I/O 
Blades (I/O マッピング ) > Host Mapping ( ホスト マッピング ) を
使用できません。110 ページの「FC ホスト マッピングの 有
効 / 無効」を参照してください。

注： オペレーティング システムの制約によっては、ホスト マッピ
ングの設定によってデバイス マッピングが変更されるため、
ホストを再起動または再設定しなければならない場合があり
ます。
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• ウェブ クライアントの Setup - I/O Blade Host Mapping ( セットアップ - 
I/O ブレード ホスト マッピング ) 画面に、使用可能な各 FC のホスト
名、I/O ブレードの場所、ワールド ワイド ポート名 (WWPN)、お
よびオペレーティング システムの種類が表示されます。設定する 
FC ホストを選択し、次の画面へ進みます。

FC ホストが接続している I/O ブレードに接続している使用可能な
パーティションとテープ ドライブが一覧になります。使用可能な各
パーティションおよびテープ ドライブについて、以下が表示されま
す。

• Description (説明 ) — テープ ドライブの場合：ドライブ [位置座標
][( 関連付けられているパーティション )]。パーティションの場
合：パーティションの作成過程でパーティションに割り当てら
れた名前。

• Type ( 種類 ) — プロセッサ、メディア チェンジャ ( パーティショ
ン )、テープ ドライブなど、デバイスの種類。

• シリアル番号 ( シリアル番号 ) — パーティションまたはテープ ドラ
イブのシリアル番号。

• ベンダ ( ベンダー ) — デバイスのメーカー名。

• Product ( 製品 ) — デバイス名。

• LUN — 現在割当てられている論理装置番号 (LUN)。デバイスの
新しい LUN を割り当てます。

• FC ホスト マッピングを設定したら、ライブラリ設定を保存します。
ライブラリ設定の保存方法については、390 ページの「ライブラリ
設定の保存とリストア」を参照してください。

注： 操作パネルのホスト マッピング設定画面に表示される各
デバイスの情報はこれより少ないですが、ホストやデバ
イスを選択して LUN 番号を設定します。

注： コマンドおよび制御 LUN (CCL) または別のデバイスが LUN 
0 ( ゼロ ) にマッピングされていない場合は、警告メッセージ
が表示されます。LUN 0 は、別の LUN に手動でマッピング
されていない限り、通常はコマンドおよび制御 LUN (CCL) に
よって占有されています。少なくとも 1 つのデバイスが LUN 
0 にマッピングされるようにします。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Host Mapping ( ホスト マッピング ) を選択します。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Host Mapping ( ホスト マッピング ) を選択します。

FC ホスト ポートのフェー
ルオーバー設定 3

ライブラリに I/O ブレードが搭載されている場合、管理者は FC ホスト 
ポートのフェールオーバー機能を有効にして構成できます。この機能
は、デフォルトでは無効になっています。

アクティブなポートが故障した場合に、I/O ブレード上の「スタンバ
イ」ターゲット ポート (1 または 2) が指定の「アクティブ」ターゲット 
ポートの ID と LUN マッピングの設定を引き継ぐように、FC ホスト 
ポートのフェールオーバー機能を設定できます。ホスト ポートのフェー
ルオーバー機能があれば、ホストや SAN を再設定しなくてもライブラ
リは処理を続行できます。

ホスト ポートのフェールオーバーを有効にするには、I/O ブレード上の
ターゲット ポート 1 と 2 をポイント ツー ポイント接続として設定する
必要があります (Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード ) > Port 
Configuration ( ポート設定 ))。I/O ブレードのターゲット ポート 1 と 2 が
ホスト アクセスを提供するには、同じ SAN ファブリックに接続してい
る必要があります。ホスト通信にはプライマリのアクティブ ポートを使

注： FC スイッチが I/O ブレードのターゲット ポートに接続して
いる場合、FC スイッチは FC ホストであるかのように Blade 
Host Management ( ブレードのホスト管理 ) リストに表示さ
れます。ライブラリのデバイスを FC スイッチにマッピング
しないでください。混乱を避けるため、Blade Host 
Management ( ブレードのホスト管理 ) で FC スイッチのホス
ト名と種類を変更することをお勧めします。112 ページの
「FC ホスト接続の変更」を参照してください。

注： チャネル ゾーニングとホスト マッピングの両方が有効になっ
ている場合は、チャネル ゾーニングの設定が I/O ブレード上
の LUN ホスト マッピングに優先します。チャネル ゾーニン
グの詳細については、108 ページの「FC I/O ブレード チャネ
ル ゾーニングの設定」を参照してください。
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用し、パッシブなスタンバイ ポートはアイドル状態にしておきます。さ
らに、チャネル ゾーニングを設定して、ターゲット ポート 1 と 2 がすべ
てのイニシエータ ポート (ポート 3 ～ 6) にアクセスできるようにします 
(Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード ) > Channel Zoning ( チャネ

ル ゾーニング ))。これらの条件を満たしていなければ、ホスト ポートの
フェールオーバー機能を有効にしようとするとエラー メッセージが表示
されます。

  

I/O ブレードのポートおよびチャネル ゾーニングの詳細については、
106 ページの「FC I/O ブレード ポートの設定」および 108 ページの
「FC I/O ブレード チャネル ゾーニングの設定」を参照してください。

フェールオーバーが起こると、ライブラリから Reliability ( 信頼性 )、
Availability ( 可用性 )、Serviceability ( 保守性 ) を示す RAS チケットが
生成されます。チケットを調べて、フェールオーバーの原因を突き止め
ます。障害の発生したポートが修復されると、ポートを再び有効にし
て、スタンバイ ポートまたはアクティブ ポートとしてホスト ポートの
フェールオーバーに備える必要があります。詳細については、118 ペー
ジの「障害が発生したターゲット ポートの修復と有効化」を参照してく
ださい。

以下は、ホスト ポートのフェールオーバーに関する詳細です。

• Setup - Host Port Failover ( セットアップ - ホスト ポートのフェールオー

バー ) 画面には、ライブラリで検出された I/O ブレードがすべて表
示されます。I/O ブレードは、ライブラリ内の場所、WWNN ( ウェ
ブ クライアントのみ )、状況 / 状態別に表示されます。ホスト ポー
トのフェールオーバーを設定する I/O ブレードを選択し、次の画面
へ進みます。

注： 現在の機能実装は、調停ループまたはターゲット / イニシ
エータ モードをサポートしません。

注： フェールオーバーに使用する 4 GB FC I/O ブレードのポート
は、同じ SAN ファブリックに接続する必要があります。

注： I/O ブレードの両ターゲット ポートが同じ SAN ファブリッ
クに接続している場合、メディア チェンジャが重複してレ
ポートされる場合があります。これを回避するため、ホスト 
ポートのマッピングを有効にし、ホスト マッピングを設定す
る必要があります。詳細については、114 ページの「ホスト 
マッピングの設定」を参照してください。
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• 選択した FC I/O ブレードの FC ホスト ポートのフェールオーバー
を有効にするには、FC ホスト ポートのフェールオーバーを有効に
するチェックボックスををオンにします。このチェックボックスを
オフにすると、選択した FC I/O ブレードの FC ホスト ポートの
フェールオーバーが無効になります。

• FC ホスト ポートのフェールオーバーを有効にする場合は、FC I/O 
ブレードのターゲット ポートの 1 つを Active Port ( アクティブ ポート

) として選択します。選択したターゲット ポートがデフォルトでア
クティブになります。もう 1 つのターゲット ポートは、フェール
オーバーが発生するまでパッシブ スタンバイとなります。

• FC ホスト ポートのフェールオーバーを有効または無効にしたら、
ライブラリ設定を保存します。ライブラリ設定の保存方法について
は、390 ページの「ライブラリ設定の保存とリストア」を参照して
ください。

• 正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O  ブレード )  
> Host Port Failover ( ホスト ポート フェールオーバー ) を選択します。

• ウェブ クライアントからは、 Setup ( セットアップ ) > I/O Blades > Host 
Port Failover.

障害が発生したターゲット 
ポートの修復と有効化 3

ホスト ポートのフェールオーバーが発生した後、故障したターゲット 
ポートを修復して有効にしなければ、そのポートをホスト ポートの
フェースオーバー機能のアクティブ ポートまたはスタンバイ ポートと
して設定することができません。故障したポートを修復するには、ホス
ト ポートのフェールオーバーが発生したときに生成される RAS チケッ
トの情報を使用します。RAS チケットの表示と解決の詳細については、
383 ページの「RAS チケットについて」を参照してください。

ポートが修復されると、有効にできます。以下は、修復されたターゲッ
ト ポートを有効にする方法の詳細です。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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• Setup - Host Port Failover ( セットアップ - ホスト ポートのフェールオー

バー ) 画面には、ライブラリで検出された I/O ブレードがすべて表
示されます。I/O ブレードは、ライブラリ内の場所、WWNN ( ウェ
ブ クライアントのみ )、状況 / 状態別に表示されます。故障した
ターゲット ポートのある I/O ブレードを選択し、次の画面へ進みま
す。

• ウェブ クライアント画面の Physical Ports ( 物理ポート ) セクション
で、State ( 状態 )、 Failure Type ( 障害の種類 )、および Intervention ( 介
入 ) 列をチェックします。

• リンクがダウンしている場合やエラーがある場合は、ポートの状態
がオフラインで、エラーの種類が示され、介入は「Fix Link ( リンク
を修正する )」です。ホスト ポートのフェールオーバーが発生した
ときに生成される RAS チケットの情報を使って、障害の発生した
ポートを修復する必要があります。その後、この画面に戻って修復
されたポートを有効にします。

• 問題を修正した後、介入は「Enable Failover ( フェールオーバーを
有効にする ) ｣で、Enable ( 有効 ) ボタンが使用可能になります。
Enable ( 有効 ) をクリックして、次のフェールオーバーに備えてポー
トを使用可能にするか、アクティブ ポートとして再設定します。

• エラーが修正されると、リンクが有効になり、ポートの状態がオン
ラインで、介入は「Not Required ( 不要 )」です。

• 修復されたターゲット ポートを有効にしたら、ライブラリ設定を保
存します。ライブラリ設定の保存方法については、390 ページの
「ライブラリ設定の保存とリストア」を参照してください。

修復されたポートをスタンバイまたはアクティブ ターゲット ポートと
して設定する方法については、116 ページの「FC ホスト ポートの
フェールオーバー設定」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

注： 操作パネルのユーザー インターフェイスを使用している
場合は、Port Info ( ポート情報 ) ボタンを選択して物理的
なポートに関する情報を表示します。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。



第 3 章  ライブラリの設定    
FC I/O ブレードの操作  

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 120

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O  ブレード )  
> Host Port Failover ( ホスト ポート フェールオーバー ) を選択します。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades > 
Host Port Failover.

データ パス調整の操作 3 I/O ブレードが搭載されている場合、管理者は、FC I/O ブレードと FC 
テープ ドライブ間における、データ パスの完全性を自動的に検証、監
視、保護する手段として、データ パス調整機能を構成できます。データ 
パス調整機能を使用すると、バックアップ、リストア、他のデータ転送
処理に影響する前にデータ パスの問題を事前に検出して解決できます。

I/O ブレードは、ホストと I/O ブレード間のデータ パス調整を管理しま
せんが、 I/O ブレードと FC テープ ドライブ間のパスについてはデータ 
パス調整を管理しています。データ パスの監視は一定間隔で自動的に実
行され、この間隔は設定できます。監視テストが 2 間隔で失敗すると 
I/O ブレードは RAS チケットを生成します。

データ パス調整を設定するには、選択した I/O ブレードに以下のパラ
メータを設定します。

• I/O ブレードと、これに接続している FC テープ ドライブの間の
データ パスを監視するレベル。以下の 2 つのレベルがあります。

• Interface Test (インターフェイス テスト )— I/O ブレード上の FC コ
ントローラがコマンドに応答するかどうかを確認するテストを
実行します。これがデフォルトのレベルです。

• Device Datapath Test ( デバイスのデータパス テスト )— インター
フェイス テスト レベルでテストを実行し、各ターゲット デバイ
スでデバイス照会も実行します。

• Test Interval ( テスト間隔 )— 監視チェックの間隔。テスト間隔を設定
できます。5 ～ 2,880 分 (48 時間 ) の範囲内で設定可能です。テスト
間隔を設定しない場合、デフォルトのテスト間隔は 60 分です。デー
タ パスの調整を無効にしてから、後で有効にした場合は、前に間隔
を変更したかどうかにかかわらず、間隔はデフォルトの 60 分に戻り
ます。

   

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Data Path Conditioning ( データ パス調整 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Data Path Conditioning ( データ パス調整 ) を選択します。

ライブラリのセキュリティ設定の指定

管理者は、操作パネルの Security Settings ( セキュリティ設定 ) 画面で、次
のセキュリティ機能を変更できます。

• Network Interface ( ネットワーク インターフェイス )— ライブラリへの
すべての外部アクセスを有効または無効にします。この設定はデ
フォルトでは、外部アクセスができるように有効になっています。

• SSH Services (SSH サービス )— ライブラリへのアクセスから SSH  
( ポート 22) などのセキュア シェル (SSH) サービスを有効または無効
にします。この設定は、デフォルトでは有効になっています。

• ICMP — 外部から Ping を発行して (Internet Control Message 
Protocol [ICMP] エコー パケットを使用 ) ライブラリを検出する機能
を有効または無効にします。この設定は、デフォルトでは有効に
なっています。

• Remote UI ( リモート UI) — ライブラリへのウェブ クライアント   
( ポート 80) からリモート アクセスを有効または無効にします。この
設定は、デフォルトでは有効になっています。

• SNMP — ライブラへの SNMP トラフィックリ ( ポート 161) を有効ま
たは無効にします。この設定は、デフォルトでは有効になっていま
す。

• SMI-S — ライブラリへの SMI-S トラフィック ( ポート 5988) を有効
または無効にします。この設定は、デフォルトでは有効になってい
ます。 

  

注： この設定は、Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設

定 )  メニュー (122 ページの「システム設定の指定」を参
照 ) の SMI-S の有効 / 無効とは異なります。



第 3 章  ライブラリの設定    
内部ネットワークの設定

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 122

ウェブ クライアントからは、セキュリティを設定できません。正しい画
面を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルからは、 Tools ( ツール ) > Security ( セキュリティ ) を選択し
ます。

内部ネットワークの設定

ライブラリの内部ネットワーク設定を指定するには、Internal Network 
Configuration ( 内部ネットワークの設定 ) 画面を使用します。デフォルトの
内部ネットワーク アドレスは 10.10.10.X です。

ライブラリの内部ネットワークは、ライブラリ コンポーネント間の通信
を可能にします。稀ですが、内部ネットワークのデフォルトのアドレス
指定がネットワークと競合しているため、ライブラリが混乱する場合が
あります。ライブラリを取り付けるとき、外部ネットワークの設定が、
ライブラリで設定する内部ネットワークと異なることを確認してくださ
い。DHCP が有効になっている場合や、外部ネットワーク設定が不明の
場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

操作パネルから、管理者は  Internal Network Configuration ( 内部ネット

ワーク設定 ) 画面を使用して内部ネットワークの設定を変更できます。画
面のリストから新しい内部 IP アドレスを選択します。9 つの IP アドレ
スから選択できます。

Internal Network Configuration ( 内部ネットワーク設定 ) 画面は、操作パネ
ルからのみアクセス可能です。正しい画面を開くには、以下の操作を行
います。

• 操作パネルから、 Tools ( ツール ) > Internal Network ( 内部ネットワーク ) 
を選択します。

システム設定の指定

操作パネルの System Settings ( システム設定 ) 画面で、以下のようなシス
テム全体のオプションを設定できます。
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• User session timeout (minutes) ( ユーザー セッションのタイムアウト  
[ 分 ]) — 指定した時間内に、操作のないことが検出されると、ライ
ブラリによりユーザーまたは管理者は自動的にシステムからログア
ウトされます。ユーザーのセッション タイムを調整するには、User 
session timeout (minutes) ( ユーザー セッションのタイムアウト ( 分 )) テ
キスト ボックスに数値を入力します。ユーザー セッションの有効な 
タイムアウト値は 15 ～ 480 分です。この設定はオペレータ ぱんる
またはウェブ クライアントから変更できます。操作パネルで設定を
変更すると同時に、ウェブ クライアントが更新されます。同様に、
ウェブ クライアントで設定を変更すると、操作パネルが更新されま
す。

• Touch screen audio  ( タッチ スクリーン オーディオ )— 操作パネルでボ
タンを押すたびに鳴るビープ音を、有効または無効にできます。
Touch screen audio ( タッチ スクリーン オーディオ ) の設定はデフォル
トでは有効になっています。

• Unload Assist ( アンロード補助 )— ライブラリが自動的にテープ ドラ
イブからカートリッジを排出するかどうかを指定できます。設定が
有効になっていると、テープ ドライブがホストのコマンドによって
アンロードされていない場合に、ライブラリがテープ ドライブのア
ンロード操作を補助します。設定が無効になっている場合は、ライ
ブラリはテープ ドライブのアンロード操作を補助せず、カートリッ
ジがまだアンロードされていない場合、テープ ドライブからの移動
要求を拒否します。Unload Assist ( アンロード補助 ) の設定は、デ
フォルトでは有効になっています。

• Logical SN Addressing ( 論理 SN アドレス割り当て ) — ライブラリ内の
あらゆるテープ ドライブへの、論理シリアル番号割り当てを有効に
します。具体的には、特定の場所にあるテープ ドライブに、実際の
シリアル番号ではなく、論理シリアル番号がライブラリによっを割
り当てられます。そのテープ ドライブをライブラリ内の同じ場所で
別のドライブと交換しても、論理シリアル番号はそのままになりま
す。ホスト アプリケーションから見ると、交換したテープ ドライブ
は元のテープ ドライブと同じです。この論理 SN アドレス割り当て 設
定はデフォルトで有効です。

 

• Manual Cartridge  Assignment ( カートリッジの手動割り当て )— 管理者
は手動によるカートリジ割り当てを有効または無効にできます。
カートリッジの手動割り当てが有効になっている場合 ( デフォルト

注意： 論理シリアル番号のアドレス指定を変更した場合、
変更を適用するには、ライブラリの電源を入れ直す
か、各テープ ドライブの電源を切る必要があります。
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設定 ) は、カートリッジを IE ステーションに挿入すると、操作パネ
ルに Assign IE (IE の割り当て ) 画面が自動的に表示されます。Assign 
IE (IE の割り当て ) 画面には、操作パネルを使用してカートリッジを
特定のパーティションまたはシステム パーティションに割り当てる
プロンプトが表示されます。カートリッジは、割り当てられたパー
ティションのみで使用可能になります。

カートリッジの手動割り当ての詳細については、74 ページの「カー
トリッジの手動割り当てを無効 / 有効にする」を参照してくださ
い。

• Disable Remote Service User ( リモート サービス ユーザーを無効にする ) 
— セキュリティ保護の目的で、サービス ユーザーがウェブ クライ
アントまたはイーサネット サービス ポートを介してリモートからラ
イブラリにログインするのを防ぎます。サービス ユーザーは操作パ
ネルのインターフェイスから通常どおりライブラリにログインでき
ます。このオプションは、デフォルトでは無効になっています。

• Enable SSL (SSL を有効にする ) — ライブラリとリモート クライアン
ト間で安全にデータを伝送するためにセキュア ソケット レイヤ 
(SSL) を有効にできます。このオプションは、デフォルトでは無効に
なっています。

• Enable SNMP V1/V2 (SNMP V1/B2 を有効にする ) — Simple Network 
Management Protocol (SNMP) V1 および V2c のサポートを有効また
は無効にできます。このオプションは、デフォルトでは無効になっ
ています。

• Enable IPv6 (IPv6 を有効にする ) — IPv6 アドレスのサポートを有効ま
たは無効にできます。このオプションは、デフォルトでは無効に
なっています。

• Enable SMI-S (SMI-S を有効にする )— ライブラリで SMI-S の実行を有
効または無効にします。この設定は、デフォルトでは無効になって
います。

注： SNMP v3 は常に有効になっています。SNMP の詳細につ
いては、60 ページの「ライブラリでの SNMP 設定」を参
照してください。

注： この設定は、Tools ( ツール ) > Security ( セキュリティ ) メ
ニュー (121 ページの「ライブラリのセキュリティ設定の
指定」を参照 ) の SMI-S ポートの有効 / 無効とは異なり
ます。
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• Unlabeled Media Detection ( ラベルなしメディアの検出 ) — 起動時その
他に、すべてのスロットおよびメディアのインベントリが、ライブ
ラリによって実行されます。スロットに読み取り不能なバーコード 
ラベル ( たとえば、ラベルの欠落、破損、追記など ) のメディアが
含まれると、スキャナがそれを識別できないため、ライブラリは通
常そのスロットを空としてレポートします。

ラベルなしメディア検出機能によって、読み取り不能バーコード付
きメディアがどのスロットに含まれるかが、ライブラリによって検
出されレポートされるように構成できます。読み取り不能バーコー
ド付きカートリッジでは、一部のライブラリ機能が動作しないため、
不良ラベルを特定できれば、それらの付いたカートリッジを正常な
ものにできるだけ早く交換できます。 

ラベルなしメディア検出を有効にすると、インベントリで空と識別
されたスロットが調整センサにより再スキャンされて、カートリッ
ジが物理的にスロット内に存在するかどうか確認できます。カート
リッジの物理的存在が確認されると、ライブラリはそのカートリッ
ジを読み取り不能バーコード付きとレポートします。

この機能は、デフォルトでは無効になっています。有効にすると、
次のことが起こります。

• 再スキャンは完了まで最大で数分間かかることがあります。

• ｢空｣ と識別された I/E ステーション スロットのみ、またはライ
ブラリ内の ｢空｣ と識別されたすべてのスロットをスキャンす
るように、ライブラリを構成することもできます。

• ライブラリ構成レポートでは、スロットの隅に表示される赤い
三角印で、読み取り不能バーコード付きメディアを示します。

注： たとえ、ラベルなしメディア検出機能を有効にしなくて
も、ライブラリは常に最上段および最下段の ｢空き｣ ス
ロットを再スキャンします。これら 2 段では、小さなラ
ベルまたは位置の不良なラベルが、ときにバーコードス
キャナによって読み取り不能になるからです。調整セン
サが最下段を再スキャンし、ピッカーが最上段を物理的
にチェックします。ピッカーによるチェックは、調整セ
ンサが最上段には届かないためです。 
 

ここでの ｢最下段｣ は、ライブラリ構成レポートに示され
る最も下の使用可能なスロットの段を意味します。
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• ライブラリ ユーザー インターフェイスは、読み取り不能ラベル
付きカートリッジすべてのバーコードを、 No_Label ( ラベルなし )
としてリストします。

• 読み取り不能バーコード ラベルが検出されると、ライブラリは
RAS チケット (T143) をポストします。そのチケットが開封され
ている間は、さらに読み取り不能バーコード ラベルがたとえ見
つかっても、それ以上 T143 チケットは発行されません。

• 読み取り不能バーコード ラベルは、そのカートリッジが新しい
場所へ移動するたびに、それが新スロットで読み取り可能かど
うかをチェックするために、再スキャンされます。

以下に、システム設定の詳細を説明します。

• ユーザーが設定できるのは Touch screen audio ( タッチ スクリーン 
オーディオ ) の設定だけです。

• 管理者は、System Settings ( システム設定 ) 画面の全項目を設定でき
ます。

上記の設定すべてを、操作パネルから構成できます。ウェブ クライアン
トから指定できる設定は、ユーザー セッションのタイムアウトとラベル
なしメディアの検出のみです。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• 操作パネルからは、 Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 ) 
を選択します。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > System Settings 
( システム設定 ) を選択します。

操作パネルのディスプレイ設定

操作パネルの Display Settings ( ディスプレイ設定 画面では、操作パネルの
明るさとコントラストの設定を調整できます。現在の設定値が画面に表
示されます。上下の矢印をタップして、明るさとコントラストを調整し
ます。Defaults ( デフォルト ) ボタンを押すと、明るさとコントラストが
デフォルト設定になります。

ウェブ クライアントから画面の設定はできません。正しい画面を開くに
は、以下の操作を行います。
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• 操作パネルから、Tools ( ツール ) > Display Settings ( ディスプレイ設

定 ) を選択します。

ライブラリの登録

ライブラリの登録によって、保証が発効します。ライブラリの初期設定
の完了後は、ウェブ クライアントで Setup( セットアップ ) > Register 
Library ( ライブラリの登録 ) を選択し、オンライン製品登録フォームにア
クセスします。

操作パネルからは、ライブラリを登録できません。正しい画面を開くに
は、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Register Library  
( ライブラリの登録 ) を選択します。
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第 4 章  

4 詳細レポート

詳細レポートはライセンス可能な機能です。この章で説明する機能を使
用するには、詳細レポートのライセンスがライブラリにインストールさ
れている必要があります。ライセンスの詳細については、85 ページの

「ライセンス キーの取得とインストール」を参照してください。

詳細レポート機能は、設定、表示、保存、および電子メール送信ができ
る以下のレポートを提供します。   

• ドライブのリソース使用状況レポート — どのテープ ドライブが最
適な容量で稼動しているか、どのテープ ドライブが十分に利用され
ていないかなど、テープ ドライブの使用状況が表示されます。これ
は、テープ ドライブのリソースを適切に割り当てる上で役立ちま
す。

• メディア整合性分析レポート — テープ ドライブ、テープ カートリッ
ジ、TapeAlert のフラグをさまざまに組み合わせた TapeAlert 数を提
供します。これは、問題が特定のテープ ドライブやテープ カート
リッジに起因しているかどうかを判断する上で役立ちます。

詳細レポート機能は、表示、保存、および電子メール送信ができる以下
のログを提供します。

•メディア セキュリティ ログ — ライブラリから削除されたメディアを一覧
表示します。

•メディア使用状況ログ — ライブラリに存在したことのあるすべてのメ
ディアについての情報を一覧表示します。

さらに、特定の日時をスケジュールし、指定した受取人にレポートやロ
グを電子メールで自動送信できます。
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本章では、以下について説明します。

• 詳細レポートのライセンスについて

• 詳細レポート機能提供レポートの操作

• ドライブ リソース使用状況レポートの設定

• メディア整合性分析レポートの設定

• 詳細レポート テンプレートの使用

• 詳細レポート データのロードと再ロード

• 詳細レポート データの削除

• レポート データ ファイルの保存と電子メール送信

• メディア セキュリティ ログの設定と表示

• メディア使用状況ログの表示

• 詳細レポートのレポートとログの自動電子メール送信

詳細レポートのライセンスについて

ライブラリのサイズにかかわらず、詳細レポート機能のライセンスはラ
イブラリ全体に適用されます。つまり、ライセンスは 1 度購入するだけ
で済みます。ライブラリのサイズを増やすと、既存のライセンスが新し
いライブラリの構成に適用されます。

注： 詳細レポートの全機能を使用するには、ライブラリのファー
ムウェアがバージョン 580G 以降であることが必要です。
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詳細レポート機能提供レポートの操作

以下は、詳細レポート機能提供のレポートに関する説明です。

• レポートのデータはログ ファイルで収集されます。ログ ファイルが
最大サイズに達すると、新しい情報が追加されるときに一番古い情
報が削除されます。これは、アクセスできる履歴データ量に影響す
る場合があります。

• 画面上のレポートにはグラフとデータ表が含まれています。ログ 
ファイルが大きい場合、データ表にすべての履歴データを読み込む
には長時間かかります。このため、データ量が多い場合でも、表に
は最新のものから最大 1000 行のデータのみが表示されます。( グラ
フには全期間中の情報が表示されます。) データをすべて表示するに
は、データ ファイルを保存するか電子メールで送信する必要があり
ます。136 ページの「レポート データ ファイルの保存と電子メール
送信」を参照してください。

• レポートは、現在のライブラリ設定ではなく、ログ ファイルのデー
タに従って作成されます。そのため、レポートに表示されないテー
プ ドライブやカートリッジがライブラリに含まれている場合があり
ます。同様に、ライブラリに存在しなくなったテープ ドライブや
カートリッジがレポートに含まれている場合もあります。

• テープ ドライブ、カートリッジ、操作に関する情報は、テープ カー
トリッジをマウント ( ロード ) して、テープ ドライブからマウント
解除 ( アンロード ) するまでは、ドライブ リソース使用状況のログ 
ファイルに記録されません。

ドライブ リソース使用状
況レポートの設定 4

このレポートは、テープ ドライブのリソースがライブラリで使用されて
いる状況を示し、ライブラリ内のテープ ドライブ間の適切な負荷分散を
決定するのに役立ちます。

ライブラリに搭載されている各テープ ドライブについて、以下の情報が
収集されます。

• ドライブの場所 ( モジュール、列 )

• ドライブのシリアル番号

• パーティション

• 読み取ったメガバイト
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• 書き込んだメガバイト

• マウントの日時 (UTC)

• マウント解除の日時 (UTC)

• メディア動作時間 ( 秒 )

• テープ カートリッジのバーコード

レポートを設定するには、以下を指定します。

• Range ( 範囲 ) — レポートする期間を指定します。次のいずれかを
選択してください。

• 過去 7 日間

• 過去 4 週間 ( デフォルト )

• 過去 3 か月間

• 全履歴 ( ログ ファイルへのデータ記録が始まって以来 )

• Attribute ( 属性 ) — レポートに含める値を指定します。次のいずれ
かを選択してください。

• Data Written/Read ( 書き込み / 読み取りデータ ) — 各テープド
ライブに書き込まれたデータ量と各テープドライブから読み取
られたデータ量が、別々にグラフ表示されます ( デフォルト )。

• Total Read and Write ( 読み取りと書き込みの合計 ) — 各テープ
ドライブに書き込まれたデータ量と各テープドライブから読み
取られたデータ量の合計が表示されます。

• Media Mount Cout ( メディア マウント回数 ) — テープ カート
リッジ のマウント回数。

• Media Mount Time ( メディア マウント時間 ) — 選択したドライ
ブにメディアがマウントされていた時間の合計。

• Media Motion Time ( メディア動作時間 ) — テープドライブ内で
メディアが動作した時間の合計 ( 書き込み、読み取り、巻き戻
しなど )。

• Chart ( グラフ ) — データがグラフに表示される形式。面グラフ、棒
グラフ ( デフォルト )、折れ線グラフ、または円グラフを選択しま
す。

• Type ( 種類 ) — グラフの種類。次のいずれかを選択してください。

• Rollup ( ロールアップ ) — X 軸にグループ、Y 軸に属性量を表示
します ( デフォルト )。
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• Trend ( トレンド ) — 選択したグループに対する属性量の変化を
表示します。

• Grouping ( グループ化 )— レポートに含めるテープ ドライブやパー
ティションを指定します。次のいずれかを選択してください。

• All Drives by Coordinate ( 全ドライブの座標別合計 ) — すべて
のテープドライブに選択した属性の合計を、ライブラリ内の場
所別に表示します ( デフォルト )。選択した期間にある場所に複
数のテープドライブがある場合は、その場所にあるすべての
テープ ドライブの属性値を組み合わせたグラフが表示されます。

• All Drives by Physical SN ( 全ドライブの物理的シリアル番号別
の合計 ) — すべてのテープ ドライブの選択した属性の合計を、
物理テープ ドライブのシリアル番号別に表示します。

• All Partitions ( 全パーティション ) — パーティションごとにグ
ループ化された、物理ライブラリ内のドライブの比較を表示し
ます。

• Selected Drive by Coordinate ( 座標で選択したドライブ ) — ライ
ブラリ内の場所に基づいて選択した個別のテープドライブに関
するレポート グラフ。選択した期間にある場所に複数のテープ
ドライブがある場合は、その場所にあるすべてのテープ ドライ
ブの属性値を組み合わせたグラフが表示されます。

• Selected Drive by Physical SN ( 物理シリアル番号で選択したド
ライブ ) — 物理ドライブのシリアル番号で識別した個別のテー
プ ドライブに関するレポート グラフ。

• Selected Partition ( 選択したパーティション ) — 物理ライブラリ
内の各パーティションに関するレポート グラフ。

このレポートには、ウェブ クライアント からのみアクセス可能です。
レポートを開くには、Reports ( レポート ) > Advanced Reporting ( 詳細レ

ポート ) > Drive Resource Utilization ( ドライブ リソース使用状況 ) を選択し
ます。

メディア整合性分析レポー
トの設定 4

このレポートには、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、TapeAlert 
フラグのさまざまな組み合わせに対する TapeAlert の数が表示されま
す。このレポートは、問題が特定のテープ ドライブやテープ カート
リッジに起因しているかどうかを判断する上で役立ちます。

選択したグループと属性の組み合わせに対する TapeAlerts の数を表示し
ます。
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メディア整合性分析レポートは、各 TapeAlert の以下の情報を収集しま
す。

• カートリッジのバーコード

• テープ ドライブの物理シリアル番号

• TapeAlert の値 

• TapeAlert ごとの発生数

• TapeAlert の発生日時 (UTC) 

レポートを設定するには、以下を指定します。

• Range ( 範囲 ) — レポートする期間を指定します。次のいずれかを
選択してください。

• 過去 7 日間

• 過去 4 週間 ( デフォルト )

• 過去 3 か月間

• 全履歴 ( ログ ファイルへのデータ記録が始まって以来 )

• Attribute ( 属性 ) — レポートに含む値とそれらの値の組み合わせ方
を指定します。[ すべて ] ( デフォルト ) と [ なし ] を含めて、任意の
組み合わせを指定できます。属性を選択しないと、選択したグルー
プの TapeAlert 数が表示されます。

• Cartridge Barcode ( カートリッジ バーコード ) — 使用テープ 
カートリッジ全部。

• Drive Physical SN ( ドライブの物理シリアル番号 ) — 使用テー
プ ドライブ全部。

• TapeAlert ( テープ アラート ) — 発行された TapeAlert フラグ
数。TapeAlert フラグについては、付録  B「TapeAlert フラグの
説明」を参照してください。

• Chart ( グラフ ) — データがグラフに表示される形式。面グラフ、棒
グラフ ( デフォルト )、折れ線グラフ、または円グラフを選択しま
す。

• Type ( 種類 ) — グラフの種類。次のいずれかを選択してください。

• Rollup ( ロールアップ ) ( デフォルト ) — 選択したグループと属
性の組み合わせに対する TapeAlert 数が表示されます ( デフォル
ト )。

• Trend ( トレンド ) — TapeAlerts の発生を経時的に示します。
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• Grouping ( グループ化 ) — どのドライブまたはテープ カートリッジ
に基づいてレポートするかを指定します。次のいずれかを選択して
ください。

• All ( すべて ) ( デフォルト ) — 指定期間中にテープ アラートが
発行されたテープ ドライブとテープ カートリッジすべて。

• Selected Drive by Physical SN ( 物理シリアル番号で選択したド
ライブ ) — 個別のテープドライブ。指定期間中に TapeAlert を
発行したテープ ドライブのみがレポートに表示されます。

• Selected Cartridge by Barcode ( バーコードで選択したカート
リッジ ) — 個別のテープ カートリッジ 。指定期間中の 
TapeAlert に関連したテープ カートリッジのみがレポートに表
示されます。

• Sorting ( 並び順 ) — データの並び順を指定します。以下から選択し
てください。

• アルファベット順

• 回数 ( 昇順 )

• 前回の発生 ( デフォルト )

このレポートには、ウェブ クライアント からのみアクセス可能です。
レポートを開くには、Reports ( レポート ) > Advanced Reporting ( 詳細レ

ポート ) > Media Integrity Analysis ( メディア整合性分析 ) を選択します。

詳細レポート テンプレー
トの使用 4

同じ設定を繰り返し使用するには、テンプレートを保存します。各種類
の詳細レポートに対して最高 20 個のテンプレートを保存できます。

テンプレートの作成 4

1 レポート設定ページで、必要な選択を行います。

2 画面の下部にある Report Templates ( レポート テンプレート ) ボックス
で、Save ( 保存 ) ボタンの横にある空のフィールドにテンプレート名
を入力します。テンプレート名は 15 文字以内で指定します。テンプ
レート名に使用できるのは、小文字の英字、数字、およびアンダー
スコア文字 (_) のみです。

3 Save ( 保存 ) をクリックします。

レポートは Load ( ロード ) ボタン横のドロップダウン メニューに表
示されます。
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テンプレートの使用 4

保存されているテンプレートを使用するには、ドロップダウン リストか
らテンプレートを選択し、Load ( ロード ) をクリックします。

テンプレートの削除 4

テンプレートを削除するには、ドロップダウン リストからテンプレート
を選択し、Delete ( 削除 ) をクリックします。

詳細レポート データのロード
と再ロード 4

詳細レポート設定ページを初めて開くと、レポートの作成準備として、
すべてのデータがライブラリのログ ファイルからインターネット ブラ
ウザにロードされます。ログ ファイルに保存されている情報量によって
は、数分かかることがあります。

インターネット ブラウザにロードされたデータは、ライブラリ セッ
ションからログアウトするか、またはデータを再ロードするまで保持さ
れます。セッション中に新しいデータがライブラリのログ ファイルに追
加された場合 ( たとえば、TapeAlert が発生した場合 )、そのデータは、
ライブラリからログアウトするか、データを再ロードするまでは画面に
表示されません。ログアウトしないでデータを再ロードするには、
Reload ( 再ロード ) ボタンをクリックします。データセット全体が再ロー
ドされるため、完了するまで数分かかる場合があります。

ログ ファイルからこのレポートにロードされたレコード数は、レポート
設定ページの レポート データ セクションに表示されます。注に「XX 
records read (XX レコード読み取り ) ｣と示されます。XX はレコードの
数です ( 図 13 を参照 )。

詳細レポート データの削
除 4

状況によっては、詳細レポートの作成に使用するログ ファイルから情報
を削除する必要が生じることがあります。データを削除するには、どち
らかのレポート設定ページのレポート データ セクションで Delete ( 削除

) ボタンをクリックします。この操作で、ドライブ リソース使用状況レ
ポートとメディア整合性分析レポートの両方のデータが削除されます。
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図 13  レポート データ ボタン

レポート データ ファイル
の保存と電子メール送信 4

画面に表示される形式でレポートを保存することはできませんが、
comma-separated values (.csv) ファイルとして保存したり、電子メール
で送信したりできます。その後、.csv データをスプレッドシート プログ
ラムにインポートして操作すると、独自のレポートを作成して分析でき
ます。.csv ファイルには、指定した期間内のログ ファイル データがすべ
て含まれます。

1 レポートを生成します。

2 レポート表示画面の下部にある Retrieve the Report Data File ( レポー

ト データの取得 ) というタイトルのボックスまでスクロールします。

3 レポート データを .csv ファイルとして保存するには、Save ( 保存 ) 
をクリックします。

4 レポート データを .csv ファイルとして電子メールで送信するには、
E-mail ( 電子メール ) ボタン横の空のフィールドに受信者の名前を入
力し、E-mail ( 電子メール ) をクリックします。

図 14  レポート データの保存
と電子メールによる送信

注意： ログ ファイルのデータは、いったん削除すると復元でき
ません。削除したデータを Reload ( 再ロード ) ボタンで取
り戻すことはできません。このため、データを削除する
前に、ドライブ リソースの使用状況レポートとメディア
整合性分析レポートのデータをすべて保存することをお
勧めします。レポート データ ファイルの保存と電子メー
ル送信。
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メディア セキュリティ ログの設定と表示

ライブラリは ( 起動時、開いていたドアが閉じた後など ) インベントリ
を実行するときにメディアの削除を検出します。メディア セキュリティ 
ログは、ライブラリから削除されたメディアを一覧表示します。メディ
アの削除についての情報収集をライブラリで有効にしてから、ログの表
示、保存、電子メール送信などができます。 

次のいずれか、またはすべての情報を収集するようにライブラリを設定
できます。デフォルトでは、ライブラリは何も収集せず、ログは空に
なっています。ライブラリに収集させる各項目を選択する必要がありま
す。

• 電源投入後と再起動後のみの予期されていなかった削除の検出

• ライブラリ動作中の予期されていなかった削除の検出 

• ライブラリ動作中の予期されていた I/E スロットからの削除の検出

ログ ファイルには以下の情報が含まれます。

• メディアが削除された日時

• テープ カートリッジのバーコード

• 削除の種類 ( 予期していたか予期していなかったか )

• ( カートリッジがなくなった ) スロット位置の座標

• スロットの種類 (I/E、ストレージ、クリーニング )

ログ ファイルが最大サイズに達すると、新しい情報が追加されるときに
一番古い情報が置き換えられます。

ログで追跡する情報を設定するには、ウェブ クライアント から Setup  
( 設定 ) > Notifications ( 通知 ) > Advanced Reporting ( 詳細レポート ) > Media 
Security ( メディア セキュリティ ) を選択します。

注： 予期されていなかった削除 とは、テープ カートリッジが I/E ス
テーションから正しくエクスポートされずに、ライブラリか
ら削除されたことを指します。 
予期されていた削除 とは、テープ カートリッジが I/E ステー
ションから正しくエクスポートされたことを指します。
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レポートを表示、保存、または電子メール送信するには、ウェブ クライ
アントから Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア ) を選択しま
す。ログの一覧から  Media Security Log ( メディア セキュリティ ログ ) を
選択し、Next ( 次へ ) をクリックします。

メディア使用状況ログの表示

メディア使用状況レポートには、メディアに書き込まれたデータとメ
ディアから読み取られたデータについての情報が一覧表示され、読み取
り書き込みのソフト エラーとハード エラーに関連する統計が表示され
ます。メディア使用状況ログには、ライブラリにもはやなくなったメ
ディアを含め、ライブラリに存在したことのあるすべてのメディアにつ
いての情報が収集されます。メディア使用期間中の使用状況の指標は
カートリッジに関連付けられ、組み込みカートリッジのメモリに保存さ
れます。ログには、メディアを取り外したたびにドライブが組み込み
カートリッジのメモリから読み取った内容が反映されています。マウン
トや取り外しが行われたことがないテープ カートリッジは、ログに表示
されません。ログ ファイルが最大サイズに達すると、古い情報が削除さ
れて新しい情報が追加されます。これは、使用可能な履歴データの量に
影響する場合があります。

ログ ファイルには以下の情報が含まれます。

•Volser ( ボルシル ) — メディア カートリッジのバーコード ラベル

•SN — メディア カートリッジのシリアル番号

•Mfr ( 製造元 ) — メディア カートリッジの製造元

•Date ( 製造日 ) — メディア カートリッジの製造日 ( 形式 : YYYYMMDD)

•Type (種類 ) — メディアの種類 

•Mounts ( マウント回数 ) — カートリッジのマウント回数

•RRE — 回復された読み取りエラー

•URE — 回復されなかった読み取りエラー

•RWE — 回復された書き込みエラー

•UWE — 回復されなかった書き込みエラー

•LW — カートリッジの使用期間中に書き込まれた MB   
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•LR — カートリッジの使用期間中に読み取られた MB   

•Enc — カートリッジ暗号化の状態 (U= 不明、E= 暗号化、N= 暗号化な
し )

レポートを表示、保存、または電子メール送信するには、ウェブ クライ
アントから Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア ) を選択しま
す。ログの一覧から  Media Usage Log ( メディア使用状況ログ ) を選択し、
Next ( 次へ ) をクリックします。

詳細レポートのレポートとログの自動電子メール送信

詳細レポートのログとレポートを毎日または週 1 回、指定した受信者に
電子メールで自動送信するようにライブラリを設定できます。

受信者は 20 人まで作成できます。同じ受信者に異なるレポート セット
を送信する場合は、同じ電子メール アドレスを複数回入力し、それぞれ
に異なるレポートを選択します。同じ受信者名であっても、各エントリ
は別個の受信者として数えられるため、合計 20 人の制限が適用されま
す。

注： 重複エントリは受け入れられません。重複エントリとは、日
付や時刻にかかわらず、同じ受信者が同じレポートを受信す
るように 2 つのエントリで設定されることです。受信者が重
複する場合は、各エントリで選択したレポートが同じレポー
トでないことを確認してください。 
 

たとえば、受信者 A がドライブ使用状況とメディア整合性レ
ポートを月曜日に受け取るというエントリがある場合に、受
信者 A にドライブ使用状況とメディア整合性レポートを木曜
日に送信するという別のエントリを作成することはできませ
ん。この場合は、受信者 A 用のエントリを 1 つ作成し、レ
ポートを毎日送信 ( レポートの送信日として Daily ( 毎日 ) を選
択 ) するか、送信するレポートを変更して、最初のエントリ
と異なるようにします。受信者 A に対して、1) 両方のレポー
トを月曜日に送信する、2) ドライブ使用状況を木曜日に送信
する、3) メディア整合性を木曜日に ( 別のエントリで ) 送信
する、という 3 つのエントリを作成できます。受信者は同じ
ですが、各エントリで送信するレポートが異なります。
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電子メール通知には、オプションのコメント テキスト ボックスが含ま
れているので、ライブラリまたはレポートやログについて受信者に知ら
せたい情報を入力できます。この情報は電子メールの本文として表示さ
れます。

既存の電子メール通知の設定は、作成後いつでも変更できます。不要に
なった電子メール通知は削除できます。

ライブラリから電子メール通知を送信するには、まずライブラリの電子
メール アカウントを設定する必要があります。電子メール アカウント
の設定方法については、90 ページの「ライブラリ電子メール アカウン
トの設定」を参照してください。

ライブラリの電子メール アカウントと電子メール通知はシステム管理者
が設定できます。ユーザー権限を持つユーザーは、電子メール通知を受
信できますが、ライブラリの電子メール アカウントや通知の設定はでき
ません。

正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアント , から、Setup ( 設定 ) > Notifications ( 通知 )  
> Advanced Reporting ( 詳細レポート ) > Receiver Addresses ( 受信者の

アドレス ) を選択します。
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第 5 章  

5 オンデマンドの容量

Scalar i500 のすべてのライブラリ構成では、購入した数のスロットが出
荷時に既に有効になっています。41U ライブラリ構成では、すべてのラ
イブラリ構成で 41 から始まり、46 スロットずつ増え、最大 409 スロッ
トになります。

ライブラリの新規購入後、ライブラリでアクティブになっていない残り
のスロットは COD ライセンスのアップグレードを購入すると有効にで
きます。アップグレードは 46 スロット単位で販売されます。たとえば、
14U ライブラリ は初回の購入時に 87 個のスロットをライセンスできま
す (41 + 46 = 87)。14U ライブラリの残りの 46 スロットは、後日にアッ
プグレードを購入することでアクティブ化できます。その結果、133 の
スロットすべてが使用可能になります。

これ以上のスロットにアップグレードした場合は、拡張スロット数に相
当する全ライセンスが新しいライセンス キーに含まれます。この新しい
ライセンス キーは現行のライセンス キーを置き換えます。ライセンス
の詳細については、85 ページの「ライセンス キーの取得とインストー
ル」を参照してください。

ライブラリ構成で物理的に可能なスロット数より多くのスロットをライ
センスすることもできます。たとえば、U 拡張モジュールを追加する
と、使用可能なライセンス スロット数が増加します。

ライブラリの現在の設定とスロットの可用性をチェックするには、ライ
ブラリ構成レポートを開きます ( ウェブ クライアント から Reports ( レ
ポート ) > Library Configuration ( ライブラリ設定 ) を選択します )。

表 6 に、事前にアクティブ化された購入時に使用可能なデフォルト ス
ロット数と、COD ライセンス キーでアクティブにできるスロット数を
ライブラリの構成ごとに示します。
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表 6   各構成の使用可能スロッ
ト数と COD アップグレード  

 

5U 14U 23U 32U 41U

最小、最大 
使用可能ス
ロット数 (I/E 
ステーション 
スロットを含
む )

41、41 41、133 41、225 41、317 41、409

デフォルトの 
出荷時有効ス
ロット数

41 41 41 41 41

使用可能な 
出荷時有効ス
ロット数

41 41、87、133 41、87、 
133、179、225

41、87、133、
179、225、
271、317

41、87、133、
179、225、
271、317、
363、409、

使用可能な 
COD スロット
のアップグ
レード

適用外 87、133 87、133、 
179、225

87、133、179、 
225、271、317

87、133、179、 
225、 271、
317、363、409
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第 6 章  

6 ストレージ ネットワーキング 

8 Gb/s HP LTO-5 Fibre Channel (FC) テープ ドライブは、以前は 4 Gb/s 
の FC I/O ブレードを介してのみ使用可能であった機能をサポートして
います。これらの機能には、制御パスのフェールオーバーやホストのア
クセス設定が含まれます。FC I/O ブレードに接続していない HP LTO-5 
FC テープ ドライブでこれらの機能を有効にするには、ライブラリにス
トレージ ネットワーキング (SNW) ライセンスをインストールする必要
があります。144 ページの「ストレージ ネットワーキング ライセンスに
ついて」を参照してください。

この章では、以下について説明します。

• ストレージ ネットワーキング ライセンスについて

• 制御パスのフェールオーバー設定

• ホスト アクセスの設定

• ホスト アクセスするホストの登録

• テープ ドライブでホスト アクセスを有効にする

• テープ ドライブと パーティションへのホストのマッピング

• ホストの変更

• ホストの削除
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ストレージ ネットワーキング ライセンスについて

ライブラリの購入後にストレージ ネットワーキング (SNW) ライセンス
を購入した場合は、ライブラリにライセンス キーをインストールして 
SNW の機能を有効にする必要があります。

SNW ライセンスはドライブごとに販売されます。ライブラリにインス
トールされたライセンスには、ライセンスされるテープ ドライブの数を
示されています。

あるテープ ドライブ数の SNW ライセンスを購入した後にライセンスす
るドライブを増やしたい場合は、追加の SNW ライセンスを購入する必
要があります。

ライセンスは個々のテープ ドライブに関連付けられるのではなく、現在 
SNW 機能を使用しているテープ ドライブの数に関連付けられます。
テープ ドライブからすべての SNW 機能を削除した場合は、ライセンス
を別のテープ ドライブで使用できるようになります。

ライセンスの詳細については、85 ページの「ライセンス キーの取得と
インストール」を参照してください。

制御パスのフェールオーバー設定 

HP LTO-5 FC テープ ドライブがパーティションの制御パスの場合は、
そのパーティションの別の HP LTO-5 FC テープ ドライブを制御パスの
フェールオーバー用に選択できます。つまり、制御パスのテープ ドライ
ブが故障した場合、フェールオーバーのテープ ドライブがパーティショ
ンの制御パスになります。フェールオーバーのテープ ドライブは、故障
するかライブラリを再起動した場合を除いて、パーティションの制御パ
スであり続けます。このどちらかのイベントが発生すると、ライブラリ
は最初の状態に戻り、元の制御パス テープ ドライブを制御パスとして
使用し、元のフェールオーバー テープ ドライブをフェールオーバーと
して使用します。
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制御パスのフェールオーバーの詳細を以下に示します。

• テープ ドライブのフェールオーバーを有効にするには、制御パスと
フェールオーバーの両方のテープ ドライブ数に十分な SNW ライレ
ンスが必要です。

• 制御パスとフェールオーバーのテープ ドライブは HP LTO-5 Fibre 
Channel テープ ドライブでなければなりません。

• 制御パスとフェールオーバーのテープ ドライブは、トポロジが Point 
to Point ( ポイント ツー ポイント ) として設定されていることが必要で
す (80 ページの「テープ ドライブ パラメータの設定」を参照 )。

• 制御パスとフェールオーバーのテープ ドライブを FC I/O ブレード
に接続することはできません。

• 制御パスとフェールオーバーのテープ ドライブはライブラリ内の位
置で割り当てられるので、テープ ドライブを交換しても、ライブラ
リは指定した位置にフェールオーバーします ( または戻ります )。

制御パスのフェールオーバーはウェブ クライアントからのみ設定できま
す。正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > Control Path ( 制御パ

ス ) を選択します。

ホスト アクセスの設定

ホスト アクセスは、ライブラリのインターフェイスから特定のテープ 
ドライブやパーティションへのアクセスを制限する方法です。

ホスト アクセスを使用するには、ライブラリのストレージ ネットワー
キング ライセンスが必要です。ストレージ ネットワーキング ライセン
スは、ホスト アクセスを設定するテープ ドライブ数に十分なものでな
ければなりません。

ホスト アクセスを設定するには、まずホスト アクセスするホストを登
録し、目的のテープ ドライブでホスト アクセスを有効にします。次に、
ホストがアクセスするテープ ドライブまたはパーティションに、そのホ
ストをマッピングします。
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ホスト アクセスの詳細を以下に示します。

• 登録済みホストは、ホスト アクセスが有効になっていないライブラ
リ内のすべてのテープ ドライブに対するフル アクセス権があり、ま
た、ホスト アクセスが有効になっておりホストにマッピングされて
いるすべてのテープ ドライブに対するフル アクセス権もがありま
す。ただし、ホスト アクセスが有効になっていても、そのホストに
マッピングされていないドライブに対するアクセス権はありません。

• 未登録ホストは、ライブラリ内でホスト アクセスが有効になってい
ないすべてのテープ ドライブに対するフル アクセス権があります
が、ホスト アクセスが有効になっているテープ ドライブに対するア
クセス権はありません。

• ホスト アクセスが有効になっているテープ ドライブには、それに
マッピングされている登録済みホストのみがアクセスできます。

• ホスト アクセスが有効になっていないテープ ドライブには、すべて
のホストがアクセスできます。

• パーティションの制御パスのテープ ドライブとフェールオーバー の
テープ ドライブでホスト アクセスが有効になっている場合は、その
パーティションにマッピングされているホストのみがメディア チェ
ンジャのコマンドをそのパーティションに送信できます。そのパー
ティションにマッピングされていない未登録ホストと登録済みホス
トは、メディア チェンジャのコマンドをそのパーティションに送信
できません。ただし、そのパーティションにマッピングされていな
い未登録ホストと登録済みホストでも、パーティション内でホスト 
アクセスが有効になっていないテープ ドライブと、マッピング先
パーティション内でホスト アクセスが有効になっているテープ ドラ
イブに対しては、アクセス権があり、コマンドを送信できます。

• ホストがテープ ドライブ、またはドライブがライブラリの制御パス
を提供しているパーティション、あるいはその両方にマッピングさ
れているかにかかわらず、各テープ ドライブに最大 64 のホスト エ
ントリをアクセス制御のためにマッピングできます。同じホストが
テープ ドライブとパーティションの両方にマッピングされている場
合は、同じホストが 2 つのホスト エントリを使用します。

ホスト アクセス制御はウェブ クライアントからのみ設定できます。メ
ニューのパスは次のとおりです。

Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host Registration  
( ホスト登録 ) と

Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host Connections 
( ホスト接続 )
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ホスト アクセスするホス
トの登録 6

ホストを登録する方法には、Create ( 作成 ) ボタンの使用と Add ( 追加 ) 
ボタンの使用の 2 通りがあります。

Create ( 作成 ) 6

Create ( 作成 ) を使用すると、ホスト情報を入力することによって、ホス
トを手動で作成して登録できます。

1 ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホス

ト アクセス ) > Host Registration ( ホスト登録 ) を選択します。

2 Create ( 作成 ) をクリックします。

3 ユーザー定義のホスト名を入力します。

4 ホストの WWPN を入力します。

5 プルダウン リストからホストの種類を選択します。

6 Apply ( 適用 ) をクリックします。

Setup - Host Registration ( セットアップ - ホスト登録 ) 画面の登録ホス
トのリストにホストが表示されます。

Add ( 追加 ) 6

Add ( 追加 ) を使用すると、登録するホストを未登録ホストのリストから
選択できます。 

1 ウェブ クライアントから、Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホス

ト アクセス ) > Host Registration ( ホスト登録 ) を選択します。

2 Add ( 追加 ) をクリックします。

テープ ドライブまたは FC I/O ブレードに接続している現在未登録
のホストのリストがライブラリに表示されます。

3 ホストを選択して Add ( 追加 ) をクリックします ( 一度に 1 つのホス
トのみ追加できます )。

4 Add a Host ( ホストの追加 ) の Name ( 名前 ) フィールドにホスト名を
入力するか変更し、Select Type ( 種類の選択 ) ドロップダウン リスト
からホストの種類を選択します。

5 Apply ( 適用 ) をクリックします。
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これでホストが登録されます。ページが再び読み込まれ、Setup - 
Host Registration ( セットアップ - ホスト登録 ) 画面に登録済みホスト
のリストが表示されます。追加したホストが登録済みホストのリス
トに表示されています ( 未登録ホストのリストには表示されなくな
ります )。

6 未登録ホストのリストから、さらにホストを登録する必要がある場
合は、Add ( 追加 ) をもう一度クリックして、未登録ホストのリスト
を表示し、手順  4 から続けます。

テープ ドライブでホスト 
アクセスを有効にする 6

ホストをテープ ドライブにマッピングする前に、テープ ドライブでホ
スト アクセスを有効にする必要があります。

1 Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host 
Connections ( ホスト接続 ) に移動するか、Setup - Host Registration  
( セットアップ - ホスト登録 ) 画面から Access ( アクセス ) ボタンをク
リックします。

Setup - Host Connections ( セットアップ - ホスト接続 ) 画面が開き、ホ
スト アクセスを有効にできるテープ ドライブのリストが表示されま
す。

2 ホスト アクセスを有効にするすべてのテープ ドライブの Access 
Control ( アクセス制御 ) チェックボックスを選択します。

3 ホスト アクセスを有効にしないテープ ドライブの Access Control  
( アクセス制御 ) チェックボックスをクリアします。

 

4 Apply ( 適用 ) をクリックします。

5 Next ( 次へ ) をクリックして次の画面に移動し、ホストをテープ ドラ
イブとパーティションにマッピングします。(Next ( 次へ ) ボタンが
画面に表示されない場合は、テープ ドライブでホスト アクセスが有
効になっていないことを示します。)

注： 以前に有効にしてホストにマッピングしたテープ ドライ
ブを無効にすると、そのテープ ドライブにすべてのホス
トがアクセスできます。ただし、ライブラリはマッピン
グされた接続を記録しているので、後でテープ ドライブ
を再び有効にした場合は、以前の接続が復活します。



第 6 章  ストレージ ネットワーキング     
ホスト アクセスの設定 

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 149

テープ ドライブと 
パーティションへのホスト
のマッピング 6

一度に 1 つずつホストをマッピングし、各ホストを設定してから Apply  
( 適用 ) をクリックします。

1 Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host 
Connections ( ホスト接続 ) に移動するか、Setup - Host Registration  
( セットアップ - ホスト登録 ) 画面から Access ( アクセス ) ボタンをク
リックします。

2 ホスト アクセスを有効にするドライブを選択し (148 ページの「テー
プ ドライブでホスト アクセスを有効にする」を参照 )、Next ( 次へ ) 
をクリックします。

Setup - Connection Configuration ( セットアップ - 接続の設定 ) 画面が開
き、次のように、マッピングする項目の 2 ～ 3 のセクションが表示
されます。

• Hosts ( ホスト ) — 登録済みのホストをすべて表示します。

• Partitions ( パーティション ) — パーティションは、パーティション
の制御パス のテープ ドライブでホスト アクセスが有効になって
いる場合にのみ表示されます。制御パスのテープ ドライブに
フェールオーバーのテープ ドライブが関連付けられている場合
は、フェールオーバーのテープ ドライブでもホスト アクセスを
有効にする必要があります。ホストにパーティションをマッピ
ングすると、ホストが制御パスのテープ ドライブ経由でメディ
ア チェンジャのコマンドをパーティションに送信できます。

• Devices (デバイス) — ホスト アクセスが有効になっているテープ 
ドライブをすべて表示します。ホストをテープ ドライブにマッ
ピングすると、ホストがテープ ドライブにアクセスできるよう
になります。

3 ホストを選択します。

Partitions ( パーティション ) と Devices ( デバイス ) のリストが更新さ
れ、現在選択されているパーティションと、そのホストにマッピン
グされているドライブが表示されます。

4 ホスト アクセスを与えるパーティション / ドライブのチェックボッ
クスを選択し、ホストがアクセスできないようにするパーティショ
ン / ドライブのチェックボックスをクリアします。

5 Apply ( 適用 ) をクリックします。

6 必要に応じて、別のホストに対しても、上記の手順を繰り返します。
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ホストの変更 6 登録済みホストの名前と種類を変更できます。これらの設定を変更して
も、ホスト アクセスの接続には影響しません。登録済みホストの 
WWPN は変更できません。 WWPN を変更する場合は、ホストを削除
し、新しいホストを作成する必要があります。

ホストを変更するには

1 Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host 
Registration ( ホスト登録 ) をクリックします。

2 ホストを選択し、Modify ( 変更 ) をクリックします。

3 ホストの名前または種類を変更し、Apply ( 適用 ) をクリックします。

ホストの削除 6 ホストを削除すると、ライブラリへの登録が解除されます。そのホスト
は、登録ホストのリストから削除されます。

ホストが Setup - Connection Configuration ( セットアップ - 接続の設定 ) 画
面でドライブまたはパーティションにマッピングされている場合は、
マッピングされている接続をすべて無効にしなければ、ホストを削除で
きません。

ホストを削除するには

1 Setup ( セットアップ ) > Host Access ( ホスト アクセス ) > Host 
Registration ( ホスト登録 ) をクリックします。

2 ホストを選択し、Delete ( 削除 ) をクリックします。

ダイアログ ボックスが開き、ホスト削除の確認が求められます。

3 OK をクリックします。
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第 7 章  

7 暗号鍵の管理

暗号鍵の管理 (EKM) はライセンス可能な機能です。この章で説明する暗
号鍵の管理機能を使用するには、ライブラリに EKM ライセンスがイン
ストールされている必要があります。ライセンスの詳細については、 
85 ページの「ライセンス キーの取得とインストール」を参照してくだ
さい。

Scalar i500 は次の 2 種類の暗号鍵管理ソリューションをサポートしてい
ます。

• Quantum Encryption Key Manager (Q-EKM) — IBM LTO-4 Fibre 
Channel テープ ドライブ、IBM LTO-4 SAS テープ ドライブ、およ
び IBM LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブと、LTO-4 および 
LTO-5 テープ カートリッジ専用。

• Scalar Key Manager (SKM) — HP LTO-4、HP LTO-5 Fibre Channel、
および SAS テープ ドライブと LTO-4 および LTO-5 テープ カート
リッジ専用。

暗号鍵管理ソリューションは暗号鍵の生成、保護、保管、管理を行いま
す。これらの鍵はそれぞれのテープ ドライブで使用され、テープ メ

注： IBM LTO-5 テープ ドライブをサポートするには、Q-
EKM バージョン 2.0 またはそれ以降を実行している必要
があります。

注： この 2 種類の管理ソリューションは相互運用できません。
Scalar i500 ライブラリは、Q-EKM と SKM の両方を同じライ
ブラリで使用する機能はサポートしていません。
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ディアに書き込む情報を暗号化し、メディアから読み取る情報を復号し
ます。Q-EKM と SKM はサーバー ( 複数可 ) にインストールされます。
ライブラリはこれらのサーバーと通信するように設定されています。暗
号鍵はライブラリを通過するため、暗号化はアプリケーションに対して
透過的です。

Q-EKM をご購入いただくと、Quantum のサービス部門がサーバーにア
プリケーションをインストールするスケジュールを設定します。SKM 
をご購入の場合は、ソフトウェア アプリケーション、サーバー 2 台 
(SKM 1.1 からはオプショナル )、およびインストールと設定の説明書が
届きます。この章では、ライブラリで暗号鍵の管理 (EKM) ソリューショ
ン (Q-EKM または SKM) を設定する方法を説明します。また、ライブラ
リで使用可能な EKM の全機能についても説明します。

ライブラリ外で Q-EKM または SKM を管理する方法については、
『Quantum Encryption Key Manager ユーザーズ ガイド』または『Scalar 
Key Manager ユーザーズ ガイド』を参照してください。

この章では以下について説明します。

• EKM ライセンスについて

• ライブラリへの Quantum Encryption Key Manager (Q-EKM) または 
Scalar Key Manager (SKM) の設定

• EKM パス診断

• テープ ドライブ暗号化設定の表示

• ライブラリで使用可能な Scalar Key Manager の機能

EKM ライセンスについて

ライブラリの購入後に Dell EKM を購入した場合は、ライブラリにライ
センス キーをインストールして、EKM の機能を有効にする必要があり
ます。

EKM ライセンスはドライブごとに販売されます。このライセンスは、
ライブラリ管理の暗号化を有効にできるテープ ドライブの数だけ必要で
す。ライブラリに格納されている暗号化有効テープ ドライブの数がライ
センス数を超える場合は、ライセンスを追加購入する必要があります。
新しいライセンス キーは現在のライセンス キーを置き換えるもので、
合計テープ ドライブ数の全ライセンスが含まれています。
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ライブラリへの Quantum Encryption Key Manager (Q-EKM) 
または Scalar Key Manager (SKM) の設定

手順 1：ファームウェアを
アップグレードする 7

ライブラリとテープ ドライブのファームウェアを最新リリース バー
ジョンにアップグレードします。

手順 2：EKM ライセンス 
キーをライブラリにインス
トールする 7

ライブラリに EKM ライセンス キーがまだインストールされていない場
合は、ここでインストールします (85 ページの「ライセンス キーの取得
とインストール」を参照 )。

手順 3：サーバーに 
Q-EKM/SKM を 
インストールする 7

Q-EKM の場合、Q-EKM をインストールするサーバーまたは複数のサー
バーをユーザーが用意する必要があります。Quantum のフィールド 
サービス担当者が、ソフトウェアのインストールとサーバーの設定を行
う日程を組みます。   

SKM の場合、2 台の鍵サーバーを使用する必要があります。Quantum か
ら 2 台サーバーを購入するか、独自のサーバー (SKM 1.1 以降 ) を使用で
きます。SKM システムに付属の説明書に従って、サーバーに SKM をイ
ンストールしてください。

注： Scalar i500 ライブラリは、暗号化に対応したドライブの読み
取り / 書き込み時に Q-EKM サーバーとリアルタイムに通信
する必要があるので、プライマリとセカンダリの Q-EKM 
サーバーを使用することを推奨します。このようにすると、
ライブラリで暗号化情報が必要な時にプライマリ サーバーを
使用できない場合は、セカンダリ サーバーを使用できます。
Scalar i500 ライブラリでは、冗長構成 / フェールオーバーの
目的で 2 台まで Q-EKM サーバーを設定できます。
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手順 4：暗号化オプション
と鍵サーバーのアドレスを
設定する 7

先へ進む前に、必ず上記の手順 1 ～ 3 を完了してください。

1 ライブラリ内の暗号化可能なすべてのテープ ドライブからテープ 
カートリッジを取り外します。

2 ウェブ クライアント から、Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号

化 ) > System Configuration ( システム設定 ) を選択します。

3 Key Server Type ( 鍵サーバーの種類 )：このフィールドは、ライブラリ
に IBM と HP の両方の暗号化対応テープ ドライブが導入されている
場合にのみ表示されます。この場合は、使用する暗号化ソリュー
ション (IBM テープ ドライブには Q- EKM 、HP テープ ドライブに
は SKM) を選択します。

4 自動 EKM パス診断：この機能を有効または無効にし、テスト間隔を
設定します。テストが何回連続して行われないと RAS チケットを生
成するかも指定できます。詳細については、162 ページの「自動 
EKM パス診断の使用」を参照してください。

5 セキュア ソケット レイヤ (SSL)：どの鍵サーバーを使用しているかに
よって、以下の手順で有効または無効にしてください。

• Q-EKM — ライブラリと EKM サーバー間の通信に SSL を有効に
するには、SSL Connection(SSL 接続 ) チェックボックスを選択し
ます。この機能は、デフォルトで無効になっています。SSL を有

効にする場合は、プライマリ および セカンダリ 鍵サーバーのポート

注： パーティションでライブラリ管理の暗号化が有効になってい
る場合は、システム設定の暗号化オプションを編集できませ
ん。この場合は、Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号化 ) 
> Partition Configuration ( パーティション設定 ) に移動し、すべ
ての EKM パーティション設定を Enable Library Managed ( ラ
イブラリ管理を有効にする ) から Allow Application Managed ( ア
プリケーション管理を許可する ) に変更します。その後、システ
ム設定オプションを変更します。最後に、前に戻って、すべ
ての EKM パーティション設定を Enable Library Managed ( ラ
イブラリ管理を有効にする ) に変更します。

注： この 2 種類の管理ソリューションは相互運用できません。
Scalar i500 ライブラリは、Q-EKM と SKM の両方を同じ
ライブラリで使用する機能はサポートしていません。
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番号 ( 下記参照 ) が、Q- EKM サーバーに設定されている SSL ポート

番号と一致することを確認してください。デフォルトの SSL ポート
番号は 443 です。

• SKM — SSL は常に有効になっています。SSL のポート番号は常
に 6000 です。

6 Primary Key Server IP Address or Host ( プライマリ鍵サーバー IP アドレ

スまたはホスト ) テキスト ボックスに、次のどちらかを入力します。

• プライマリ鍵サーバーの IP アドレス (DNS が有効でない場合 )、
または

• プライマリ鍵サーバーのホスト名 (DNS が有効の場合 )。

7 Q-EKM のみ： プライマリ鍵サーバーのポート番号を Primary Key 
Server Port Number ( プライマリ鍵サーバー ポート番号 ) テキスト ボッ
クスに入力します。デフォルトのポート番号は 3801 です（SSL が有
効でない場合）。SSL が有効な場合は、デフォルトのポート番号は 
443 です。 SKM の場合、ポート番号は常に 6000 です。SKM のポート
番号を変更することはできません。

注： SSL が有効か無効かにかかわらず、鍵は Q-EKM 鍵
サーバーからテープ ドライブへ送信される前に必ず
暗号化されます。SSL を有効にすると、セキュリティ
を強化できます。

注： SKM は実際には SSL 通信を実行せず、トランスポー
ト レイヤ セキュリティ (TLS) 通信プロトコルを使用
しますが、 このチェックボックスはいまだに「SSL ｣と
呼ばれています。

注： ライブラリでポート番号の設定を変更した場合は、鍵
サーバーでもポート番号を変更する必要があります。一
致しなければ、Q-EKM は正しく機能しません。Q-EKM 
鍵サーバーのポート番号の設定については、『Quantum 
Encryption Key Manager ユーザーズ ガイド』を参照して
ください。
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8 フェールオーバー用にセカンダリ鍵サーバーを使用している場合は、
その鍵サーバーの IP アドレスまたはホスト名を Secondary Key 
Server IP Address or Host ( セカンダリ鍵サーバー IP アドレスまたはホス

ト ) テキスト ボックスに入力します。

9 Q-EKM のみ： 前の手順でセカンダリ鍵サーバーを設定した場合は、
Secondary Key Server Port Number ( セカンダリ鍵サーバーのポート番

号 ) テキスト ボックスにセカンダリ鍵サーバーのポート番号を入
力します。デフォルトのポート番号は 3801 です（SSL が有効でな
い場合）。SSL が有効な場合は、デフォルトのポート番号は 443 で
す。 SKM の場合、ポート番号は常に 6000 です。SKM のポート番
号を変更することはできません。

10 Apply ( 適用 ) をクリックします。

手順 5：パーティション 
暗号化の設定 7

Scalar i500 テープ ライブラリの暗号化はパーティション単位でのみ有効
にできます。個々のテープ ドライブを選択して暗号化することはできま
せん。パーティション全体を選択する必要があります。

ライブラリ管理の暗号化を使用するパーティション用：

• Q-EKM パーティションに格納できるテープ ドライブは、IBM LTO-4 
または IBM LTO-5 です。

• SKM パーティション に格納できるテープ ドライブは、HP LTO-4 ま
たは HP LTO-5 です。

注： Q-EKM のみ：セカンダリ鍵サーバーを使用しない場合は、
Secondary Key Server IP Address or Host ( セカンダリ鍵サー

バーの IP アドレスまたはホスト ) テキスト ボックスにゼロ
の IP アドレス、0.0.0.0 を 入力するか、このボックスを空
白のままにします。

注： Q-EKM のみ：セカンダリ鍵サーバーを使用する場合は、
プライマリ鍵サーバーとセカンダリ鍵サーバーのポート
番号を同じ値に設定する必要があります。同じでないと、
同期とフェールオーバーが機能しません。

注： IBM LTO-5 テープ ドライブをサポートするには、Q-
EKM バージョン 2.0 かそれ以降を実行している必要があ
ります。
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詳細については、70 ページの「パーティション内にテープ ドライブの
種類の混在」を参照してください。

EKM 対応テープ ドライブの暗号化対応かつ暗号化可能なメディアに書
き込まれたデータは、その前に暗号化なしの形式でメディアに書き込ま
れていた場合を除いて、すべて暗号化されます。データを暗号化するに
は、メディアが空白か、最初の書き込み処理時にテープの冒頭 (BOT) か
らライブラリ管理の暗号化を使用して書き込まれたことが前提となりま
す。

パーティションを設定するには、以下の手順に従います。

1 ウェブ クライアントで、Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号化 ) 
> Partition Configuration ( パーティションの設定 ) を選択します。

各パーティションの暗号化方式を示すドロップダウン リストを含
む、全パーティションのリストが表示されます。

2 パーティションの暗号化方式を変更する場合は、そのパーティショ
ン内のテープ ドライブにカートリッジが入っていないことを確認し
てください。テープ ドライブにカートリッジが装填されていると、
暗号化方式を変更できません。

3 ドロップダウン リストから各パーティションの暗号化方式を選択し
ます。( 暗号化対応のテープ ドライブでは、デフォルトは Allow 
Application Managed ( アプリケーション管理を許可する ) です。) 暗号化
方式は、そのパーティションで暗号化機能のあるすべてのテープ ド
ライブとメディアに適用されます。



第 7 章  暗号鍵の管理    
ライブラリへの Quantum Encryption Key Manager (Q-EKM) または Scalar Key Manager (SKM) の設定           

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 158

 

4 159 ページの「EKM パス診断」Apply ( 適用 ) をクリックします。

5 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

手順 6：EKM パス診断を
実行する 7

159 ページの「EKM パス診断」の説明に従って EKM パス診断を実行し
ます。

暗号化方式 説明

Enable Library 
Managed ( ライ
ブラリ管理を許
可する )

EKM と一緒に使用する場合。接続している Dell 
EKM 鍵サーバーから、パーティションに割
り当てられているすべての暗号化対応テープ 
ドライブとメディアの暗号化サポートを有効
にします。

Allow 
Application 
Managed ( アプ
リケーション管
理を許可する )

EKM と一緒に使用しない場合。パーティション
内にある暗号化対応のテープ ドライブとメ
ディアすべての暗号化サポートを、外部アプ
リケーションが提供できます。ライブラリは
このパーティションでは Q-EKM 鍵 サーバー
とは通信しません。

パーティションに暗号化対応テープ ドライブ
がある場合のデフォルトの設定です。ライブ
ラリを外部の Q-EKM サーバーに接続する場
合以外は、このオプションを選択したままに
してください。

注：外部アプリケーションで暗号化を管理す
る場合は、そのアプリケーションを特別に設
定する必要があります。その場合、ライブラ
リは暗号化に関与しません。

非対応 パーティション内のテープ ドライブが暗号化
をサポートしていないことを示します。

Unsupported ( 非対応 ) はグレー表示で変更で
きません。
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EKM パス診断

EKM パス診断は、鍵サーバーが実行しているか、接続しているか、必
要な鍵を提供できるかなどを検証する一連の短いテストのシリーズで
す。

鍵サーバーの設定やライブラリの暗号化設定を変更したときと、テープ 
ドライブを交換したときには、手動で EKM パス診断を実行してくださ
い。鍵マネージャのサーバーと通信する各ドライブをテストすることを
お勧めします。

診断は以下のテストから成ります。

• Ping — ライブラリと鍵サーバー間のイーサネット通信リンクを確認
します。

• ドライブ (Q-EKM のみ ) — ライブラリ内のテープ ドライブのパス ( ラ
イブラリからテープ ドライブ スレッドへの通信と、テープ ドライ
ブ スレッドからテープ ドライブへの通信 ) を確認します。このテス
トを実行するには、テープ ドライブがアンロードされ、準備が完了
し、オンラインであることが必要です。このテストに不合格の場合、
パスと設定のテストは実行されません。

• Path ( パス ) — 鍵サーバーで EKM サービスが実行されていることを
確認します。

• Config ( 設定 ) — 鍵サーバーが暗号鍵を提供できることを確認しま
す。

注： Q-EKM のみ：テストを実行するには、テストに使用するテー
プ ドライブがアンロードされ、準備が完了しており、オンラ
インであることが必要です。

注： Q-EKM のみ：このテストは、ドライブ テストに失敗した
場合は実行できません。

注： Q-EKM のみ：このテストは、ドライブ テストに失敗した
場合は実行できません。
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テストの 1 つでも不合格であれば、以下の解決策を試して、テスを再実
行し、合格することを確認してください。

• Ping Test Failure (Ping テスト不合格 )— 鍵サーバー ホストが実行
されており、ライブラリを接続しているネットワークからアク
セスできることを確認します。

• Drive Test Failure ( ドライブ テスト不合格 )— テープ ドライブの 
RAS チケットを見つけて、チケット内の解決方法に従ってくだ
さい。

• Path Test Failure (パス テストに不合格 )— Q-鍵サーバーが実際に稼
動し、ポート / SSL の設定がライブラリの設定と一致している
ことを確認してください。 SKM：鍵サーバーが実際に実行してお
り、ライブラリに設定されている IP アドレスが正しいことを確
認します。ファイアウォールなど、サーバーとの通信を妨げる
ネットワーク設定の問題がないか確認します。

• Config Test Failure ( 設定テストに不合格 )— Q-鍵サーバーが、テス
ト中のテープ ドライブを受け入れるように設定されていること
を確認してください。SKM：データベースの不整合が検出され
ました。Quantum サポートに連絡してください。

手動と自動の EKM パス診
断の相違 7

EKM パス診断を実行する方法は 2 通りあります。

• 手動 EKM パス診断の使用

• 自動 EKM パス診断の使用

SKM の場合、手動診断と自動診断は同じです。Q-EKM の場合、手動診断
は以下の点で自動診断と異なります。

• 手動診断を実行すると、対象パーティションがオフラインになりま
す。

• 自動診断を実行してもパーティションがオフラインになることはあ
りませんが、テスト中テープ ドライブへの移動が遅れる可能性があ
ります。

• 手動診断の場合は、テストに使用するテープ ドライブを 1 台選択し
ます。テストは選択したドライブのみを検証するので、各テープ ド
ライブのパスをテストする場合は、複数回 ( ドライブごとに 1 回 ) テ
ストを実行する必要があります。また、テープ ドライブが使用不可
の場合 ( テープ ドライブが取り外され、準備完了後、オンラインに
なっていなければなりません ) は、ドライブ テスト、パス テスト、
および設定テストは実行されません。
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• 自動診断では、接続しているすべての EKM サーバーが順番にテス
トされ、各テストに使用するテープ ドライブはライブラリで自動選
択されます。選択されたテスト ドライブが使用不可の場合 ( テープ 
ドライブが取り外され、準備完了後、オンラインになっていなけれ
ばなりません ) は、使用可能なテープ ドライブが見つかるまで、鍵
サーバーに接続されている他のテープ ドライブが順次選択されま
す。特定の鍵サーバーに接続されているテープ ドライブがすべて使
用不可の場合、そのサーバーはスキップされ、テストは実行されま
せん。サーバーがテスト周期を連続「X」回スキップした場合 (「X」
はウェブ クライアントで設定可能 ) は、ライブラリで RAS チケット
が生成されます。テープ ドライブが長期間取り付けられたままであ
ると、全くテストされない可能性があります。特定のテープ ドライ
ブをテストする場合は、手動 の EKM パス診断を使用することをお
勧めします。特に、テープ ドライブを交換した場合は、手動で 
EKM パス診断を実行してください。

手動 EKM パス診断の使用 7 1 次のどちらかの方法で EKM パス診断にアクセスします。

• ライブラリ診断を開始 ( ウェブ クライアントから Tools ( ツール )  
> Diagnostics ( 診断 ) を選択 ) し、EKM > EKM Path Diagnostics 
(EKM パス診断 ) を選択します。診断が開始すると、権限が同等
以下のその他のユーザーがすべてログオフされ、パーティショ
ンがオフラインになります。診断を終了すると、パーティショ
ンは自動的にオンラインになります。詳細については、 
413 ページの「ライブラリの診断」を参照してください。

• Setup (セットアップ )> Encryption (暗号化 ) > System Configuration  
( システム設定 ) または Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号化 ) 
> Partition Configuration ( パーティション設定 ) を選択し、 Click 
here to run EKM Path Diagnostics  (EKM パス診断を実行するに
はここをクリック ) というリンクをクリックします。この操作
を実行すると、選択したテープ ドライブがあるパーティション
がオフラインになります。テストが完了すると、パーティショ
ンは自動的にオンラインに戻ります。

Q-EKM のみ：ライブラリ管理の暗号化が有効になっている全テープ 
ドライブと、そのステータス、および各テープ ドライブが常駐する
パーティションがリスト表示されます。

2 Q-EKM のみ：診断を実行するテープ ドライブを選択し、Apply ( 適用 ) 
をクリックします。テストを実行するには、テープ ドライブがアン
ロードされ、準備が完了し、オンラインであることが必要です。

選択したパーティションがオフラインになるというダイアログ ボッ
クスが表示されます。
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3 OK をクリックして Q-EKM 診断を開始するか、Apply ( 適用 ) をク
リックして SKM 診断を開始します。

4 ライブラリで診断が実行され、進捗ウィンドウに各テストの合否の
結果が表示されます。

5 以下のいずれかの操作を行います。

• 進捗ウィンドウに Completed ( 完了 ) と表示された場合は、診断が
実行されました ( これは診断に合格したという意味ではなく、
診断が実行されたことを示しているだけです )。Close ( 閉じる ) 
をクリックして進捗ウィンドウを閉じます。

• 進捗ウィンドウに Failure ( 失敗 ) と表示された場合は、診断を実
行できませんでした。進捗ウィンドウの手順に従って、処理中
に発生した問題をすべて解決してください。

自動 EKM パス診断の使用 7 選択した間隔でライブラリが自動的に EKM パス診断を実行するように
設定できます。ライブラリは、それぞれの間隔内で、設定されているす
べての鍵サーバーをテストします。デフォルトのテスト間隔は 10 分で
す。問題がある場合は、RAS チケットが生成されます。

SKM 用：自動 EKM パス診断はデフォルトで有効になっており、常に有
効にしておく必要があります。これらのログは、Quantum のサポート
担当者から指示がない限り、無効にする必要はありません。

Q-EKM の場合：時王 EKM パス診断はデフォルトで無効になっています。
サイトの暗号化エラーの一般的な原因がネットワーク中断でない限り、
自動 EKM パス診断を無効にしておくことをお勧めします。

実行されるテストについては、159 ページの「EKM パス診断」のリスト
を参照してください。

自動 EKM パス診断を有効にするには

注： 診断テストが完了するまで数分かかる場合があります。

注意： Q-EKM のみ：自動 EKM パス診断を実行した場合、設定可
能なテスト周期中、連続してテープ ドライブが使用不可
であるためにテストがスキップされると、RAS チケット
の数が増える可能性があります RAS チケットの発生を減
らすには、RAS チケットの生成に必要な連続テスト周期
数を増やすか、テスト周期がスキップされても RAS チ
ケットを生成しないようにライブラリを設定します。
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1 ウェブ クライアント から、Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号

化 ) > System Configuration ( システム設定 ) を選択します。

2 Automatic EKM Path Diagnostics ( 自動 EKM パス診断 ) チェック ボッ
クスを選択します。

3 ドロップダウン リストからテスト間隔を選択します。

4 連続して何回テスト周期がスキップされると RAS チケットが生成さ
れて、指定した期間内にテストを実行できなかったことを通知する
かを指定します。

テープ ドライブ暗号化設定の表示

暗号化の設定は以下の方法で表示できます。

• System Information Report ( システム情報レポート )— すべての鍵サー
バー、パーティション、およびテープ ドライブについての暗号化情
報を表示するには、ウェブ クライアントから Reports ( レポート )  
> System Information ( システム情報 ) を選択します。詳細については、
207 ページの「システム情報の表示」を参照してください。

• Library Configuration Report ( ライブラリ設定レポート )— 選択した
テープ ドライブまたはテープ カートリッジの暗号化ステータスを確
認するには、ウェブ クライアントから Reports ( レポート ) > Library 
Configuration ( ライブラリ設定 ) を選択し、テープ ドライブまたはス
ロットをクリックします。ポップアップ ウィンドウに暗号化ステー
タスが表示されます。詳細については、208 ページの「ライブラリ
設定の表示」を参照してください。

• Partition Encryption ( パーティションの暗号化 ) — パーティションの暗
号化設定を表示および変更するには、ウェブ クライアント から、
Setup ( セットアップ ) > Encryption ( 暗号化 ) > Partition Configuration  
( パーティション設定 )  を選択します。詳細については、156 ページの

「手順 5：パーティション 暗号化の設定」を参照してください。
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ライブラリで使用可能な Scalar Key Manager の機能

SKM サーバーが設定されたら、SKM のほとんどの機能はユーザーの介
入なしで自動的に有効になります。SKM はライブラリ ウェブ クライア
ントを通して鍵の管理機能をいくつか提供しています。

これらの機能の説明と使い方については、ライブラリ ウェブ クライア
ントのオンライン ヘルプまたは『Scalar Key Manager ユーザーズ ガイ
ド』を参照してください。

これらの機能は以下のとおりです。

• TLS 証明書のインポート

• データ暗号鍵のインポート

• 暗号化証明書のインポート

• SKM サーバー ログへのアクセス

• SKM 暗号鍵インポートの警告ログの使用

TLS 証明書のインポート 7 トランスポート レイヤ セキュリティ (TLS) 証明書は、ライブラリが 
Scalar Key Manager (SKM) サーバーと通信するために必要な固有の証明
書で、ライブラリにインストールされている必要があります。

ライブラリをファームウェア バージョン 570G 以降と一緒に購入した場
合は、ライブラリに TLS 証明書がプレインストールされています。ウェ
ブ クライアントで証明書がインストールされているかどうかを調べるこ
とができます (Tools ( ツール ) > EKM Management (EKM 管理 ) > Import 
Communication Certificates ( 通信証明書のインポート ))。TLS 証明書がイン
ストールされていない場合は、インストールする必要があります。
Quantum 提供の TLS 証明書または独自の TLS 証明書をインストールで
きます。

随時 TLS 証明書の新しいセットをインストールして既存のセットを上書
きできます。新しい TLS 証明書のすべてが有効でなければ、上書きされ
ず、既存の証明書のままになります。

Quantum 提供 TLS 証明書のインストール 7

Quantum 提供の証明書は、配布された CD に入っています。TLS 証明
書は 1 個のファイルにまとめてバンドルされています。



第 7 章  暗号鍵の管理    
ライブラリで使用可能な Scalar Key Manager の機能    

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 165

1 SKM サーバーとライブラリの両方の日付が現在の日付に設定されて
いることを確認してください。日付の設定が正しくないと、TLS 証
明書が正しく機能せず、ライブラリが SKM サーバーと通信しなく
なる可能性があります。

2 CD をコンピュータの CD ROM ドライブに挿入します。ファイルを
コンピュータ上の所定の場所にコピーするか、ファイルの取得先と
して CD を使用します。

3 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 ) > Import 
Communication Certificates ( 通信証明書のインポート ) を選択します。

Tool ( ツール ) - EKM Communication Certificate Import (EKM 通信証明書

インポート ) 画面が開きます。ページの上部にプライマリおよびセカ
ンダリ鍵サーバーのステータスが表示されます。ステータスが
「Not Available ( 使用不可 )」の場合は、サーバーとの通信がないこ
とを示します。原因は、サーバーがダウンしている、接続していな
い、ライブラリで正しく設定されていない、TLS 証明書がインス
トールされていない、TLS 証明書が無効または期限切れであるなど
が考えられます。ページの下部に、TLS 証明書が現在インストール
されているかどうかを示すメッセージが表示されます。証明書がイ
ンストールされている場合は、その証明書の情報が含まれたテーブ
ルがメッセージの下に表示されます。

4 Use the Quantum Certificate Bundle (Quantum 証明書バンドルを使用す

る ) チェックボックスを選択します。

5 [Quantum Communication Certificate Bundle File (Quantum 通信証
明書バンドル ファイル )] フィールドの横の Browse ( 参照 ) ボタンを
クリックして、TLS 証明書ファイルを見つけます。

6 Open ( 開く ) をクリックします。

7 Apply ( 適用 ) をクリックします。

8 TLS 証明書がライブラリにインストールされたことを確認します。
ページの下部に、証明書が現在インストールされているかどうかを
知らせるメッセージが表示されます。また、画面下部のテーブルの 
3 行に正しい情報が入力されているはずです。

独自の TLS 証明書のインストール 7

 

注： 独自の TLS 証明書をインストールするには、SKM サーバー
で SKM 1.1 以降を実行していることが前提です。
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ルート証明書ファイル、管理証明書ファイル、クライアント証明書ファ
イルが必要です。これらのファイルは、次に説明する正しい形式でなけ
ればなりません。以下の必要条件の 1 つでも満たしていない場合は、ど
の証明書もインポートされません。

• ルート証明書 (CA 証明書または認証局証明書とも呼ばれる ) は 2048 
ビットでなければなりません。

• ルート証明書は PEM 形式でなければなりません。

• 管理者証明書とクライアント証明書は pkcs12 形式で、それぞれに別
の証明書と秘密鍵が含まれている必要があります。

• クライアント証明書とクライアント証明書は 1024 ビットでなければ
なりません。

• 管理者証明書とクライアント証明書はルート証明書で署名されてい
る必要があります。

• 管理者証明書には組織単位名が含まれ、その件名情報に
「akm_admin」と設定されている必要があります。

• すべての証明書で、件名情報内の組織単位名は、SKM サーバーの設
定スクリプトで指定した値と一致しなければなりません。

• SKM サーバーとライブラリに同じルート証明書をインストールする
必要があります。

• すべての証明書は、ライブラリの日時設定による有効期限内でなけ
ればなりません。

独自の証明書をインストールするには

1 SKM サーバーとライブラリの両方の日付が現在の日付に設定されて
いることを確認してください。日付の設定が正しくないと、TLS 証
明書が正しく機能せず、ライブラリが SKM サーバーと通信しなく
なる可能性があります。

2 コンピュータ上の所定の場所に TLS 証明書を置きます。

3 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 ) > Import 
Communication Certificates ( 通信証明書のインポート ) を選択します。

ページの上部にプライマリおよびセカンダリ鍵サーバーのステータ
スが表示されます。ステータスが「Not Available ( 使用不可 )」の場
合は、サーバーとの通信がないことを示します。原因は、サーバー
がダウンしている、接続していない、ライブラリで正しく設定され
ていない、TLS 証明書がインストールされていない、TLS 証明書が
無効または期限切れであるなどが考えられます。ページの下部に、
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TLS 証明書が現在インストールされているかどうかを示すメッセー
ジが表示されます。証明書がインストールされている場合は、その
証明書の情報が含まれたテーブルがメッセージの下に表示されます。

4 Use the Quantum Certificate Bundle (Quantum 証明書バンドルを使用す

る ) チェックボックスがオフになっていることを確認します。

5 Root Certificate File ( ルート証明書ファイル ) の横にある Browse ( 参照 ) 
ボタンをクリックします。ファイルを見つけて Open ( 開く ) をク
リックします。

6 Admin Certificate File ( 管理者証明書ファイル ) の横にある Browse ( 参
照 ) ボタンをクリックします。ファイルを見つけて Open ( 開く ) をク
リックします。

7 管理者証明書のパスワードを入力します。これは、管理者証明書
ファイルを作成したときに指定したパスワードです。このパスワー
ドによって、ライブラリがファイルを読み取れるようにします。

8 Client Certificate File ( クライアント証明書ファイル ) の横にある 
Browse ( 参照 ) ボタンをクリックします。ファイルを見つけて Open  
( 開く ) をクリックします。

9 クライアント証明書のパスワードを入力します。これは、クライア
ント証明書ファイルを作成したときに指定したパスワードです。こ
のパスワードによって、ライブラリがファイルを読み取れるように
します。管理者証明書と同じパスワードを使用する場合は、 Use 
Admin's Password ( 管理者のパスワードを使用する ) チェックボックス
を選択します。

10 Apply ( 適用 ) をクリックしてファイルをライブラリにインポートし
ます。

11 TLS 証明書がライブラリにインストールされたことを確認します。
ページの下部に、証明書が現在インストールされているかどうかを
示すメッセージが表示されます。また、画面下部のテーブルの 3 行
に正しい情報が入力されているはずです。

暗号化済みテープ カート
リッジの共有 7

SKM を使用している場合は、SKM を使用して暗号鍵を管理している他
の会社や個人と暗号化済みのテープを共有できます。

各 SKM サーバーは、暗号化されている各テープ カートリッジに固有の
暗号鍵を提供します。暗号鍵を提供した元のサーバーと異なる SKM 
サーバーに接続しているライブラリ内の暗号化済みテープを読み取るに
は、元の SKM サーバー ( すなわち送信元 ) の暗号鍵を受け取る SKM 
サーバー ( すなわち送信先 ) と共有する必要があります。鍵 ( 複数の
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テープがある場合は鍵のリスト ) は送信元 SKM サーバーからファイル
にエクスポートされ、送信先の受取人に送られます。ファイルに含まれ
ている各鍵は、送信先 SKM サーバーの公開鍵を使用して暗号化されま
す。送信先 SKM サーバーはその公開鍵を暗号化証明書に含めて送信元 
SKM サーバーに渡し、送信元 SKM サーバーはそれを使用して暗号鍵を
ラップ ( 暗号化 ) して伝送します。到着すると、ラップされた暗号鍵が
入っているファイルは、対応する秘密鍵でのみラップを解除できます。
この秘密鍵は送信先 SKM サーバーにあり、決して共有されません。

以下はそのプロセスです。

1 送信先の管理者は、送信先 SKM サーバーに入っている暗号化証明
書をエクスポートします。暗号化証明書は、管理者が指定したコン
ピュータ上の場所にファイルとして保存されます (169 ページの「暗
号化証明書のエクスポート」を参照 )。

2 送信先の管理者は暗号化証明書ファイルを送信元の管理者に電子
メールで送信します。

3 送信元の管理者は暗号化証明書ファイルをコンピュータ上の場所に
保存してから、暗号化証明書を送信元 SKM サーバーにインポート
します (169 ページの「暗号化証明書のインポート」を参照 )。

4 送信元の管理者は暗号鍵をエクスポートし、上記の暗号化証明書を
使って鍵をラップ ( 暗号化 ) します。ラップした暗号鍵が含まれて
いるファイルは、送信元の管理者が指定したコンピュータ上の場所
に保存されます。170 ページの「データ暗号鍵のエクスポート」を
参照してください。

5 送信元の管理者は、ラップした暗号鍵を送信先の管理者に電子メー
ルで送ります。

6 送信先の管理者は、ラップされた暗号鍵が含まれたファイルをコン
ピュータ上の場所に保存してから、その鍵を送信先 SKM サーバー
にインポートします (171 ページの「データ暗号鍵のインポート」を
参照 )。

7 これで、送信先ライブラリは暗号化されたテープを読み取ることが
できます。

鍵サーバーとライブラリ管理の暗号化ベスト プラクティスの詳細につい
ては、『Scalar Key Manager ユーザーズ ガイド』を参照してください。
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暗号化証明書のエクスポート 7 別の SKM サーバーから暗号鍵を受け取るには、まずネイティブの暗号
化証明書をそのサーバーに送る必要があります。証明書に含まれている
公開鍵で暗号鍵をラップ ( 暗号化 ) して、伝送中の鍵を保護します。

暗号化証明書をエクスポートするには

1 このプロセスを開始する前に、167 ページの「暗号化済みテープ 
カートリッジの共有」で説明した手順を読んで、これに従ってくだ
さい。

2 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 )  
> Encryption Certificate ( 暗号化証明書 ) > Export ( エクスポート ) を選択
します。

3 SKM サーバーのネイティブ暗号化証明書をエクスポートするには、
Apply ( 適用 ) をクリックします。

4 Close ( 閉じる ) をクリックして進捗ウィンドウを閉じます。

5 File Download ( ファイルのダウンロード ) ダイアログ ボックスが表
示されたら、Save ( 保存 ) をクリックします。

6 Save As ( 名前を付けて保存 ) ダイアログ ボックスが開いたら、ファイ
ルの保存先を選択して Save ( 保存 ) をクリックします。

暗号化証明書のインポート 7 暗号化証明書には、別の SKM サーバーに送信する前に暗号鍵をラップ  
( 暗号化 ) するために使用する公開鍵が含まれています。テープ カート
リッジを共有する場合は、送信先 SKM サーバーの暗号化証明書をイン
ポートする必要があります。

暗号化証明書をインポートするには

1 このプロセスを開始する前に、167 ページの「暗号化済みテープ 
カートリッジの共有」で説明した手順を読んで、これに従ってくだ
さい。

2 送信先 SKM サーバーの管理者から暗号化証明書を受信して、コン
ピュータの所定の場所に保存します。

注： この機能はシステム管理者のみが使用でき、SKM サーバーの
みに適用できます。暗号鍵をインポートするには、両方の 
SKM サーバーが接続されて、稼動していることが必要です。

注： この機能はシステム管理者のみが使用でき、SKM サーバーの
みに適用できます。暗号鍵をインポートするには、両方の 
SKM サーバーが接続されて、稼動していることが必要です。
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3 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 )  
> Encryption Certificate ( 暗号化証明書 ) > Import ( インポート ) を選択し
ます。

4 Browse ( 参照 ) をクリックして、保存した暗号化証明書ファイルを見
つけます。

5 Open ( 開く ) をクリックします。

6 Apply ( 適用 ) をクリックして、証明書を SKM サーバーにインポート
します。

データ暗号鍵のエクスポート 7 SKM サーバーは、暗号化されている各テープ カートリッジに固有の暗
号鍵を提供します。この SKM サーバー ( すなわち送信元 ) で暗号化した
テープを別の SKM サーバー ( すなわち送信先 ) が読み取るには、それら
のテープの暗号化に使用した暗号鍵をエクスポートして、送信先サー
バーに送る必要があります。

暗号鍵をエクスポートするには

1 このプロセスを開始する前に、167 ページの「暗号化済みテープ 
カートリッジの共有」で説明した手順を読んで、これに従ってくだ
さい。

2 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 )  
> Encryption Key ( 暗号鍵 ) > Export ( エクスポート ) を選択します。

3 Certificate Name Used For Export ( エクスポートに使用する証明書
の名前 ) ドロップダウン リストから選択して、鍵のラップ ( 暗号化 ) 
に使用する暗号化証明書を割り当てます。このドロップダウン リス
トには、SKM サーバーにこれまでにインポートされた暗号化証明書
がすべて含まれています ( リストに「imported ( インポート済み ) ｣
と表記 )。

4 エクスポートする SKM 暗号鍵を以下のオプションから選択します。

• Export Used (使用された鍵をエクスポート)—このエクスポートを実
行するライブラリでテープ カートリッジの暗号化に使用された
ことのある鍵をすべてエクスポートします。また、いずれかの
ライブラリから「key import ( 鍵のインポート ) ｣操作を使用し
て、鍵サーバーにインポートされた鍵もすべてエクスポートし
ます。

注： この機能はシステム管理者のみが使用でき、SKM サーバーの
みに適用できます。暗号鍵をインポートするには、両方の 
SKM サーバーが接続されて、稼動していることが必要です。
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• Export Selective (選択的にエクスポート ) — テキスト ボックスに入
力した文字列に関連付けられた鍵のみをエクスポートします。
各鍵はその暗号化したテープ カートリッジに関連付けられ、
テープ カートリッジのバーコードで識別されます。テープ カー
トリッジのバーコードの全部か一部を入力すると、その文字列
に関連付けられている鍵がすべてエクスポートされます。これ
は、特定のテープ カートリッジに関連付けられている鍵を 1 個
だけエクスポートしたい場合に役立ちます。

5 Apply ( 適用 ) をクリックします。

エクスポートされた鍵はすべて 1 つの暗号鍵ファイルに保存されま
す。

6 Save As ( 名前を付けて保存 ) ダイアログ ボックスが開いたら、暗号鍵
ファイルをコンピュータ上の場所に保存します。保存先場所を選択
して Save ( 保存 ) をクリックします。

データ暗号鍵のインポート7 SKM サーバーは、暗号化されている各テープ カートリッジに固有の暗
号鍵を提供します。別の SKM サーバー ( すなわち送信元 ) で暗号化され
たテープを読み取るには、それらのテープの暗号化に使用された暗号鍵
をこの SKM サーバー ( すなわち送信先 ) にインポートする必要がありま
す。

暗号鍵をインポートするには

1 このプロセスを開始する前に、167 ページの「暗号化済みテープ 
カートリッジの共有」で説明した手順を読んで、これに従ってくだ
さい。

2 送信元 SKM サーバーから暗号鍵のファイルを受け取って、コン
ピュータの所定の場所に保存します。

3 Tools ( ツール ) メニューから、EKM Management (EKM 管理 )  
> Encryption Key ( 暗号鍵 ) > Import ( インポート ) を選択します。

4 Browse ( 参照 ) をクリックして、保存した暗号鍵のファイルを見つけ
ます。

5 Open ( 開く ) をクリックします。

注： この機能はシステム管理者のみが使用でき、SKM サーバーの
みに適用できます。暗号鍵をインポートするには、両方の 
SKM サーバーが接続されて、稼動していることが必要です。



第 7 章  暗号鍵の管理    
ライブラリで使用可能な Scalar Key Manager の機能    

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 172

6 Apply ( 適用 ) をクリックして、鍵を SKM サーバーにインポートしま
す。

インポートが完了しなかった場合は、ライブラリにメッセージが表示さ
れ、RAS チケットが生成されます。この場合の操作方法については、
172 ページの「SKM 暗号鍵インポートの警告ログの使用」を参照してく
ださい。

SKM サーバー ログへのア
クセス 7

SKM サーバーのログには、SKM サーバーが実行したすべての処理に関
する情報が含まれています。これらのログは、Quantum のサポート担
当者から指示がない限り、取得する必要はありません。ログはコン
ピュータにダウンロードしたり、電子メールで送信できます。ログを電
子メールで送るには、ライブラリの電子メール アカウントが設定されて
いる必要があります (90 ページの「ライブラリ電子メール アカウントの
設定」を参照 )。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > EKM Management 
(EKM 管理 ) > Retrieve SKM Logs (SKM ログの取得 ) を選択しま
す。

SKM 暗号鍵インポートの
警告ログの使用 7

このログには、前回の暗号鍵のインポート操作に失敗したテープ カート
リッジが一覧表示されます。暗号鍵のファイルをインポートしたとき部
分的にしか成功しなかった場合 ( すなわち、インポートに成功した鍵と
失敗した鍵がある )、ライブラリには「インポートの警告」メッセージ
が表示され、RAS チケットが生成されて、インポートされなかった鍵を
このログで確認するように指示されます。

インポートに失敗した鍵ごとに、次のどちらかのメッセージ タイプが提
供されます。

• Error ( エラー ) — 鍵をインポートできませんでした。

• Warning ( 警告 ) — 鍵はインポートされましたが、メタデータの更新
に失敗しました。

インポートに失敗した鍵ごとに、次のいずれかの説明メッセージが提供
されます。 

• CRC Data Missing — Error (CRC データの欠落 — エラー ) 鍵のメタデー
タがありません。つまり、エクスポート ファイルが壊れています。
解決策：一覧表示されているテープ カートリッジの鍵をもう一度エ
クスポートしてから、インポート操作を再実行します。
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• CRC Check Failed — Error (CRC チェックに失敗 — エラー ) CRC デー
タが鍵または鍵のメタデータと一致しません。エクスポート ファイ
ルが壊れています。解決策：同じファイルをもう一度インポートして
みます。これに失敗した場合は、一覧表示されているテープ カート
リッジの鍵をもう一度エクスポートしてから、インポート操作を再
実行してください。

• Import To Primary/Secondary Server Failed — Error ( プライマリ / セカ

ンダリ サーバーへのインポートに失敗 — エラー ) 記載されているサー
バーへの鍵のインポートに失敗しました ( おそらくネットワークや
その他の接続の問題が原因です )。セカンダリ サーバーへの鍵のイ
ンポートに失敗した場合は、プライマリ サーバーへのインポートに
は成功している可能性があります。解決策：ネットワーク接続を調べ
て、もう一度インポート操作を実行します。

• Key Metadata Update Failed (but key data was imported successfully) 
— Warning ( 鍵のメタデータ更新に失敗 ( ただし鍵のデータは正常にイン

ポートされました ) — 警告 ) 鍵はインポートされましたが、メタデー
タの更新に失敗しました。鍵にアクセスできますが、ライブラリの
暗号化処理で鍵を実際に使用するまではエクスポートできません。
解決策：鍵を使用してテープの読み取り ( 復号 ) を行います。これに
よって鍵が「used ( 使用済み )」とマークされ、メタデータが更新さ
れるので、鍵をエクスポートできるようになります。

このログは、SKM を実行しており、ライブラリに暗号鍵管理のライセ
ンスがある場合にのみ使用可能です (85 ページの「ライセンス キーの取
得とインストール」を参照 )。

このログ ファイルは、インポート操作のたびに消去されて新規作成され
るので、前回の暗号鍵インポート中に発生した鍵の破損やインポートの
失敗しか表示されません。

このログの詳細については、214 ページの「ライブラリのログの表示、
保存、電子メール送信」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ 
ビューア ) を選択します。



Scalar i500 ユーザーズ ガイド 174

第 8 章  

8 ライブラリの実行

この章では、ライブラリへのアクセスとライブラリの操作方法について説
明します。ここで説明するライブラリ機能の大半は、Operations ( 操作 ) メ
ニューにあります。

この章では以下について説明します。

• ログイン

• ログアウト

• 位置座標について

• メディア操作の実行

• テープ ドライブのクリーニングについて

• テープ ドライブの操作について

• I/E ステーションのロックとロック解除

• FC I/O ブレードの電源制御

• ライブラリのシャットダウンと再起動

注： この章に記載されている情報は、ウェブ クライアントを使用
していることを前提としています。ウェブ クライアントとオ
ペレータ パネルの機能の違いも説明しています。
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ログイン

ライブラリの機能を実行したり、ライブラリの操作を確認したりするた
めには、ユーザー、サービス ユーザー、システム管理者はすべて、ライ
ブラリにログインする必要があります。

デフォルトの管理者アカウントを使用して初めてライブラリにログイン
する場合は、User Name ( ユーザー名 ) テキスト ボックスに admin、
Password ( パスワード ) テキスト ボックスに password と入力します。

最初にログインした後、デフォルトの管理者アカウントのパスワードを
変更してください。パスワードは 6 ～ 12 の小文字の英数字とし、アン
ダースコア (_)、ピリオド (.)、ハイフン (-)、アスタリスク (*)、アット
マーク (@) も含めることができます。例：pass_1 パスワードの変更方法
については、96 ページの「ローカル ユーザー アカウントの変更」を参
照してください。

LDAP または Kerberos  
が有効の場合のログイン 8

LDAP または Kerberos が有効になっている場合は、Login ( ログイン ) 画
面に Remote Authentication ( リモート認証 ) チェックボックスが表示され
ます。以下の手順に従って、操作パネルまたはウェブ クライアントにロ
グインします。

• ディレクトリ サービスのユーザー名とパスワードを使用してログイ
ンするには、Remote Authentication ( リモート認証 ) チェックボック
スを選択します。

• ローカルのユーザー名とパスワードを使用してログインするには、
Remote Authentication ( リモート認証 ) チェックボックスをクリアし
ます。

LDAP の詳細については、97 ページの「LDAP の設定」を参照してくだ
さい。

Kerberos の詳細については、100 ページの「Kerberos の設定」を参照し
てください。

注： デフォルト管理者アカウントのパスワードをなくした場合は、
Quantum テクニカル サポートまで連絡してください。連絡
方法については、8 ページの「詳細情報とヘルプ」を参照し
てください。
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ログアウト

ログアウトは、権限のないユーザーがライブラリにアクセスするのを防
ぎます。ウェブ クライアントまたはオペレータ パネルからライブラリ
へのアクセスが完了したら、ログアウトしてください。

ウェブ クライアントまたはオペレータ パネルでは、画面の右上にある 
LOGOUT ( ログアウト ) をクリックするとログアウトできます。ウェブ ク
ライアントでは、Operations ( 操作 ) > Logout ( ログアウト ) を選択するこ
ともできます。

位置座標について

このセクションでは、ライブラリのコンポーネントを識別する番号方式
について説明します。ライブラリの位置座標には、[Module ( モジュー
ル )],[Column ( 列 )],[Slot ( スロット )] の数字が含まれています。図 15 
は、制御モジュールと拡張を装備したライブラリに番号を付ける方式を
示しています。
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図 15  ライブラリの位置座標に
ついて

モジュール 8 ライブラリ モジュールは、ライブラリの座標の最初の数字で表されま
す。モジュールは制御モジュールに相対して識別されます。

制御モジュール には 0 ( ゼロ ) の番号がついています。制御モジュール
の上に配置される拡張モジュールには、制御モジュールからの位置に
よって正の整数が割り当てられます。たとえば、制御モジュールの真上
に配置される拡張モジュールは 1 番です。そして、モジュール 1 の真上
に配置される拡張モジュールは 
2 番になります。
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制御モジュールの下に配置されるモジュールにも、制御モジュールに対
する位置によって負の整数が割り当てられます。たとえば、制御モ
ジュールの真下に配置される拡張モジュールは –1 番です。モジュール –
1 の真下に配置される拡張モジュールは –2 番になります。

列 8 ストレージの列は、ライブラリで縦に並ぶスロットのグループです。列
は、ライブラリの座標の 2 番目の数字で表されます。列は、ライブラリ
の前面左端を基準に識別されます。ライブラリの前面左端の列の番号は 
1 で、 ライブラリで時計周り番号が付けられます。I/E ステーションの列
は常に「6」です。

スロット 8 固定ストレージ スロットは、ライブラリの位置座標の 3 番目の数字で表
されます。各列内で、スロットには上から下に向って 1 から順に番号が
付けられます。たとえば、177 ページの「図 15」 で、スロット 1 の完全
な位置座標は 0,1,1 です。

テープ ドライブ 8 テープ ドライブは、最初にモジュール、次にモジュール内のテープ ド
ライブ ベイによって番号が付けられます。モジュール内のドライブ ベ
イは、上から下に番号が付けられます。1 を基準とした番号システムが
使用されます。テープ ドライブの完全なアドレスは [ モジュール , ドラ
イブベイ ] の形式で、たとえば、[0,1]、[1,3]、[-1,2] のように表されま
す。

Fibre Channel I/O ブレー
ド 8 Fibre Channel (FC) I/O ブレードは、最初にモジュール、次に拡張モ

ジュール内の I/O ブレード ベイを基準に番号が付きます。モジュール
内のブレード ベイは、上から下に番号が付きます。1 を基準とした番号
システムが使用されます。FC I/O ブレード ベイの完全なアドレスは [
モジュール ,FC I/O ブレード ベイ ] の形式で、たとえば [1,1]、[-1,2] の
ように表されます。

電源装置 8 電源装置は [ モジュール , PS#] で表され、左の電源は PS# が 1、右の電
源は 2 です。PS# は、各電源装置の上にあるモジュール シャーシにも刻
まれています。
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メディア操作の実行

システム管理者とユーザーは、ウェブ クライアントと操作パネルの 
Operations ( 操作 ) メニューを使用して、以下のようなメディア操作を実
行できます。

• データ カートリッジをインポートする

• データ カートリッジをエクスポートする

• パーティション内のテープ ドライブ、I/E ステーション、ストレー
ジ スロット間でデータ カートリッジを移動する

• ライブラリにクリーニング カートリッジをインポートする 
(AutoClean 機能が有効 )

• ライブラリからクリーニング カートリッジをエクスポートする 
(AutoClean 機能が有効 )

• カートリッジをロードする

• カートリッジをアンロードする

• テープ ドライブ モードをオンラインからオフラインに変更し、必要
に応じて元に戻す

さらに、システム管理者は以下の操作ができます。

• オペレータ パネルの Tools ( ツール ) > Drive Mgmt ( ドライブ管理 )  
> Clean Drive ( ドライブのクリーニング ) コマンド、またはウェブ クラ
イアントの Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライブ操作 ) > Clean 
a drive ( ドライブのクリーニング ) を使用して、テープ ドライブを手動
でクリーニングする

以下は、これらのメディア操作の概要です。詳しい手順については、ラ
イブラリのオンライン ヘルプを参照してください。オンライン ヘルプ 
システムにアクセスするには、ウェブ クライアントまたはオペレータ 
パネルの右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックします。
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メディアのインポート 8 メディア操作のインポートを使用すると、 I/E ステーションを使用して
データ カートリッジをライブラリにインポートできます。ライブラリに
インポートされた新しいカートリッジのバーコードを、ライブラリのス
キャナが自動的に読み取ります。

ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使用してメディアをインポートする方法について説
明します。ライブラリを使ってメディアをインポートすると、ホストア
プリケーションによるライブラリのインベントリが必要になることがあ
ります。詳細については、ホスト アプリケーションの説明書を参照して
ください。

ライブラリからテープ カートリッジをインポートする方法は、カート
リッジの手動割り当てが有効なものと無効なものの 2 通りがあります。
ライブラリでは、カートリッジの手動割り当てはデフォルトで有効に
なっています。この機能の有効 / 無効については、74 ページの「カート
リッジの手動割り当てを無効 / 有効にする」を参照してください。

この項には、以下が含まれています。

• 181 ページの「カートリッジの手動割り当てを有効にしたメディア
のインポート」

• 182 ページの「カートリッジの手動割り当てを無効にしたインポー
ト」

• 182 ページの「メディアのインポート プロセス」

注： このユーザーズ ガイドに記載されている情報と手順は、ライ
ブラリのウェブ クライアントと操作パネル ユーザー イン
ターフェイスにのみ当てはまります。ホスト アプリケーショ
ンには適用しません。ライブラリのユーザー インターフェイ
スからメディア操作を行うと、ホスト アプリケーションに影
響する可能性があります。詳細については、ホスト アプリ
ケーションの説明書を参照してください。

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合、メ
ディアのインポートやエクスポートはできません。77 ページ
の「I/E ステーション スロットの設定」を参照してください。
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以下の表では、カートリッジの手動割り当てのステータスによって、表
示される項目や実行できる操作の違いを説明しています。

カートリッジの手動割り当てを有効にしたメディアのインポート 8

• カートリッジの手動割り当てを有効にすると ( デフォルト )、テープ 
カートリッジを I/E ステーションに挿入して I/E ステーションのド
アを閉めると、操作パネルに Assign IE (IE の割り当て ) 画面が自動的
に表示されます。Assign IE (IE の割り当て ) 画面では、操作パネルを
使用してカートリッジを特定のパーティションまたはシステム パー
ティションに割り当てるように指示されます。カートリッジは割り
当てられたパーティションでのみ使用できます。I/E ステーション
に挿入したすべてのカートリッジが、選択したパーティションに割
り当てられます。

• Assign IE (IE の割り当て ) 画面をキャンセルした ( または挿入した
カートリッジをパーティションに割り当てるのを忘れた ) 場合は、
ウェブ UI からインポートするか、I/E ステーションを開いて閉じて
再度 Assign IE (IE の割り当て ) 画面が表示されるまで、カートリッ
ジは未割り当てのままになります。

• 未割り当てのメディアを操作パネルからライブラリにインポートす
ることはできません。

カートリッジ
の手動割り当
て

I/E ステーションでのカートリッジ
割り当て 

未割り当てメディア
のインポートはでき
るか ?

ライブラリ設定レ
ポート

Enabled ( 有効 ) 
( デフォルト )

I/E ステーションにカートリッジを
挿入すると、カートリッジをパー
ティションに割り当てるように指示
されます。パーティションに割り当
てずに、「Cancel ( キャンセル )」し
てこのウィンドウを閉じることもで
きます。

操作パネルから：NO 
( いいえ )

ウェブ クライアント
から：YES ( はい )

割り当てられたカー
トリッジが表示され
ます。未割り当ての
カートリッジは表示
されません。

Disabled (無効 ) カートリッジをパーティションに割
り当てる指示はなく、ライブラリに
インポートされるまでカートリッジ
は未割り当てのままになります。

操作パネルから：
YES ( はい )

ウェブ クライアント
から：YES ( はい )

すべてのカートリッ
ジが表示されます。
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• 未割り当てのメディアをウェブ クライアントからライブラリにイン
ポートすることはできます。ウェブ クライアントを使用してカート
リッジをインポートすると、I/E ステーションで割り当てられてい
ないカートリッジはすべて同じパーティションに割り当てられます。
ただし、実際にライブラリのストレージ スロットに移動するのは、
選択したカートリッジのみです。選択しなかったカートリッジは、
そのパーティションにインポートするまでは、そのパーティション
に割り当てられている I/E ステーションに残ります。以前に割り当
てられたカートリッジを別のパーティションにインポートするには、
最初にそのカートリッジを I/E ステーションから取り出し、別の 
I/E ステーションのスロットに入れてから、目的のパーティション
にインポートする必要があります。

• 未割り当てのカートリッジはホスト アプリケーションに表示されま
せん。

カートリッジの手動割り当てを無効にしたインポート 8

• カートリッジの手動割り当てを無効にすると、複数のテープ カート
リッジを I/E ステーションに挿入して、それらを異なるパーティ
ションに割り当てることができます。

• Assign IE (IE の割り当て ) 画面は操作パネルには表示されません。I/E 
ステーション内のカートリッジは、システム パーティションを始め
とするどのパーティションでも使用できます。I/E ステーションの
カートリッジは、パーティションにインポートするまでは、未割り
当てのままになります ( インポートによってパーティションに割り
当てられます )。

• 未割り当てのテープ カートリッジは、操作パネルまたはウェブ クラ
イアントからインポートできます。未割り当てのテープ カートリッ
ジをウェブ クライアントからインポートするときは、実際にパー
ティションにインポートしたカートリッジのみがそのパーティショ
ンに割り当てられます。残りのカートリッジは未割り当てのまま I/E 
ステーションに残ります。

• 未割り当てのカートリッジはホスト アプリケーションに表示され、
先入れ先出しベースで取得できます。

メディアのインポート プロセス 8

カートリッジをインポートするには、ライブラリの I/E ステーションと
操作パネルにアクセスする必要があります。
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AutoClean を有効にしている場合は、クリーニング カートリッジをライ
ブラリにインポートすることも可能です。詳細については、195 ページ
の「クリーニング メディアのインポート」を参照してください。さら
に、I/E ステーションを使用してメディアをインポートする代わりに、
カートリッジをライブラリに一括ロードすることもできます。詳細につ
いては、184 ページの「一括ロード」を参照してください。

カートリッジの インポートは、以下の手順で行います。

1 ライブラリの前面から、カートリッジを I/E ステーションに挿入し
ます。

2  I/E ステーションのドアを閉めます。

Assign IE (IE の割り当て ) 画面は、Manual Cartridge Assignment ( カー

トリッジの手動割り当て ) 設定が操作パネルの System Settings ( システ

ム設定 ) 画面 (Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 )) で有効
になっている場合に、操作パネルに表示されます。

Assign IE (IE の割り当て ) 画面が表示されたら、以下の操作を実行し
ます。

a Assign IE (IE の割り当て ) 画面に表示されているパーティション
を 1 つ選択して、カートリッジを適切なパーティションに割り
当てます。

パーティション ボタンは、選択すると赤色になります。

b Apply ( 適用 ) を選択します。

c 選択したパーティションがオンラインの場合は、インポート操
作の前にオフラインに切り換わり、操作の完了後オンラインに
戻ります。ライブラリに複数のパーティションがある場合、イ
ンポート操作は他のパーティションの操作に影響しません。

3 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントの Import Media ( メ
ディアのインポート ) 画面を使用して、カートリッジをパーティショ
ンにインポートします。画面の説明またはライブラリのオンライン 
ヘルプの手順に従います。オンライン ヘルプ システムにアクセスす

注意： パーティションを誤って選択した場合は、I/E ステーショ
ンのドアを開けます。カートリッジを別の I/E ステー
ションのスロットに移動し、I/E ステーションのドアを閉
じます。ライブラリは I/E ステーションを再スキャンし、
Assign IE (IE の割り当て ) 画面が再び表示されます。



第 8 章  ライブラリの実行    
メディア操作の実行

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 184

るには、ウェブ クライアントまたはオペレータ パネルのユーザー 
インターフェイス右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックして
ください。

メディアをインポートするには、Import  Media ( メディアのインポート ) 
画面で以下の情報を入力する必要があります。

• Partition ( パーティション ) — カートリッジのインポート先パー
ティション。画面には、アクセスを許可されたパーティション
だけが表示されます。画面には、パーティションのモード ( オ
ンラインまたはオフライン ) とパーティション内の空のスロッ
ト数を含む情報が表示されます。カートリッジは、空のスロッ
ト数と同じ数だけインポートできます。

• Media ( メディア ) — インポートするカートリッジ。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations (操作 ) > Media (メディア ) 
> Import ( インポート ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations (操作 ) > Import Media (メディアのイ

ンポート ) を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

一括ロード 8 ライブラリにメディアをロードするもう一つの方法に、一括ロードがあ
ります。I/E ステーション スロットがゼロに設定されている場合は、常
にカートリッジをライブラリに一括ロードする必要があります。I/E ス
テーション スロットが設定されている場合は、初めてライブラリを使い
始めるときに、最初の一括ロードを実行できます。一括ロードが完了す
ると、ライブラリはインベントリを実行します。

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト 
ボックスに入力して、メディアのリストをフィルタでき
ます。アスタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も
可能です。また、ハイライトされている見出しの列をク
リックして、リストを並び替えることもできます。たと
えば、列見出し Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標
を基準に並び替えることができます。
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一括ロードを実行する前に、ウェブ クライアントからライブラリの設定
を印刷して、ライブラリの物理スロットの設定を確認してください。レ
ポートには、どのスロットが使用できないか、クリーニング スロットま
たは I/E ステーション スロットとして設定されているかが示されます。
レポートへのアクセスについては、208 ページの「ライブラリ設定の表
示」を参照してください。

I/E ステーション スロットが I/E スロットとして設定されている場合、
I/E ステーションのドアはロック解除されているので、ライブラリへの
メイン アクセス ドアを開くことができます。すべての I/E ステーショ
ン スロットがストレージとして設定されている場合、I/E ステーション
のドアは常にロックされています。メイン アクセス ドアを開いてテー
プ カートリッジをライブラリに一括ロードするには、最初に I/E ステー
ションのドアをロック解除する必要があります。できれば、I/E ステー
ション スロットをストレージとして設定する前にライブラリを一括ロー
ドします。一括ロードをしない場合は、I/E ステーションのドアをロッ
ク解除します。I/E ステーションをロック / ロック解除する方法につい
ては、201 ページの「I/E ステーションのロックとロック解除」を参照
してください。I/E ステーション スロットの設定については、77 ページ
の「I/E ステーション スロットの設定」を参照してください。

最初の一括ロードを行うには、アクセス ドアを開け、使用するカート
リッジすべてを直接手でストレージ スロットに挿入します。カートリッ
ジは正しく挿入しないと、奥までまで移動しません。

 

注意： カートリッジは、適切なスロットに挿入してください。たと
えば、クリーニング カートリッジをストレージ用として設定
されたスロットに挿入しないでください。

注： まれにロボットにアクセスできない物理ストレージ スロット
があるので、これらはテープ カートリッジに使用しないでく
ださい。これらのスロットはライブラリ構成レポートに
「unavailable ( 使用不可 ) ｣と表示されます。これらのスロット
の詳細については、186 ページの「未使用スロット」を参照
してください。

注： メイン アクセス ドアを開けてテープ カートリッジをライブ
ラリにロードすると、ライブラリは自動的に 「信頼性、可用
性、保守性 (RAS) チケット」 を生成し、ドアが開いているこ
とを警告します。RAS チケットの解決方法については、 
383 ページの「RAS チケットについて」を参照してください。
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最初の一括ロード後、 I/E ステーションのスロットが設定されていれば、
ライブラリ操作を中断せずに Import Media( メディアのインポート ) 画
面を使用してカートリッジを追加できます。詳細については、180 ペー
ジの「メディアのインポート」を参照してください。

未使用スロット 8

各ライブラリ構成に、ロボットがアクセスできない一定数のスロットが
存在します。このユーザーズ ガイドに記載されているスロット数に、こ
れらの未使用スロットは含まれていません。

どのライブラリ構成でも、ライブラリの下部はロボットのピッカーに必
要なスペースが十分にないため、スタックの最下段モジュールの各列の
一番下のスロットにはピッカーがアクセスできません。ライブラリを一
括ロードする場合は、ライブラリ構成の最下段のモジュールにストレー
ジまたはクリーニング テープを挿入しないでください。

メディアの移動 8 メディアがライブラリにインポート されると、メディア移動操作によっ
て、1 つのデータ カートリッジをテープ ドライブと パーティション内の
スロット間で移動できます。

ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使ったメディアの移動について説明します。ライブ
ラリを使用してメディアを移動すると、ホスト アプリケーションでライ
ブラリのインベントリが必要になる場合があります。詳細については、
ホスト アプリケーションの説明書を参照してください。

ライブラリを使用したメディアの移動の詳細は、以下のとおりです。

• パーティションがオンラインになっていると、移動する前にオフラ
インに切り換わり、移動が完了した後、オンラインに戻ります。 
パーティション がオフラインになる前に、確認メッセージが表示さ
れます。

• アクセスを許可された パーティションだけを選択できます。

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合は、
I/E ステーションとの間でカートリッジを移動できません。
詳細については、77 ページの「I/E ステーション スロットの
設定」を参照してください。
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• 一度に移動できるのは 1 つの パーティション内のメディアだけで
す。

メディアを移動するには、ユーザー インターフェイスに次の情報を入力
する必要があります。

• Partition ( パーティション ) — アクセス権のあるパーティション。

• Selected Media ( 選択したメディア ) — 移動する 1 つのカートリッジ。

• Selected Destination ( 選択した移動先 )— カートリッジを移動する先
の場所。

• 正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > Media ( メディア )  
> Move ( 移動 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Move Media ( メディアの移動 ) 
を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

メディアの エクスポート 8 メディアのエクスポート操作では、ライブラリからカートリッジを取り
外すときに、データ カートリッジをストレージ スロットから空の I/E 
ステーションにエクスポートできます。

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト ボッ
クスに入力して、メディアのリストをフィルタできます。ア
スタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も可能です。ま
た、ハイライトされている見出しの列をクリックして、リス
トを並び替えることもできます。たとえば、列見出し 
Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替える
ことができます。

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合、メ
ディアのインポートやエクスポートはできません。77 ページ
の「I/E ステーション スロットの設定」を参照してください。
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ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使ったメディアのエクスポートについて説明しま
す。ライブラリを使ってメディアをエクスポートすると、ホスト アプリ
ケーションでライブラリのインベントリが必要になる場合があります。
また、ホスト アプリケーションがメディア移動防止のコマンドを発行し
た場合、ライブラリのユーザー インターフェイスを使用してメディアを 
エクスポート できなくなります。詳細については、ホスト アプリケー
ションの説明書を参照してください。

AutoClean を有効にしている場合は、クリーニング カートリッジをエク
スポートすることも可能です。詳細については、197 ページの「クリー
ニング メディアのエクスポート」を参照してください。

カートリッジのエクスポートの詳細は、以下のとおりです。

• パーティションがオンラインの場合、エクスポート操作の前にオフ
ラインに切り換わり、操作の完了後オンラインに戻ります。 パー
ティション がオフラインになる前に、確認メッセージが表示されま
す。

• アクセスを許可された パーティションだけを選択できます。

• 空の I/E ステーション スロットがある場合にのみ、カートリッジを
エクスポート できます。

• クリーニング カートリッジをインポートするには、ライブラリの 
I/E ステーションと操作パネルのアクセス権が必要です。

メディアをエクスポートするには、Export Media ( メディアのエクスポート ) 
画面で、以下の情報を入力する必要があります。

• Partition ( パーティション ) — カートリッジのエクスポート元のパー
ティション。画面には、 パーティションのモード ( オンラインまたは
オフライン ) と、空の I/E ステーション スロット数を含む情報が表
示されます。カートリッジは、空のスロット数と同じ数だけエクス
ポートできます。

• Media ( メディア ) — エクスポートするテープ カートリッジ。

注意： I/E ステーションに他のパーティションに割り当てられてい
るカートリッジが含まれていると、インポート / エクスポー
ト操作に失敗するホスト アプリケーションもあります。他の
パーティションと競合しないように、なるべく早くカート
リッジを I/E ステーションから移動ステーションから移動し
ててください。
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations > Media ( メディア ) > Export 
( エクスポート ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Export  Media ( メディアのエ

クスポート ) を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

 テープ ドライブのロード8 Load Drive ( ドライブのロード ) 操作では、カートリッジをストレージ 
スロットからテープ ドライブにロードできます。ストレージ スロット
とテープ ドライブは、同じパーティションに割り当てる必要がありま
す。

ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使用したテープ ドライブのロードについて説明しま
す。ライブラリを使ってテープ ドライブをロードすると、ホスト アプ
リケーションでインベントリが必要になる場合があります。詳細につい
ては、ホスト アプリケーションの説明書を参照してください。

テープ ドライブのロードの詳細は、以下のとおりです。

• パーティション がオンラインの場合、ロード操作の前にオフライン
に切り換わり、操作の完了後オンラインに戻ります。 パーティショ
ン がオフラインになる前に、確認メッセージが表示されます。

• アクセスを許可されたパーティションだけを選択できます。

•  バーコード フィールドが空かクリアされた場合、デフォルトのテー
プ ドライブの場所がハイライトされます。

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト ボッ
クスに入力して、メディアのリストをフィルタできます。ア
スタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も可能です。ま
た、ハイライトされている見出しの列をクリックして、リス
トを並び替えることもできます。たとえば、列見出し 
Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替える
ことができます。
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テープ カートリッジをテープ ドライブにロードするには、Load Drive  
( ドライブのロード )  画面で以下の情報を入力する必要があります。

• Partition ( パーティション ) — テープ ドライブにロードするカート
リッジが含まれたパーティション 画面には、 パーティション のモー
ド ( オンラインまたはオフライン ) が表示されます。

• Media ( メディア ) — 移動するテープ カートリッジ。

 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > Drives ( ドライブ )  
> Load ( ロード ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Load Drive ( ドライブのロード ) 
を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

 テープ ドライブのアン
ロード 8

ドライブのアンロード操作により、カートリッジをテープ ドライブから
ストレージ スロットにアンロードできます。ストレージ スロットと
テープ ドライブは、同じパーティションに割り当てる必要があります。

ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使ったテープ ドライブのロードについて説明しま
す。ライブラリを使用してテープ ドライブをアンロードすると、ホスト 
アプリケーションでインベントリが必要になる場合があります。詳細に
ついては、ホスト アプリケーションの説明書を参照してください。

テープ ドライブのアンロードの詳細は、以下のとおりです。

• メディアがロードされたドライブのみが画面に表示されます。

• アクセスを許可されたパーティションだけを選択できます。

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト ボッ
クスに入力して、メディアのリストをフィルタできます。ア
スタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も可能です。ま
た、ハイライトされている見出しの列をクリックして、リス
トを並び替えることもできます。たとえば、列見出し 
Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替える
ことができます。
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• 影響を受けるパーティションがオンラインの場合、アンロード操作
の前にオフラインに切り換わり、操作の完了後オンラインに戻りま
す。

テープ カートリッジをテープ ドライブからアンロードするには、
Unload Drive ( ドライブのアンロード ) 画面で以下の情報を入力する必要が
あります。

• Partition ( パーティション ) — アンロードするテープ ドライブが含ま
れたパーティション。画面には、 パーティション のモード ( オンラ
インまたはオフライン ) が表示されます。

• Tape drive ( テープ ドライブ ) — アンロードしたいカートリッジを含
むテープ ドライブ。

   

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > Drives ( ドライブ )  
> Unload ( アンロード ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Unload Drive ( ドライブのアン

ロード ) を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

テープ ドライブのオンラ
インとオフライン 8

テープ ドライブのモードには、オンラインとオフラインの 2 種類があり
ます。

• オンライン — テープ ドライブは使用可能な状態です。これはテープ 
ドライブの通常の操作モードです。

注： ハイライトされている見出し列をクリックして、テープ ドラ
イブのリストを並び替えることができます。たとえば、列見
出し Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替
えることができます。
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• オフライン — テープ ドライブがホスト アプリケーションに対してオ
フラインで、ホスト アプリケーションによって開始されるカート
リッジのロードやアンロード ( 移動 ) 操作ができません。ただし、
ウェブ クライアントまたは操作パネルで開始される移動コマンドに
対しては使用可能な状態です。

操作によっては、テープ ドライブをオフラインにする必要があります。
ライブラリやパーティション全体ではなく、テープ ドライブだけをオフ
ラインにすると、ライブラリ操作の中断を最小限に抑えることができま
す。

ここでは、ホスト アプリケーションではなく、ライブラリのユーザー 
インターフェイスを使ったテープ ドライブ モードの変更について説明
します。ライブラリを使用してテープ ドライブ モードを変更すると、
ホスト アプリケーションに影響する可能性があります。詳細について
は、ホスト アプリケーションの説明書を参照してください。

テープ ドライブ モードの変更の詳細は、以下のとおりです。

• デフォルトのテープ ドライブ モードはオンラインです。

• アクセスを許可されたパーティションのテープ ドライブだけを選択
できます。

• Online/Offline ( オンライン / オフライン ) ボタンがモード間で切り換わ
ります。

   

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations (操作) > Drives (ドライブ) 
> Change Mode ( モードの変更 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Change Drive Mode ( ドラ

イブ モードの変更 ) を選択します。

注： テープ ドライブをオフラインにしたときにカートリッジ
が既にテープ ドライブにある場合、ホストはそのまま
テープのデータを読み取ったり、テープにデータを書き
込んだりできます。

注： 制御パス テープ ドライブのモードをオフラインに変更する
と、注意メッセージが表示され、モード変更の確認を要求し
ます。テープ ドライブのアンロード方法については、83 ペー
ジの「制御パスの操作」を参照してください。
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詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

 テープ ドライブのクリーニングについて

ライブラリのテープ ドライブは、時々クリーニングが必要です。テープ 
ドライブの読み取り / 書き込みヘッドにたまった汚れを取り除くには、
クリーニング カートリッジを使用します。

ライブラリでは、クリーニング カートリッジを使ったテープ ドライブ
のクリーニングに、自動と手動の 2 通りの方法が用意されています。

AutoClean ( 自動クリーニング )— 1 つまたは複数の専用クリーニング ス
ロットを設定すると、AutoClean が自動的に有効になります。クリーニ
ング カートリッジは、専用のクリーニング スロットに格納されます。
テープ ドライブは、クリーニングが必要になるとライブラリに通知しま
す。ライブラリは、クリーニング スロットにロードされたクリーニング 
カートリッジを使用して、自動的にテープ ドライブをクリーニングしま
す。自動クリーニングは、ライブラリの定期的操作に組み込まれていま
す。ホスト アプリケーションは、ライブラリにテープ カートリッジを
移動するように要求します。動作中のテープ ドライブのクリーニングが
必要な場合、ライブラリは移動操作を実行して、自動的にクリーニング 
カートリッジでテープ ドライブをクリーニングし、その後ホスト アプ
リケーションに移動操作が完了したことを通知します。

クリーニング カートリッジの有効期限が切れると、RAS チケットは、
期限の切れたテープをライブラリから エクスポート するように通知し
ます。クリーニング カートリッジが他にも存在する場合、次回のクリー
ニング要求で、次のクリーニング カートリッジが使用されます。クリー
ニング カートリッジがなくなると、 RAS チケットは、テープ ドライブの
クリーニングが必要なことと、クリーニング テープをインポートする必
要があることを通知します。

クリーニング スロットを設定して、自動クリーニング機能を有効にでき
るのは、システム管理者だけです。AutoClean ( 自動クリーニング ) が
有効な場合、ライブラリは、 I/E ステーションからクリーニング メディ
アの インポート と エクスポート を行うことを許可します。
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クリーニング スロットの設定については、75 ページの「クリーニング 
スロットの設定」を参照してください。クリーニング メディアのイン
ポートとエクスポートについては、195 ページの「クリーニング メディ
アのインポート」および 197 ページの「クリーニング メディアのエクス
ポート」を参照してください。

  

Manual Cleaning ( 手動クリーニング )— テープ ドライブのクリーニングが
必要にな ` ると、ライブラリに通知します。ライブラリの自動クリーニ
ング機能が有効でない場合 ( クリーニング スロットが設定されてない場
合 )、ライブラリは RAS チケットを生成して、テープ ドライブのクリー
ニングが必要であることをユーザーに通知します。システム管理者は操
作パネルまたはウェブ クライアントでコマンドを使用して、随時テープ 
ドライブを手動でクリーニングできます。詳細については、199 ページ
の「テープ ドライブの手動クリーニング」を参照してください。

AutoClean の有効 8 AutoClean を有効にするには、システム管理者がライブラリに 1 つ以上
のクリーニング スロットを設定する必要があります。クリーニング ス
ロットの設定については、75 ページの「クリーニング スロットの設定」
を参照してください。AutoClean の詳細については、193 ページの
「テープ ドライブのクリーニングについて」を参照してください。

クリーニング回数の表示 8 クリーニング回数は、カートリッジがテープ ドライブのクリーニングに
使用された回数です。この情報があれば、クリーニング カートリッジを
交換する時期の判断に役立ちます。クリーニング回数は次の 2 か所に表
示されます。

• Library Configuration Report ( ライブラリ設定レポート )( ウェブ ク
ライアントから Reports ( レポート ) > Library Configuration ( ライブラ

リ設定 ) を選択 )

• Export Cleaning Media ( クリーニング メディアのエクスポート ) 画
面 ( ウェブ  クライアントから Operations ( 操作 ) > Cleaning Media ( ク
リーニング メディア ) > Export ( エクスポート ) を選択 )

注： クリーニング スロットはホスト アプリケーションには表示さ
れません。ホストでクリーニングを管理するには、クリーニ
ング スロットを設定しないで、ホスト アプリケーションにク
リーニング テープ ドライブの管理を設定します。ライブラリ
でクリーニング スロットを設定すると、ホスト アプリケー
ションに影響を与える場合があります。詳細については、ホ
スト アプリケーションの説明書を参照してください。
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有効なクリーニング メ
ディアの使用 8

クリーニング カートリッジにラベルを付けるときは、ラベルのプレ
フィックスとして CLN または CLNU を付ける方法をお勧めします。CLN 
または CLNU プレフィックスで検出されたカートリッジは、メディアの
識別拡張子にかかわらず汎用クリーニング カートリッジと見なされま
す。C1、C2、C3、C4、C5、および CU のメディア識別子を含むカート
リッジはクリーニング カートリッジと見なされ、プレフィックス CLN 
または CLNU を含むメディア ラベルと同様に扱われ、トラッキングされ
ます。

クリーニング メディアの
インポート 8

自動クリーニングが有効な場合 ( 少なくとも 1 つのクリーニング スロッ
トが設定されている )、Import Cleaning Media ( クリーニング メディア
のインポート ) 操作で、クリーニング カートリッジを I/E ステーション
から専用のクリーニング スロットに インポート できます。クリーニン
グ スロットの設定については、75 ページの「クリーニング スロットの
設定」を参照してください。AutoClean の詳細については、193 ページ
の「テープ ドライブのクリーニングについて」を参照してください。

カートリッジの手動割り当てが有効になっている場合は ( デフォルト設
定 )、カートリッジを特定のパーティションまたはシステム パーティ
ションに割り当てるまでは、操作パネルからカートリッジをインポート
できません。クリーニング カートリッジは常にシステム パーティショ
ンに割り当てる必要があります。クリーニング カートリッジをシステム 
パーティションに割り当てると、ライブラリ内の全パーティションが使
用できるようになります。手動でのカートリッジ割り当ての詳細につい
ては、180 ページの「メディアのインポート」および 74 ページの「カー
トリッジの手動割り当てを無効 / 有効にする」を参照してください。

クリーニング カートリッジをインポートするには、ライブラリの I/E ス
テーションと操作パネルのアクセス権が必要です。

        

注意： I/E ステーションに他のパーティションに割り当てられてい
るカートリッジが含まれていると、インポート / エクスポー
ト操作に失敗するホスト アプリケーションもあります。他の
パーティションと競合しないように、なるべく早くカート
リッジを I/E ステーションから移動ステーションから移動し
ててください。
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クリーニング カートリッジの インポート手順の詳細は、以下のとおり
です。

1 ライブラリの前面から、カートリッジを I/E ステーションに挿入し
ます。

 

2  I/E ステーションのドアを閉めます。

Assign IE (IE の割り当て ) 画面は、Manual Cartridge Assignment ( カー

トリッジの手動割り当て ) 設定が操作パネルの System Settings ( システ

ム設定 ) 画面 (Tools ( ツール ) > System Settings ( システム設定 )) で有効
になっている場合に、操作パネルに表示されます。

Assign IE (IE の割り当て ) 画面が表示されたら、以下の操作を実行しま
す。

a Assign IE (ID の割り当て ) 画面で System ( システム ) を選択しま
す。

System ( システム ) ボタンは選択すると赤色になります。System 
( システム ) を選択すると、カートリッジは特定のパーティショ
ンではなく、物理ライブラリに割り当てられます。

b Apply ( 適用 ) を選択します。

3 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントの Import Cleaning 
Media ( クリーニング メディアのインポート ) 画面を使用して、クリー
ニング カートリッジをライブラリにインポートします。画面の説明
またはライブラリのオンライン ヘルプの手順に従います。オンライ
ン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライアントまた
はオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

メディアをインポートするには、Import Cleaning Media ( クリーニング メ
ディアのインポート ) 画面で以下の情報を入力する必要があります。

• Media ( メディア ) — インポートするカートリッジ。

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合、ク
リーニング メディアのインポートやエクスポートはできませ
ん。77 ページの「I/E ステーション スロットの設定」を参照
してください。

注： ライブラリが再起動している間、I/E ステーションにカート
リッジを挿入しないでください。
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画面に、ライブラリ内の空のクリーニング スロット数が表示されます。
クリーニング カートリッジは、空のスロット数と同じ数だけ インポー
ト できます。

 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > Cleaning Media ( ク
リーニング メディア ) > Import ( インポート ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Import Cleaning Media ( ク
リーニング メディアのインポート ) を選択します。

クリーニング メディアの
エクスポート 8

AutoClean ( 自動クリーニング ) が有効な場合、クリーニング カート
リッジをライブラリから取り出すため、Export Cleaning Media ( クリー
ニング メディアのエクスポート ) 操作を使用して、1 つまたは複数のク
リーニング カートリッジを専用のクリーニング スロットから I/E ス
テーションにエクスポートすることができます。期限の切れたクリーニ
ング カートリッジを エクスポートしたり、データの保存用にクリーニ
ンスロットを開放する必要が生じる場合があります。

クリーニング カートリッジをエクスポート した後に、設定したクリー
ニング スロットの数を減らすことができます。減らしたスロットは、ス
トレージ スロットとして使用できます。クリーニング スロットの設定
については、75 ページの「クリーニング スロットの設定」を参照して
ください。AutoClean の詳細については、193 ページの「テープ ドライ
ブのクリーニングについて」を参照してください。

   

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト ボッ
クスに入力して、メディアのリストをフィルタできます。ア
スタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も可能です。ま
た、ハイライトされている見出しの列をクリックして、リス
トを並び替えることもできます。たとえば、列見出し 
Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替える
ことができます。

注意： I/E ステーションに他のパーティションに割り当てられてい
るカートリッジが含まれていると、インポート / エクスポー
ト操作に失敗するホスト アプリケーションもあります。他の
パーティションと競合しないように、なるべく早くカート
リッジを I/E ステーションから移動ステーションから移動し
ててください。
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クリーニング カートリッジのエクスポートの詳細は、以下のとおりで
す。

• クリーニング カートリッジをエクスポートするには、ライブラリの 
I/E ステーションと操作パネルのアクセス権が必要です。

• 空の I/E ステーション スロットがある場合にのみ、カートリッジを
エクスポート できます。

クリーニング メディアをエクスポートするには、Export Cleaning Media  
( クリーニング メディアのエクスポート ) 画面で以下の情報を入力する必要
があります。

• Media ( メディア ) — エクスポートするテープ カートリッジ。

ライブラリ内の空の  I/E ステーション スロット数が画面に表示されま
す。クリーニング カートリッジは、空の  I/E ステーション スロット数
と同じ数だけエクスポートできます。この画面には、ライブラリ内の各
クリーニング カートリッジのクリーニング ステータス ( 使用可能 / 期限
切れ ) とクリーニング回数 ( カートリッジがテープ ドライブのクリーニ
ングに使用された回数 ) も表示されます。

 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > Cleaning Media ( ク
リーニング メディア ) > Export ( エクスポート ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Export Cleaning Media ( ク
リーニング メディアのエクスポート ) を選択します。

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合、ク
リーニング メディアのインポートやエクスポートはできませ
ん。I/E ステーション スロットの設定については、73 ページ
を参照してください 73。

注： バーコードの一部または全部を Search ( 検索 ) テキスト ボッ
クスに入力して、メディアのリストをフィルタできます。ア
スタリスク (*) を使用したワイルドカード検索も可能です。ま
た、ハイライトされている見出しの列をクリックして、リス
トを並び替えることもできます。たとえば、列見出し 
Location ( 場所 ) を選択すると、位置座標を基準に並び替える
ことができます。
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アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

テープ ドライブの手動ク
リーニング 8

Clean Drive ( ドライブのクリーニング ) 画面では、システム管理者が手動で
テープ ドライブをクリーニングできます。

 

少なくとも 1 つクリーニング スロットを設定し (75 ページの「クリーニ
ング スロットの設定」 を参照 )、ウェブ クライアント を使用している場
合は、設定済みのクリーニング スロットか I/E ステーションの最上段ス
ロットのクリーニング テープを使用できます。複数のクリーニング ス
ロットを設定し、その中にクリーニング テープが入っている場合は、ど
ちらのクリーニング テープを使用するかをライブラリが選択します。ク
リーニング スロットを 0 に設定している場合や、操作パネルを使用して
いる場合は、最上段の I/E ステーション スロットに入っているクリーニ
ング テープを使用する必要があります。適切なスロットにクリーニング 
カートリッジを挿入して、クリーニングするテープ ドライブを選択する
ように指示されます。次に、ライブラリは関連付けられているパーティ
ションをオフラインに切り替え、クリーニング カートリッジを I/E ス
テーション スロットから、指定したテープ ドライブに移動して、テー
プ ドライブのクリーニングを実行します。 パーティション がオフライン
になる前に、確認メッセージが表示されます。

操作が完了すると、ライブラリはクリーニング カートリッジを I/E ス
テーション スロットに戻し、パーティションをオンラインに戻します。

 

詳しい手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してくだ
さい。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライ
アントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

注： クリーニングの前に、必ずテープ ドライブをアンロードして
ください。テープ ドライブにカートリッジがロードされてい
る場合、この操作を行うことはできません。

注： ライブラリの I/E ステーション スロットがゼロの場合は、
テープ ドライブを手動でクリーニングできません。77 ページ
の「I/E ステーション スロットの設定」を参照してください。
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• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドラ

イブ操作 ) > Clean a tape drive ( テープ ドライブのクリーニング ) を選択
します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Drive Mgmt ( ドライブ管理 )  
> Clean drive ( ドライブのクリーニング ) を選択します。

テープ ドライブの操作について

以下のテープ ドライブ操作ができます。

• ファームウェア イメージ ファイルを使用してテープ ドライブの
ファームウェアをアップグレードする。詳細については、222 ペー
ジの「イメージ ファイルを使用したテープ ドライブ ファームウェ
アのアップグレード」を参照してください。

• テープ ドライブのログを取得する。テープ ドライブのログは、ライ
ブラリに取り付けられているどのドライブからでも取得できます。
詳細については、396 ページの「テープ ドライブ ログの取得」を参
照してください。

• テープ ドライブのスレッド ログを取得する。テープ ドライブのス
レッド ログは、ライブラリに取り付けられているどのスレッドから
でも取得できます。詳細については、397 ページの「テープ ドライ
ブ スレッド ログの取得」を参照してください。

• テープ ドライブをクリーニングする。テープ ドライブはいつでも手
動でクリーニングできます。詳細については、193 ページの「テー
プ ドライブのクリーニングについて」を参照してください。

• オートレベル用にテープ ドライブのファームウェアをアップロード 
/ 削除する。FC I/O ブレードに接続している FC テープ ドライブで
のみ使用できます。詳細については、224 ページの「テープ ドライ
ブ ファームウェアの自動レベル調整」を参照してください。

• テープ ドライブをリセットする。テープ ドライブをリセットする
と、テープ ドライブがライブラリのドライブ スレッドに入ったまま
の状態でテープ ドライブの電源がを入れ直されます。詳細について
は、414 ページの「ドライブのリセット」を参照してください。
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 I/E ステーションのロックとロック解除

各 制御モジュールと拡張モジュールには、複数の開 / 閉センサーを備え
た I/E ステーション ドアが付いています。I/E  ステーション ドアの奥
にある補助ドアは、 I/E ステーションの開閉を示す冗長インジケータの
役割を果たしています。 I/E ステーションへのアクセスを終了後は、ス
テーションのドアが完全に閉まっているか確認してください。

システム管理者はこの操作で、I/E ステーション スロットとして設定さ
れている  I/E ステーションすべてのドアをロック / ロック解除できま
す。すべての I/E ステーション スロットがストレージとして設定されて
いると、この操作によって 制御モジュールの I/E ステーションのみがア
ンロックされます。

 

I/E ステーションドアをロックする理由は 3 つあります。

• ライブラリは I/E ステーションのドアからカートリッジを インポー
トまたはエクスポートします。ライブラリがテープを特定の I/E ス
テーション スロットからインポートまたはエクスポート しようとし
ている間は、関連した I/E ステーション ドアのみが閉位置でロック
されます。それ以外のすべての I/E ステーション ドアは、アクセス
可能な状態です。 I/E ステーション スロットからメディアが「get ｣さ
れると、そのメディアが目的の場所に移動するまで、関連する I/E 
ステーション ドアはロックされたままになります。これにより、
「プット｣エラーが生じた場合にメディアを I/E ステーション スロッ
トに戻すことができます。

• ユーザーが I/E ステーション ドアのロックを要求しました。

•  I/E ステーションがストレージ スロットとして設定されている場
合、そのドアは常にロックされています。すべての I/E ステーショ
ン スロットをストレージ スロットとして設定すると、I/E ステー

注： ホスト アプリケーションによっては、コマンドを使用して
I/E ステーションのドアをロック / ロック解除します。通常
このコマンドをライブラリが無効にすることはできません。
この場合、ホスト アプリケーションを使用して、 I/E ステー
ションのドアをロック / ロック解除します。ライブラリを
使ってテープ ドライブのロック / ロック解除を行うと、ホス
ト アプリケーションに影響する可能性があります。詳細につ
いては、ホスト アプリケーションの説明書を参照してくださ
い。
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ションのロック / アンロック操作を使用して、制御モジュールの 
I/E ステーションをアンロックできます。I/E ステーションがアン
ロックされると、制御モジュールのメイン アクセス ドアを開けるこ
とができます。その結果、ライブラリの残りの I/E ステーションが
すべてロック解除されて、ライブラリの残りのアクセス ドアすべて
がアクセス可能になります。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアント からは、Operations ( 操作 ) > I/E Station ( ステー

ション ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Lock/Unlock I/E Station (I/E ス
テーションのロック / ロック解除 ) を選択します。

FC I/O ブレードの電源制御

システム管理者はライブラリの個々の FC I/O ブレードの電源をオン /
オフにしたり、電源を入れ直したりできます。FC I/O ブレードの電源
を切ったり、入れ直したりすると、接続しているホストとの通信が一時
的に失われます。画面には通信を失ったことを示す警告メッセージが表
示され、そのまま続行するか問われます。

Setup - Blade Control ( セットアップ - ブレード制御 ) 画面では、選択した 
FC I/O ブレードに対して以下の操作を実行できます。

ウェブ クライアントで：

• On ( オン ) をクリックして FC I/O ブレードの電源を入れる。

• Off ( オフ ) をクリックして FC I/O ブレードの電源を切る。

• Cycle ( サイクル ) をクリックして FC I/O ブレードの電源を入れ直
す。ブレードの電源を入れ直すのに約 3 分間かかります。

操作パネルで、必要なオプションを選択します。

• ブレードの電源を入れ直す

• ブレードに電源を入れる

• ブレードの電源を切る
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正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

ライブラリのシャットダウンと再起動

システム管理者は、 System Shutdown ( システム シャットダウン ) 画面から
ライブラリのシャットダウンと再起動ができます。メンテナンス作業に
よっては、ライブラリのシャットダウンまたは再起動が必要になりま
す。

Shutdown ( シャットダウン ) コマンドは、ライブラリのオペレーティング
システムとファームウェアをシャットダウンします。シャットダウンを
実行すると、ライブラリはホスト アプリケーションから受信したアク
ティブなコマンドをすべて終了し、新しいコマンドを処理しません。す
べてのパーティションをシャットダウンし、ロボットをライブラリのフ
ロアレベルの「出荷時」の位置まで下げます。シャットダウンを終了す
るには、制御モジュール前面の電源ボタンを押します。

ライブラリの電源を完全に切る前に、必ずシャットダウンを実行してく
ださい。ライブラリの電源を完全にオフにするには、各電源装置の電源
スイッチをオフにする必要があります。電源装置の青色 LED がすべて
消えると、ライブラリの電源が完全にオフになります。

ライブラリを再度オンにするには、各電源装置の電源ボタンをオンに
し、前面の電源ボタンをもう一度押してログイン手順に従います。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。



第 8 章  ライブラリの実行    
ライブラリのシャットダウンと再起動

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 204

 

Restart ( 再起動 ) は、ライブラリのオペレーティング システムとファー
ムウェアをシャットダウンして再起動します。再起動によって、ライブ
ラリはホスト アプリケーションから受信したアクティブなコマンドをす
べて終了し、新しいコマンドを処理しません。再起動中、ライブラリは
すべての パーティションをシャットダウンし、その後再起動します。さ
らに、リリブート中にライブラリはカートリッジ、テープ ドライブ、お
よびスロットのインベントリを実行します。制御モジュールの再起動に
は約 5 分、14U および 23U ライブラリ構成の再起動にはそれ以上かかり
ます。

再起動手順の完了後に「Not Initialized ( 初期化されていません )」とい
うメッセージが操作パネルに表示された場合は、ライブラリが正常に初
期化されていません。All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) 画面を確
認して、ライブラリの正常な初期化を妨げている問題を見つけます。
384 ページの「RAS チケットの表示」を参照してください。

 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Operations ( 操作 ) > System Shutdown  
( システム シャットダウン ) を選択します。

• 操作パネルからは、Operations ( 操作 ) > Shutdown ( シャットダウン ) 
を選択します。

注意： 物理的にライブラリの電源を切る前にライブラリをシャット
ダウンしないと、ライブラリの設定データが失われる可能性
があります。

注： 再起動の操作を複数のシステム管理者が同時に行うことはで
きません。画面にはアクセスできますが、別のシステム管理
者が同じ操作を行っている間は、変更を適用できません。
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第 9 章  

9 情報の表示

この章では、ご使用のライブラリに関する情報を見つける方法を説明し
ます。

オペレータ パネルでは、システム情報は About  Scalar i500 ( Scalar i500 
情報 ) 画面に表示されます (Tools ( ツール ) > About Library ( ライブラリ情

報 ))。ウェブ クライアント では、システム情報は Reports ( レポート ) メ
ニューと Tools ( ツール ) メニューから表示できます。

 

本章では、以下について説明します。

• Scalar i500 に関する情報の表示

• システム情報の表示

• ライブラリ設定の表示

• ネットワーク設定の表示

• ログインしているユーザーの表示

• スロット情報の表示

• ライブラリのログの表示、保存、電子メール送信

• FC I/O ブレード情報の表示

• FC I/O ブレード ポート情報の表示

注： 管理者特権のないユーザーは、一部のレポートしか表示でき
ません。ユーザー特権については、46 ページの「ユーザー特
権」 を参照してください。
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Scalar i500 に関する情報の表示

About ( 情報 ) 画面では、ご使用のライブラリの設定を即座に確認できま
す。

ウェブ クライアントから  About ( 情報 ) Scalar i500 レポートを表示でき
ます。このレポートには、このライブラリに関する以下の情報が含まれ
ています。

• Serial Number ( シリアル番号 )

• Firmware Version Number ( ファームウェアのバージョン番号 ) 

操作パネルからは、About ( 情報 ) 画面にライブラリに関する以下の情報
が表示されます。

• Library Name ( ライブラリ名 )

• State ( 状態 )

• Serial number ( シリアル番号 )

• System firmware version number ( システム ファームウェアのバー
ジョン番号 )

• Date and time of last firmware update ( ファームウェアの最終更新日
時 )

• Current date and time ( 現在の日時 )

操作パネル の About ( 情報 ) 画面からは、他の画面に移動して以下の詳細
を確認することもできます。

• ネットワーク (IP アドレス )

• テープ ドライブ

• パーティション 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Reports ( レポート ) > About Scalar i500 
(Scalar i500 情報 ) を選択します。

• オペレータ パネルからは、Tools ( ツール ) > About Library ( ライブラ

リ情報 ) を選択します。
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システム情報の表示

System Information ( システム情報 ) レポートには、ライブラリ設定に関す
る以下の情報が含まれています。

• Date and time ( 日付と時刻 )— 現在の日付、時刻、タイムゾーンの設
定 

• Physical library ( 物理ライブラリ ) — ホスト名、インターネット プロ
トコル (IP) アドレス、シリアル番号、ファームウェアのバージョン、
ボード サポート パッケージ (BSP) レベル、および BSP の最終更新
日、ロボットファームウェアのバージョン。

• Encryption ( 暗号化 ) ( このセクションは、暗号化キー管理がライセン
スされライブラリ上に構成されている場合のみ表示されます ) — 
キー サーバーの種類、暗号化ソフトウェアのバージョン、SSL 接続 
( 有効 / 無効 )、プライマリ ホスト ( プライマリ キー サーバー IP ア
ドレスまたはホスト名 )、プライマリ キー サーバーのシリアル番号、
セカンダリ ホスト ( セカンダリ キー サーバー IP アドレスまたはホ
スト名 )、セカンダリ キー サーバー ポート番号、セカンダリ キー 
サーバーのシリアル番号。

• Library Partitions ( ライブラリのパーティション )— 名前、シリアル番
号、制御パス、状態、暗号化方法、スロット数、メディア数、テー
プ ドライブ数。

• Tape drives ( テープ ドライブ ) — 位置座標、ベンダー名、モデル、種
類、物理シリアル番号 (P-SN)、論理シリアル番号 (L-SN)、ファーム
ウェアのレベル、スレッド ブート バージョン、スレッド アプリ
ケーション バージョン、暗号化方法、およびテープ ドライブの I/O 
ブレード接続状態。

• I/O blades (I/O ブレード ) — ライブラリに FC I/O ブレードがある場
合、この表に位置座標、ワールド ワイド ノード名 (WWN)、ファー
ムウェアのレベル、準備状態が一覧表示されます。

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> System Information ( システム情報 ) を選択します。
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ライブラリ設定の表示

Library Configuration ( ライブラリ設定 ) レポートは、テープ ドライブ、
スロット、パーティション、モジュールなど、ライブラリのさまざまな
リソースの物理的な位置を動的に示します。

各パーティションのスロットは、凡例に示されるそれぞれの独自の色で
表示されます。I/E station スロット、クリーニング スロット、使用でき
ないスロットなどもそれぞれの独自の色で表示されます。スロットの左
上隅に表示される黒の三角印は、そのスロット内にメディアが挿入され
ていることを示します。ただし、赤の三角印が表示される場合は、挿入
されたメディアのバーコート ラベルの読み取り不能を示します。また、
テープ ドライブ内に示される ｢ c ｣ は、そのパーティションの制御パス
であることを示します。

このライブラリ設定レポートはデフォルトで、パーティションに割り当
てられたすべてのライセンス スロットの座標を表示します。あらゆるラ
イブラリ スロットの座標を表示する場合は、Show ALL coordinates ( 全
座標表示 ) をクリックします。インポートしたカートリッジすべてのバー
コードを表示するには、Show Barcode ( バーコード表示 ) をクリックしま
す。

図 16 に、ライブラリ設定レポートの例を示します。
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図 16  ライブラリ設定レポート

レポートを使用して、以下のリソースに関する詳細情報を表示します。
情報を確認したい項目をクリックすると、ライブラリ図の右にあるボッ
クスに情報が表示されます。

• Tape droves ( テープ ドライブ ) — インターフェイスの種類、テープ 
ドライブの種類、準備状態、モード ( オンライン / オフライン )、割
り当てられたパーティション 名、位置座標、メディアのバーコード 
(「No_Label」は判読できないバーコードを指します )、メディアの
種類、要素アドレス、ベンダー、モデル、物理 SN、論理 SN、ワー
ルド ワイド ノード名 (WWNN)、ワールド ワイド ポート名 
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(WWPN)、ループ ID、トポロジ要求、速度要求、実際のトポロジ、
実際の速度、最大速度、アクティブなポート ( ドライブに複数の FC 
ポートがある場合 )、SNW ライセンス ( テープ ドライブが使用して
いるストレージ ネットワーキング機能を使用している場合に、その
種類を表示。第 6 章「ストレージ ネットワーキング」を参照 )、
SCSI ID、SAS アドレス、テープ ドライブ ファームウェアのレベル、
制御パスのステータス、各テープ ドライブの暗号化方式。インター
フェイスの種類によっては、これらすべての情報が表示されるとは
限りません。

 

• Slots ( スロット ) — 種類、割り当てられたパーティション名 ( スト
レージおよびインポート / エクスポート [I/E] ステーション スロッ
トのみ )、場所の座標、 バーコード ( ストレージおよび I/E ステー
ション スロットのみ )、メディアの種類、エレメントのアドレス、
暗号化方法、カウントのゲット、再試行のゲット、カウントのプッ
ト、再試行のプット。スロットがクリーニング スロットの場合は、
クリーニング状態 ( 使用可能 / 期限切れ ) およびクリーニング カウ
ント ( テープ ドライブのクリーニングにカートリッジが使用された
回数 ) も表示されます。スロット データの詳細については、 
212 ページの「スロット情報の表示」を参照してください。

• Partition ( パーティション )— 各パーティションの名前、オンライン 
ステータス、エミュレーションの種類、バーコード ポリシー、パー
ティション内のテープ ドライブの総数、パーティション内のアク
ティブなテープ ドライブ数、メディア総数、マウントされているメ
ディア数、スロット総数、フルのスロット数、I/E ステーション総
数、フルの I/E ステーション数、暗号化方式。

• Modules (Chassis) ( モジュール ( シャーシ )) — 各モジュールの製造元、
モデルの種類、シリアル番号。

レポート ウィンドウのプリンタ アイコンをクリックすると、レポート
を印刷できます。

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> Library Configuration ( ライブラリ設定 ) を選択します。

注： ライブラリ設定レポートには、テープ ドライブによる報
告どおりに、ネイティブ デバイス識別子が一覧表示され
ます。HP テープ ドライブのネイティブ デバイス識別子
は、たとえそれらが Fibre Channel または SAS であって
も、常に SCSI として報告されます。たとえば、HP L TO-
4 Fibre Channel または SAS ドライブを含む場合、それら
は HP LTO-4 SCSI ドライブとしてリストされます。
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ネットワーク設定の表示

Network Settings ( ネットワーク設定 ) レポートには、以下のネットワーク
設定に関する情報が含まれています。

• Network ( ネットワーク )— ホスト名、プライマリ DNS、セカンダリ 
DNS。

• IPv4 Settings (IPv4 設定 )— Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) の有効 / 無効、IP アドレス、ゲートウェイのアドレス、
ネット マスク。

• IPv6 Settings (IPv6 設定 ) (IPv6 が有効になっている場合 ) — DHCP の
有効 / 無効、ステートレスの有効 / 無効、スタティックの有効 / 無
効、ネットワーク プレフィックス、すべての IPv6 アドレス。

• SSL — ライブラリの SSL、ポート、暗号。

• SMI-S — ライブラリのアクセスと状態の有効 / 無効の設定。

• Access ( アクセス ): ライブラリへの SMI-S トラフィック用 SMI-S 
ポート ( ポート 5988) が有効か無効かを示します。この設定は操
作パネル経由で変更できます。Tools ( ツール ) > Security ( セキュ

リティ ) メニュー。デフォルトでは有効に設定されています。

• State ( 状態 ): ライブラリ上で、SMI-S の実行が有効か無効かを示
します。この設定は操作パネルから Tools ( ツール ) > System 
Settings ( システム設定 ) を選択して変更できます。デフォルトで
は無効に設定されています。

• SNMP — アクセスの有効 / 無効、V1 の有効 / 無効、V2 の有効 / 無
効、V3 の有効 / 無効、アルゴリズム、暗号化の有効 / 無効、ポー
ト。

• SNMP-Traps (SNMP トラップ )— IP アドレスとポート。

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> Network Settings ( ネットワーク設定 ) を選択します。
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ログインしているユーザーの表示

User Login ( ユーザ ログイン ) レポートには、ライブラリに現在ログイン
しているユーザーに関する情報が含まれています。このレポートには以
下の情報が含まれます。

• User name ( ユーザー名 )— ログインしているユーザーの名前。

• Role name ( 役割名 ) — ログインしているユーザーの特権レベル ( た
とえば、Admin は管理者特権、User は非管理者で非サービス ユー
ザーの一般ユーザー特権 )。

• Login date and time ( ログイン日時 ) — ユーザーがライブラリにログイ
ンした日時。

• Last activity date and time ( 前回活動日時 ) — ユーザーがライブラリに
前回ログインした日時。

• Login location ( ログイン場所 ) — システムへのアクセスに使用されて
いるシステムの IP アドレスまたはホスト名 

• Management interface ( 管理インタフェース ) — システムのアクセスに
使用されているユーザー インターフェイス ( ウェブ クライアントま
たは操作パネル )。 

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> Logged in Users ( ログイン ユーザー ) を選択します。

スロット情報の表示

All Slots ( すべてのスロット ) レポートには、現在パーティションに割り当
てられているスロットと、I/E スロットすべての情報が含まれています。
1 ページに最大 20 の応答が表示されます。画面の左下にあるページ矢印
を使用すると、ページ間をスクロールできます。このレポートには、各
スロットに関する以下の情報が含まれています。

• Slot type ( スロットの種類 ) — ドライブ、I/E ステーション、クリー
ニング、ストレージ スロット。
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• Barcode ( バーコード ) — スロットに挿入されているカートリッジの
バーコード番号 ( バーコード番号がない場合、スロットは空です )。

• Partition ( パーティション ) — スロットが属するパーティション。

• Location ( 場所 ) — スロットの位置座標。

• Element Address ( 要素のアドレス )— スロットの要素のアドレス。

• Encryption ( 暗号化 ) — スロットに入っているメディアの暗号化状
態。ライブラリが暗号化の状態を検出するためには、ライブラリの
暗号化対応テープ ドライブにテープを入れる必要があります。暗号
化対応テープ ドライブはテープの暗号化状態を読み取って記録し、
「Encrypted ( 暗号化 ) ｣または「Not Encrypted ( 暗号化なし ) ｣と表示
します。テープ ドライブがライブラリの暗号化対応テープ ドライブ
に入っていなかった場合やスロットが空の場合は、暗号化状態が
「Unknown ( 不明 ) ｣と表示されます。

• Get Count ( 取り出し回数 ) — ピッカーがスロットからテープを正常に
取り出した回数。

• Get Retries ( 取り出し再試行回数 ) — ピッカーがスロットからテープを
取り出すために回復処理を実行しなければならなかった回数。

• Put Count ( 挿入回数 ) — ピッカーがスロットにテープを正常に挿入し
た回数。

• Put Retries (挿入再試行回数 ) — ピッカーがスロットにテープを挿入す
るために回復処理を実行しなければならなかった回数。

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> All Slots ( すべてのスロット ) を選択します。

注： 「get ( 取り出し )」および「put ( 挿入 )」回数と再試行回
数は、ライブラリの使用開始時から現在まで数えられま
す。LCB コンパクト フラッシュ カードを交換した場合
は、カウントがゼロから再開します。
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ライブラリのログの表示、保存、電子メール送信

ライブラリが収集したログ ファイル内の特定の情報は、画面に表示した
り、コンピュータに保存したり、電子メールで受信者に送信したりでき
ます。ライブラリで利用できるログは以下のとおりです。

• Installation Verification Test Summary Log ( インストール検証テスト概要

ログ ) — このログは、インストール検証テスト (IVT) を実行するたび
に保存されます。このログには、最新のテスト実行の情報のみが保
存されます。テストを再実行すると、新しい情報が前の情報を上書
きします。このオプションは略式のログを提供します。詳細につい
ては、408 ページの「設置検証テストの使用」を参照してください。

• Installation Verification Test Detailed Log ( インストール検証テスト詳細

ログ )— このログはインストール検証テスト (IVT) を実行するたびに
保存されます。このログには、最新のテスト実行の情報のみが保存
されます。テストを再実行すると、新しい情報が前の情報を上書き
します。このオプションは詳細なログを提供します。詳細について
は、408 ページの「設置検証テストの使用」を参照してください。   

• Command History Log ( コマンド履歴ログ ) — FC I/O ブレード搭載時
のみ使用できます。このレポートを選択すると、レポートを実行す
る FC I/O ブレードとデバイスを選択します。Blade ( ブレード ) メ
ニューには、ライブラリに搭載されているすべての FC I/O ブレー
ド ( 複数ある場合 ) が一覧になります。Devices ( デバイス ) メニュー
には、選択した FC I/O ブレードに関連付けられているデバイスが
一覧になります。レポートには、選択したデバイスから、選択した
ブレードへのコマンドがすべて表示されます。ログ ファイルが最大
サイズに達したら、新しい情報が最も古い情報を置き換えます。  

• Cleaning Log (クリーニング ログ ) — ファームウェア バージョン 520G 
がインストールされてからライブラリに実行されたクリーニングが
すべて表示されます。ログ ファイルが最大サイズに達すると、新し
い情報が追加されるときに一番古い情報が置き換えられます。カン
マ区切り値 (csv) ファイルで以下の情報を提供します。

日時 ( 日付と時刻 )、バーコード ( クリーニング カートリッジのバー
コード )、テープ ( クリーニング カートリッジの位置座標 )、ドライ
ブ ( クリーニングされたテープ ドライブの場所を示す位置座標 )、
状態 ( 合格 / 不合格 )、戻りコード ( サービス使用のみ )、クリーニ
ングの種類 ( 手動、自動、MoveMedium)、期限切れ ( テープの有効
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期限が切れている場合や、クリーニングに誤ってデータ テープが使
用された場合は「無効」、適用外の場合は「- ｣ )、使用回数 ( クリー
ニングが完了しなかった場合は「N/A ｣ )、予約。

• Slot Position Log ( スロット位置ログ ) — ライブラリ内の全スロットに
ついて最新情報が表示されます。カンマ区切り値 (csv) ファイルで各
スロットの以下の情報を提供します。

日付と時刻、スロットの種類 ( ピッカー、ドライブ、ストレージ、
IE)、物体の有無 (Y, N)、  位置座標、X 位置、Y 位置、角度位置、
X キャリブレーション オフセット、Y キャリブレーション オフセッ
ト。

• RAS Tickets Log (RAS チケット ログ )— ライブラリの RAS チケットを
すべて記録します。ログ ファイルが最大サイズに達したら、新しい
情報が最も古い情報を置き換えます。

• Media Security Log ( メディア セキュリティ ログ ) — ライブから完全に
取り除かれたメディアが一覧表示されます。詳細報告ライセンスが
ライブラリにインストールされている場合のみ、このログを使用で
き (85 ページの「ライセンス キーの取得とインストール」参照 )、
ライブラリによるこのログ ファイル用データの収集を有効にできま
す。このログおよび、ライブラリによるログ用データの収集を有効
にする方法の詳細については、137 ページの「メディア セキュリ
ティ ログの設定と表示」 を参照してください。

• Media Usage Log ( メディア使用状況ログ )— メディアに書き込まれた
または、メディアから読み出されたデータに関する情報とソフトお
よびハードの読み書きエラーに関する統計が一覧表示されます。詳
細報告ライセンスがライブラリにインストールされている場合のみ、
このログを使用できます (85 ページの「ライセンス キーの取得とイ
ンストール」 参照 )。このログに表示される情報の詳細については、
138 ページの「メディア使用状況ログの表示」 を参照してください。

• SKM Encryption Key Import Warning Log (SKM 暗号化キー インポート警

告ログ ) — 直近のインポート操作で失敗したキーを一覧表示します。
Scalar キー マネージャ (SKM) 実行中にのみ、このログが使用できま
す。このログの詳細については、172 ページの「SKM 暗号鍵イン
ポートの警告ログの使用」を参照してください。

ウェブ クライアントからレポートを開くには、Reports ( レポート )  
> Log Viewer ( ログの表示 ) を選択します。
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FC I/O ブレード情報の表示

管理者は、ライブラリに搭載されているすべての FC I/O ブレードについ
て情報を表示できます。Tools - Blade Information ( ツール - ブレード情報 ) 
画面には、以下の FC I/O ブレード情報が一覧になります。

• Location ( 場所 )— ブレードのライブラリ位置座標：[ モジュール , ブ
レード番号 ]、ブレード番号はモジュール内の最上段のブレードが 
1、モジュール内の最下段のブレードが 2 です。

• Firmware Version ( ファームウェア バージョン )— ブレードのファーム
ウェア バージョン ( ライブラリ ファームウェアの一部 ) 

• Serial Number ( シリアル番号 )— ブレードのシリアル番号。

• WWNN— ブレードのワールド ワイド ノード名。

• CCL— コマンド制御 LUN。

• Status/State ( 状態 )— ブレードの状態：Ready ( 準備完了 )、Not 
Ready ( 準備中 )、Auto Level Failed ( オート レベル失敗 )、Auto 
Leveling Booting ( オート レベル起動 )、Unknown ( 不明 ) のいずれ
かが表示されます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアント からは、Tools ( ツール ) > I/O Blade Info (I/O ブ
レード情報 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Blade Info ( ブレード情報 ) を選択
します。

FC I/O ブレード ポート情報の表示

管理者は、ライブラリに搭載されているすべての FC I/O ブレードにつ
いて情報を表示できます。Tools - Blade Port Information ( ツール - ブレー

ド ポート情報 ) 画面には、各 FC I/O ブレードについて以下のポート情報
が一覧表示されます。

• Port number ( ポート番号 )— ポート番号：1 ～ 6。
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• WWPN — ポートのワールド ワイド ポート名。

• Status ( 状態 ) — ブレードの状態：Config wait ( 構成待ち )、Loop 
init ( ループ初期化 )、Login ( ログイン )、Ready ( 準備完了 )、Lost 
Sync ( 同期喪失 )、Error ( エラー )、Re-Init ( 再初期化 )、Non part  
( パーティションなし )、Failed ( 失敗 )。

• Actual Speed ( 実際の速度 )— ポートの交渉速度：1 Gb/s、2 Gb/s、
4 Gb/s のいずれか。ポートの準備ができていない場合は、「N/A  
( 適用外 ) ｣と表示されます。

• Actual Loop ID ( 実際のループ ID)— ポートの交渉ループ ID：0 ～ 125。
ウェブ クライアントで、ポートの接続タイプがポイント ツー ポイ
ントの場合や、ポートの準備ができていない場合は、「N/A ( 適用外
) ｣と表示されます。操作パネルで、ポートの準備ができていない場
合は、「N/A ( 適用外 ) ｣と表示されます。  

• Requested Speed ( 要求速度 ) — ポートの要求速度：Auto ( 自動 )、1 
GB/s、2 GB/s、4 GB/s または 8 GB/s のいずれか ( ウェブ クライア
ントのみ )。

• Requested Loop ID ( 要求ループ ID) — ポートの要求ループ ID で、
Auto ( 自動 ) または 0 ～ 125 を選択します ( ウェブ クライアントの
み )。

• Framesize ( フレームサイズ ) — ポートのフレームサイズ設定：528、
1024、2048 のいずれか。

• Mode ( モード ) — ポートのモード：Public ( パブリック ) または 
Private ( プライベート )。

• Role ( 役割 ) — ポートの役割：Target  ( ターゲット ) ( ポート 1 ～ 2) 
または Initiator ( イニシエータ ) ( ポート 3 ～ 6)。

• Connection ( 接続 ) — ポートの接続タイプ：Loop ( ループ )、Point 
to Point ( ポイント ツー ポイント )、または Loop Preferred ( ループ
優先 )。

FC I/O ブレードのポート設定については、106 ページの「FC I/O ブ
レード ポートの設定」を参照してください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアント からは、Tools ( ツール ) > I/O Blade Port Info  
(I/O ブレード ポート情報 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Blade Info ( ブレード情報 )  
> Port Info ( ポート情報 ) を選択します。
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第 10 章  

10ライブラリとテープ ドライブの 

ファームウェアの更新

ライブラリでアップグレードできるファームウェアには、ライブラリ 
ファームウェア ( ドライブ スレッド ファームウェアも含む ) とテープ ド
ライブ ファームウェアの 2 種類があります。 ライブラリやテープ ドライ
ブのファームウェアのアップグレードを Quantum サポートから推奨さ
れる場合があります。最新のファームウェア バージョンおよびパッチに
ついて、Quantum Service & Support ウェブ サイト 
www.quantum.com/support を定期的に監視することができます。 ただ
し、ファームウェアを入手するには、Quantum サポートへのご連絡が
必要です。 ファームウェアをロードする前に、ライブラリおよびテープ 
ドライブとの互換性を確認してください。

この章では以下について説明します。

• ライブラリ ファームウェアのアップグレード

• テープ ドライブ ファームウェアの更新

• テープ ドライブ ファームウェアの自動レベル調整

ライブラリ ファームウェアのアップグレード

ライブラリ ファームウェアのアップグレード操作では、ウェブ クライ
アントを使用してライブラリ ファームウェアをアップグレードできま
す。 ライブラリ ファームウェアのアップグレードには、大規模構成の場
合、最長で 1 時間ほどかかることがあります。

www.quantum.com/support
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最新ライブラリ ファームウェアのリストは、Quantum Service & 
Support ウェブ サイト www.quantum.com/support にあります。 最新
ファームウェアの入手については、Quantum サポートにお問い合わせ
ください。 ファームウェア ファイルをご使用コンピュータのハード ディ
スクにダウンロードします。 ライブラリ ファームウェアには、テープ ド
ライブ ファームウェア、ファームウェア アップグレードの説明書、リ
リース ノートが添付されています。 添付のリリース ノートまたは 
Quantum サポートで、適正なバージョンのファームウェアでライブラ
リをアップグレードしていることを確認してください。 テクニカル サ
ポートについては、8 ページの「詳細情報とヘルプ」 を参照してくださ
い。

ライブラリ ファームウェアの 200G.GSxxx および 210G.GSxxx (SP1) バー
ジョンは、最大 14U までのライブラリ構成に対応しています。 ライブラ
リ ファームウェア 300G.GSxxx (I1) は、最大 23U までのライブラリ構成
に対応しています。 ライブラリ ファームウェア バージョン 320G.GSxxx 
(SP3) 以降は、最大 41U までのライブラリ構成に対応しています。 必ず、
ライブラリのサイズに応じたファームウェア バージョンを実行してくだ
さい。 ライブラリの規模に関係なく、ファームウェアの最新バージョン
を使用することが推奨されます。

アップグレードに失敗した場合に備えて、ライブラリ ファームウェアを
アップグレードする前に現在のライブラリ構成を保存しておくことをお
勧めします。 ファームウェアのアップグレードが完了したら、ライブラ
リ構成を再保存してください。 詳細については、390 ページの「ライブ
ラリ設定の保存とリストア」 を参照してください。

ライブラリのファームウェアのアップグレードなど、システムに大幅な
変更を加える前に、現在のログ情報のスナップショットを撮っておくと
便利です。 このスナップショット ファイルは、テクニカル サポートでラ
イブラリのトラブルシューティングを行う際に役立つことがあります。 
詳細については、387 ページの「ライブラリ情報スナップショットの取
り込み」 を参照してください。

www.quantum.com/support
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注意： 現在、ライブラリ ファームウェアのバージョン 
320G.GS004 または 400G.GS006 を使用している場合は、
ファームウェアをアップグレードする前に、まずライブ
ラリ サービス ユーティリティをインストールして実行す
る必要があります。 ライブラリ サービス ユーティリティ
を最初に実行しないと、ファームウェアのアップグレー
ドが正常に完了しない可能性があります。 ライブラリ 
サービス ユーティリティとインストール手順は、ファー
ムウェア ダウンロード ファイルが格納されている .zip 
ファイルに入っています。 
 

バージョン 320G.GS004 より前のライブラリ ファーム
ウェアを現在実行している場合は、バージョン 
320G.GS004 または 400G.GS006 にアップグレードせずに、
最新バージョンにアップグレードしてください。 最新バー
ジョンでは、ライブラリ サービス ユーティリティを実行
する必要はありません。

注： あるメジャー ファームウェア バージョンから、それより前の
メジャー バージョンにダウングレードすると、ライブラリの
設定が出荷時設定にリセットされます。 他の設定項目につい
ては、前のバージョンのライブラリ ファームウェアのインス
トール時に保存した設定ファイルを使用して復元できます。
また、ライブラリを再設定することも可能です。 詳細につい
ては、390 ページの「ライブラリ設定の保存とリストア」 を参
照してください。

注： バージョン 400G 以降のファームウェアを使用している場合、
ダウングレードには次の制限が適用されます。 
• ライブラリが Quantum ブランドの場合、バージョン 400G 

以降にダウングレードできます (Quantum ブランド ファー
ムウェアの下位バージョンはありません )。 

• ライブラリが ADIC ブランドで FC I/O ブレードを搭載し
ている場合は、バージョン 400G 以降にダウングレードで
きます。 ファームウェア バージョン 320G 以前は、FC I/O 
ブレードをサポートしていません。 ライブラリに FC I/O ブ
レードが搭載されていない場合は、ファームウェアの下位
バージョンにダウングレードできます。
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ライブラリ ファームウェアの詳しいアップデート手順については、
Quantum サポート ウェブサイトからダウンロードするライブラリ 
ファームウェア アップデート パッケージに含まれています。 ライブラリ
のオンライン ヘルプにも詳しい操作手順が表示されます。 オンライン ヘ
ルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライアントまたはオペ
レータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

操作パネルからは、ライブラリ ファームウェアをアップグレードできま
せん。 正しい画面を開くには、以下の操作を行います。 

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Update Library Firmware  
( ライブラリ ファームウェアのアップデート ) を選択します。

テープ ドライブ ファームウェアの更新

ウェブ クライアントを使用して、ライブラリ内の 1 つまたは複数のテー
プ ドライブを、Quantum サポート ウェブサイトからダウンロードした
イメージ ファイルでアップグレードできます。

注： 2008 年 10 月 15 日以降にライブラリを購入した場合、ライブ
ラリ ファームウェアをバージョン 520G 以前にダウングレー
ドできません。 

注： この操作は、複数の管理者が同時に行うことはできません。 
画面にはアクセスできますが、別のシステム管理者が同じ操
作を行っている間は、変更を適用できません。

注： ファームウェアのアップグレードが完了すると、ライブラリ
が自動的に再起動します。 ライブラリにログインする前に、
ウェブ ブラウザのキャッシュをクリアしてください。 キャッ
シュをクリアする方法については、ウェブブラウザの説明書
を参照してください。
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イメージ ファイルを使用
したテープ ドライブ 
ファームウェアのアップグ
レード 10

ウェブ クライアントでは、ファームウェアのイメージ ファイルを使用
してテープ ドライブ ファームウェアをアップグレードできます。 イメー
ジ ファイルを使用したテープ ドライブ ファームウェアの更新は、テー
プ ドライブ 1 台につき 最大 90 分かかります。

テープ ドライブ ファームウェアは、Quantum Service & Support ウェブ
サイト http://www.quantum.com/support から入手できます。 該当す
るファームウェア バージョンを選択し、ファイルをコンピュータのハー
ド ディスクにダウンロードします。 テープ ドライブ ファームウェアに
は、ライブラリ ファームウェア、ファームウェア アップグレードの説
明書、リリース ノートが添付されています。 添付のリリース ノートまた
は Quantum テクニカル サポートで、適正なバージョンのファームウェ
アでテープ ドライブをアップグレードしていることを確認してくださ
い。

以下は、イメージ ファイルを使用してテープ ドライブ ファームウェア
をアップグレードする方法の詳細です。

• ライブラリでは、一度に複数のテープ ドライブのファームウェアを
アップグレードできます。 インタフェースの種類が同じテープ ドラ
イブのファームウェアを同時にアップグレードすると、すべてのド
ライブのファームウェア レベルを統一できます。 ライブラリに、異
なるレベルのドライブ ファームウェアが存在しないようにしてくだ
さい。 

• テープ ドライブ インタフェースの種類によって、必要なファーム
ウェアが異なります。 イメージ ファイルには、SCSI、FC、SAS ドラ
イブの種類に対応した適切な SCSI、FC、シリアル接続 SCSI (SAS) 
ファームウェア イメージが含まれていなければなりません。 

• テープ ドライブおよび関連パーティションは、操作中に自動的にオ
フラインに切り換わり、操作が完了するとオンラインに戻ります。 
テープ ドライブとパーティションをオフラインに切り換える際に
は、確認が要求されます。

ライブラリ ファームウェアの詳しいアップデート手順は、Quantum の
サービスとサポート ウェブサイトからダウンロードするファームウェア 
アップグレード パッケージに含まれています。 ライブラリのオンライン 
ヘルプにも詳しい操作手順が表示されます。 オンライン ヘルプ システム
にアクセスするには、ウェブ クライアントまたは操作パネルのユーザー 
インタフェース右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックします。

http://www.quantum.com/support
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操作パネルからは、イメージ ファイルでテープ ドライブ ファームウェ
アを更新できません。 正しい画面を表示するには、次の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライ

ブ操作 ) を選択します。 

IBM LTO-4 テープ ドライ
ブ ファームウェアのダウ
ンロード 10

IBM LTO-4 ドライブ ブリック ファームウェア PGA3 (82FB) 以降には、
FIPS 準拠でない以前のバージョン [ たとえば PGA1 (77BE)] にこの
ファームウェアをダウンロードすることを防ぐ特別なセキュリティ制限
があります。 

LTO-4 テープ ドライブ ファームウェアをレベル 82FB 以降からレベル 
77BE 以前にダウングレードする必要がある場合は、Quantum テクニカ
ル サポートにお問い合わせください。

注意： テープ ドライブのファームウェアをアップグレードする
前に、テープ ドライブにカートリッジがロードされてい
ないことを確認してください。 アップグレード プロセス
中にカートリッジがテープ ドライブにロードされていた
場合、カートリッジの収納スロットの場所が認識されず、
ライブラリとホスト アプリケーションのインベントリで
問題が生じます。

注意： アップグレード中はライブラリの電源を切らないでくだ
さい。 アップグレード プロセス中にライブラリの電源を
切ると、ライブラリに問題が生じる可能性があります。

注： この操作は、複数の管理者が同時に行うことはできませ
ん。 必要な画面にはアクセスできますが、他の管理者が同
じ操作を実行している間、変更を適用できません。
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テープ ドライブ ファームウェアの自動レベル調整

FC I/O ブレードが搭載されている場合は、自動レベル調整機能を使用
して、I/O ブレードに接続しているすべての FC テープ ドライブを自動
的にアップグレードできます。 この方法では、同じ種類の FC テープ ド
ライブ ( たとえば LTO-3 など ) をすべて同じファームウェア レベルに保
つことができます。 テープ ドライブ ファームウェアは、テープ ドライブ
のリセット時 ( ライブラリの電源入れ直しや再起動 ) や、テープ ドライ
ブ着脱時にチェックされます。 ファームウェアが一致しないと、テープ 
ドライブのファームウェアは自動的にレベル調整されます。

自動レベル調整機能を使用するには、FC テープ ドライブが FC I/O ブ
レードに接続されている必要があります。 ライブラリは、FC ホストまた
はスイッチに直接接続している FC テープ ドライブの自動レベル調整に
は対応していません。 また、ライブラリは SCSI または SAS テープ ドラ
イブの自動レベル調整にも対応していません。

自動レベル調整を有効にするには、ファームウェア イメージ ファイル
をライブラリにアップロードします。 ライブラリに複数のバージョンの 
FC テープ ドライブが搭載されている場合 ( たとえば LTO-2、LTO-3、
LTO-4 など ) は、各バージョン専用のファームウェア イメージ ファイル
をアップロードする必要があります。 テープ ドライブ ファームウェアの
自動レベル調整が不要になれば、ファームウェア イメージ ファイルを
削除することもできます。 

自動レベル調整に使用する
テープ ドライブ ファーム
ウェアのアップロード 10

テープ ドライブ ファームウェアをアップロードする前に、公開されて
いるリリース ノートや Quantum  テクニカル サポートを利用して、適
切なバージョンのファームウェアをアップロードしていることを確認し
てください。 テクニカル サポートについては、8 ページの「詳細情報と
ヘルプ」 を参照してください。

自動レベル調整を有効にするには、テープ ドライブ ファームウェア イ
メージ ファイルにアクセスする必要があります。 テープ ドライブの
ファームウェアは  Quantum のサービスとサポート ウェブサイト  から
入手できます。 該当するファームウェア バージョンを選択し、ファイル
をコンピュータのハード ディスクにダウンロードします。 

新バージョンをアップロードする前に、ファームウェアの旧バージョン
を削除する必要はありません。 新バージョンのファームウェアが旧バー
ジョンに上書きされます。
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詳しい操作手順は、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してください。 
オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライアントま
たは操作パネルのユーザー インタフェース右上にある Help ( ヘルプ ) アイ
コンをクリックします。

操作パネルからは、テープ ドライブ ファームウェアをアップロードで
きません。 正しい画面を表示するには、次の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライ

ブ操作 ) を選択します。

自動レベル調整に使用する
テープ ドライブ ファーム
ウェアの削除 10

テープ ドライブ ファームウェアの自動レベル調整が不要になれば、ラ
イブラリのファームウェア イメージ ファイルを削除できます。 また、ラ
イブラリにテープ ドライブの特定バージョンがなくなった場合にも、
ファームウェア イメージ ファイルを削除できます。 たとえば、すべての 
LTO-3 テープ ドライブを LTO-4 テープ ドライブに交換すると、LTO-3 
ファームウェアは不要になります。

詳しい操作手順は、ライブラリのオンライン ヘルプを参照してください。 
オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ クライアントま
たは操作パネルのユーザー インタフェース右上にある Help ( ヘルプ ) アイ
コンをクリックします。

操作パネルからは、テープ ドライブ ファームウェアをアップロードで
きません。 正しい画面を表示するには、次の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライ

ブ操作 ) を選択します。 
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第 11 章  

11 取り付け、取り外し、交換

この章では、ライブラリ内のハードウェアの取り付け、取り外し、交換
について説明します。ライブラリのコンポーネントを取り付け、取り外
し、交換する際に、ライブラリ全体の電源をオフにしなければならない
場合があります。ただし、テープ ドライブの交換のように、ライブラリ
の電源を切らずに保守できるコンポーネントも一部あります。また、特
定のパーティションだけをオフラインにしたり、ライブラリのステータ
スに影響を与えずに済む場合もあります。

     

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。

警告： ラックにモジュールが 1 つでも入っている場合は、ラックを
移動しないでください。
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この章では以下について説明します。

• ライブラリのオンライン / オフライン

• ライブラリのケーブル接続

• ケーブル管理のガイドライン

• スタンドアロン型 5U 制御モジュールの取り付け

• 新しいマルチモジュール ライブラリ構成の設置

• 既存のライブラリに拡張モジュールを追加する方法

• モジュールの取り外しまたは交換準備

• 既存のライブラリから拡張モジュールを永久的に取り外す方法

• 制御モジュールの交換

• 拡張モジュールの交換

• ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フラッシュ カード
の取り出しと交換

• 電源装置の追加、取り外し、交換

• ライブラリをラックに取り付ける方法

• テープ ドライブの追加、取り外し、交換

• FC I/O ファン ブレードの追加、取り外し、交換

• ライブラリの移動や配送の準備

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カート
リッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モジュール
は、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電源装置を除い
て 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしないよう
に少なくとも 2 人が必要です。
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ライブラリのオンライン / オフライン

オンライン ライブラリにより、ホスト アプリケーションはライブラリ
操作を完全に制御することができます。ライブラリをオフラインにする
と、ライブラリ制御がユーザー インターフェイスに切り替わり、ホスト 
アプリケーションのコマンド要求が制限されます。

ライブラリのオンライン 11 ライブラリ全体をオンラインにすると、そのパーティションすべてもオ
ンラインになります。

1 ライブラリのオペレータ パネルで Operations ( 操作 ) > Change 
Partition Mode ( パーティション モードの変更 ) を選択するか、ウェブ 
クライアント で Operations ( 操作 ) > Partitions ( パーティション )   
> Change Mode ( モードの変更 ) を選択します。

2 オンラインにするパーティションごとに Online ( オンライン ) をク
リックします。

3 Apply （適用） をクリックします。

ライブラリのオフライン 11 ライブラリ全体をオフラインにすると、そのパーティションすべてもオ
フラインになります。

1 ライブラリのオペレータ パネルで Operations ( 操作 ) > Change 
Partition Mode ( パーティション モードの変更 ) を選択するか、ウェブ 
クライアント で Operations ( 操作 ) > Partitions ( パーティション )  
 > Change Mode ( モードの変更 ) を選択します。

2 オフラインにするパーティションごとに Offline ( オフライン ) をク
リックします。

3 Apply （適用） をクリックします。
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ライブラリのケーブル接続

ドライブの種類に適した次の手順でケーブルを接続します。

• 229 ページの「LTO-5 テープ ドライブの手順」

• 231 ページの「ライブラリの SCSI ケーブルとホストとの接続」

• 235 ページの「ライブラリ FC ケーブルとホストの直接接続」

• 239 ページの「ライブラリ FC ケーブルと FC I/O ブレードとの接
続」

• 246 ページの「推奨される FC I/O ブレードのライブラリ ケーブル
接続」

• 248 ページの「ライブラリ SAS ケーブルをホストに直接接続する」

LTO-5 テープ ドライブの
手順 11

現在、LTO-5 テープ ドライブでの次に示す機能の使用を、ライブラリは
サポートしません。

• イーサネット ポート

• デュアルポート テープ ドライブのポート 2

詳細については、図 17、図 18、および図 19 を参照してください。

 

注意： LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブは、最大速度 8 GB/s ま
で設定できます。8 GB/s の設定では、FC I/O ブレードにでは
なく直接ホストに接続する必要があります。これは、FC I/O 
ブレードが 4 GB/s の速度に制限されているためです。した
がって、LTO-5 Fibre Channel テープ ドライブを FC I/O ブ
レードに接続する場合は、テープ ドライブの速度を 4 GB/s 以
下に設定する必要があります (80 ページの「テープ ドライブ 
パラメータの設定」参照 )。
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図 17  HP LTO-5 デュアル ポート  
Fibre Channel テープ ドライブ

図 18  HP LTO-5 シングル ポー
ト SAS テープ ドライブ

1 イーサネット ポート - このポート不
使用

2 Fibre Channel ポート 1 - このポート
使用

3 Fibre Channel ポート 2 - このポート
不使用

1 イーサネット ポート - このポート不
使用

2 SAS ポート - このポート使用
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図 19  IBM LTO-5 シングル 
ポート Fibre Channel テープ ド
ライブ

       

ライブラリの SCSI ケーブ
ルとホストとの接続 11

SCSI テープ ドライブがあるライブラリを設置する場合は、この手順に
加えて図 20 と図 21 を使用します。

         

1 イーサネット ポート - このポート不使用

2 Fibre Channel ポート - このポート使用

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該当
する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電源
接続器、またはその両方を使用して供給する必要があります。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。
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図 20  スタンドアロン型 5U 制
御モジュールの SCSI ケーブル

1 顧客ネットワークへのイーサネット ケーブル

2 GB イーサネット ポート

3 SCSI ターミネータ

4 電源装置

5 背面の電源スイッチ

6 ホストへの SCSI ケーブル

7 ライブラリ制御ブレード

8 モジュール ターミネータ
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図 21  マルチ モジュールの 
SCSI ケーブル接続

 

1 モジュール間ケーブル

2 ライブラリ制御ブレード

3 GB イーサネット ポート

4 SCSI ターミネータ

5 電源装置

6 背面の電源スイッチ

7 電源コード

8 ホストへの SCSI ケーブル

9 モジュール ターミネータ

10 顧客ネットワークへのイーサネット 
ケーブル
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1 ライブラリが 14U 以上の場合は、ラックに取り付けます。手順は、
341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参照して
ください。この中には、テープ ドライブの取り外しと交換の手順が
含まれています。

2 テープ ドライブに SCSI ケーブルを接続します。

a SCSI テープ ドライブを適切な SCSI ターミネータで終端処理し
ます。

b SCSI テープ ドライブをホストに接続します。

3 モジュール ターミネータを接続します。

 

a モジュール ターミネータを使用して、ライブラリ スタックの最
上段と最下段のモジュールを終端処理します。一番上のモ
ジュールの上のターミネータ コネクタに 1 つ、さらに、一番下
のモジュールの下のターミネータ コネクタに 1 つ、モジュール 
ターミネータを取り付けます。 
 

ライブラリが 1 つのモジュールで構成されている場合は、モ
ジュールの上と下のモジュール ターミネータ コネクタにモ
ジュール ターミネータを取り付けます。

b 拡張モジュールを制御モジュールに追加する必要がある場合は、
拡張モジュールに最も近い制御モジュールのターミネータ接続
からモジュール ターミネータを取り外します。

c 制御モジュールから最も遠い拡張モジュールのターミネータ接
続で、モジュール ターミネータを交換します。

4 モジュール間ケーブルを制御モジュールから拡張モジュールへと接
続します。

5 ウェブ クライアントからライブラリへリモート アクセスする場合の
ために、イーサネット ケーブルをライブラリ制御ブレード (LCB) の
ギガビット (GB) イーサネット ポートに接続します。

6 電源ケーブルをライブラリ背面の電源装置のソケットに差し込みま
す。

注意： モジュール ターミネータは、SCSI ターミネータとは異な
ります。モジュール ターミネータの代わりに SCSI ター
ミネータを使用すると、ライブラリが損傷します。
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制御モジュールの電源装置には常に電源コードを接続した状態にし
てください。冗長電源が使用されている場合は、追加の電源コンセ
ントのそれぞれに電源コードを接続します。

7 ライブラリの電源を入れます。

a 各電源装置の背部にある電源スイッチをオンにします。

b 前面の電源ボタンを押してオンにします。

c ホスト システムの電源を入れます。

8 バス上の全デバイスとの通信を確認します。

9 操作パネルのコマンドを使用してライブラリを設定します。設定に
ついては、48 ページの「ライブラリの設定」 を参照してください。

ライブラリ FC ケーブルと
ホストの直接接続 11

ホストに直接接続している FC テープ ドライブを搭載したライブラリを
設置する場合は、この手順に加えて図 22 と図 23 を使用します。
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図 22  スタンドアロン制御モ
ジュールの Fibre Channel ケー
ブル接続

 

1 顧客ネットワークへのイーサネット 
ケーブル

2 GB イーサネット ポート

3 電源装置

4 背面の電源スイッチ

5 電源コード

6 ホストへのファイバ ケーブル

7 ライブラリ制御ブレード (LCB)

8 モジュール ターミネータ
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図 23  マルチ モジュールの
ファイバ チャネル ケーブル接
続

     

1 ネットワークへのイーサネット ケー
ブル

2 GB イーサネット ポート

3 電源装置

4 背面の電源スイッチ

5 電源コード

6 ホストへのファイバ ケーブル

7 モジュール ターミネータ

8 ライブラリ制御ブレード (LCB)

9 モジュール間ケーブル
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1 ライブラリが 14U 以上の場合は、ラックに取り付けます。

手順は、341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を
参照してください。この中には、テープ ドライブの取り外しと交換
の手順が含まれています。

2 ファイバ ケーブルをテープ ドライブに接続します。

a ファイバ ケーブルの一方の端を、各テープ ドライブのファイバ 
ポートに接続します。

b ケーブルのもう一方の端をホストまたはスイッチに接続します。

 

3 モジュール ターミネータを接続します。

 

a モジュール ターミネータを使用して、ライブラリ スタックの最
上段と最下段のモジュールを終端処理します。一番上のモ
ジュールの上のターミネータ コネクタに 1 つ、さらに、一番下
のモジュールの下のターミネータ コネクタに 1 つ、モジュール 
ターミネータを取り付けます。

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。

注： ラックの最も使いやすい位置に操作パネルが来るように注意
します。

注： ファイバ ケーブルは、テープ ドライブから、ホストではなく
スイッチに接続できます。

注意： モジュール ターミネータは、SCSI ターミネータとは異な
ります。モジュール ターミネータの代わりに SCSI ター
ミネータを使用すると、ライブラリが損傷します。
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ライブラリが 1 つのモジュールで構成されている場合は、モ
ジュールの上と下のモジュール ターミネータ コネクタにモ
ジュール ターミネータを取り付けます。

b 拡張モジュールを制御モジュールに追加する必要がある場合は、
拡張モジュールに最も近い制御モジュールのターミネータ接続
からモジュール ターミネータを取り外します。

c 制御モジュールから最も遠い拡張モジュールのターミネータ接
続で、モジュール ターミネータを交換します。

4 モジュール間ケーブルを制御モジュールから拡張モジュールへと接
続します。

5 ウェブ クライアントを介したライブラリへのリモート アクセス用
に、イーサネット ケーブルをライブラリ制御ブレード (LCB) のギガ
ビット (GB) イーサネット ポートに接続します。

6 電源ケーブルをライブラリ背面の電源装置のソケットに差し込みま
す。

制御モジュールの電源装置には常に電源コードを接続した状態にし
てください。冗長電源が使用されている場合は、追加の電源コンセ
ントのそれぞれに電源コードを接続します。

7 ライブラリの電源を入れます。

a 各電源装置の背部にある電源スイッチをオンにします。

b 前面の電源スイッチをオンにします。

c ホスト システムの電源を入れます。

8 バス上の全デバイスとの通信を確認します。

操作パネルのコマンドを使用してライブラリを設定します。設定につい
ては、48 ページの「ライブラリの設定」 を参照してください。

ライブラリ FC ケーブルと 
FC I/O ブレードとの接続11

以下に、FC ドライブを FC I/O ブレードに接続する FC ケーブルを取り
付ける方法を説明します。FC I/O ブレードは、LTO-2、LTO-3、LTO-
4、LTO-5 のドライブへの接続をサポートしています。FC I/O ブレード
の取り付けについては、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り外
し、交換」を参照してください。

設定の過程でパーティションやゾーン分割を変更した場合は、ケーブル
に影響する可能性があります。ドライブにケーブル接続するときは、定
義されたパーティションの適切なホストに接続していることを確認して
ください。FC I/O ブレードのチャネル ゾーン分割がアクティブな場合、
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定義したゾーンにアクセス可能なポートに、ドライブが接続しているこ
とを確認してください。パーティション、FC I/O ブレード ポートの設
定、チャネル ゾーン分割、ホスト マッピングについては、48 ページの

「ライブラリの設定」を参照してください。

FC I/O ブレードのケーブル接続に関する詳細は、以下のとおりです。

• 拡張モジュールは、最大 2 つの FC I/O ブレードをサポートできま
す。どのライブラリ構成でも、FC I/O ブレードの取り付けは最大 
4 つまでです。各 FC I/O ブレードに最大 4 つの FC ドライブを接続
できます。

• 各 FC I/O ブレードのポート 1 とポート 2 は、ホストへの接続用に予
約されています。ポート 1 とポート 2 は常にターゲット モードで
す。他の 4 つのポート (3、4、5、6) は常にイニシエータ モードで
す。図 24 を参照してください。

• 長すぎるケーブルを管理する必要がないように、取り付けたテープ 
ドライブは最も近い FC I/O ブレードのポートにケーブル接続する
のが理想的です。通常、最も近い FC I/O ブレードはテープ ドライ
ブと同じ拡張モジュールにあります。

注： ライブラリにケーブルを接続する最適な方法については、 
252 ページの「ケーブル管理のガイドライン」を参照してく
ださい。
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図 24  FC I/O ブレード

 

FC I/O ブレードに接続している FC テープ ドライブを搭載したライブラ
リを取り付ける場合は、この手順と図 25 を参照してください。

1 ターゲット ポート 1 と 2 からホスト
へ

2 イニシエータ ポート 3 ～ 6 からドラ
イブへ

3 LED ( 青、黄、緑 )
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図 25  I/O ブレード装備の FC 
のケーブル接続
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必要な工具：なし

1 ライブラリが 14U 以上の場合は、ラック内に設置してください。手
順は、341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参
照してください。この中には、テープ ドライブの取り外しと交換の
手順が含まれています。

    

1 ライブラリ制御ブレード (LCB)

2 GB イーサネット ポート

3 電源装置

4 電源コード

5 LCB から拡張モジュールへのイーサ
ネット ケーブル

6 FC I/O ブレードからテープ ドライブ
への FC ケーブル

7 モジュール ターミネータ

8 ホストへの FC ケーブル

9 モジュール間ケーブル

10 ネットワークへのイーサネット ケー
ブル

11 UPPER および LOWER イーサネッ
ト ポート

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。

注： ラックの最も使いやすい位置に操作パネルが来るように注意
します。
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2 拡張モジュールに搭載された各 FC I/O ブレードについて、FC I/O 
ブレードが含まれた拡張モジュールを LCB のイーサネット ハブの
ポートに接続します。

 

a FC I/O ブレードを拡張モジュール の下部のベイに取り付けた場
合は、イーサネット ケーブルの片方の端を拡張モジュールの右
下隅にある LOWER ( 下 ) というラベルのイーサネット ポートに
接続します。ケーブルのもう一方の端を LCB のイーサネット ハ
ブのポートに接続します。

b FC I/O ブレードを拡張モジュールの上部のベイに取り付けた場
合は、イーサネット ケーブルの片方の端を拡張モジュール 右下
隅にある UPPER ( 上 ) というラベルのイーサネット ポートに接
続します。ケーブルのもう一方の端を LCB のイーサネット ハブ
のポートに接続します。

c イーサネット ケーブルを配線する最良の方法については、252 
ページの「ケーブル管理のガイドライン」 の説明に従ってくださ
い。

3 黒いゴム製保護カバーを必要な数だけ FC I/O ブレードのポートか
ら取り外して廃棄します。

4 FC ケーブルをゆっくりと取り出し、白いプラスチック製保護キャッ
プ 2 個をケーブルの両端から外します。

 

5 FC ケーブルを FC I/O ブレードにある 3、4、5、6 のいずれかのイ
ニシエータ ポートに接続します。ポートを選択する際は、同じ FC 
I/O ブレードに接続する他のテープ ドライブの場所についても考慮
してください。ライブラリにケーブルを接続する最適な方法につい
ては、252 ページの「ケーブル管理のガイドライン」を参照してく
ださい。

6 FC ケーブルのもう一方の端を FC テープ ドライブの FC ポートに挿
入します。

7 FC I/O ブレードに接続する各 FC ドライブごとに、上記のステップ
を繰り返します。FC ケーブルを FC I/O ブレードのポート 1 とポー
ト 2 に接続しないでください。

注： これらのイーサネット ケーブルを接続しないと、FC I/O 
ブレードは機能しません。

注意： FC ケーブルは 10 cm の弧よりきつく曲げると損傷します。
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8 ホストを FC I/O ブレードのポート 1 または 2 ( あるいは両方 ) に接
続します。

9 モジュール ターミネータを接続します。

 

a モジュール ターミネータを使用して、ライブラリ スタックの最
上段と最下段のモジュールを終端処理します。一番上のモ
ジュールの上のターミネータ コネクタに 1 つ、さらに、一番下
のモジュールの下のターミネータ コネクタに 1 つ、モジュール 
ターミネータを取り付けます。

ライブラリが 1 つのモジュールで構成されている場合は、モ
ジュールの上と下のモジュール ターミネータ コネクタにモ
ジュール ターミネータを取り付けます。

b 拡張モジュールを制御モジュールに追加する必要がある場合は、
拡張モジュールに最も近い制御モジュールのターミネータ接続
からモジュール ターミネータを取り外します。

c 制御モジュールから最も遠い拡張モジュールのターミネータ接
続で、モジュール ターミネータを交換します。

10 モジュール間ケーブルを制御モジュールから拡張モジュールへと接
続します。

11 ウェブ クライアントを介したライブラリへのリモート アクセス用
に、イーサネット ケーブルをライブラリ制御ブレード (LCB) の 
Gigabit (GB) イーサネット ポートに接続します。

12 電源ケーブルをライブラリ背面の電源装置のソケットに差し込みま
す。

制御モジュールの電源装置は、常に電源コードを接続した状態にし
てください。冗長電源が使用されている場合は、追加の電源コンセ
ントのそれぞれに電源コードを接続します。

13 ライブラリの電源を入れます。

a 各電源装置の背部にある電源スイッチをオンにします。

b 前面の電源ボタンを押してオンにします。

c ホスト システムの電源を入れます。

14 バス上の全デバイスとの通信を確認します。

注意： モジュール ターミネータは、SCSI ターミネータとは異な
ります。モジュール ターミネータの代わりに SCSI ター
ミネータを使用すると、ライブラリが損傷します。
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15 操作パネルのコマンドを使用してライブラリを設定します。設定に
ついては、48 ページの「ライブラリの設定」 を参照してください。

推奨される FC I/O ブレードの
ライブラリ ケーブル接続 11

光ファイバ ケーブルで、ファイバ チャネル テープ ドライブを FC I/O 
ブレードに接続し、FC I/O をストレージ エリア ネットワーク (SAN) の
ファブリックまたはホストに接続します。これらのケーブルをライブラ
リ背面で適切に管理すれば、ケーブルおよびファイバ チャネル ポート
への損傷を防ぐだけでなく、最適なデータ スループットも実現できま
す。

 

長すぎるケーブルを管理する必要がないように、取り付けたテープ ドラ
イブは最も近い FC I/O ブレードのポートにケーブル接続するのが理想
的です。通常、最も近い FC I/O ブレードはテープ ドライブと同じ拡張
モジュールにあります。

ファイバ ケーブルは、ホストまたは SAN スイッチを FC I/O ブレード
のターゲット ポートに接続するために必要な長さだけ使用する必要があ
ります。

テープ ドライブとホストを FC I/O ブレードにケーブル接続する場合は、
ドライブがパーティションに割り当てられている状態も考慮する必要が
あります。ホストが特定のパーティションに割り当てられたテープ ドラ
イブと通信できるようにするには、パーティションにアクセス可能なド
ライブとホストの両方に同じ FC I/O ブレードを介して通信する必要が
あります。

下の表は、テープ ドライブに FC I/O ブレードが接続している 41U ライ
ブラリの例です。図の横に、各テープ ドライブと FC I/O ブレード、お
よびテープ ドライブが接続しているポートについて説明しています。

注： このセクションは、FC I/O ブレードを使用してホストまたは 
Fibre Channel スイッチに接続している Fibre Channel テープ 
ドライブがあるライブラリに適用されます。ホストまたは 
SAN スイッチに直接取り付けるテープ ドライブについては、
光ファイバ ケーブルの標準的な手順に従ってください。
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最大容量ライブラリの I/O ブレードに推
奨される配線

テープ ドライ
ブ I/O ブレード

I/O ブレード 
ポート

[1,1] 該当しない ( 直接接続 )

[1,2] 該当しない ( 直接接続 )

[1,3] [1,2] ポート 3

[1,4] [1,2] ポート 4

[0,1] [1,2] ポート 5

[0,2] [1,2] ポート 6

[-1,1] [-1,2] ポート 3

[-1,2] [-1,2] ポート 4

[-1,3] [-1,2] ポート 5

[-1,4] [-1,2] ポート 6

[-2,-1] [-2,-2] ポート 3

[-2,-2] [-2,-2] ポート 4

[-2,-3] [-2,-2] ポート 5

[-2,-4] [-2,-2] ポート 6

[-3,1] [-3,2] ポート 3

[-3,2] [-3,2] ポート 4

[-3,3] [-3,2] ポート 5

[-3,4] [-3,2] ポート 6
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ライブラリ SAS ケーブル
をホストに直接接続する11

各 SAS テープ ドライブは、直接ホスト バス アダプタ (HBA) に SAS 
ケーブルで接続する必要があります。Scalar i500 ライブラリ内の LTO-4 
および LTO-5 SAS テープ ドライブは SFF-8088 タイプの SAS コネクタを
使用します。ケーブルのホスト端に必要なコネクタは、使用されている
ホスト バス アダプタ (HBA) によって異なります。

ライブラリは、デイジーチェーン接続の SAS ケーブルをサポートしませ
ん。また現時点では、ライブラリは SAS エクスパンダ デバイス または
ケーブルの使用もサポートしません。

この手順と図 26 および図 27 を参照して、SAS ケーブルを直接ホストに
接続します。

注意： Quantum では、SAS-1 および SAS-2 テープ ドライブをいず
れも販売しています。SAS-2 テクノロジおよび SAS-2 基準で
は、SAS-1 と比較して接続速度が増加し、ケーブル長が長く
なっています。SAS テープ ドライブ の使用時には、
Quantum 認定ケーブルのご使用を推奨します。Quantum の
認定ケーブルは、テープ ライブラリの SAS 接続アーキテク
チャとの互換性を特に考慮して設計されています。

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。
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図 26  スタンドアロン型 制御
モジュールの SAS ケーブル

1 ネットワークへのイーサネット ケー
ブル

2 GB イーサネット ポート

3 電源装置

4 背面の電源スイッチ

5 電源コード

6 ホストへの SAS ケーブル

7 ライブラリ制御ブレード

8 モジュール ターミネータ
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図 27  マルチモジュールの 
SAS ケーブル接続

 

1 モジュール間ケーブル

2 ライブラリ制御ブレード

3 GB イーサネット ポート

4 電源装置

5 背面の電源スイッチ

6 電源コード

7 ホストへの SAS ケーブル

8 モジュール ターミネータ

9 ネットワークへのイーサネット ケー
ブル
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1 ライブラリが 14U 以上の場合は、ラックに取り付けます。手順は、
341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参照して
ください。この中には、テープ ドライブの取り外しと交換の手順が
含まれています。

2 SAS ケーブルの片方の端をテープ ドライブに接続します。SAS ケー
ブルのもう一方の端をホストに接続します。

3 ライブラリが 1 つのモジュールで構成されている場合は、モジュー
ルの上と下のモジュール ターミネータ コネクタにモジュール ター
ミネータを取り付けます。

4 ライブラリが 1 つ以上のモジュールによって構成されている場合は、
次のようにモジュールをまとめて接続します。

a モジュール ターミネータを使用して、ライブラリ スタックの最
上段と最下段のモジュールを終端処理します。一番上のモ
ジュールの上のターミネータ コネクタに 1 つ、さらに、一番下
のモジュールの下のターミネータ コネクタに 1 つ、モジュール 
ターミネータを取り付けます。

b 拡張モジュールを制御モジュールに追加する必要がある場合は、
拡張モジュールに最も近い制御モジュールのターミネータ接続
からモジュール ターミネータを取り外します。

c 制御モジュールから最も遠い拡張モジュールのターミネータ接
続で、モジュール ターミネータを交換します。

d モジュール間ケーブルを制御モジュールから拡張モジュールへ
と接続します。

5 ウェブ クライアントからライブラリへリモート アクセスする場合の
ために、イーサネット ケーブルをライブラリ制御ブレード (LCB) の
ギガビット (GB) イーサネット ポートに接続します。

注意： モジュール ターミネータは、SCSI ターミネータとは
異なります。モジュール ターミネータの代わりに 
SCSI ターミネータを使用すると、ライブラリが損傷
します。

注意： モジュール ターミネータは、SCSI ターミネータとは
異なります。モジュール ターミネータの代わりに 
SCSI ターミネータを使用すると、ライブラリが損傷
します。
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6 電源ケーブルをライブラリ背面の電源装置のソケットに差し込みま
す。

制御モジュールの電源装置には常に電源コードを接続した状態にし
てください。冗長電源が使用されている場合は、追加の電源コンセ
ントのそれぞれに電源コードを接続します。

7 電源コードを近くの電源コンセントに差し込みます。

8 ライブラリの電源を入れます。

a 各電源装置の背部にある電源スイッチをオンにします。

b 前面の電源ボタンを押してオンにします。

c ホスト システムの電源を入れます。

9 バス上の全デバイスとの通信を確認します。

10 操作パネルのコマンドを使用してライブラリを設定します。設定に
ついては、48 ページの「ライブラリの設定」 を参照してください。

ケーブル管理のガイドライン

ライブラリが大規模な構成に対応するように拡張されるにつれて、ライ
ブラリ背面のケーブルや電源コードの固定と編成も重要になります。こ
のようにすると、ライブラリの背面に常にアクセスでき、ケーブルが損
傷する危険性を減らします。

このセクションでは、電源コードとイーサネット ケーブルを管理するた
めのガイドラインとベストプラクティスを確認できます。ケーブル管理
キットセクションで指定する装置を使用してください。テープ ドライブ
に推奨される配線については、246 ページの「推奨される FC I/O ブ
レードのライブラリ ケーブル接続」を参照してください。

ケーブル管理キット 11 Fibre Channel I/O ブレードを購入した場合は、これらの手順を実行する
ために必要な機器がすべて含まれたケーブル管理キットが付いていま
す。ケーブル管理キットは http://shop.quantum.com からもご注文いた
だけます。ストラップの色はコードの色と一致しています。

http://shop.quantum.com
http://shop.quantum.com
http://shop.quantum.com
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コンポーネント 説明 数量

黒いマジック テープ — 電源コードを拡張モジュール
に固定します。

1

黒いマジック テープ — イーサネット ケーブルを拡張
モジュールに固定します。

1

押し込み式クリップ — マジック テープを拡張モ
ジュールに固定します。

2

M5 蝶ねじ — 押し込み式クリップ用のドリル穴が付い
ていない旧型のライブラリ モデル用。M5 蝶ねじはマ
ジック テープをモジュール筐体右下の M5 ねじ穴に固
定するために使用します。

2

押し込み式ワイヤ サドル ケーブル クランプ — イーサ
ネット ケーブルを制御モジュールに固定します。

2
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電源コードの管理 11 電源コードの管理は、大規模なライブラリ構成では特に重要です。冗長
電源のある 41U ライブラリ ( 最大構成 ) には、10 本の電源コードを備え
た 10 個の電源ユニットが含まれている場合があります。

ライブラリ背面の電源コードを管理するため、黒いマジック テープを各
モジュールに使用して電源コードをテープで固定します。

ライブラリに同梱されている電源コードと電源コード用のマジック テー
プは、黒色です。

以下の手順は、1 つ以上拡張モジュールを搭載したあらゆるライブラリ
に適用できます。

電源コードをライブラリ フレームに固定するには

1 ライブラリの背面に向かって、拡張モジュールの背面にドリルで開
けられたマジック テープ用の穴を見つけます。この穴は、ライブラ
リ背面の、ライブラリ筐体の右側付近にある拡張モジュールの上か
ら約 8 cm の位置にあります。下図を参照して穴を見つけてくださ
い。

 

2 プッシュ リベットを黒いマジック テープのリベット穴に差し込みま
す。リベット ヘッドはテープ上でプラスチック ループと同じ方向を
向いている必要があります。

3 上記の拡張モジュールの穴にリベットを強く押し込みます。これで
マジック テープがライブラリ筐体に固定されます。

4 電源コードをマジック テープに最も近い電源ユニットに差し込みま
す。

裏面粘着式ワイヤ サドル ケーブル クランプ — 押し込
み式ワイヤ サドル クランプ用のドリル穴が付いてい
ない旧型のライブラリ モデル用。裏面粘着式ワイヤ 
サドル クランプは、イーサネット ケーブルを制御モ
ジュールに固定します。

2

注： モジュール筐体にドリル穴がない場合は、M5 蝶ねじを使用
してモジュール筐体右下にある最も近い未使用の M5 ねじ穴
に、黒いマジック テープを取り付けます。

コンポーネント 説明 数量
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5 電源コンセントに容易に差し込むにはどのくらいの長さのコードが
必要かを判断します。ライブラリの電源を入れる準備ができるまで、
コードをコンセントに差し込まないでください。

6 電源コードが長すぎる場合は、図 8 のように、余ったコードを輪に
して束ねます。コードの束は片手に収まるくらい ( 約 20 cm) にまと
めてください。

7 コードの束にマジック テープを巻き付けます。ストラップをプラス
チック ループに通し、束ねたコードをストラップで締めます。スト
ラップを押して固定します。

これで、電源コードが拡張モジュールに固定されました。必要に応じ
て、他の電源コードにも同じ手順を繰り返して固定します。隣り合った
電源コードをマジック テープで一緒に束ねます。

完了すると、41U ライブラリの電源コード管理は 256 ページの「図 28」 
のようになります。
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図 28  電源コード管理 
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イーサネット ケーブルの
管理 11

FC I/O ブレードを搭載した Scalar i500 ライブラリは、ライブラリ背面
の外部イーサネット ケーブルを使用して制御モジュールと拡張モジュー
ルの LCB 間を接続します。拡張モジュール内の上下の FC I/O ブレード
には、モジュール背面にそれぞれ対応するイーサネット ポートがありま
す。このポートと LCB のイーサネット ハブ ポートのいずれかの間を
イーサネット ケーブルで接続すると、FC I/O ブレードと LCB との接続
が確立されます。

LCB のポートには内部イーサネット ハブを介して最大 4 本のイーサネッ
ト ケーブルを接続できます。これで、ライブラリは最大 4 個の FC I/O 
ブレードをサポートできます。

ライブラリ背面のイーサネット ケーブルをまとめるには、2 個のワイヤ 
サドルを制御モジュールに取り付けて、イーサネット ケーブルをライブ
ラリの右側に配線します。青いマジック テープを各モジュールに取り付
けて、イーサネット ケーブルをテープで 
固定します。

ライブラリに同梱されているイーサネット ケーブルとイーサネット用の
マジック テープは、青色です。

以下の手順は、1 つ以上の拡張モジュールと 1 つ以上の I/O ブレードを
搭載したあらゆるライブラリに適用できます。

ケーブル タイを使用してイーサネット ケーブルをライブラリ フレーム
に固定するには

1 ライブラリの背面に向かって、2 つの押し込み式ワイヤ サドル ケー
ブル クランプを制御モジュール筐体に取り付けます。片方のクリッ
プのリベットを、LCB の右側にあるカバー プレートのドリル穴に差
し込みます。もう一方のクリップのリベットを、ライブラリの右端
にある穴 ( 制御モジュールの電源装置の下 ) に押し込みます。穴の
場所については、図 29 を参照してください。

 

2 拡張モジュール背面にマジック テープ用にドリルで開けられた穴を
見つけます。この穴はライブラリ背面のフレーム バック プレーンの
右側にある拡張モジュールの下から約 8 cm の位置にあります。穴の
場所については、図 29 を参照してください。

注： 制御モジュール筐体にドリル穴がない場合は、裏面粘着
式ワイヤ サドル ケーブル クランプを図 29 に示した位置
に貼り付けます。
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3 プッシュ リベットを青いマジック テープのリベット穴に差し込みま
す。リベット ヘッドはテープ上でプラスチック ループと同じ方向を
向いている必要があります。

4 上記の拡張モジュールの穴にリベットを強く押し込みます。これで
マジック テープがライブラリ筐体に固定されます。

5 イーサネット ケーブルの片方の端を、LCB に 4 つあるイーサネット 
ハブ ポートのいずれか 1 つに差し込みます。

6 イーサネット ケーブルのもう一方の端を、拡張モジュールの適切な
ポートに差し込みます。

FC I/O ブレードがモジュールの上段 I/O ブレード ベイに搭載され
ている場合は、ケーブルを UPPER というイーサネット ポートに差
し込みます。FC I/O ブレードがモジュールの下段 I/O ブレード ベ
イに搭載されている場合は、ケーブルを LOWER というイーサネッ
ト ポートに差し込みます。

7 LCB に最も近いワイヤ サドルを開き、内部にイーサネット ケーブ
ルを配置して、ワイヤ サドルをパチンと閉めます。

8 他のワイヤ サドルにも、これを繰り返します。

9 イーサネット ケーブルが長すぎる場合は、図 8 のように、余った
ケーブルを輪にして束ねます。ケーブルの束は片手に収まるくらい (
約 15 cm) にまとめてください。

10 コードの束にマジック テープを巻き付けます。ストラップをプラス
チック ループに通し、束ねたケーブルをストラップで締めます。ス
トラップを押して固定します。

これで、イーサネット ケーブルが拡張モジュールに固定されました。必
要に応じて、他のイーサネット ケーブルにも同じ手順を繰り返して固定
します。

以上の操作を完了すると、4 つの FC I/O ブレードを搭載した 41U ライ
ブラリのイーサネット ケーブルは 259 ページの「図 29」 のようになりま
す。

注： モジュール筐体にドリル穴がない場合は、M5 蝶ねじを使
用してモジュール筐体右下にある最も近い未使用の M5 ね
じ穴に、黒いマジック テープを取り付けます。
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図 29  イーサネット ケーブル
管理
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図 30 は、電源、イーサネット、ファイバ ケーブルを取り付けてガイド
ラインに沿って管理されている 41U ライブラリです。

図 30  ケーブル管理、全ケーブ
ル
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スタンドアロン型 5U 制御モジュールの取り付け

必要な工具：なし

以下の手順に従って、5U ライブラリを 1 台設置します。

1 ライブラリをラックに設置する場合は、モジュールを支えるラック
を準備します。ラック マウント キットの取り付け手順については、
341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参照して
ください。

2 すべてのテープ ドライブを制御モジュールから取り外してくださ
い。テープ ドライブの取り外し手順については、360 ページの

「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照してください。

3 すべての電源を制御モジュールから取り外してください。電源装置
の取り外し手順については、338 ページの「電源装置の追加、取り
外し、交換」を参照してください。

4 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを開きます。制
御モジュールを持ち上げて希望の位置に配置します。

5 制御モジュールをラックに配置する場合は、ラック イヤーを使って
制御モジュールをラックにしっかりと固定します。手順については、
350 ページの「ラックの最下段モジュールの取り付け」を参照して
ください。

6 ライブラリ制御ブレード (LCB) が搭載されていない場合は、これを
制御モジュールに取り付けます。LCB の取り付け方法については、
333 ページの「ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フ
ラッシュ カードの取り出しと交換」を参照してください。

7 モジュールにテープ ドライブを追加します。

8 電源装置を取り付けます。電源装置の取り付けについては、338 
ページの「電源装置の追加、取り外し、交換」を参照してください。

9 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを閉じます。

10 電源コードとネットワーク データ ケーブルを、すべて接続します。
229 ページの「ライブラリのケーブル接続」を参照してください。

11 上と下のモジュール ターミネータ コネクタに、モジュール ターミ
ネータを取り付けます。モジュール ターミネータの取り付け方法に
ついては、229 ページの「ライブラリのケーブル接続」を参照して
ください。
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12 ライブラリの電源を入れます。

13 操作パネルの Setup Wizard ( セットアップ ウィザード ) を使用して、ラ
イブラリを設定します。

14 I/E ステーションを使用して、テープ カートリッジをライブラリに
追加します。

15 ホスト アプリケーションがライブラリの各テープ カートリッジの場
所についてインベントリを実行する場合、ホスト アプリケーション
を開いて再インベントリを行うことによって、論理インベントリを
ライブラリの物理インベントリと同期させます。

新しいマルチモジュール ライブラリ構成の設置

この手順は、新しいマルチモジュール ライブラリを取り付ける際に実行
します。マルチモジュール ライブラリには 1 つの制御モジュールと 最大 
4 つの拡張モジュールが含まれています。

制御モジュールをライブラリのどの位置に取り付けるかについて、特に
規制はありません。ただし、32U までのライブラリ構成の場合、制御モ
ジュールを、設置されているすべての 9U 拡張モジュールの上に置くこ
とをお勧めします。41U のライブラリ構成の場合、制御モジュールは 3 
つの 9U 拡張モジュールの上、トップの拡張モジュールの下に置くこと
をお勧めします。

拡張モジュール

制御モジュール

拡張モジュール

拡張モジュール

拡張モジュール
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マルチモジュール ライブ
ラリを取り付ける準備 11

必要な工具： 

• プラス ドライバ － 上部カバー プレートの取り外しと取り付けに使
用

• T10 TORX ドライバ － 底面カバー プレートの取り外しと取り付けに
使用

1 ライブラリをラックに設置する場合は、モジュールを支えるラック
を準備します。ラック マウント キットの取り付けについては、 
341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参照して
ください。

2 取り付けるすべてのモジュールについて、テープ ドライブがすべて
取り外されているか確認します。テープ ドライブの取り外し手順に
ついては、360 ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」
を参照してください。

3 取り付けるすべてのモジュールについて、電源装置がすべて取り外
されているか確認します。電源装置の取り外し手順については、 
338 ページの「電源装置の追加、取り外し、交換」を参照してくだ
さい。

4 ロボット アセンブリを制御モジュールでパークします。ライブラリ
を取り出す前に、ロボット アセンブリを制御モジュールに配置する
必要があります。

a 各モジュールの I/E ステーション ドアとアクセスドアを開きま
す。

b 手でロボット アセンブリを制御モジュールまでゆっくりと持ち
上げます。ロボット アセンブリをゆっくりとスライドさせます。

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。
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c ロボット アセンブリを 制御モジュール の中程まで持ち上げ、一
方の手でその位置に保ちながら他方の手でパーキング タブを

「パーク」位置で止まるまで左方向に回します。金属性のパーキ
ング タブは列「1」の一番下にあります。

d ロボット アセンブリをゆっくりと下げてパーキング タブに載せ
ます。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレートで支
えてください。金属性の細い棒を持ってロボットを持ち
上げると、棒が曲がります。背面の黒いプラスチック 
ピッカー ボディを持ってロボットを持ち上げると、ロ
ボットを損傷する恐れがあります。
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5 必要な場合は、カバー プレートをいったん取り外して付け直しま
す。

 

1 ｢パーク｣ 位置のパーキング タブ

注意： 制御モジュールの下部カバー プレートを取り外す前に、
ステップ 4 の説明に従ってロボット アセンブリをパーク
する必要があります。
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a 制御モジュールをライブラリ最上段に配置し、拡張モジュール
がその下にある場合は、制御モジュールの下部カバー プレート
と拡張モジュールの上部プレートを取り外します。

b 制御モジュールを 拡張モジュールの間に配置する場合は、制御
モジュールの上と下のプレートを取り外します。また、拡張モ
ジュールを制御モジュールの下に配置する場合は、拡張モ
ジュールの上部プレートを取り外し、拡張モジュールを制御モ
ジュールの上に配置する場合は、拡張モジュールの下部プレー
トを取り外します。

c 制御モジュールをライブラリの最下段に配置し、その上に拡張
モジュールを置く場合は、制御モジュールの上部プレートと拡
張モジュールの下部プレートを外します。

図 31  推奨されるモジュールの
位置

5U 14U 23U 32U 41U

カバー プレート

カバー プレート 拡張
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

制御
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール 

拡張
モジュール

カバー プレート カバー プレート カバー プレート カバー プレート カバー プレート
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 拡張モジュールの取り
付け 11

拡張モジュールは以下の手順で取り付けます。

1 拡張モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引き、ネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、下のモ
ジュールの前面ドアに傷がつくことがあります。
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2 新しい 拡張モジュールを持ち上げ、ライブラリの前面から適切な場
所に配置します。

3 拡張モジュールを別のモジュールの上に配置する場合は、モジュー
ル前面の底部にある 2 本の蝶ネジと、モジュール背面の底部にある 
2 つの蝶ネジを使用して、これら 2 つのモジュールを固定します。
次に、モジュールのガイド ピン ( モジュール前面の底部 ) を回して
押し下げます。

4 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを、すべて締めます。

5 ラック イヤーでモジュールをラックに固定します。ラック マウント 
キットの取り付けについては、341 ページの「ライブラリをラック
に取り付ける方法」を参照してください。

6 拡張モジュールを別のモジュールの上に配置する場合は、ライブラ
リ構成で新しいモジュールの Y レールをライブラリに噛み合わせま
す。Y レールが正しくはめ込まれ、蝶ねじが締まっているか確認し
ます。

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、拡張モジュールの I/E ステーションと
前面ドアを開きます。Y レールの開放つまみを起こしてロック
位置から開放し、下までスライドさせます。

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、下までスライドさせます。

 

上記の手順により、このモジュールの Y レールと下のモジュールの Y 
レールが揃います。

図 32  Y レール ( ロック解除さ
れた作動位置 )

7 取り付ける各拡張モジュールに同じ手順を繰り返します。

注意： ライブラリの前面と背面にある上部と下部の Y レールの間に、
隙間がないか確認してください。隙間があると、ライブラリ
は機械的に初期化を実行できません。
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制御モジュールの取り付け 11 5U 制御モジュールは以下の手順で取り付けます。

1 制御モジュールの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを開きま
す。

2 制御モジュールを持ち上げて希望の位置に配置します。

3 制御モジュールを別のモジュールの上に配置する場合は、モジュー
ル前面の底部にある 2 本の蝶ネジと、モジュール背面の底部にある 
2 つの蝶ネジを使用して、これら 2 つのモジュールを固定します。
次に、モジュールのガイド ピン ( モジュール前面の底部 ) を回して
押し下げます。

4 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを、すべて締めます。

5 ラック イヤーを使って、制御モジュールをラックにしっかりと固定
します。

6 ライブラリ制御ブレード (LCB) が搭載されていない場合は、これを
制御モジュールに取り付けます。LCB の取り付け方法については、
333 ページの「ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フ
ラッシュ カードの取り出しと交換」を参照してください。

マルチモジュール ライブ
ラリの使用準備 11

以下の手順に従って、ライブラリを使い始める準備をします。

1 ロボット アセンブリをパーキング位置から外します。

a ロボット アセンブリをゆっくりと持ち上げて、パーキング タブ
から開放します。

b 空いている手で、パーキング タブを右回りに動かすと、「パーク
解除｣位置で止まります。正しい位置にあるとき、パーキング タ
ブはモジュールの内部から完全に外されるので、誤ってロボッ
トの経路に移動することがありません。

c ロボット アセンブリをゆっくりと放します。ライブラリの一番
下のモジュールまで下がります。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレートで支
えてください。金属性の細い棒を持ってロボットを持ち
上げると、棒が曲がります。背面の黒いプラスチック 
ピッカー ボディを持ってロボットを持ち上げると、ロ
ボットを損傷する恐れがあります。
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2 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを閉じます。

3 モジュールにテープ ドライブを追加します。詳細については、360 
ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照してく
ださい。

4 ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合は、I/O ブ
レードと付属ファン ブレードの両方を拡張モジュールに取り付けま
す。詳細については、および 375 ページの「FC I/O ファン ブレー
ドの追加、取り外し、交換」を参照してください。

1 ｢パーク解除｣ 位置のパーキング タブ
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5 電源装置を追加します。詳細については、338 ページの「電源装置
の追加、取り外し、交換」 を参照してください。

6 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
をすべて接続します。スタックされたモジュールの一番上と一番下
のモジュールには、必ずモジュール ターミネータを取り付けてくだ
さい。ケーブル接続の手順については、229 ページの「ライブラリ
のケーブル接続」を参照してください。

7 ライブラリの電源を入れます。14U より大型のライブラリの場合は、
始動に 15 ～ 20 分かかります。

8 操作パネルのインタフェースから、セットアップ ウィザード を使って
ライブラリを設定します。

9 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントの I/E ステーション 
コマンドを使用して、テープ カートリッジをライブラリのモジュー
ルに追加します。

10 ホスト アプリケーションを開き、再度インベントリを行って、論理
インベントリとライブラリの物理インベントリとを同期させます。

既存のライブラリに拡張モジュールを追加する方法

拡張モジュールをライブラリに追加すると、ライブラリ システム内で利
用できるデータ カートリッジの数を増やすことができます。ここでは、
既存のライブラリに拡張モジュールを追加する方法を説明します。

 

既存のライブラリに拡張モジュールを追加するときには、いくつか設定
を考慮に入れる必要があります。

注： 各ライブラリが対応できる拡張モジュールの最大数は、ライ
ブラリを実行しているファームウェアのレベルによって異な
ります。5U または 14U 構成をより大規模な構成にアップグ
レードする場合は、最新のファームウェアをライブラリにイ
ンストールする必要があります。最新のファームウェアは 
www.quantum.com/support からダウンロードできます。詳
細については、218 ページの「ライブラリとテープ ドライブ
のファームウェアの更新」を参照してください。

http://www.quantum.com/support
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• COD ライセンスは、すべてそのままです。現在のライセンス キー
で拡張後の容量がカバーできない場合、新たに利用可能となるス
ロットを使用するために追加のライセンス キーが必要です。

• パーティション、I/E ステーション スロット、クリーニング スロッ
トの割り当てはそのままですが、割り当てられていないスロットの
位置が変わる可能性があります。

• パーティションを変更すると、ストレージ スロットがライブラリ全
体に分散する可能性があります。

• 新しいモジュールの I/E ステーション スロットは、データ ストレー
ジ スロットとして割り当てられています。これらのスロットは、拡
張モジュールをライブラリに追加した後で、I/E ステーション ス
ロットとして再設定できます。

1 台のライブラリに最大 4 つの拡張モジュールを格納でき、最大の 41U 
の高さになります。

制御モジュールの取り付け位置について、特に規制はありませんが、 た
だし、32U までのライブラリ構成の場合、制御モジュールを、設置され
ているすべての拡張モジュールの上に置くことをお勧めします。41U の
ライブラリ構成の場合、制御モジュールは 3 つの拡張モジュールの上、
トップの拡張モジュールの下に置くことをお勧めします。

拡張モジュールを既存のライブラリに追加する場合、新しい拡張モ
ジュールを既存のライブラリ構成の最下段に配置することをお勧めしま
す (41U ライブラリ構成の場合は最上段への配置を推奨 ) 新しい拡張モ
ジュールを既存のライブラリ構成の一番下に置くことによって、スロッ
トの番号がライブラリ内で論理的に割り当てられます。

拡張
モジュール

制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール
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追加の 拡張モジュールの
取り付け準備 11

以下のように、追加の拡張モジュールの取り付け準備をします。

必要な工具： 

• プラス ドライバ － 上部カバー プレートの取り外しと取り付けに使
用

• T10 TORX ドライバ － 底面カバー プレートの取り外しと取り付けに
使用

拡張
モジュール

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。

警告： 5U 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。9U 拡張モ
ジュールの重量は、 テープ ドライブ、テープ カートリッジ、
電源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしないよう
に少なくとも 2 人が必要です。

警告： 5U 制御モジュールの重要は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。9U 拡張モ
ジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、
電源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしないよう
に少なくとも 2 人が必要です。
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新しい 拡張モジュールを新しいライブラリ構成の最下段に取り付ける場
合は、ライブラリを取り出す必要があります。

1 追加しようとしているモジュールの数に対応できるレベルまで、ラ
イブラリのファームウェアをアップグレードします。ファームウェ
アのアップグレードについては、218 ページの「ライブラリとテー
プ ドライブのファームウェアの更新」を参照してください。

2 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントの import および 
export コマンドを使用して、すべてのテープ カートリッジをライブ
ラリから取り外します。

3 ライブラリの電源を切ります。

4 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
を、すべてモジュールから外します。

 

5 ロボット アセンブリを制御モジュールでパークします。ライブラリ
を取り出す前に、ロボット アセンブリを制御モジュールに配置する
必要があります。

a 各モジュールの I/E ステーション ドアとアクセスドアを開きま
す。

b 手でロボット アセンブリを制御モジュールまでゆっくりと持ち
上げます。ロボット アセンブリをゆっくりとスライドさせます。

 

c ロボット アセンブリを 制御モジュール の中程まで持ち上げ、一
方の手でその位置に保ちながら他方の手でパーキング タブを

「パーク」位置で止まるまで左方向に回します。金属性のパーキ
ング タブは列「1」の一番下にあります。

d ロボット アセンブリをゆっくりと下げてパーキング タブに載せ
ます。

注： 後でケーブルを元の位置に正しく接続できるように、
ケーブルを外す前に、すべてのケーブルにラベルを付け
ることをお勧めします。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレート
で支えてください。金属性の細い棒を持ってロボッ
トを持ち上げると、棒が曲がります。背面の黒いプ
ラスチック ピッカー ボディを持ってロボットを持ち
上げると、ロボットを損傷する恐れがあります。
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6 各モジュールの電源装置をすべて外します。

7 各モジュールのテープ ドライブをすべて取り外します。

1 ｢パーク｣ 位置のパーキング タブ
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既存のモジュールの取り
出し 11

以下の手順でモジュールを取り出します。

1 ライブラリの一番上のモジュールから順に、I/E ステーション ドア
とアクセス ドアを開きます。

 

2 現在の構成で既に拡張モジュールを使用している場合は、モジュー
ルを安全に取り出せるように Y レールを外します。

a ライブラリの前面から、モジュール左側の Y レール開放つまみ
を見つけます。Y レールの開放つまみを起こしてロック位置か
ら開放し、所定の位置で止めます。

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、所定の位置で止めます。

 

注意： モジュールを取り外す前に、上記追加の 拡張モ
ジュールの取り付け準備の説明に従ってロボット ア
センブリをパークする必要があります。

注： テープ ドライブを取り付けた状態で後部 Y レールを上げるこ
とはできません。



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
既存のライブラリに拡張モジュールを追加する方法

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 279

 

 

1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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3 モジュールをラックに固定しているラック イヤーを取り外します。

4 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを緩めます。

 

1 蝶ねじ ( ドア背部 )
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5 モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張ってネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、前面ド
アに傷がつくことがあります。

 

6 ライブラリの前面から、モジュール全体を手前へスライドさせ、上
のモジュールを持ち上げて下のモジュールから離します。

7 取り外すモジュールすべてについて、上記の手順を繰り返します。

新しい 9U 拡張モジュール
の取り付け 11

以下の手順に従って、新しい 9U 拡張モジュールを取り付けます。

1 ライブラリをラックに設置する場合は、モジュールを支えるラック
を準備します。ラック マウント キットの取り付けについては、 
341 ページの「ライブラリをラックに取り付ける方法」を参照して
ください。

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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2 必要な場合は、カバー プレートをいったん取り外して付け直しま
す。

 

a 制御モジュールをライブラリ最上段に配置し、拡張モジュール
をその下に配置する場合は、制御モジュールの下部カバー プ
レートと拡張モジュールの上部プレートを取り外します。

b 制御モジュールを 拡張モジュールの間に配置する場合は、制御
モジュールの上と下のプレートを取り外します。また、制御モ
ジュールの下にある拡張モジュールの上部プレートと、制御モ
ジュールの上にある拡張モジュールの下部プレートを外します。

c 制御モジュールをライブラリの最下段に配置し、その上に拡張
モジュールを置く場合は、制御モジュールの上部プレートと拡
張モジュールの下部プレートを外します。

図 33  拡張モジュールを追加し
た後のカバー プレートの位置       

* 拡張モジュールを追加する位置の推奨。

注意： 制御モジュールの下部カバー プレートを取り外す前に、追加
の 拡張モジュールの取り付け準備 の説明に従ってロボット 
アセンブリをパークする必要があります。

5U 14U 23U 32U 41U

カバー プレート

カバー プレート 新拡張モジュール *

カバー プレート 制御
モジュール

制御
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

制御
モジュール

新拡張モジュール * 新拡張モジュール * 新拡張モジュール * 拡張
モジュール

カバー プレート カバー プレート カバー プレート カバー プレート カバー プレート
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3 拡張モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張
り、ネジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、
下のモジュールの前面ドアに傷がつくことがあります。あります。

 

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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4 新しい 拡張モジュールを持ち上げ、ライブラリの前面から適切な場
所に配置します。

5 既に設置されたモジュールがある場合、モジュール前面の底部にあ
る蝶ねじ 2 個と、モジュール背面の底部にある蝶ねじ 2 個を使用し
て、これら 2 つのモジュールを固定します。次に、モジュールのガ
イド ピン ( モジュール前面の底部 ) を回して押し下げます。

6 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを、すべて締めます。

7 ラック イヤーでモジュールをラックに固定します。

8 ライブラリ構成の新しいモジュールの Y レールを噛み合わせます。
Y レールが正しくはめ込まれ、蝶ねじが締まっているか確認します。
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、拡張モジュールの I/E ステーションと
前面ドアを開きます。

b Y レールの開放つまみを起こしてロック位置から開放し、下ま
でスライドさせます。

c ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、下までスライドさせます。

上記の手順により、このモジュールの Y レールと下のモジュー
ルの Y レールが揃います。

 

注意： ライブラリの前面と背面にある上部と下部の Y レールの間に、
隙間がないか確認してください。隙間があると、ライブラリ
は機械的に初期化を実行できません。
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9 ライブラリ構成に再度取り付けるモジュールすべてについて、上記
の手順を繰り返します。

ライブラリの使用準備 11 以下の手順に従って、ライブラリを使い始める準備をします。

1 モジュールにテープ ドライブを追加します。詳細については、 
360 ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照し
てください。

2 電源装置を追加します。詳細については、338 ページの「電源装置
の追加、取り外し、交換」を参照してください。

3 LCB を制御モジュールに追加します。詳細については、333 ページ
の「ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フラッシュ 
カードの取り出しと交換」を参照してください。

1 Y レール ( アンロックされた作動の位置 )
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4 ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合は、I/O ブ
レードと付属ファン ブレードの両方を拡張モジュールに取り付けま
す。詳細については、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り
外し、交換」および 375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、
取り外し、交換」を参照してください。

5 ロボット アセンブリをパーキング位置から外します。

a ロボット アセンブリをゆっくりと持ち上げて、パーキング タブ
から開放します。

 

b 空いている手で、パーキング タブを右回りに動かすと、「パーク
解除｣位置で止まります。正しい位置にあるとき、パーキング タ
ブはモジュールの内部から完全に外されるので、誤ってロボッ
トの経路に移動することがありません。

c ロボット アセンブリをゆっくりと放します。ライブラリの一番
下のモジュールまで下がります。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレート
で支えてください。金属性の細い棒を持ってロボッ
トを持ち上げると、棒が曲がります。背面の黒いプ
ラスチック ピッカー ボディを持ってロボットを持ち
上げると、ロボットを損傷する恐れがあります。
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6 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
をすべて接続します。スタックされたモジュールの一番上と一番下
のモジュールには、必ずモジュール ターミネータを取り付けてくだ
さい。ケーブル接続の手順については、229 ページの「ライブラリ
のケーブル接続」を参照してください。

7 ライブラリの電源を入れます。

1 ｢パーク解除｣ 位置のパーキング タブ
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8 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントを使用して、新しい 
COD ライセンス キーの適用も含めたライブラリの再構成を実行し
ます。

9 オペレータ パネルまたはウェブ クライアントの I/E ステーション 
コマンドを使用して、テープ カートリッジをライブラリのモジュー
ルに追加します。

10 ホスト アプリケーションを開き、再度インベントリを行って、論理
インベントリとライブラリの物理インベントリとを同期させます。

モジュールの取り外しまたは交換準備

次の手順を実行する前に、本項に記載される指示に従ってください。

• 298 ページの「既存のライブラリから拡張モジュールを永久的に取
り外す方法」

• 310 ページの「制御モジュールの交換」

• 320 ページの「拡張モジュールの交換」

 

必要な工具： 

• プラス ドライバ － 上部カバー プレートの取り外しと取り付けに使
用

• T10 TORX ドライバ － 底面カバー プレートの取り外しと取り付けに
使用

注： 制御モジュールを交換すると、ライブラリの設定データがすべ
て無効になるため、新しいライブラリ設定が必要になります。
以下の説明に従って、すべてのテープ カートリッジを完全に
エクスポートし、すべての論理パーティション構成を完全に
削除し、スロット割り当てを消去します。

注： 1 つまたは複数の 拡張モジュールを取り外したり交換したりした場

合は、以下の手順に従って、影響のあるパーティション設定
とクリーニング スロットの割り当てのみを変更または削除し
てください。



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
モジュールの取り外しまたは交換準備

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 291

手順説明：

1 ライブラリ モジュールを取り外すまたは交換する前に、ライブラリ
の現在の構成を表示し、どのパーティションが影響されるか、どの
テープ カートリッジがどのパーティションに属するのか、また取り
外すか交換するライブラリ モジュール内に、クリーニング スロット
が構成されているかどうか、などを確認します。208 ページの「ラ
イブラリ設定の表示」を参照してください。

たとえば、 図 34 次に示すライブラリ構成があったとします。この場
合、3 つのパーティションが構成されています。3 つのパーティショ
ンすべてが制御モジュール内の 6 つの I /E 要素を共有しています。
ライブラリには自動クリーニングが設定され、拡張モジュールの 
3 つのクリーニング スロットが設定されています。

• Library_a すべてのストレージ要素が制御モジュールで設定さ
れ、1 台のドライブが制御モジュールで設定され、1 台のドライ
ブが拡張モジュールで設定されています。

• Library_b ほとんどのストレージ要素が制御モジュールで設定さ
れていますが、その最後のストレージ要素を拡張モジュールで
参照します。このパーティションには、1 台のドライブが制御モ
ジュールで設定され、1 台のドライブが拡張モジュールで設定さ
れています。

• Library_c すべてのストレージ要素が拡張モジュールで設定さ
れ、2 台のドライブも拡張モジュールで設定されています。
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図 34  ライブラリ構成例 1    

2 クリーニング スロットが自動に設定されている場合、ライブラリ初
期化のクリーニング操作によって影響を受けるクリーニングメディ
アすべてが、取り外しまたは交換するモジュール内に含まれるエレ
メントからエクスポートされます。197 ページの「クリーニング メ
ディアのエクスポート」を参照してください。

3  クリーニング スロットが影響され、すべてのクリーニング メディ
アが、取り外しまたは交換するモジュールからエクスポートされた
場合は、クリーニング スロットを減らすか削除して、そのモジュー
ル内にクリーニング スロットが構成できないようにします。モ
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ジュールの取り外しまたは交換が終わったら、新しいクリーニング 
スロットを指定できます。75 ページの「クリーニング スロットの設
定」を参照してください。

4  取り外しまたは交換するモジュールにテープ ドライブが含まれる場
合は、ドライブにメディアがマウントされていないことを確認しま
す。190 ページの「テープ ドライブのアンロード」を参照してくだ
さい。  

5 取り外しまたは交換するモジュールに I/E スロットが含まれる場合
は、影響される I/E スロットからすべてのメディアを取り出し、そ
れらを各パーティション用に分けて保存し、モジュールの取り外し
または交換が完了したら、それらをインポートして、同じパーティ
ションに戻せるようにします。

6 1 つまたは複数のパーティションが、取り外しまたは交換するモ
ジュール内にあるストレージ スロットのどれかを参照する場合は、
すべてのテープ カートリッジをエクスポートして、影響されるパー
ティションから除去し、それらのエクスポートされたカートリッジ
をパーティション別に分けて保存し、モジュールの取り外しまたは
交換が完了したら、それらをインポートして同じパーティションに
戻せるようにします。187 ページの「メディアの エクスポート」 を
参照してください。  

7 パーティションが、取り外しまたは交換するモジュール内にあるス
トレージ スロットを参照している場合は、そのパーティションを削
除します。モジュールの取り外しまたは交換完了後に、新しいパー
ティションを作成できます。64 ページの「パーティションの操作」
を参照してください。

注意： ライブラリは、あるパーティションから取り出して別の
パーティションに戻したテープ カートリッジを認識でき
ません。取り出したテープ カートリッジは、元のパー
ティションに戻す必要があります。
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注： パーティションの最後の要素が取り外しまたは交換する
モジュール内に存在していれば、削除する代わりにその
パーティションを変更できる場合があります。その場合、
1) 取り外しまたは交換するモジュール内のテープ カート
リッジをエクスポートし、2) パーティションを削除する
代わりに変更して、そのパーティションが、取り外しま
たは交換するモジュール内のストレージまたはドライブ
要素を参照しなくなるようにします。70 ページの「パー
ティションの変更」を参照してください。 
 

たとえば、図 35 では、影響のあるテープ カートリッジを、
取り外すモジュールからエクスポートした後で、クリー
ニング スロットが削除され、Library_c が完全に削除さ
れ、Library_b のストレージ スロット数が 1 つ減るように
変更されます。すなわち、この変更によって、拡張モ
ジュール内のストレージ スロット参照が削除されます。
なお、ライブラリ _a については、ストレージ エレメント
の変更は一切不要です。
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図 35  ライブラリ構成例 2
 

8 パーティションが、取り外しまたは交換するモジュール内のテープ 
ドライブを参照している場合は、影響されるパーティションを、参
照されるドライブ エレメントをそのパーティションから取り除くこ
とで変更します。70 ページの「パーティションの変更」を参照して
ください。

たとえば、292 ページの「図 34」 では、すべてのパーティション参照
が拡張モジュール内のドライブを参照しています。295 ページの
「図 35」 では、Library_c とそのドライブ参照が拡張モジュールから
削除されました。ただし、Library_a と Library_b にはパーティショ



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
モジュールの取り外しまたは交換準備

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 296

ンを変更してドライブ参照を削除することで、拡張モジュールを、
すべてのパーティション リソースの参照から解放する必要がありま
す。

9 拡張モジュールを取り外したり交換したりする場合は、I/E ステー
ションのスロット数を 6 に設定します。モジュールの取り外しまた
は交換が完了したら、I/E ステーション スロットを再構成できます。
77 ページの「I/E ステーション スロットの設定」を参照してくださ
い。

10 ライブラリの電源を切ります。

11 取り外すモジュールから、電源コード、ネットワーク データ ケーブ
ル、モジュール間ケーブルをすべて外します。  

12 ロボット アセンブリを制御モジュールでパークします。ライブラリ
を取り出す前に、ロボット アセンブリを制御モジュールに配置する
必要があります。

a 各モジュールの I/E ステーション ドアとアクセスドアを開きま
す。

b 手でロボット アセンブリを制御モジュールまでゆっくりと持ち
上げます。ロボット アセンブリをゆっくりとスライドさせます。

 

c ロボット アセンブリを 制御モジュール の中程まで持ち上げ、一
方の手でその位置に保ちながら他方の手でパーキング タブを

「パーク」位置で止まるまで左方向に回します。金属性のパーキ
ング タブは列「1」の一番下にあります。

d ロボット アセンブリをゆっくりと下げてパーキング タブに載せ
ます。

注： 後でケーブルを元の位置に正しく接続できるように、
ケーブルを外す前に、すべてのケーブルにラベルを付け
ることをお勧めします。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレート
で支えてください。金属性の細い棒を持ってロボッ
トを持ち上げると、棒が曲がります。背面の黒いプ
ラスチック ピッカー ボディを持ってロボットを持ち
上げると、ロボットを損傷する恐れがあります。
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13 取り外すモジュールから電源装置をすべて外します。詳細について
は、338 ページの「電源装置の追加、取り外し、交換」を参照して
ください。

14 取り外すモジュールから、それぞれテープ ドライブをすべて取り外
します。モジュールを交換する場合は、各ドライブにそれぞれの場
所のラベルを貼り、後で同じ場所へ確実に再取り付けできるように
します。詳細については、360 ページの「テープ ドライブの追加、
取り外し、交換」を参照してください。

1 ｢パーク｣ 位置のパーキング タブ
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15 取り外しまたは交換するモジュールに FC I/O ブレードが含まれて
いる場合は、I/O ブレードと付随するファン ブレードを拡張モ
ジュールから取り外します。詳細については、364 ページの「FC 
I/O ブレードの追加、取り外し、交換」および 375 ページの「FC 
I/O ファン ブレードの追加、取り外し、交換」を参照してくださ
い。

16 モジュールを取り外す前にまず、その上にある 拡張モジュールをす
べて取り外す必要があります。すべての電源コード、ネットワーク 
データ ケーブル、モジュール間ケーブルを、取り外しまたは交換す
るモジュールおよび、その上に位置するあらゆるモジュールから外
します。次に、モジュールを取り外します。

   

既存のライブラリから拡張モジュールを永久的に取り外す
方法

ここでは、拡張モジュールをライブラリから永久的に取り外す方法を説
明します。

拡張モジュールを既存のライブラリから取り外すときには、いくつか設
定を考慮に入れる必要があります。

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モ
ジュールは、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電
源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしない
ように少なくとも 2 人が必要です。

注： ライブラリがラックに取り付けられている場合は、ラッ
クからのモジュールの着脱に追加ステップが必要になり
ます。詳細については、341 ページの「ライブラリをラッ
クに取り付ける方法」を参照してください。
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• COD ライセンスはそのままです。拡張モジュールを取り外した後
は、使用可能な数よりも多くのスロットにラインセンスが供与され
ている可能性があります。使用できるスロットだけが License ( ライ

センス ) 画面に表示されます。

• 取り外したモジュール内のすべてのリソースが取り外しされます。
取り外したモジュール内のすべてのリソースを含むパーティション
は、スロットやドライブがない状態で存在します。このパーティ
ションは、取り外しのみ可能です。

   

拡張モジュールの取り外し 11 拡張モジュールを取り外すには

1 モジュールを取り外す前に、290 ページの「モジュールの取り外し
または交換準備」にある指示に従ってください。

2 取り外しするモジュールのそれぞれについて、I/E ステーション ド
アとアクセス ドアを開きます。

 

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 端子
付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コンセント
か、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 60309 ( または該
当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アース ) コンダクタ付き電
源接続器、またはその両方を使用して供給する必要がありま
す。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペースを 
60cm ほど空けてください。

警告： 5U 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。9U 拡張モ
ジュールの重量は、 テープ ドライブ、テープ カートリッジ、
電源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしないよう
に少なくとも 2 人が必要です。

注意： モジュールを取り出す前に、290 ページの「モジュールの取
り外しまたは交換準備」の説明に従ってロボット アセンブリ
をパークする必要があります。
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3 モジュールを安全に取り出せるように、Y レールを外します。
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、制御モジュール左側の Y レール開放つ
まみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こしてロック位
置から開放し、所定の位置で止めます。

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、所定の位置で止めます。

 

4 モジュールをラックに固定しているラック イヤーを取り外します。
ラック イヤーの使い方の詳細については、341 ページの「ライブラ
リをラックに取り付ける方法」を参照してください。

5 モジュール前面の底部にある蝶ねじを緩めます。

1 Y レール ( ロックされた非作動の位置 )
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6 モジュール背面の底部にある蝶ねじ 2 個を緩めます。

1 蝶ねじ ( ドア背部 )
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7 モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張ってネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、前面ド
アに傷がつくことがあります。

8 ライブラリの前面から、モジュール全体を手前へスライドさせ、上
のモジュールを持ち上げて下のモジュールから離します。

9 取り外すモジュールすべてについて、上記の手順を繰り返します。

10 必要に応じて、カバー プレートを外して交換します ( 図 36 を参照 )。
 

a 制御モジュールをライブラリの最上段に配置し、その下に拡張
モジュールを置く場合は、制御モジュールの下部カバー プレー
トと拡張モジュールの上部プレートを取り外します。

b 制御モジュールを拡張モジュールの間に配置する場合は、制御
モジュールの上と下のプレートを取り外します。制御モジュー
ルの下に配置する拡張モジュールのの上部プレートと、制御モ
ジュールの上に配置する拡張モジュールの下部プレートを外し
ます。

c 制御モジュールをライブラリの最下段に配置し、その上に拡張
モジュールを置く場合は、制御モジュールの上部プレートと拡
張モジュールの下部プレートを外します。

注意： 制御モジュール の下部カバー プレートを取り外す前に、
290 ページの「モジュールの取り外しまたは交換準備」の
説明に従ってロボット アセンブリをパークする必要があ
ります。
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図 36  拡張モジュールを追加し
た後のカバー プレートの位置
      

新しいライブラリ構成の使
用準備 11

以下の手順に従って、新しいライブラリ構成を使用する準備をします。

1 Y レールが正しくはめ込まれ、蝶ねじが締まっているか確認します。

5U 14U 23U 32U

カバー プレート

カバー プレート 制御
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

カバー プレート 制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

制御
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

拡張
モジュール

カバー プレート カバー プレート カバー プレート カバー プレート
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、拡張モジュールの I/E ステーションと
前面ドアを開きます。Y レールの開放つまみを起こしてロック
位置から開放し、下までスライドさせます。

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、下までスライドさせます。

上記の手順により、このモジュールの Y レールと下のモジュー
ルの Y レールが揃います。

 

 

注意： ライブラリの前面と背面にある上部と下部の Y レールの間に、
隙間がないか確認してください。隙間があると、ライブラリ
は機械的に初期化を実行できません。

1 Y レール ( アンロックされた作動の位置 )
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2 モジュールにテープ ドライブを追加します。詳細については、 
360 ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照し
てください。

3 電源装置を追加します。詳細については、338 ページの「電源装置
の追加、取り外し、交換」を参照してください。

4 ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合は、I/O ブ
レードと付属ファン ブレードの両方を拡張モジュールに取り付けま
す。詳細については、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り
外し、交換」および 375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、
取り外し、交換」を参照してください。

5 ロボット アセンブリをパーキング位置から外します。

a ロボット アセンブリをゆっくりと持ち上げて、パーキング タブ
から開放します。

 

b 空いている手で、パーキング タブを右回りに動かすと、「パーク
解除｣位置で止まります。正しい位置にあるとき、パーキング タ
ブはモジュールの内部から完全に外されるので、誤ってロボッ
トの経路に移動することがありません。

c ロボット アセンブリをゆっくりと放します。ライブラリの一番
下のモジュールまで下がります。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレート
で支えてください。金属性の細い棒を持ってロボッ
トを持ち上げると、棒が曲がります。背面の黒いプ
ラスチック ピッカー ボディを持ってロボットを持ち
上げると、ロボットを損傷する恐れがあります。
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6 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを閉じます。

7 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
をすべて接続します。スタックされたモジュールの一番上と一番下
のモジュールには、必ずモジュール ターミネータを取り付けてくだ
さい。ケーブル接続の手順については、229 ページの「ライブラリ
のケーブル接続」を参照してください。

8 ライブラリの電源を入れます。

9 パーティション、クリーニング スロット、I/E ステーション スロッ
トを、必要に応じて再作成および / または変更します。

1 ｢パーク解除｣ 位置のパーキング タブ
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10 テープ カートリッジを必要に応じてインポートします。インポート
先はライブラリの適正なパーティションです。

11 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」参照 )。

12 ホスト アプリケーションがライブラリの各テープ カートリッジの場
所についてインベントリを実行する場合は、ホスト アプリケーショ
ンを開いて再インベントリを行って、論理インベントリをライブラ
リの物理インベントリと同期させます。

制御モジュールの交換

ここでは、制御モジュールを取り外し、それを制御モジュール フィール
ド交換可能ユニット (FRU) と交換する方法を説明します。制御モジュー
ルのシャーシが著しく損傷している場合は、モジュールの交換が必要に
なります。通常は、制御モジュール内の特定のユーザー交換可能ユニッ
ト (CRU) または FRU を交換するだけで済みます。

制御モジュールを交換するときには、いくつか設定を考慮に入れる必要
があります。

• 元の制御モジュールに 1 つまたは複数のライセンス キーを適用した
場合は、各ライセンス キーを交換して新しい制御モジュールに適用
する必要があります。詳細については、85 ページの「ライセンス 
キーの取得とインストール」を参照してください。

• 取り外したモジュール内のすべてのリソースを含むパーティション
は、スロットやドライブがない状態で存在します。このパーティ
ションは、取り外しのみ可能です。

制御モジュールの取り付け位置について、特に規制はありません。32U 
までのライブラリ構成の場合は、制御モジュールを、設置されているす
べての拡張モジュールの上に置くことをお勧めします。41U のライブラ
リ構成の場合は、制御モジュールを、3 つの拡張モジュールの上、最上
段の拡張モジュールの下に置くことをお勧めします。
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制御モジュールの取り外し 11 1 モジュールを取り外す前に、290 ページの「モジュールの取り外し
または交換準備」にある指示に従ってください。  

2 ライブラリの一番上のモジュールから順に、I/E ステーションを開
いてモジュールのドアにアクセスします。

 

3 モジュールを安全に取り出せるよう、Y レールを外します。

a ライブラリの前面から、モジュール左側の Y レール開放つまみ
を見つけます。Y レールの開放つまみを起こしてロック位置か
ら開放し、所定の位置で止めます。

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、所定の位置で止めます。

注意： モジュールを取り出す前に、290 ページの「モジュー
ルの取り外しまたは交換準備」の説明に従ってロ
ボット アセンブリをパークする必要があります。

注： テープ ドライブを取り付けた状態で後部 Y レールを
上げることはできません。
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4 モジュールをラックに固定しているラック イヤーを取り外します。

5 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを緩めます。

1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )
4 ここを握って開放
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6 モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張ってネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、前面ド
アに傷がつくことがあります。

 

7 モジュール全体を手前へスライドさせ、上のモジュールを持ち上げ
て下のモジュールから離します。

1 制御モジュール ( 前面 )

2 蝶ねじ

3 制御モジュール ( 背面 )

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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制御モジュールの交換 11 1 まだ取り外していなければ、テープ ドライブと電源装置を、交換す
る制御モジュールから取り外します。

2 プラス ドライバ ( 上部カバー プレート用 ) と T10 TORX ドライバ  
( 下部カバー プレート用 ) を使用して、新しい制御モジュール プ
レートを必要に応じてモジュールの上と下から取り外します。

 

a ライブラリが制御モジュールだけで構成されている場合は、プ
レートを外さないでください。

b 制御モジュールをライブラリの最上段に配置し、その下に拡張
モジュールがある場合は、制御モジュールの下部カバー プレー
トを取り外します。

c 制御モジュールをライブラリの真ん中に取り付ける場合は、上
下両方のカバー プレートを取り外します。

d 制御モジュールをライブラリの最下段に配置し、その上に拡張
モジュールがある場合は、制御モジュールの上部カバー プレー
トを取り外します。

3 取り外した制御モジュールから LBC を除去して横に置いておきま
す。

LCB にはライブラリの内容と設定の情報が保存されているため、こ
の LCB ( または LCB コンパクト フラッシュ カード ) を新しい制御モ
ジュールに取り付けることをお勧めします。LCB の取り外しの詳細
については、333 ページの「ライブラリ制御ブレードおよび LCB コ
ンパクト フラッシュ カードの取り出しと交換」を参照してくださ
い。

 

4 拡張モジュールが制御モジュールの下にあるライブラリ構成の場合
は、ここで拡張モジュールをライブラリに取り付けます。

5 新しい制御モジュールをライブラリに取り付けます。制御モジュー
ルを持ち上げ、ライブラリ前方から適切な場所に配置します。

注意： 制御モジュール の下部カバー プレートを取り外す前に、
290 ページの「モジュールの取り外しまたは交換準備」の
説明に従ってロボット アセンブリをパークする必要があ
ります。

注： 制御モジュールを 9U 拡張モジュール の上に配置する場
合は、最初に必ずピッカーを制御モジュール にパークし
てください。
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制御モジュールを拡張モジュールの最上段に配置し、ユニットの後
部までスライドさせます。制御モジュールの下部にある小さな切り
込みが、9U 拡張モジュールの上部と揃うようになっています。

6 ラック イヤーを使用して、制御モジュールを 9U 拡張モジュールの
上に固定します。

7 制御モジュールを拡張モジュールの最上段に配置する場合、モ
ジュール前面の底部にある 2 本の蝶ネジと、モジュール背面の底部
にある 2 本の蝶ネジを使用して、この 2 つのモジュールを固定しま
す。次に、モジュールのガイド ピン ( モジュール前面の底部 ) を回
して押し下げます。

8 すべての拡張モジュール ( 該当する場合 ) を制御モジュールの元の
位置 ( 制御モジュールの上 ) に戻します。ラック イヤーを使ってモ
ジュールをラックに固定します。次に、モジュールの前面と背面の
底部にある蝶ねじをすべて締めます。

9 Y レールを噛み合わせます。蝶ねじを締めて、ガイド ピンを下げま
す。これにより、このモジュールの Y レールと下のモジュールの Y 
レールが揃います。

a ライブラリの前面から、制御モジュールの I/E ステーションと
前面ドアを開きます。Y レールの開放つまみを起こしてロック
位置から開放し、下までスライドさせます。
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b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、下までスライドさせます。

10 ロボット アセンブリをパーキング位置から外します。

a ロボット アセンブリをゆっくりと持ち上げて、パーキング タブ
から開放します。

 

1 Y レール ( アンロックされた作動の位置 )

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレートで支
えてください。金属性の細い棒を持ってロボットを持ち
上げると、棒が曲がります。背面の黒いプラスチック 
ピッカー ボディを持ってロボットを持ち上げると、ロ
ボットを損傷する恐れがあります。
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b 空いている手で、パーキング タブを右回りに動かすと、「パーク
解除｣ 位置で止まります。正しい位置にあるとき、パーキング 
タブはモジュールの内部から完全に外されるので、誤ってロ
ボットの経路に移動することがありません。

c ロボット アセンブリをゆっくりと放します。ライブラリの一番
下のモジュールまで下がります。

 

1 ｢パーク解除｣ 位置のパーキング タブ
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制御モジュールの使用準備 11 1 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを閉じます。

2 モジュールにテープ ドライブを追加します。詳細については、 
360 ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照し
てください。

3 電源装置を追加します。詳細については、338 ページの「電源装置
の追加、取り外し、交換」を参照してください。

4 LCB を制御モジュールに追加します。詳細については、333 ページ
の「ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フラッシュ 
カードの取り出しと交換」を参照してください。

5 ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合は、I/O ブ
レードと付属ファン ブレードの両方を拡張モジュールに取り付けま
す。詳細については、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り
外し、交換」および 375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、
取り外し、交換」を参照してください。

6 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
をすべて接続します。スタックされたモジュールの一番上と一番下
のモジュールで、モジュール ターミネータが元の位置に取り付けら
れているか確認します。ケーブル接続の手順については、229 ペー
ジの「ライブラリのケーブル接続」を参照してください。

7 ライブラリの電源を入れます。

8 クリーニング スロットおよび I/E ステーション スロットを、必要に
応じて再作成および / または変更します。

9 テープ カートリッジを必要に応じてインポートします。インポート
先は適正なパーティションです。

10 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」参照 )。

11 ホスト アプリケーションがライブラリの各テープ カートリッジの場
所についてインベントリを実行する場合は、ホスト アプリケーショ
ンを開いて再インベントリを行って、論理インベントリをライブラ
リの物理インベントリと同期させます。
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 拡張モジュールの交換

ここでは、拡張モジュールを取り外して交換する方法を説明します。拡
張モジュールのシャーシが著しく損傷している場合は、モジュールの交
換が必要になります。

1 台のライブラリに最大 4 つの拡張モジュールを格納でき、最大の 41U 
の高さになります。

拡張モジュールを取り外して交換するときには、いくつか設定を考慮に
入れる必要があります。

• COD ライセンスはそのままです。拡張モジュールを取り外した後
は、使用可能な数よりも多くのスロットにラインセンスが供与され
ている可能性があります。使用できるスロットだけが License ( ライ

センス ) 画面に表示されます。

• 取り外したモジュール内のすべてのリソースが取り外しされます。
取り外したモジュール内のすべてのリソースを含むパーティション
は、スロットやドライブがない状態で存在します。このパーティ
ションは、取り外しのみ可能です。

  

注： 各ライブラリが対応できる拡張モジュールの最大数は、
ライブラリを実行しているファームウェアのレベルに
よって異なります。詳細については、218 ページの「ライ
ブラリとテープ ドライブのファームウェアの更新」を参
照してください。

警告： 14U 以上のライブラリはすべて、主要保護接地 ( アース ) 
端子付きのラックに設置し、電源は工業用プラグと壁コ
ンセントか、1.5 mm2 (14 AWG) 以上の断面積の IEC 
60309 ( または該当する国内基準 ) 準拠の保護接地 ( アー
ス ) コンダクタ付き電源接続器、またはその両方を使用し
て供給する必要があります。 
 

ライブラリの前面と背面には、通気と作業用のスペース
を 60cm ほど空けてください。
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9U 拡張モジュールの取り外し 11 1 モジュールを取り外す前に、290 ページの「モジュールの取り外し
または交換準備」にある指示に従ってください。  

2 ライブラリの一番上のモジュールから順に、各モジュールの I/E ス
テーション ドアとアクセス ドアを開きます。

 

3 モジュールを安全に取り出せるように、Y レールを外します。

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モ
ジュールは、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電
源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしない
ように少なくとも 2 人が必要です。

注意： モジュールを取り出す前に、290 ページの「モジュール
の取り外しまたは交換準備」の説明に従ってロボット ア
センブリをパークする必要があります。
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、制御モジュール左側の Y レール開放つ
まみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こしてロック位
置から開放し、所定の位置で止めます。

 

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、所定の位置で止めます。

4 モジュールをラックに固定しているラック イヤーを取り外します。
ラック イヤーの使い方の詳細については、341 ページの「ライブラ
リをラックに取り付ける方法」を参照してください。

5 モジュール前面の底部にある蝶ねじを緩めます。

1 Y レール ( ロックされた非作動の位置 )
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6 モジュール背面の底部にある蝶ねじ 2 個を緩めます。

1 蝶ねじ ( ドア背部 )
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7 モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張ってネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、前面ド
アに傷がつくことがあります。

8 ライブラリの前面から、モジュール全体を手前へスライドさせ、上
のモジュールを持ち上げて下のモジュールから離します。

9 取り外すモジュールすべてに以上の手順を繰り返します。

10 必要な場合は、カバー プレートをいったん取り外して付け直しま
す。

  

a 制御モジュールをライブラリ最上段に配置し、その下に 9U 拡張
モジュールがある場合は、制御モジュールの下部カバー プレー
トと 9U 拡張モジュールの上部プレートを取り外します。

b 制御モジュールを 9U 拡張モジュールの間に配置する場合は、制
御モジュールの上と下のプレートを取り外します。また、9U 拡
張モジュールを制御モジュールの下に配置する際は拡張モ
ジュールの上部プレートを取り外し、9U 拡張モジュールを制御
モジュールの上に配置する際は拡張モジュールの下部プレート
を取り外します。

c 制御モジュールをライブラリ最下段に配置し、その上に 9U 拡張
モジュールを置く場合は、制御モジュールの上部カバー プレー
トと 9U 拡張モジュールの下部プレートを取り外します。

9U 拡張モジュールの交換 11 1 追加する拡張モジュールからテープ ドライブをすべて取り外しま
す。テープ ドライブの取り外し手順については、360 ページの

「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照してください。

2 追加する拡張モジュールから電源装置を取り外します。電源装置の
取り外し手順については、338 ページの「電源装置の追加、取り外
し、交換」を参照してください。

3 拡張モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引き、ネ
ジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、下のモ
ジュールの前面ドアに傷がつくことがあります。あります。

注意： 制御モジュール の下部カバー プレートを取り外す前に、
290 ページの「モジュールの取り外しまたは交換準備」の
説明に従ってロボット アセンブリをパークする必要があ
ります。
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4 新しい 拡張モジュールを持ち上げ、ライブラリの前面から適切な場
所に配置します。

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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5 ラック イヤーでモジュールをラックに固定します。

6 モジュール前面の底部にある蝶ねじ 2 個と、モジュール背面の底部
にある蝶ねじ 2 個を使用して、これら 2 つのモジュールを固定しま
す。次に、モジュールのガイド ピン ( モジュール前面の底部 ) を回
して押し下げます。

7 モジュールの前面と背面の底部にある蝶ねじを、すべて締めます。

8 ライブラリ構成の各モジュールの Y レールを噛み合わせます。Y 
レールが正しくはめ込まれ、蝶ねじが締まっているか確認します。
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1 前部 Y レール

2 後部 Y レール

3 Y レール ( こちらの端が上 )

4 ここを握って開放
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a ライブラリの前面から、拡張モジュールの I/E ステーションと
前面ドアを開きます。Y レールの開放つまみを起こしてロック
位置から開放し、下までスライドさせます。

 

b ライブラリ背面から、モジュール内部右側にある後部 Y レール
開放つまみを見つけます。Y レールの開放つまみを起こして
ロック位置から開放し、下までスライドさせます。

上記の手順により、このモジュールの Y レールと下のモジュー
ルの Y レールが揃います。

 

9 ロボット アセンブリをパーキング位置から外します。

1 Y レール ( アンロックされた作動の位置 )

注意： ライブラリの前面と背面にある上部と下部の Y レールの
間に、隙間がないか確認してください。隙間があると、
ライブラリは機械的に初期化を実行できません。



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
拡張モジュールの交換

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 330

a ロボット アセンブリをゆっくりと持ち上げて、パーキング タブ
から開放します。

 

b 空いている手で、パーキング タブを右回りに動かすと、「パーク
解除｣ 位置で止まります。正しい位置にあるとき、パーキング 
タブはモジュールの内部から完全に外されるので、誤ってロ
ボットの経路に移動することがありません。

c ロボット アセンブリをゆっくりと放します。ライブラリの一番
下のモジュールまで下がります。

注意： ロボット アセンブリは、幅広の金属製 X 軸プレートで支
えてください。金属性の細い棒を持ってロボットを持ち
上げると、棒が曲がります。背面の黒いプラスチック 
ピッカー ボディを持ってロボットを持ち上げると、ロ
ボットを損傷する恐れがあります。
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9U 拡張モジュールの使
用準備 11

1 ライブラリの I/E ステーション ドアとアクセス ドアを閉じます。

2 モジュールにテープ ドライブを追加します。詳細については、 
360 ページの「テープ ドライブの追加、取り外し、交換」を参照し
てください。

3 電源装置を追加します。詳細については、338 ページの「電源装置
の追加、取り外し、交換」を参照してください。

1 ｢パーク解除｣ 位置のパーキング タブ
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4 ライブラリに FC I/O ブレードが搭載されている場合は、I/O ブ
レードと付属ファン ブレードの両方を拡張モジュールに取り付けま
す。詳細については、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り
外し、交換」および 375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、
取り外し、交換」を参照してください。

5 電源コード、ネットワーク データ ケーブル、モジュール間ケーブル
をすべて接続します。スタックされたモジュールの一番上と一番下
のモジュールには、必ずモジュール ターミネータを取り付けてくだ
さい。ケーブル接続の手順については、229 ページの「ライブラリ
のケーブル接続」を参照してください。

6 ライブラリの電源を入れます。

7 パーティション、クリーニング スロット、I/E ステーション スロッ
トを必要に応じて再作成します。

8 テープ カートリッジを必要に応じてインポートします。インポート
先は適正なパーティションです。

9 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」参照 )。

10 ホスト アプリケーションがライブラリの各テープ カートリッジの場
所についてインベントリを実行する場合は、ホスト アプリケーショ
ンを開いて再インベントリを行って、論理インベントリをライブラ
リの物理インベントリと同期させます。
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ライブラリ制御ブレードおよび LCB コンパクト フラッ
シュ カードの取り出しと交換

ライブラリ制御ブレード (LCB) は、オペレータ パネルやピッカー アセ
ンブリを含むライブラリ全体を管理し、ライブラリが適切に機能するよ
うに、システム テストを実行します。

以下に、ライブラリ制御ブレード (LCB) を取り外して新しいものと交換
する方法について説明します。LCB コンパクト フラッシュ カードには、
ライブラリ構成に関する重要な情報が保存されています。コンパクト フ
ラッシュ カードを交換すると、ライブラリを再構成する必要がありま
す。

LCB および LCB コンパク
ト フラッシュ カードの交換 11

以下に、既存の LCB および LCB コンパクト フラッシュ カードを取り外
し、両方を新しいものと交換する方法について説明します。

必要な工具：なし

1 ライブラリの電源を切ります。

2 ライブラリの背面から、既存の LCB の位置を確認します。

3 既存の LCB からすべてのケーブルを外します。新しい LCB にケー
ブルを正しく接続できるよう、ケーブルを外す前に、既存の LCB に
接続しているケーブルにラベルを付けておくと便利です。

4 既存の LCB をライブラリから取り外します。

既存の LCB を取り外すには、LCB の両方のラッチ フックを固定位
置から外し、ラッチ フックを持って LCB 全体を手前に引きます。

5 既存の LCB コンパクト フラッシュ カードを、既存の LCB から取り
外します。
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6 新しい LCB に新しい LCB コンパクト フラッシュ カードを挿入しま
す。

7 ライブラリ後部の空の LCB スロットに新しい LCB を挿入します。

スロットに新しい LCB を挿入するとき、LCB の LED がブレードの
一番上にあり、ラッチ フックがブレードの右側にあることを確認し
てください。

新しい LCB をスロットにスライドさせると、抵抗がないはずです。

 

1 LCB コンパクト フラッシュ カード

注意： LCB を無理にスロットに押し込むと、損傷する恐れがあ
ります。
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8 新しい LCB を挿入したら、両方の LCB ラッチ フックをブレードに
押し入れて制御モジュールに固定します。LCB がスロットにぴった
りと収まります。

9 すべてのケーブルを新しい LCB に接続し直します。

10 ライブラリの電源を入れます。

前面パネルの緑の電源ランプが点灯します。画面は 5 分ほど暗いま
まになる場合があります。その後、Initialization In Progress ( 初期化

の進行中 ) 画面が表示されます。

11 LCB の LED のステータスを確認します。LED ( 青、黄、緑 ) のすべ
ての色がしばらくの間点灯します。

12 ライブラリの操作パネルに、操作手順を示す画面が表示されます。
説明を読み、OK をクリックして説明画面を閉じます。

13 ログイン画面が表示されると、ユーザー名 admin とパスワード 
password を使ってログインします。

14 続いて表示される画面に入力して、ライブラリのホスト名と IP アド
レスを設定します。IPv6 を有効にするかどうかを選択するように指
示されます。設定が完了すると、Apply ( 適用 ) をクリックします。
システムが処理中であることを示す進捗状況ウィンドウが表示され
ます。「成功」と表示されたら、進捗状況ウィンドウを閉じます。

15 次の画面に、ライブラリに割り当てた 1 つまたは複数の IP アドレス
が表示されます。アドレスをメモし、Close ( 閉じる ) をクリックし
ます。自動的に操作パネルからログアウトして、ログイン画面に戻
ります。

16 インターネット ブラウザから、前のステップでライブラリに割り当
てた IP アドレスを使用してライブラリに接続します。

ウェブ クライアントに、ライブラリ ファームウェアのアップグレー
ド手順を示す画面が表示されます。

17 ライブラリ ファームウェアを最新のバージョンにアップグレードし
ます。

注： システムのデフォルトは DHCP です。(IPv4 のみ ) DHCP 
オプションをオフにして静的 IP アドレスを割り当てるこ
とができます ( オフにするには、Use DHCP: (DHCP を使

用：) の右の黒丸を押します )。IPv6 では静的 IP アドレス
を割り当てることはできません。
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最新のライブラ ファームウェアのリストは、
www.quantum.com/support にあります。アップグレードが必要な
場合は、Quantum サポートにお問い合わせください。詳細について
は、218 ページの「ライブラリ ファームウェアのアップグレード」
を参照してください。

18 ライブラリの設定を復元します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存とリストア」を参照 )。最近の設定を保存しなかった場合は、手動
で設定を復元する必要が生じます。

旧コンパクト フラッシュ 
カードを保持したままの 
LCB 交換 11

既存の LCB コンパクト フラッシュ カードを再利用しながら、LCB を交
換する方法を以下で説明します。

必要な工具： なし

1 ライブラリの電源を切ります。

2 ライブラリの背面から、既存の LCB の位置を確認します。

3 既存の LCB からすべてのケーブルを外します。新しい LCB にケー
ブルを正しく接続できるよう、ケーブルを外す前に、既存の LCB に
接続しているケーブルにラベルを付けておくと便利です。

4 既存の LCB をライブラリから取り外します。

既存の LCB を取り外すには、LCB の両方のラッチ フックを固定位
置から外し、ラッチ フックを持って LCB 全体を手前に引きます。

5 既存の LCB コンパクト フラッシュ カードを、既存の LCB から取り
外します。

注： 最後に保存した構成に down-rev ライブラリ ファーム
ウェアが含まれていた場合は、このファームウェアが復
元され、ステップ 17 でインストールしたファームウェア
を上書きします。

http://www.quantum.com/support
http://www.quantum.com/support
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6 既存の LCB コンパクト フラッシュ カードを、新しい LCB に挿入し
ます。

7 新しい LCB を (既存の LCB コンパクト フラッシュ カードとともに ) 
ライブラリ背面にある空の LCB スロットに挿入します。

スロットに新しい LCB を挿入するとき、LCB の LED がブレードの
一番上にあり、ラッチ フックがブレードの右側にあることを確認し
てください。

新しい LCB をスロットにスライドさせると、抵抗がないはずです。

 

1 LCB コンパクト フラッシュ カード

注意： LCB を無理にスロットに押し込むと、損傷する恐れ
があります。
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8 新しい LCB を挿入したら、両方の LCB ラッチ フックをブレードに
押し付けて、制御モジュールに固定します。LCB がスロットにぴっ
たりと収まります。

9 すべてのケーブルを新しい LCB に接続し直します。

10 ライブラリの電源を入れます。

11 LCB の LED のステータスを確認します。LED ( 青、黄、緑 ) のすべ
ての色がしばらくの間点灯します。

電源装置の追加、取り外し、交換

ライブラリの電力は、個々の電源装置と、ライブラリの前面パネルで制
御されています。各電源装置の背面のスイッチは、各電源の入力で電力
をシャット ダウンします。制御モジュールの前面スイッチを押すと、す
べての制御モジュールと 9U 拡張モジュール電源に電力が供給されます。
必要に応じて、ウェブ クライアントを使用してライブラリの電源を切る
ことも可能です。

冗長電源装置の取り付け 11 以下に、モジュールに予備の電源装置 ( 冗長電源 ) を追加する方法につ
いて説明します。主電源が故障した場合に、ライブラリがダウンしてア
クセスできない事態を防ぐため、ライブラリに冗長電源装置を追加でき
ます。何らかの理由で主電源にエラーが発生すると、ライブラリは自動
的に冗長電源を使用します。

 

注： 制御モジュールと、ドライブを装備した各拡張モジュールに
は、電源装置が少なくとも 1 つ必要です。各モジュールに冗
長電源装置を追加できます。 
 

1 つのモジュールに電源装置を 1 つ設置し、別のモジュール
に別の電源装置を設置しても、それらは冗長電源になりませ
ん。冗長電源にするには、2 台の電源装置が同じモジュール
に存在する必要があります。
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必要な工具：なし

1 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

2 空の電源スロットの位置を確認して、カバー プレートを取り外しま
す。カバー プレートは、後に冗長電源装置を取り外したときのため
に保管しておきます。

3 空のスロットに新しい電源装置を挿入します。

4 電源装置を挿入するときは、オン / オフ スイッチが電源装置の底
部、ハンドルの下にくる状態で正しく挿入します。スムーズにスラ
イドするには、電源装置が水平でなければなりません。

5 電源装置の蝶ねじを締め、ライブラリのモジュールに固定します。

6 電源コードを接続します。

7 電源装置背面のスイッチで電源をオンにします。

8 電源装置の LED のステータスを確認します。上の緑色 LED と青色 
LED が点灯しているはずです。

9 ライブラリの電源を入れます。

10 電源装置の LED のステータスを確認します。緑色 LED が 2 つ点灯
し、青色 LED は消えているはずです。

冗長電源装置の永久的な除
去 11

以下に、冗長電源装置を制御モジュールから取り外す方法を説明しま
す。予備の電源がライブラリで不要になると、取り外すことができま
す。

必要な工具：なし

1 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

2 ライブラリの背面にアクセスし、交換する電源装置の位置を確認し
ます。

3 電源装置の後部のスイッチを使用して、電源をオフにします。

4 電源装置とそのソースから電源コードを外します。

5 電源装置の蝶ねじを緩めます。

6 電源装置のハンドルを手前に引いて、電源装置を取り外します。

7 空の電源装置スロットにカバー プレートを取り付けます。
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電源装置の取り外しと交換 11 以下に、電源装置を取り外して、新しいものと交換する方法について説
明します。使用中の電源装置に問題が発生すると、交換が必要な場合が
あります。

ライブラリに冗長電源装置がある場合は、ライブラリの電源を切らずに
電源装置を交換できます。ライブラリに電源装置が 1 つしかない場合
は、ライブラリの電源を切ってからこの手順を行う必要があります。

必要な工具：なし

1 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

2 ライブラリが予備の電源装置 ( 冗長電源 ) を使用していない場合は、
ライブラリの電源を切ります。

3 ライブラリの背面にアクセスし、交換する電源装置の位置を確認し
ます。

4 電源装置の後部のスイッチを使用して、電源をオフにします。

5 電源装置の電源コードを取り外します。

6 電源装置の蝶ねじを緩めます。

7 電源装置のハンドルを手前に引いて、電源装置を取り外します。

8 空の電源装置スロットに新しい電源装置を挿入します。

電源装置を挿入するときは、オン / オフ スイッチが電源装置の底
部、ハンドルの下にくる状態で正しく挿入します。スムーズにスラ
イドするには、電源装置が水平でなければなりません。

9 電源装置の蝶ねじを締め、ライブラリのモジュールに固定します。

10 電源装置の電源コードを再び接続します。

11 電源をオンにます。

12 電源装置の LED のステータスを確認します。上の緑色 LED と青色 
LED が点灯しているはずです。

13 ライブラリの電源を入れます。

14 電源装置の LED のステータスを確認します。緑色 LED が 2 つ点灯
し、青色 LED は消えているはずです。
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ライブラリをラックに取り付ける方法

14U より高いすべての Scalar i500 l ライブラリ はラックに取り付ける必
要があります。ラックに最下段のモジュールを固定し、その他のモ
ジュールはすべて最下段のモジュールに固定します。

ラック マウント キットを使用して、ライブラリをラック内に固定しま
す。以下に、スタンド アロン型ライブラリをラックに取り付ける方法
と、既存のラックにモジュールを追加する方法について説明します。

ラックへモジュールを取り付けるときは、2 人以上で行う必要がありま
す。

  

取り付け準備 11 必要な工具：なし

1 取り付けを開始する前に、ラック マウント キット ( 表 7 を参照 ) と
ラック イヤー キット ( 表 8 を参照 ) の内容を確認します。

• ラック マウント キットは、1 つのライブラリに 1 つだけ必要で
す。ラック マウント キットを使うと、最下段のモジュールを
ラックにしっかり固定できます。安全性を強化するためにラッ
ク イヤーも含まれています。

警告： ラックにモジュールが 1 つでも入っている場合は、ラックを
移動しないでください。

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カート
リッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モジュール
は、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電源装置を除い
て 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしないよう
に少なくとも 2 人が必要です。

注： ラック マウント キットはどの種類のラックにも使用できるわ
けではありません。たとえば、ねじ込みレール付きのラック
や穴の間隔が特有なラックは、ラック マウント キットに対応
していない場合があります。さらに、ラックには 605 mm か
ら 770 mm のレール間隔 ( 前後 ) が必要です。
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• モジュールを追加するたびに、ラック イヤーが 1 個必要になり
ます。各ラック イヤー キットには、1 つのモジュールに左右の
ラック イヤーを取り付ける備品が含まれています。

• ラックの各モジュールにラック イヤーを 1 セット取り付ける必
要があります。

表 7   ラック マウント キット
の内容 コンポーネント 説明 個数

小型フェルール —  
ラックの丸穴で使用

10 (8 必
要、2 ス
ペア )

大型フェルール — 
ラックの角穴で使用

10 (8 必
要、2 ス
ペア )

つまみナット —  
ラックの棚をラックに
固定

8 

M5 蝶ネジ — 
ラック イヤーを固定

4
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ラック イヤー、左 — 
ラックにモジュールを
固定

1

ラック イヤー、右 — 
ラックにモジュールを
固定

1

ラック シェルフ、左 — 
ラックにモジュールを
固定

1

コンポーネント 説明 個数
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表 8   ラック イヤー キットの
内容

ラック シェルフ、右 — 
ラックにモジュールを
固定

1

コンポーネント 説明 必要個数

ナット クリップ —  
ラックの角穴で使用

4

ケージ ナット —  
ラックの丸穴で使用

4

M5 蝶ネジ —  
ラック イヤーを固定

4

コンポーネント 説明 個数
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2 ラック マウント キットの取り付けや、ラックに追加するモジュール
の邪魔になりそうなラック ハードウェアは、すべて取り外します。

3 取り付け穴やラックの他の部分に完全にアクセスできるように、
ラックの前面と背面のドアを取り外すことも可能です。

4 ラック マウント キットを取り付けるラックの種類を特定します。
ラックの種類によって必要なラック マウント部品が異なります。
ラック マウント キットには部品が多数含まれていますが、使用する
部品はラックの取り付け穴によって異なります。

ラック イヤー、左 — 
ラック内のモジュール
を固定

1

ラック イヤー、右 — 
ラック内のモジュール
を固定

1

コンポーネント 説明 必要個数
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a ラックの取り付け穴が円形の場合は、小型のフェルールとク
リップ ナットを使用します。

b ラックの取り付け穴が角型の場合は、大型のフェルールとケー
ジ ナットを使用します。

c ラックに取り付け穴がある場合 ( タップ M6) は、フェルール、
クリップ ナットまたはケージ ナットを使用しません。

5 ラックのどの部分にラック マウント シェルフを取り付けるかを決め
ます。

シェルフの高さについては、制御モジュールの底部が 28U ～ 32U 位
置マーカーの間にくるように取り付けることをお勧めします。通常
は、これがオペレータ パネルを快適に見られる高さとされていま
す。制御モジュールはライブラリ構成の範囲内であれば、拡張モ
ジュールの上、下、およびモジュールの間にも配置できます。ただ
し、推奨される構成については、262 ページの「新しいマルチモ
ジュール ライブラリ構成の設置」を参照してください。

ラック マウント シェルフ
を取り付ける 11

必要な部品：ラック Rack マウント シェルフ、(8) フェルール、(8) つまみ
ナット 

1 ラック マウント シェルフを拡張している場合は、折りたたんで最小
サイズにします。シェルフが小型であれば、ラック内の位置決めが
簡単になります。

2 各スタッドの端にフェルールを取り付けて、完全にネジで留めます。
フェルールの大きい方をラック シェルフに向け、細い方の先を外側
に向けます。341 ページの「取り付け準備」の説明に従って、適切
なサイズのフェルールを使用してください。

注： シェルフの拡張が困難な場合もありますが、手でサイズ
変更ができるように設計されています。シェルフのサイ
ズを変更するときは、工具を使用しないでください。ま
た、シェルフは決して分解しないでください。
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3 ラック マウント シェルフを、互いに水平になるようにラックに取り
付けます。

a ラック背面の取り付け穴にシェルフの背面スタッドを取り付け
ます。

b シェルフをラックの右か左に置き、適切な高さに揃えます。

1 スタッド

2 フェルール
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c ラック背面の取り付け穴にシェルフの背面スタッドを挿入しま
す。

d つまみナットを各スタッドの端に固定します。フェルールが
ラックの穴にぴったりとはまるように、ラックをしっかりと固
定します。

e 次に、ラック前面の取り付け穴にシェルフの前面スタッドを取
り付けます。

f スタッドが取り付け穴に届かない場合は、シェルフの前を手前
に引いて、必要な長さまで延ばします。一方の手でシェルフの
底を支え、もう一方の手でシェルフの拡張可能な部分を引っ張
ります。

注： シェルフの拡張が困難な場合もありますが、手でサイ
ズ変更ができるように設計されています。シェルフの
サイズを変更するときは、工具を使用しないでくださ
い。また、シェルフは決して分解しないでください。
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g ラック前面の取り付け穴にシェルフの前面スタッドを挿入しま
す。

h つまみナットを各スタッドの端に固定します。フェルールが
ラックの穴にぴったりとはまるように、ラックをしっかりと固
定します。  

4 シェルフが水平で、ラック内できれいに整列しているかどうか目で
見て確認します。

5 すべてのつまみナットがしっかりと締まっているか確認します。取
り付け時に、一部のつまみナットが緩んだ可能性があります。

ライブラリへのラック取り
付け準備 11

1 ライブラリの電源を切り、電源コード、ネットワーク データ ケーブ
ル、モジュール間ケーブルをすべて外します。

2 ライブラリ モジュールからテープ ドライブをすべて取り外します。
テープ ドライブのないモジュールの方が軽くて持ち上げるのが簡単
です。

3 この章の関連セクションに記載されているモジュールとライブラリ
の取り付け方の説明に従います。これらのセクションには、制御モ
ジュールのロボットのパークや、上下のカバーの取り外し方など、
モジュールをラックに正しく安全に取り付ける方法について重要な
情報が含まれています。以下のセクションが該当します。

• 261 ページの「スタンドアロン型 5U 制御モジュールの取り付
け」

• 262 ページの「新しいマルチモジュール ライブラリ構成の設置」

• 273 ページの「既存のライブラリに拡張モジュールを追加する方
法」

• 310 ページの「制御モジュールの交換」

• 320 ページの「拡張モジュールの交換」

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モ
ジュールは、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電
源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしない
ように少なくとも 2 人が必要です。
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ラックの最下段モジュール
の取り付け 11

必要部品： ラック イヤー、M5 蝶ねじ (4 個 ) 

部品の説明： 各ラック イヤーには細長い穴が 2 個あり、ラックの一番取
り付けやすい穴に (M5 蝶ねじを使用して ) 留めるようになっています。

1 ラックマウント シェルフに、ライブラリの最下段に設置するモ
ジュールを置きます。ラックの前面からシェルフの上にモジュール
を載せ、ゆっくりとラックにスライドさせます。モジュールを、前
面が取り付け穴と並ぶまで、ラックの背面に向かってスライドさせ
ます。

2 ラックの背面から、ラックマウント シェルフの裏に付いているシル
バーの蝶ねじ 2 個を締めて、モジュールをラック マウント シェルフ
に固定します。

3 右のラック イヤーを取り付けます。ライブラリ前面で：

a I/E ステーションのドアを開けます。モジュールの右下隅に垂直
スロットがあります。スロットに右のラック イヤーの蝶番を挿
入してから、ラック イヤーの穴がラック レールと並ぶように置
きます。

  

1 ラック イヤーの蝶番
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b M5 蝶ねじを 2 個使用して、ラック イヤーをラックに固定しま
す。蝶ねじをラック シェルフの穴に通して最後まで均等に締め
ます。

4 左のラック イヤーを取り付けます。

a I/E ステーション ドアを開けた状態で、モジュールの左のドア  
( アクセス ドア ) を開き、モジュールの左下隅にあるスロットを
確認します。( ドアは、蝶番の柔軟な設計により、モジュールか
ら離れた位置まで開くため、スロットに容易にアクセスできま
す。)

b 右のラック イヤーと同じ方法で左のラック イヤーを取り付けま
す。

注： スロットにアクセスするために、ドアを手前に引く必
要があるかもしれません。
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c M5 蝶ねじを 2 個使用して、ラック イヤーをラックに固定しま
す。蝶ねじをラック シェルフの穴に通して最後まで均等に締め
ます。

5 モジュールのドアを閉めます。

6 352 ページの「ラックに追加モジュールの取り付け」の説明に従っ
て、ライブラリの残りのモジュールを取り付けます。

7 再びテープ ドライブをライブラリに取り付けます。  

8 229 ページの「ライブラリのケーブル接続」の説明に従って、ライ
ブラリに必要なケーブルを接続します。

9 ライブラリの電源を入れます。

ラックに追加モジュールの
取り付け 11

ラックに追加するモジュールはすべて、前に取り付けたモジュールの上
に配置する必要があります。これは、下部のモジュールをラック マウン
ト シェルフに固定する必要があるためです。ただし、全ライブラリを
ラックから取り外して再構成する場合は例外です。

必要部品： ラックイヤー、M5 蝶ねじ (4 個 )、ナット クリップ (4 個 )、
ケージ ナット (4 個 )
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部品の説明： 各ラック イヤーには細長い穴が 2 個あり、ラックの一番使
いやすい取り付け穴に (M5 蝶ねじとクリップ ナットまたはケージ ナッ
トを使用して ) 留めるようになっていま 

1 現在、上面カバーが付いているモジュールの上にモジュールを取り
付ける場合は、カバーを外します。同様に、取り付けるモジュール
に底面カバーが付いている場合は、ラック内の別のモジュールの上
に取り付ける前に、カバーを外します。最下段のモジュールに底面
カバーが 1 つ、最上段のモジュールに上面カバーが 1 つある以外、
ライブラリが「空洞｣状態であることを確認する必要があります。
281 ページの「新しい 9U 拡張モジュールの取り付け」を参照してく
ださい。

2 クリップ ナット ( またはケージ ナット ) をラックのどこに取り付け
るかを決めます。

a 以前ラックに取り付けた拡張モジュールの真上にモジュールを
追加する場合は、拡張モジュールのラック イヤーの位置から 9U 
分離れた位置に、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) を取
り付ける準備をします。

たとえば、拡張モジュールのラック イヤーが 1U と 2U にある場
合は、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) を 10U と 11U に
取り付けます。

次に、10U と 11U のマーカ内でどの穴を使用するかを判断しま
す。各ラック単位 (U) には、ラックの位置マーカが示すように、
3 つの取り付け穴が存在します。制御モジュールよりも上のいず
れかの場所にモジュールを追加する場合は、クリップ ナット (
またはケージ ナット ) をそのユニットの中央の穴に取り付けま
す。制御モジュールよりも下のいずれかの場所にモジュールを
追加する場合は、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) をそ
のユニットの上部の穴に取り付けます。

b 以前ラックに取り付けた制御モジュールの真上にモジュールを
追加する場合は、制御モジュールのラック イヤーの位置から 5U 
分離れた位置に、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) を取
り付ける準備をします。

注： モジュールをラックに追加する前に、以下の方法でク
リップ ナット ( またはケージ ナット ) の取り付け位置を
決めることをお勧めします。最初にモジュールをラック
に追加した場合、ラックのスペースが制限されるため、
クリップ ナット ( またはケージ ナット ) の取り付けが困
難になる可能性があります。
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たとえば、制御モジュールのラック イヤーが 1U と 2U にある場
合は、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) を 6U と 7U に取
り付けます。

次に、6U と 7U のマーカ内でどの穴を使用するかを判断します。
各ラック単位には、ラックの位置マーカが示すように、3 つの取
り付け穴が存在します。制御モジュールよりも上のいずれかの
場所にモジュールを追加する場合は、クリップ ナット ( または
ケージ ナット ) をそのユニットの中央の穴に取り付けます。制
御モジュールよりも下のいずれかの場所にモジュールを追加す
る場合は、クリップ ナット ( またはケージ ナット ) をそのユ
ニットの上部の穴に取り付けます。

3 ラックの適切な位置にクリップ ナット ( またはケージ ナット ) を取
り付けます。

クリップ ナットの取り付け

a その半円デザインがラックの外側に向くように、ナット クリッ
プを持ちます。

b ナットがラックの穴の裏にくるように、クリップ ナットをラッ
クの取り付け穴に押します。( クリップ ナットを取り付けたら、
必要に応じて、取り付け穴で上下にスライドさせることができ
ます。)

ケージ ナットの取り付け

a ケージ ナットを、ツメがラックの外側にくるように、また、ツ
メが正方形の穴の上部と下部を留めるように持ちます。

b 挿入する穴にケージ ナットを置きます。まず、ツメの 1 つを穴
に挿入し、ケージ ナットをつまんで、カチッとはまるまで穴に
押し込みます。( ツメを穴に押し込む際に、ドライバを使用して
もかまいません。)

4 ラックにスタックするモジュールを準備します。

a モジュールの電源を切り、電源コード、ネットワーク データ 
ケーブル、モジュール間ケーブルをすべて外します。

b できれば、モジュールからテープ ドライブをすべて取り外しま
す。テープ ドライブのないモジュールは、ラックに取り付ける
ときに、簡単に持ち上げることができます。

c モジュールのアクセス ドアを開き、ガイド ピンを上に引っ張っ
てネジのように少し回転させて浮かせます。この操作を怠ると、
下のモジュールの前面ドアに傷がつくことがあります。ありま
す。
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5 モジュールを、下のモジュールと平行になるようにして、設置位置
までスライドさせます。

6 モジュールのガイド ピンを回して押し下げます。

7 モジュール前面と背面の底部にある蝶ねじを締めて、モジュールを
下のモジュールと固定します。蝶ねじを下に押して締めます。

1 ガイド ピン

2 蝶ねじ
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1 制御モジュール ( 前面 )

2 蝶ねじ

3 制御モジュール ( 背面 )
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8 右のラック イヤーを取り付けます。ライブラリ前面で：

a I/E ステーションのドアを開けます。モジュールの右下隅に垂直
スロットがあります。スロットに右のラック イヤーの蝶番を挿
入してから、ラック イヤーの穴がラック レールと並ぶように置
きます。

  

b M5 蝶ねじを 2 個使用して、ラック イヤーをラックに固定しま
す。蝶ねじをナット クリップ ( またはケージ ナット ) に通して
最後まで均等に締めます。

1 ラック イヤーの蝶番
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9 左のラック イヤーを取り付けます。

a I/E ステーション ドアを開けた状態で、モジュールの左のドア  
( アクセス ドア ) を開けて手前に引き、モジュールの左下隅にあ
るスロットにアクセスします。( ドアは、蝶番の柔軟な設計によ
り、モジュールから離れた位置まで開くため、スロットに容易
にアクセスできます。)

b 右のラック イヤーと同じ方法で左のラック イヤーを取り付けま
す。

c M5 蝶ねじを 2 個使用して、ラック イヤーをラックに固定しま
す。蝶ねじをナット クリップ ( またはケージ ナット ) に通して
最後まで均等に締めます。

注： スロットにアクセスするために、ドアを手前に引く必
要があるかもしれません。
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10 モジュールのドアを閉めます。

11 再びテープ ドライブをライブラリに取り付けます。

12 229 ページの「ライブラリのケーブル接続」の説明に従って、ライ
ブラリに必要なケーブルを接続します。

13 ライブラリの電源を入れます。
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テープ ドライブの追加、取り外し、交換

テープ ドライブを使用して、ライブラリをストレージ エリア ネット
ワーク (SAN) 内のサーバに接続します。

テープ ドライブの追加 11 以下に、ライブラリにテープ ドライブを追加する方法について説明しま
す。テープ ドライブは、ライブラリの電源が入った状態で追加できま
す。

必要な工具：なし

1 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

2 ドライブ スロットのカバー プレートを外します。カバー プレート
の蝶ねじを緩めて、プレートを取り外します。

カバー プレートを別のキャビネットに保管します。後でそのドライ
ブを取り外す場合は、カバー プレートを再び取り付ける必要があり
ます。

3 テープ ドライブをドライブ スロットに挿入します。テープ ドライ
ブと テープ ドライブ スロットのガイド レールを使って、テープ ド
ライブをゆっくりとスロットにスライドさせます。スムーズにスラ
イドするには、テープ ドライブが水平でなければなりません。

4 テープ ドライブの蝶ねじを締めて、モジュールに固定します。

蝶ねじとモジュールのねじ穴の位置が揃っている必要があります。
揃っていない場合は、テープ ドライブが正しく挿入されていませ
ん。

5 ライブラリの電源が入っていなければ、電源をオンにします。

6 緑の LED が 3 秒間点灯してから 2 回点滅した場合は、ユニバーサル 
ドライブ スレッド (UDS) ファームウェアがアップグレードするまで 
10 ～ 15 分間待ちます。

注： 新しく追加したテープ ドライブは、一度に 1 つずつ取り付け
と検証を行う必要があります。または、テープ ドライブを一
括してドライブ ベイに追加すると、テープ ドライブを追加す
るときの待ち時間をなくすことができます。
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テープ ドライブに関連するファームウェアには、テープ ドライブ自
身のファームウェアと、テープ ドライブを取り囲む UDS のファー
ムウェアがあります。UDS のファームウェアは、ライブラリの
ファームウェアの一部です。新しく挿入された UDS のファームウェ
アがライブラリの現在のものと異なる場合、ライブラリは、自動的
に UDS のファームウェアをアップグレードします。ファームウェア
のダウンロードに約 15 分かかります。

7 テープ ドライブの LED を確認して、ドライブが正しく機能してい
るか確認してください。

UDS のファームウェアをダウンロードしているとき、緑の LED が 3 
秒間点灯してから、2 回点滅します。青の LED と黄色の LED が点
灯しない場合は、テープ ドライブを取り付け直してください。

8 テープ ドライブにホスト インタフェース ケーブルを接続します。

9 テープ ドライブをオンラインにします。

a Operations ( 操作 ) メニューから Drive ( ドライブ ) > Change Mode 
( モードの変更 ) を選択します。

Change Drive Mode ( ドライブ モードの変更 ) 画面が表示されます。

b オンラインにするテープ ドライブを見つけます。

c New ( 新規 ) 列で Offline ( オフライン ) をクリックして、ボタンの
ステータスを Online ( オンライン ) に切り替えます。

10 新しいテープ ドライブを適切なパーティションに追加します。テー
プ ドライブ装置は、それがパーティションに割り当てられるまで使
用できません。

11 必要に応じて、218 ページの「ライブラリとテープ ドライブの
ファームウェアの更新」 の説明に従ってドライブのファームウェア
を更新します。ライブラリは、テープ ドライブのファームウェアの
ダウンロード後、すぐにドライブを使用できます。

テープ ドライブの永久的
な除去 11

以下に、テープ ドライブを別のものと交換するのではなく、取り外す方
法について説明します。SAN のサイズを縮小したり、ライブラリ内の
パーティションの数を減らしたい場合などに、ライブラリからテープ ド
ライブを取り外します。

ライブラリの電源が入った状態で、テープ ドライブを取り外すことがで
きます。ただし、現在使用しているテープ ドライブは、取り外さないで
ください。
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必要な工具：なし

1 テープ ドライブを取り外せるように、ホスト アプリケーションを準
備します。

2 ライブラリの設定を保存します。

3 対象のテープ ドライブにテープ カートリッジが入っている場合は、
ウェブ クライアントを使用して取り出します。

4 ウェブ クライアントを使用して、取り外すテープ ドライブを使用し
ているパーティションを削除します。次に、必要に応じて、別の
テープ ドライブを使用してパーティションを作成し直します。

5 取り外すテープ ドライブから、ホスト インタフェース ケーブルを
外します。

6 ライブラリの背面から、テープ ドライブの蝶ねじを緩めます。

7 テープ ドライブのハンドル持ち、テープ ドライブ全体を手前に引き
出して取り外します。

8 空のドライブ スロットにカバー プレートを取り付けます。

カバー プレートがない場合は、注文してください。ライブラリにゴ
ミが入らないように、空のスロットには必ずカバー プレートを取り
付けてください。

テープ ドライブの取り外
しと交換 11

以下に、テープ ドライブを取り外して、新しいものと交換する方法につ
いて説明します。使用中のドライブに問題が生じた場合、テープ ドライ
ブの交換が必要になることがあります。

ライブラリの電源が入った状態で、テープ ドライブを取り外すことがで
きます。ただし、現在使用しているテープ ドライブは、取り外さないで
ください。

パーティション内の旧テープ ドライブを新しいテープ ドライブに交換
します。交換用のテープ ドライブが元のテープ ドライブと種類が異な
る ( 世代、インターフェイス、ベンダーなど ) 場合を除いて、古いテー
プ ドライブを除去したり、新しいテープ ドライブをパーティションに
追加したりする必要はありません。元のテープ ドライブがパーティショ
ン内にあり、交換するテープ ドライブの種類が異なると、ライブラリで 
RAS チケットが生成され、テープ ドライブが有効になりません。この

警告： カバー プレートがない状態でライブラリを作動させると
危険です。また、ライブラリの実行速度も遅くなります。



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
テープ ドライブの追加、取り外し、交換 

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 363

場合は、古いテープ ドライブを同じ種類のドライブと交換するか、パー
ティションから除去してから、新しいテープ ドライブをそのパーティ
ションに追加する必要があります。70 ページの「パーティションの変
更」). 

必要な工具：なし

1 テープ ドライブを取り外せるように、ホスト アプリケーションを準
備します。

2 ライブラリの設定を保存します。

3 ウェブ クライアントを使用して、テープ ドライブをオフラインに切
り替えます。テープ ドライブを取り外す準備ができたら、ドライブ
の青色 LED が点灯します。

a Operations ( 操作 ) メニューから Drive ( ドライブ ) > Change Mode 
( モードの変更 ) を選択します。

Change Drive Mode ( ドライブ モードの変更 ) 画面が表示されます。

b オフラインにするテープ ドライブを見つけます。

c New ( 新規 ) 列で、Online ( オンライン ) をクリックしてモードを 
Offline ( オフライン ) に切り替えます。

4 テープ ドライブにテープ カートリッジが入っている場合は、ウェブ 
クライアントを使用して取り出します。

5 取り外すテープ ドライブから、ホスト インタフェース ケーブルを
外します。

6 ライブラリの背面から、テープ ドライブの蝶ねじを緩めます。

7 テープ ドライブのハンドル持ち、テープ ドライブ全体を手前に引き
出して取り外します。

8 空のスロットに新しいテープ ドライブを挿入します。テープ ドライ
ブと テープ ドライブ スロットのガイド レールを使って、テープ ド
ライブをゆっくりとスロットにスライドさせます。スムーズにスラ
イドするには、テープ ドライブが水平でなければなりません。

9 テープ ドライブの蝶ねじを締めて、モジュールに固定します。

蝶ねじとモジュールのねじ穴の位置が揃っている必要があります。
揃っていない場合は、テープ ドライブが正しく挿入されていませ
ん。

10 ライブラリの電源が入っていなければ、電源をオンにします。

11 テープ ドライブの LED を確認して、正しく機能しているか確認し
てください。
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テープ ドライブがファームウェアをダウンロードしているとき、緑
の LED が 3 秒間点灯してから 2 回点滅します。ライブラリが新しい
テープ ドライブを検出すると、ファームウェアは直ちにダウンロー
ドを開始します。ファームウェアのダウンロードに 15 分以上かかる
場合があります。

青の LED と黄色の LED が点灯しない場合は、テープ ドライブを取
り付け直してください。

12 テープ ドライブにホスト インタフェース ケーブルを接続します。

13 テープ ドライブをオンラインにします。

a Operations ( 操作 ) メニューから Drive ( ドライブ ) > Change Mode 
( モードの変更 ) を選択します。

Change Drive Mode ( ドライブ モードの変更 ) 画面が表示されます。

b オンラインにするテープ ドライブを見つけます。

c New ( 新規 ) 列で、 Offline ( オフライン ) をクリックしてモードを 
Online ( オンライン ) に切り替えます。

14 必要に応じて、218 ページの「ライブラリとテープ ドライブの
ファームウェアの更新」 の説明に従ってドライブのファームウェア
を更新します。ライブラリは、ドライブのファームウェアのダウン
ロード後、すぐにテープ ドライブを使用できます。

FC I/O ブレードの追加、取り外し、交換

ここでは、FC I/O ブレードの追加、取り外し、交換について説明しま
す。FC I/O ブレードは、LTO-2、LTO-3、LTO-4、LTO-5 FC のドライ
ブへの接続をサポートしています。

FC I/O ブレードの詳細は、以下のとおりです。

注意： 新しい FC I/O ブレードを追加する場合や、FC I/O ブレード
を完全に取り外す場合は、必ず 83 ページの「制御パスの操
作」を読んでください。制御パスを正しく設定しないと、
テープ ドライブ、パーティション、メディア チェンジャ ( ロ
ボット ) に通信トラブルが発生します。
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• FC I/O ブレードを使用するには、400 レベル以上のコードを実行し
ている必要があります。

• 拡張モジュールは、最大 2 つの FC I/O ブレードをサポートできま
す。

• どのライブラリ構成でも、FC I/O ブレードの取り付けは最大 4 つま
でです。

• 各 FC I/O ブレードに最大 4 つの FC ドライブを接続できます。

• FC I/O ブレードを 制御モジュール に取り付けることはできません。
ただし、制御モジュール の FC テープ ドライブを 拡張モジュール 
の FC I/O ブレードに接続することは可能です。

• 各 FC I/O ブレードには、FC I/O ブレードを冷却するファン ブレー
ドが 1 つ付属しています。ファン ブレードは、 拡張モジュール の 
I/O ブレードの右側に取り付けます。拡張モジュール  にはそれぞれ 
4 つのベイがあり、2 つの FC I/O ブレードと 2 つのファン ブレード
を搭載できます。図 37 は、 拡張モジュール に取り付けられた FC 
I/O ブレードと I/O ファン ブレードを表しています。I/O ファン ブ
レードの取り付けについては、375 ページの「FC I/O ファン ブレー
ドの追加、取り外し、交換」を参照してください。

• FC I/O ブレードとファン ブレードを 拡張モジュール に取り付ける
順序は、下部の 2 つのベイから開始して上に進むことをお勧めしま
す。
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図 37  拡張モジュール内の FC 
I/O ブレードとファン ブレード 
ベイ

1 FC I/O ブレード

2 ファン ブレード

3 拡張モジュール
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最初にお読みください：
取り付け手順の詳細 11

FC I/O ブレードを取り付けるときは、取り付け手順に従う必要があり
ます。この順序で取り付けないと、ライブラリで I/O ブレードとテープ 
ドライブの通信が正しく機能しません。

以下の手順はライブラリの電源がオンの状態で実行できます。

1 400 レベル以上のファームウェアを実行していることを確認します。

2 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

3 イーサネット ケーブルをライブラリの制御ブレードから 拡張モ
ジュールに接続します。拡張モジュールに搭載されている各 FC I/O 
ブレードについて、FC I/O ブレードが含まれた拡張モジュールを 
LCB のイーサネット ハブのポートに接続します (242 ページの「図 
25」 を参照 )。

• FC I/O ブレードを拡張モジュールの下部のベイに取り付けた場合
は、イーサネット ケーブルの片方の端を拡張モジュールの右下隅に
ある LOWER ( 下 ) というラベルのイーサネット ポートに接続しま
す。ケーブルのもう一方の端を LCB のイーサネット ハブのポート
に接続します。

• FC I/O ブレードが拡張モジュールの上部のベイに取り付けた場合
は、イーサネット ケーブルの片方の端を拡張モジュールの右下隅に
ある UPPER ( 上 ) というラベルのイーサネット ポートに接続します。
ケーブルのもう一方の端を LCB のイーサネット ハブのポートに接
続します。

4 FC I/O ブレードに接続するテープ ドライブから制御パスを取り外
しします。FC テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続している場
合は、FC テープ ドライブが制御パスとして機能しないように注意
してください。制御パスとして機能させると、I/O ブレードによっ

注意： 新しい FC I/O ブレードを追加する場合や、FC I/O ブレード
を完全に取り外す場合は、必ず 83 ページの「制御パスの操
作」を読んでください。制御パスを正しく設定しないと、
テープ ドライブ、パーティション、メディア チェンジャ ( ロ
ボット ) に通信トラブルが発生します。

注： ブレードに電源を入れたときに LCB と 拡張モジュール間の
イーサネット ケーブルが接続していないと、ブレードは
「ブート」状態でハングします。
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て制御パスがフィルタされ、ホストに表示されなくなります。Fibre 
Channel テープ ドライブが現在パーティションの制御パスとして機
能しているときに、そのテープ ドライブを FC I/O ブレードに接続
する場合は、そのテープ ドライブから制御パスを取り外しする必要
があります。テープ ドライブから制御パスを取り外しするには

a オペレータ パネルまたは ウェブ クライアントから Setup ( セッ

トアップ ) > Control Path ( 制御パス )  を選択します。

b パーティションが複数ある場合は、適切なパーティションを選
択して Next ( 次へ ) をクリックします。

c FC I/O ブレードに接続する FC テープ ドライブで制御パスの選
択をオフにします。

5 375 ページの「FC I/O ファン ブレードの追加、取り外し、交換」の
説明に従って、ファン ブレードを追加または交換します。ファン ブ
レードは FC I/O ブレードの過熱を防ぐために必要です。

6 このシートの該当する説明に従って、FC I/O ブレードを追加または
交換します。拡張モジュールに FC I/O ブレードを 2 つ取り付ける
場合は、下のブレードを先に取り付けてください。

7  張モジュール 使用していないベイにはすべてカバー プレートが付
いていることを確認してください。

8 ライブラリとテープ ドライブのケーブルを FC I/O ブレードに接続
します (242 ページの「図 25」を参照 )。さらに、246 ページの「推
奨される FC I/O ブレードのライブラリ ケーブル接続」も参照して
ください。

9 必要なら、ライブラリのパーティションを設定 / 再設定します  
( ウェブ クライアントから Setup ( セットアップ ) > Partitions ( パー

ティション ) を選択します。

10 必要に応じて制御パスを設定します。ライブラリは新しいパーティ
ションの作成時に制御パスを割り当てます。各パーティションに制
御パスが 1 つだけあることを確認してください。FC テープ ドライ
ブが FC I/O ブレードに接続している場合は、FC テープ ドライブを
制御パスとして選択しないように注意してください。制御パスの詳
細については、83 ページの「制御パスの操作」を参照してくださ
い。制御パスを変更するには、操作パネルまたはウェブ クライアン
トから Setup ( セットアップ ) > 制御 Path ( 制御パス ) を選択します。

11 ホスト マッピングを設定します ( オプション )。ライブラリに複数
の FC I/O ブレードがある場合、各 FC I/O ブレードはテープ ドライ
ブを制御パスとしていない各パーティション内でホストのターゲッ
ト デバイスとして検出されます。したがって、ホストに同じパー
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ティションが複数回表示される可能性があります。混乱を避けるた
めに、各ホストが各デバイスを 1 度だけ検出するようにホストの
マッピングを設定してください。詳細については、113 ページの
「ホスト マッピング - 概要」および 114 ページの「ホスト マッピン
グの設定」を参照してください。ホスト マッピングを設定するには

a オペレータ パネルまたはウェブ クライアントから Setup ( セット

アップ ) > I/O Blades (I/O ブレード ) > Blade Control ( ブレード制御 )  
を選択して、ホスト マッピングを有効にします。

b オペレータ パネルまたはウェブ  クライアントから、Setup ( セッ

トアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード ) > Host Mapping ( ホスト マッ

ピング ) を選択します。

12 FC I/O ブレードにホスト ポートのフェールオーバーを設定します 
 ( オプション )。ウェブ  クライアントからは、Setup ( セットアップ ) 
> I/O Blades (I/O  ブレード ) > Host Port Failover ( ホスト ポート フェール

オーバー ) を選択します。ホスト ポート フェールオーバーを有効に
するには、I/O ブレード上のターゲット ポート 1 と 2 をポイント
ツーポイント接続として設定する必要があります (Setup ( セットアッ

プ ) > I/O Blades (I/O ブレード ) > Port Configuration ( ポートの設定 ) )。
詳細については、116 ページの「FC ホスト ポートのフェールオー
バー設定」を参照してください。

13 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ブレードの追加 11 以下に、ライブラリに FC I/O ブレードを追加する方法について説明し
ます。FC I/O ブレードは、ライブラリの電源が入っている状態でも追
加できます。

必要な工具：なし

1 拡張モジュールの背面にアクセスします。

2 適切な FC I/O ブレード ベイのカバー プレートを取り外します。

3 FC I/O ファン ブレードの両側にあるラッチ フックを押し上げて外
し、開きます。

注： FC I/O ブレードおよびファン ブレードを 拡張モジュール
に取り付ける順序は、下部ベイから開始して上に進むこ
とをお勧めします
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4 FC I/O ブレードをベイのガイド スロットに慎重に合わせます。ス
テータス LED は下部になければなりません。

5 ブレードの両端に圧力を均等に加え、ラッチ フックがブレード中央
に向かって動き始めるまで 拡張モジュールにスライドさせます。
ラッチのフックをブレード中央に向けて押し、ロック位置にします。
ブレードが所定の位置にロックすると、ブレードのピンが 拡張モ
ジュールのバックプレーンに接続するのがわかります。

1 FC I/O ブレード

2 LED

3 ラッチ フック ( 開 )

注意： ブレードを無理にベイに押し込むと、ピンが曲がる恐れ
があります。

 



第 11 章  取り付け、取り外し、交換    
FC I/O ブレードの追加、取り外し、交換  

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 371

6 ブレードのケーブル接続の準備が整ったら、黒いゴム製保護カバー
を必要な数だけ FC I/O ブレードのポートから取り外します。

注： 拡張モジュールにブレードを正しく取り付けると、FC 
I/O ブレードの LED はブレードの下部になります。
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1 ラッチ フック ( ロック状態 )

2 FC I/O ブレード

3 空のベイのカバー プレート

4 FC I/O ブレードの LED
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7  張モジュール 使用していないベイにはすべてカバー プレートが付
いていることを確認してください。

8 239 ページの「ライブラリ FC ケーブルと FC I/O ブレードとの接
続」 の説明に従ってライブラリにケーブルを接続します。

9 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ブレードの取り外し 11 以下に、ライブラリから FC I/O ブレードを取り外す方法を説明します。
FC I/O ブレードは、ライブラリの電源が入っている状態でも取り外す
ことができます。

必要な工具：なし

1 C I/O ファン ブレードが含まれている拡張モジュールの背面にアク
セスします。

2 タグを付け、すべての FC ケーブルを FC I/O ブレードから外しま
す。

3 ラッチのフックをロック位置から外して上に押し上げます。FC I/O 
ブレードが拡張モジュールのバックプレーンから外れるのがわかり
ます。

注意： ブレードが装着されていないベイはカバー プレート
を取り付ける必要があります。カバー プレートが取
り付けられていないと、FC I/O ブレードに温度誤差
が発生する可能性があります。

注： I/O ブレードを取り外すと、ライブラリは RAS チケットを作
成します。ライブラリに RAS チケットを作成させたくない場
合は、取り外しの前に I/O ブレードの電源を切ってくださ
い。202 ページの「FC I/O ブレードの電源制御」を参照して
ください。

注意： FC ケーブルは慎重に取り扱ってください。FC ケーブル
は 10 cm を超える弧を描くまで曲げると損傷します。
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4 ブレードがバックプレーンから完全に外れるまでラッチ フックを持
ち上げたままにします。

5 FC I/O ブレードをスライドさせて拡張モジュールから外します。

6 拡張モジュールの使用していないベイにはすべてカバー プレートが
取り付けられていることを確認してください。

7 FC I/O ブレードを永久的に取り外す場合は、ライブラリが FC I/O 
ブレードの監視を停止するように設定する必要があります (399 ペー
ジの「FC I/O ブレードを永久的に取り外す」を参照 )。

8 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ブレードの交換 11 ss 以下に、ライブラリの FC I/O ブレードを交換する方法を説明します。
FC I/O ブレードは、ライブラリの電源が入っている状態でも取り外し
て交換できます。

必要な工具：なし

1 拡張モジュールの背面にアクセスします。

2 古い FC I/O ファン ブレードを取り外していない場合は、373 ペー
ジの「FC I/O ブレードの取り外し」の説明に従って取り外します。

3 交換用 FC I/O ファン ブレードの両側にあるラッチ フックを押し上
げて外し、開きます。

4 FC I/O ブレードをベイのガイド スロットに慎重に合わせます。ス
テータス LED は下部になければなりません。

注： FC I/O ブレードを取り外すと、ライブラリは RAS チケット
を作成します。ライブラリに RAS チケットを生成させたくな
い場合は、取り外す前に FC I/O ブレードの電源を切ってく
ださい。202 ページの「FC I/O ブレードの電源制御」を参照
してください。

注意： ブレードを無理にベイに押し込むと、ピンが曲がる恐れ
があります。
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5 ブレードの両端に圧力を均等に加え、ラッチ フックがブレード中央
に向かって動き始めるまで 拡張モジュールにスライドさせます。
ラッチのフックをブレード中央に向けて押し、ロック位置にします。
ブレードが所定位置にロックすると、ブレードのピンが拡張モ
ジュールのバックプレーンに接続するのがわかります。

6 黒いゴム製保護カバーを必要な数だけ FC I/O ブレードのポートか
ら取り外して廃棄します。

7 FC ケーブルを FC I/O ブレードの適切な FC ポートに再接続します。

8 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ファン ブレードの追加、取り外し、交換

各 FC I/O ブレードはファン ブレードによって冷却されます。ファン ブ
レードは常に、FC I/O ブレードの右側にあるベイに取り付けます。拡
張モジュール  にはそれぞれ 4 つのベイがあり、2 つの FC I/O ブレード
と 2 つのファン ブレードを搭載できます。

注： 拡張モジュールにブレードを正しく取り付けた場合は、
FC I/O ブレードの LED がブレードの下部にあります

注意： 光ファイバ ケーブルは 10 cm の弧よりきつく曲げると、
損傷します。

注： FC I/O ブレードを交換すると、ライブラリは FC I/O ブ
レードに適切なファームウェアがロードされていること
を確認します。このファームウェアは、現在インストー
ルされているライブラリ ファームウェアのレベルに基づ
きます。自動レベル調整プロセスに失敗すると、FC I/O 
ブレードは作動不能になり、ライブラリがチケットを作
成してこの問題を報告します。自動レベル調整中のブ
レード LED の動作については、402 ページの「LCB と FC 
I/O ブレード LED」を参照してください。
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FC I/O ブレードとファン ブレードを 拡張モジュール に取り付ける順序
は、下部の 2 つのベイから開始して上に進むことをお勧めします。

366 ページの「図 37」 は、 拡張モジュール内で隣り合わせに取り付けた 
FC I/O ブレードと I/O ファン ブレードを表しています

FC I/O ファン ブレードの追加11 以下に、ライブラリに FC I/O ファン ブレードを追加する方法について
説明します。FC I/O ファン ブレードは、ライブラリの電源が入ってい
る状態でも追加できます。

必要な工具：なし

1 拡張モジュールの背面にアクセスします。

2 FC I/O ブレードのベイの右側にあるブレード ベイからカバー プ
レートを取り外します。

3 FC  I/O ファン ブレードの両側にあるラッチ フックを押し上げて外
し、開きます。LED はブレードの下部になければなりません。

注： FC I/O ブレードとファン ブレードを < 拡張モジュール 
CondEnd id="90"/> に取り付ける順序は、下部の 2 つの
ベイから開始して上に進むことをお勧めします。
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4 ブレードの両端に圧力を均等に加え、ラッチ フックがブレード中央
に向けて動き始めるまで拡張モジュールにスライドさせます。ラッ
チのフックをブレード中央に向けて押し、ロック位置にします。ブ
レードが所定の位置にロックすると、ブレードのピンが 拡張モ
ジュールのバックプレーンに接続するのがわかります。

1 I/O ファン ブレード

2 LED

3 ラッチ フック ( 開 )

注意： ブレードを無理にベイに押し込むと、ピンが曲がる恐れ
があります。
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5 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ファン ブレードの
取り外し 11

以下に、ライブラリから FC I/O ブレードを取り外す方法を説明します。
FC /O ファン ブレードは、ライブラリの電源が入っている状態でも追加
できます。

必要な工具：なし

1 I/O ファン ブレードが搭載されている拡張モジュールの背面にアク
セスします。

2 ラッチのフックをロック位置から外して上に押し上げます。FC I/O 
ファン ブレードが、拡張モジュールのバックプレーンから外れるの
が分かります。

3 ブレードがバックプレーンから完全に外れるまでラッチ フックを持
ち上げたままにします。

4 FC I/O ファン ブレードをスライドさせて拡張モジュールから外し
ます。

5 FC I/O ファン ブレードを永久に取り外す場合は、空のベイにカ
バーを取り付けます。

6 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

FC I/O ファン ブレードの
交換 11

以下に、ライブラリの FC I/O ファン ブレードを交換する方法を説明し
ます。I/O ファン ブレードは、ライブラリの電源が入っている状態でも
取り外して交換できます。

必要な工具：なし

1 拡張モジュールの背面にアクセスします。

2 まだ古い I/O ファン ブレードを取り外していない場合は、378 ペー
ジの「FC I/O ファン ブレードの取り外し」 の説明に従って取り外し
ます。

注： 拡張モジュールに正しく取り付けた場合、FC I/O ファン 
ブレードの LED はブレードの下にあります。
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3 交換用 I/O ファン ブレードの両側にあるラッチ フックを押し上げ
て外し、開きます。

4 FC I/O ファン ブレードをベイのガイド スロットに慎重に合わせま
す。ステータス LED は下部になければなりません。

5 FC I/O ファン ブレードの両端に圧力を均等に加え、ラッチ フック
がブレード中央に向かって動き始めるまで拡張モジュールにスライ
ドさせます。ブレードに押し込むと、ブレードのピンが拡張モ
ジュールのバックプレーンに接続するのがわかります

6 ラッチのフックを押してロック位置にします。

7 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

注意： ブレードを無理にベイに押し込むと、ピンが曲がる恐れ
があります。
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ライブラリの移動や配送の準備

ライブラリを移動または配送する前に、以下の手順に従ってください。

1 ライブラリの設定を保存します (390 ページの「ライブラリ設定の保
存」を参照 )。

2 ローカルの操作パネルを使用してライブラリをシャットダウンしま
す (Operations ( 操作 ) > System Shutdown ( システム シャットダウン ))。
シャットダウンすると、ロボットがライブラリの底の「出荷時」の
位置まで下がります。

3 操作パネルの画面の指示に従います。

4 前面パネルの電源ボタンを押してライブラリの電源を切ります。

5 ライブラリ背面にある各電源装置の電力が切れます。

6 ロボットをライブラリの底に固定するオレンジ色のロボット固定ア
センブリを取り付けます。このロボット固定アセンブリは、ライブ
ラリが出荷されたパッケージに入っています。

7 ライブラリの背面からコードやケーブルをすべて外します。

8 ライブラリからテープ ドカートリッジをすべて取り出します。

注意： ライブラリを移動するとき：オレンジ色のロボット固定アセ
ンブリを取り付けて、ロボットの損傷を防ぐ必要があります。
さらにライブラリを保護するには、出荷時の段ボール箱と梱
包材を使用することをお勧めします。

注意： ライブラリを配送するとき：出荷時の段ボール箱、梱包材、
ライブラリと一緒に出荷されたオレンジ色のロボット固定ア
センブリを使用してください。こうすることでライブラリの
損傷を防ぎます。
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9 モジュールを持ち上げるときの重量を減らすために、テープ ドライ
ブをライブラリから取り出します。

10 ラック マウントの場合は、ラックからモジュールを一度に 1 つずつ
取り外します。ラック取り付けハードウェアとシェルフは、新しい
場所で使用できるようにそのままにします。

11 出荷用の段ボール箱の底にモジュールを置きます。

12 テープ ドライブをモジュールに再び挿入します。

13 梱包を完了します。詳細については、「開梱手順」を参照してくださ
い。

警告： 制御モジュールの重量は、テープ ドライブ、テープ カー
トリッジ、電源装置を除いて約 27.2 kg です。拡張モ
ジュールは、テープ ドライブ、テープ カートリッジ、電
源装置を除いて 29.5 kg を超えます。 
 

安全にモジュールを持ち上げるためには、怪我をしない
ように少なくとも 2 人が必要です。
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第 12 章  

12 トラブルシューティング

Scalar i500 ライブラリは、最先端のシステム監視 / 警告機能を装備し、
ライブラリのステータスや問題についてユーザーに通知します。これら
は各種ライブラリのサブシステムおよびコンポーネントのステータス情
報を提供します。また、検出した問題についてユーザーに通知し、バッ
クアップの妨げにならないように問題の診断と修正方法を推奨します。

本章では、以下について説明します。

• RAS チケットについて

• ライブラリ情報スナップショットの取り込み

• ライブラリ設定レコードの保存と電子メール送信

• ライブラリ設定の保存とリストア

• 「ライブラリの準備ができていません」メッセージのトラブルシュー
ティング

• 重複するデバイスの検出

• 重複するメディア チェンジャーの検出

• テープ ドライブの識別

• テープ ドライブ ログの取得

• テープ ドライブ スレッド ログの取得

• FC I/O ブレードの識別

• FC I/O ブレードを永久的に取り外す

• FC I/O ブレード ポートのリセット
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• コマンド履歴ログの表示と電子メール送信

• LED の解釈

• 設置検証テストの使用

• 内部ネットワークの設定

• ライブラリの診断

• ドライブの診断

• ロボットの診断

RAS チケットについて

Scalar i500 ライブラリは、最先端の問題検出、報告、通知機能を使用し
て、問題発生直後にユーザーに警告します。また、ライブラリは、多数
のセルフテストを実行して、ライブラリの温度、電圧、電流、および標
準的な動作を監視します。セルフテストは、ライブラリの電源を入れた
ときと、通常の運用中ライブラリがアイドル状態になったときに実行さ
れます。

セルフテストで問題が検出された場合は、信頼性、可用性、保守性 
(Reliability, Availability, and Serviceability: RAS) チケット が生成され、
原因となっているコンポーネントが特定されます。ライブラリの発光ダ
イオード (LED) のオン、オフ、点滅によっても異常な状態が通知されま
す。問題が重大でない場合は、影響のないパーティションに、引き続き
全機能が提供されます。

RAS チケットには、次の 3 レベルの優先度があります。

• ライブラリ内に異常な状態があり、検査と修正が必要ですが、運用
にほとんど影響しないか、全く影響しません。

• ライブラリ内に、システムの性能または冗長性に影響する異常な状
態があることを示します。 直ちに修正措置をとらなくても標準的な
ライブラリの運用を続行できますが、近々この状態を検査して修正
することが推奨されます。
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• ライブラリ内で障害が発生したか、重大な状態があり、すぐに修正
措置をとる必要があります。 ほとんどの場合、ハードウェア コン
ポーネントのどれかが許容範囲内で機能しなくなったか、故障して
います。バックアップやリストアに必要な標準的なライブラリ動作
ができなくなっているか、非常に不安定になっています。

可能な場合は、RAS チケット に問題解決の手順が表示されます。RAS 
チケットは、オペレータ パネルとウェブ クライアントの両方で確認で
きます。表示された手順について質問がある場合は、ライブラリのオン
ライン ヘルプ システムにアクセスしてください。オンライン ヘルプ シ
ステムにアクセスするには、ウェブ クライアントまたはオペレータ パ
ネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

簡単な問題は自分で解決できる場合もありますが、複雑な問題やフィー
ルド交換可能ユニット (FRU) が必要な場合は、サービス担当者まで連絡
するように指示されます。FRU のサービスは、資格のあるサービス技術
者にお任せください。

 

RAS チケットの表示 12 オペレータ パネルとウェブ クライアントの Tools ( ツール ) メニューから 
All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) を選択すると、All RAS Tickets  
( すべての RAS チケット ) 画面が開き、RAS チケットが作成された順に  
( 最新のチケットから ) 一覧になります。

RAS チケットによって取り込まれたエラー状態の要約も含まれていま
す。All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) 画面では、RAS チケット の
詳細を表示して、チケットの解決情報に移動できます。テクニカル サ
ポートを依頼するには、Ticket Details ( チケット詳細 ) と Ticket Resolve  
( チケット解決 ) ウィンドウにあるオンライン サービス要請ウェブサイト
へのリンクをご利用ください。

注意： ライブラリのインベントリ中は、RAS チケットの作業は行わ
ないでください。テープ カートリッジの欠如など、インベン
トリの不一致が発生する可能性があります。

注： Last Occurrence ( 最後の発生 ) は、チケットイベントが前回発
生した日時を示します。この情報はイベントが発生するたび
に更新されます。Last Occurrence ( 最後の発生 ) は、RAS チ
ケットを開封、終了、または解決した場合には更新されませ
ん。
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すべての RAS チケットの初期状態は未開封です。システム管理者が チ
ケットの All RAS Tickets ( すべての RAS チケット )  画面で Resolve ( 解決 )  
ボタンを選択すると、ステータスは Opened ( 開 ) に変わります。ユー
ザーがチケットを閉じると、ステータスは Closed ( 閉 ) に変わります。
開封および未開封のチケットはオペレータ パネルとウェブ クライアン
トの両方で表示できますが、終了のチケットはウェブ クライアントから
のみ表示可能です。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > All RAS Tickets ( すべて

の RAS チケット ) を選択します。

• 操作パネルで Tools (ツール ) > All RAS Tickets (すべての RAS チケット )  
を選択します。

RAS チケット の解決 12 一部の RAS チケットはシステム管理者が解決できます。その他はサー
ビス担当者が解決する必要があります。チケット の解決は一度に 1 人だ
けが実行できます。ただし、チケット 詳細の表示は同時に複数のユー
ザーが表示できます。ウェブ クライアントのセッションが RAS チケッ
トの解決中に停止した場合は、3 分間待機しないとウェブ クライアント
またはオペレータ パネルから RAS チケットを解決できません。

1 ウェブ クライアントにログオンします。

2 Tools ( ツール )  メニューで、All RAS Tickets ( すべての RAS チケット )  
を選択します。

Tools ( ツール ) - All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) 画面が開き
ます。

3 解決する RAS チケットを指定します。

注意： Close All Tickets ( すべてのチケットを閉じる )  ボタンを押すと
きには注意が必要です。このボタンを押すと、解決していな
いものも含めて、すべての RAS チケット が閉じます。各
RAS チケットを表示し、分析してから、個別に閉じることを
お勧めします。
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4 Resolve ( 解決 ) をクリックします。

Ticket Resolution ( チケットの解決 ) ウィンドウが開きます。このウィ
ンドウには、チケットの解決方法が表示されます。

5 説明を読みます。

6 次のいずれかを行います。

a チケットを今すぐ閉じるには、Close ( 閉じる ) をクリックしま
す。Tools ( ツール ) - All RAS Tickets ( すべての RAS チケット ) ウィ
ンドウが開き、その RAS チケット はリストに表示されなくなり
ます。タスクが完了して、RAS チケットが解決されました。

b 今後のトラブルシューティング用にチケットを開いたままにし
ておくには、Exit ( 終了 )  をクリックします。その後、関連 RAS 
チケット の解決に必要な診断手順を実行します。

テクニカル サポートを依頼するには、チケット Resolve ( 解決 ) ウィンド
ウにあるオンライン サービス要請ウェブサイトへのリンクをご利用くだ
さい。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > All RAS Tickets ( すべて

の RAS チケット ) を選択します。

注： 画面の下部にある Go to RAS Ticket (RAS チケットに移動 ) 
テキスト ボックスで RAS チケット番号を検索できます。
また、RAS チケットが複数ページにわたる場合は、Page 
1 of x (1/x ページ ) 矢印を使って残りのチケットを表示でき
ます。

注： 閉じているチケットをすべて表示するには、画面の下部にあ
る Include Closed Tickets ( 閉じているチケットを含む )  チェック
ボックスを選択します。Tools ( ツール ) - All RAS Tickets ( すべ

ての RAS チケット )  画面が更新され、閉じている RAS チケッ
トの Resolve ( 解決 )  ボタンが使用できなくなります。

注意： Close All Tickets ( すべてのチケットを閉じる )  ボタンを押すと
きには注意が必要です。このボタンを押すと、解決していな
いものも含めて、すべての RAS チケット が閉じます。各
RAS チケットを表示し、分析してから、個別に閉じることを
お勧めします。
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ライブラリ情報スナップショットの取り込み

テクニカル サポート担当者から、診断用にスナップショットの取り込み
を指示されることがあります。スナップショットの取り込み操作では、ラ
イブラリ全体についての詳細情報を 1 つの ASCII ファイルに取り込ん
で、テクニカル サポート担当者に電子メールで送信できるようにしま
す。

ログ情報には、ライブラリ コンポーネントの設定データ、ステータス情
報、トレース ログが含まれています。トレース ログは、問題に関する
データを収集し、トラブルシューティングと問題解決に必要なライブラ
リ情報をサポート担当者に提供します。

Capture Snapshot ファイルは、オペレータ パネルとウェブ クライアン
トの両方から電子メールで送信できます。ウェブ クライアントでは、
Capture Snapshot ファイルをコンピュータにダウンロードすることもで
きます。ライブラリのオペレータ パネルから Capture Snapshot ファイ
ルをダウンロードすることはできません。また、Capture Snapshot ファ
イルは、ウェブ クライアントからもオペレータ パネルからも印刷でき
ません。

ライブラリの設定と接続速度によっては、Capture Snapshot ( スナップ
ショットの取り込み )  ファイルの保存に 30 分ほどかかる場合がありま
す。保存されたファイルのサイズはかなり大きくなることがあります。
ファイアウォールのファイルサイズ制限によっては、このファイルを電
子メール送信できない場合もあります。

受信者に Capture Snapshot ファイルを送信できるようにするため、
Capture Snapshot 操作の前に、ウェブ クライアントで、ライブラリの電
子メール アカウントが適切に設定されているかどうか確認してくださ
い。ライブラリの電子メール アカウント アドレスが設定されていない
と、エラーが表示されます。電子メール アカウントの設定方法について
は、90 ページの「ライブラリ電子メール アカウントの設定」を参照し
てください。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > Capture Snapshot ( ス
ナップショットのキャプチャ ) を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Capture Snapshot ( スナップ

ショットの取り込み ) を選択します。



第 12 章  トラブルシューティング    
ライブラリ設定レコードの保存と電子メール送信

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 388

ライブラリ設定レコードの保存と電子メール送信

ライブラリ設定レコードは、ライブラリ設定の詳細が含まれたテキスト 
ファイルです。設定レコードは保存するか、指定した電子メール アドレ
スに電子メール送信することができます。設定レコードには以下が含ま
れます。

• 製品情報 — ベンダー、モデル、製品 ID、製品バージョン ( ライブラ
リ ファームウェア バージョン )、シリアル番号 

• Capacity on Demand (COD) ライセンス情報 — ライセンス スロット
と有効期限 

• モジュール情報 — ベンダ、モジュールの種類、モジュールのシリア
ル番号、モジュール場所の座標値 

• テープ ドライブ情報： 

• SCSI テープ ドライブ — パーティション名、パーティション内
のテープ ドライブ数、ドライブの場所、SCSI 要素のアドレス、
オンライン ステータス、アクティブ ステータス、準備完了状
態、ベンダー、モデル、シリアル番号、テープ ドライブの
ファームウェア バージョン、ドライブの種類、論理シリアル番
号、インターフェイスの種類、SCSI ID、LUN 

• Fibre Channel (FC) テープ ドライブ — パーティション名、パー
ティション内のテープ ドライブ数、ドライブの場所、SCSI 要素
のアドレス、オンライン ステータス、アクティブ ステータス、
準備完了状態、ベンダー、モデル、シリアル番号、テープ ドラ
イブのファームウェア バージョン、ドライブの種類、論理シリ
アル番号、インターフェイスの種類、ワールドワイド ノード名 
(WWNN) ループ ID、トポロジ、速度、実際の速度 

• Serial Attached SCSI (SAS) テープ ドライブ — パーティション
名、パーティション内のテープ ドライブ数、ドライブの場所、
SCSI 要素のアドレス、インターフェイスの種類、ドライブの種
類、準備完了状態、オンライン ステータス、バーコード、メ

注： FC テープ ドライブが FC I/O ブレードに接続してい
る場合、WWNN はテープ ドライブではなく I/O ブ
レードの WWNN を示します。
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ディアの種類、要素アドレス、ベンダー、モデル、物理シリア
ル番号、論理シリアル番号、SCSI ID、ファームウェア レベル、
制御パス ステータス

• I/O ブレード情報 — ブレード番号、ブレード ID、場所の座標
値、シリアル番号、WWNN、ファームウェア バージョン、制
御 LUN 

• パーティション情報 — ーティション数、クリーニング スロット
数、未割り当てのスロット数、インポート / エクスポート (I/E) 
スロット数、I/E 手動割り当て設定、パーティション名、スロッ
ト数、テープ ドライブ数、カートリッジ数 

設定レコードの電子メール
送信 12

システム管理者は、ウェブ クライアント上の Tools ( ツール ) - E-mail 
Configuration Record ( 電子メール設定レコード ) 画面を使用して、ライブ
ラリ設定レコードを電子メールで送信できます。 

Tools ( ツール ) - E-mail Configuration Record ( 電子メール設定レコード ) 画
面の E-mail Address ( 電子メール アドレス ) テキスト ボックスには、複数
の電子メール アドレスを入力しないでください。設定レコードを複数の
電子メール アドレスに送信する必要がある場合は、各電子メール アド
レスごとにこの手順を繰り返します。

設定レコードを電子メールで送信する前に、ライブラリの電子メール ア
カウントを設定する必要があります。電子メール アカウントの設定につ
いては、を参照してください。

ライブラリ設定レコードは操作パネルからは電子メール送信できませ
ん。正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > E-mail Configuration 
Record ( 電子メール設定レコード ) を選択します。

設定レコードの保存 12 システム管理者は、ウェブ クライアント上の Tools ( ツール ) - E-mail 
Configuration Record ( 設定レコードの電子メール送信 ) 画面を使用して、ラ
イブラリ設定レコードを保存できます。

ライブラリ設定レコードは操作パネルからは保存できません。正しい画
面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Save Configuration 
Record ( 設定記録の保存 ) を選択します。
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ライブラリ設定の保存とリストア

ライブラリには、テープ ドライブ ID、パーティション、ユーザーアカ
ウント、インポート / エクスポート (I/E) ステーション、クリーニング 
スロットなど、設定できる項目が多数あります。ハードウェア障害や
ファームウェア アップグレードの場合は、保存とリストア操作によって
ライブラリの設定項目を前の状態に戻すことができます。

    

ライブラリ設定の保存 12

この操作によって、現在のライブラリ設定とライブラリ ファームウェア
が保存されます。既知の作業状態のときに、ライブラリの設定を保存し
ます。ハードウェア障害の場合は、ハードウェアの修理後に保存した設
定を使用して設定をリストアできます。ファームウェアのアップグレー
ドを開始する前に、ライブラリの設定を保存してください。保存してお
くと、アップグレードに成功または失敗した後で設定をリストアするオ
プションを使用できます。

設定の保存 / 復元操作は、ウェブ クライアントでのみ可能です。正しい
画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Save/Restore 
Configuration ( 設定の保存 / 復元 ) を選択します。

注： 制御モジュールや拡張モジュールを取り外したり交換した後
で、保存した設定を復元することはできません。モジュール
を取り出した後や交換した後には、今後の使用に備えてライ
ブラリの設定を保存してください。

注： 保存とリストアの操作は、別の場所からログインしている複
数のシステム管理者が同時に実行することはできません。画
面にはアクセスできますが、別のシステム管理者が同じ操作
を行っている間は、変更を適用できません。

注意： 設定項目を変更した後およびファームウェアをアップグレー
ドする前に、必ずライブラリのスナップショットを撮り、設
定を保存してください。保存しておくと、必要なときに最新
の設定を復元できます。
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ライブラリの設定とライブ
ラリ ファームウェアのリ
ストア 12

保存されている設定ファイルを使用して、ライブラリの設定項目を前の
状態にリストアできます。前回設定を保存した後でライブラリ ファーム
ウェアをアップデートした場合、ライブラリ ファームウェアのバージョ
ンは設定の保存に使われたバージョンに自動的にリストアされます。

また、Tools ( ツール ) > Update Library Firmware ( ライブラリ ファームウェ

アのアップデート ) コマンドを使って、以前のバージョンにダウングレー
ドすることもできます。ネットワーク設定、日時、ランセンス キーを除
いて、現在のライブラリ設定情報はすべて失われます。他の設定項目に
ついては、前のバージョンのライブラリ ファームウェアをライブラリに
インストールしたときに保存した設定ファイルを使用して、復元できま
す。または、ライブラリを再設定することも可能です。

設定操作は、ウェブ クライアントでのみ可能です。正しい画面を開く手
順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Save/Restore 
Configuration ( 設定の保存 / 復元 ) を選択します。

「ライブラリの準備ができていません」メッセージのトラ
ブルシューティング

オペレータ パネルとウェブ クライアントには、会社のロゴ、製品名、3 
つのメイン ナビゲーション ボタン (Home ( ホーム )、 Help ( ヘルプ )、
Logout ( ログアウト )) が付いたヘッダーが含まれています。また、ライブ
ラリの準備ができていないときは、ヘッダーにその警告メッセージが表
示されます。( ライブラリの準備ができているときは、ヘッダーにメッ
セージは表示されません。)

操作パネルでは、ライブラリのロボット機能がライブラリ機能を実行す
る準備ができていないとき、LIBRARY NOT READY ( ライブラリの準備がで

きていません ) と一定間隔で点滅します。ライブラリ状態の詳細情報を表
示するには、Tools ( ツール ) > About Library ( ライブラリについて )  を選択
します。About Library ( ライブラリについて ) 画面の State ( 状態 ) フィール
ドに Not ready ( 準備ができていません ) と表示され、次に必要に応じて短
い説明が表示されます。たとえば、ライブラリのドアが開いている場合
には、State ( 状態 ) フィールドに Not ready, door is open ( 準備ができてい

ません、ドアが開いています ) と表示されます。
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ウェブ クライアント ユーザー インターフェイスのヘッダーでも、ライ
ブラリが準備できていないことを警告します。たとえば、ライブラリド
アが開いている場合には、ヘッダーに Library’s door is open ( ライブラリ

のドアが開いています ) と表示されます。

「ライブラリの準備中」メッセージは、以下の状況でオペレータ パネル
およびウェブ クライアント のヘッダーに表示されます。

• ロボットのキャリブレーション中。ロボットのキャリブレーション
が終了すると、「Library Not Ready ( ライブラリの準備ができていま
せん ) 」というメッセージは表示されなくなります。

• ロボットのキャリブレーションができない場合。たとえば、基準ラ
ベルがなく、ロボットのキャリブレーションができないことがあり
ます。

• ロボットが手動の介入を必要とする場合。たとえば、アンロードで
きないテープ カートリッジがピッカーにある場合など。

• ライブラリのドアが開いている場合。ドアが開いていると、ロボッ
トは作動しません。

• 上記の状態に当てはまらないがライブラリの準備ができていない場
合は、ヘッダーに「Library Not Ready ( ライブラリの準備ができて
いません ) 」というメッセージだけが詳細説明なしに表示されます。
ライブラリが「not ready ( 準備ができていない )」状態になるたび
に RAS チケットが生成されます。RAS チケットには、問題のトラ
ブルシューティングに役立つ情報が含まれています。詳細について
は、384 ページの「RAS チケットの表示」を参照してください。

「Library Not Ready ( ライブラリの準備ができていません )」というメッ
セージは、問題が解決してロボットのキャリブレーションが終了するま
で、ヘッダーと About Library ( ライブラリについて )  画面に表示されま
す。

 

注： ブラウザを更新するまでは、ウェブ クライアントに「ライブ
ラリの準備中」メッセージが表示されない場合があります。
同様に、問題が解決された場合でも、ブラウザを更新しなけ
れば 「ライブラリの準備中」メッセージがウェブ クライアン
ト に表示され続けます。
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重複するデバイスの検出

FC I/O ブレード上の両方のターゲット ポート ( ポート 1 と 2) が同じホ
ストに接続していたり、複数のホストが 1 つのターゲット ポートに接続
していると、FC I/O ブレードのイニシエータ ポート ( ポート 3 ～ 6) に
接続しているすべてのデバイスが重複して表示されます。これを防ぐに
は、以下のいずれか ( または両方 ) を行います。

• ターゲット ポートに接続しているホストが 1 つだけの場合は、チャ
ネルのゾーン分けを使って、ターゲット ポートにどのデバイスを表
示するかを指示できます (108 ページの「FC I/O ブレード チャネル 
ゾーニングの設定」を参照 )。

• ターゲット ポートに複数のホストが接続している場合は、ホストの
マッピングを使用して、各ホストにどのデバイスを表示するかを指
示できます (114 ページの「ホスト マッピングの設定」 を参照 )。

重複するメディア チェンジャーの検出

1 台または複数台のメディア チェンジャーが複数回検出される場合があ
ります。その理由の詳細については、107 ページの「メディア チェン
ジャ用 FC I/O ブレードの内蔵仮想ポート」を参照してください。

これを防ぐには、以下を行います。

• ホスト マッピングが有効になっていることを確認してください 
 (110 ページの「FC ホスト マッピングの 有効 / 無効」を参照 )。

• 各メディア チェンジャーに固有の LUN を割り当て、それぞれを適
切なホストにマップします (114 ページの「ホスト マッピングの設
定」を参照 )。
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テープ ドライブの識別

オペレータ パネルとウェブ クライアントのユーザー インターフェイス
を使用すると、ライブラリに取り付けられている全テープ ドライブの情
報を見ることができます。また、制御パス テープ ドライブを含めて、
選択したパーティション内のテープ ドライブを確認することもできま
す。ウェブ クライアントでは、特定のパーティションに割り当てられて
いないテープ ドライブを識別することもできます。ウェブ クライアン
トでは、準備完了状態のテープ ドライブのみを識別できます。

操作パネルの Drive Information ( ドライブ情報 ) 画面には、各テープ ドラ
イブの以下の情報が表示されます。

• 制御パス テープ ドライブ ステータス ) — はい / いいえ

• ベンダー

• モデル

• 種類 

• シリアル番号 

• テープ ドライブのファームウェア バージョン 

• スレッドの起動バージョン

• スレッドのアプリケーション バージョン

• モード ステータス — オンライン / オフライン、準備完了 / 準備中 )

• ード ステータス — アンロード / ロード )

• SCSI テープ ドライブ用 SCSI の ID

• FC テープ ドライブ用 WWNN

• SAS テープ ドライブ用 SAS アドレス

ウェブ クライアントの Identify Drives ( ドライブの識別 ) 画面には、各
テープ ドライブについて以下の情報が一覧になります。

• 位置座標

• モード ステータス — オンライン / オフライン 

• 状態 — 準備完了 / 準備中

• ドライブの種類

• プロトコル
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• 制御パス テープ ドライブ ステータス ) — はい / いいえ

• ベンダー

• 物理シリアル番号 (P-SN)

• 論理シリアル番号 (L-SN)

• テープ ドライブのファームウェア バージョン

操作パネルの Drive Information ( ドライブ情報 )  画面で、選択したパー
ティション番号に割り当てられているテープ ドライブ、およびパーティ
ション番号の制御パス テープ ドライブをテープ ドライブの背面にある
緑の発光ダイオード (LED) で見分けることができます。

• Identify All ( すべて識別 ) ボタンを選択すると、パーティション番号
に割り当てられているテープ ドライブの背面にある緑の LED が点
滅します。LED は、毎秒 10 回の速度で 1 分間点滅します。

• Identify Ctrl Path ( 制御パスの識別 ) ボタンを選択すると、そのパー
ティション番号の制御パス テープ ドライブの背面にある緑の LED 
が点滅します。制御パス テープ ドライブは、ホスト アプリケー
ションに各パーティション番号を結び付けるために使用します。ラ
イブラリのケーブル接続やテープ ドライブのライブラリ制御パスの
トラブルシューティング時にこのボタンを使用します。緑の LED が 
毎秒 10 回の速度で 1 分間点滅します。

ウェブ クライアントの  Identify Drives ( ライブの識別 ) 画面では、準備完
了状態のテープ ドライブ背面の緑色 LED の点滅によって、特定のパー
ティションに割り当てられたテープ ドライブ、割り当てられていない
テープ ドライブすべて、各パーティションの制御パス テープ ドライブ
を識別できます。

• Identify All ( すべて識別 )  ボタンをクリックして、選択したテープ ド
ライブの背面にある LED を点滅させることができます。準備完了状
態にあるテープ ドライブのみが点滅します。特定のパーティション
番号を選択した場合や、設定したパーティション番号が 1 つだけの
場合は、そのパーティション番号内のテープ ドライブが点滅しま
す。Unassigned ( 未割り当て ) を選択した場合は、すべての未割り当
てテープ ドライブの緑の LED が点滅します。All ( すべて ) を選択し
た場合は、ライブラリにインストールされているすべてのテープ ド
ライブの緑の LED が点滅します。

注： 表の太字の列見出しは並べ替えることができます。たとえば、
列項目 Location ( 場所 ) を選択すると、場所別に並べ替えるこ
とができます。
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• Identify Control Path ( 制御パスの識別 ) をクリックすると、制御パス 
テープ ドライブの背面にある緑の LED が点滅します。準備完了状
態にあるテープ ドライブのみが点滅します。制御パス テープ ドラ
イブは、ホスト アプリケーションに各パーティション番号を結び付
けるために使用します。ライブラリのケーブル接続やテープ ドライ
ブのライブラリ制御パスのトラブルシューティング時にこのボタン
を使用します。あるパーティション番号を選択すると、そのパー
ティション番号の制御パス テープ ドライブにある緑の LED が点滅
します。All ( すべて ) を選択した場合は、準備完了状態にあるすべて
の制御パス テープ ドライブの緑の LED が点滅します。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > Identify Drives ( ドライ

ブの識別 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Drive Info ( ドライブ情報 ) を選択
します。

テープ ドライブ ログの取得

システム管理者は、ウェブ クライアントを使用して、テープ ドライブ 
ログを取得できます。 テープ ドライブのログ情報は、ライブラリやテー
プ ドライブに関する問題のトラブルシューティングに役立ちます。
Retrieve Drive Log ( ドライブ ログの取得 ) 画面でテープ ドライブを選択で
きます。

以下は、テープ ドライブ ログ ファイルの取得に関する詳細です。

注： FC I/O ブレードを使用してテープ ドライブをホスト アプ
リケーションに接続しているパーティションには、制御
パス テープ ドライブはありません。

注： 表の太字の列見出しは並べ替えることができます。たとえば、
列項目 Location ( 場所 ) を選択すると、場所別に並べ替えるこ
とができます。
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• ログの取得プロセスには 30 分ほどかかる場合があるので、そのテー
プ ドライブと関連パーティションは、この操作中自動的にオフライ
ンになり、この操作が完了するとオンラインに戻ります。テープ ド
ライブとパーティションをオフラインに切り替えると、確認を要求
されます。

• テープ ドライブ ログ名は命名規則 UDS_ID_SN.dmp に従って指定し
ます。ID はライブラリ内のテープ ドライブの座標位置、SN はテー
プ ドライブのシリアル番号を示します。

• ログを取得するテープ ドライブのインターフェイスの種類 (SCSI、
SAS、FC) を選択できます。

詳しい設定手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照して
ください。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ ク
ライアントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

操作パネルからは、テープ ドライブ ログを取得できません。正しい画
面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライ

ブ操作 ) を選択します。

テープ ドライブ スレッド ログの取得

システム管理者はテープ ドライブのスレッド ログを取得できます。
テープ ドライブのスレッド ログ情報は、ライブラリやテープ ドライブ
に関する問題のトラブルシューティングに役立ちます。Retrieve Drive 
Sled Log ( ドライブ スレッド ログの取得 ) 画面でテープ ドライブ スレッド
を選択できます。

以下は、テープ ドライブ スレッド ログ ファイルの取得に関する詳細で
す。

注： 表の太字の列見出しは並べ替えることができます。たとえば、
列項目 Location ( 場所 ) を選択すると、場所別に並べ替えるこ
とができます。
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• テープ ドライブ スレット ログ名は命名規則 UDS_ID_SN.LOG に従っ
て指定します。ID はライブラリ内のテープ ドライブ スレッドの座標
位置、SN はテープ ドライブ スレッドのシリアル番号を示します。

• ログを取得するテープ ドライブ スレッドのインターフェイスの種類 
(SCSI、SAS、FC) を選択できます。

• Save ( 保存 ) ダイアログで、テープ ドライブ スレッド ログ ファイル
の保存先を指定できます。

詳しい設定手順については、ライブラリのオンライン ヘルプを参照して
ください。オンライン ヘルプ システムにアクセスするには、ウェブ ク
ライアントまたはオペレータ パネルのユーザー インターフェイス 
右上にある Help ( ヘルプ ) アイコンをクリックしてください。

操作パネルからは、テープ ドライブ スレッド ログを取得できません。
正しい画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Drive Operations ( ドライ

ブ操作 ) を選択します。

FC I/O ブレードの識別

システム管理者は、選択した FC I/O ブレード上の緑の LED を点滅させ
て、ライブラリ内の I/O ブレードの物理的な場所を識別できます。この
ブレード操作の後、ライブラリの背面に回って、FC I/O ブレードの下
部で高速点滅している LED で I/O ブレードを識別します。LED は 1 分
間点滅を続けます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブ
レード ) > Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > I/O Blades (I/O ブレード )  
> Blade Control ( ブレード制御 ) > Identify Blade ( ブレードの識別 ) を選
択します。
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FC I/O ブレードを永久的に取り外す

ライブラリのファームウェアは、ライブラリに取り付けられたすべての 
FC I/O ブレードを監視しています。I/O ブレードを取り付けると、ライ
ブラリは各電源の入れ直し後、ブレードの位置が同じであると想定しま
す。

FC I/O ブレードの場所を変更したり、ライブラリから永久的に取り外
した場合は、ライブラリ ファームウェアがそのブレードを監視しないよ
うに再設定する必要があります。システム管理者は、Setup ( セットアッ

プ ) - Blade Control ( ブレード制御の設定 ) 画面でその FC I/O ブレードを選
択して、ブレードを取り外す操作を選択できます。これを行わないで、
取り外した FC I/O ブレードの監視が続けられると、RAS チケットが生
成されます。

故障した FC I/O ブレードを新しいブレードと交換した場合は、監視を
中止する設定を行う必要はありません。FC I/O ブレードを取り外して
交換する手順については、364 ページの「FC I/O ブレードの追加、取り
外し、交換」を参照してください。

ブレードを取り外すと、接続しているホストとの通信が一時的に途絶え
ます。画面には通信ロスを示す警告メッセージが表示され、そのまま続
行するか問われます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > IO Blades (IO ブ
レード ) > Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > IO Blades (IO ブレード )  
> Blade Control ( ブレード制御 ) > Remove Blade ( ブレードの取り外し ) 
を選択します。

注： FC I/O ブレードを永久的に取り外す前に、その FC I/O ブ
レードの位置を確認してください。398 ページの「FC I/O ブ
レードの識別」を参照してください。

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。
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FC I/O ブレード ポートのリセット

システム管理者は、FC I/O ブレード上のポートを個別にリセットでき
ます。これらのポートのリセットは、FC I/O ブレードに関する問題の
トラブルシューティングに役立ちます。Setup - Blade Control ( ブレード制

御の設定 ) 画面で、選択した FC I/O ブレード ポートのポート リセット
操作ができます。

FC I/O ブレード ポートをリセットすると、接続しているホストとの通
信が一時的に途絶えます。画面には通信ロスを示す警告メッセージが表
示され、そのまま続行するか問われます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Setup ( セットアップ ) > IO Blades (IO ブ
レード ) > Blade Control ( ブレード制御 ) を選択します。

• 操作パネルからは、Setup ( セットアップ ) > IO Blades (IO ブレード )  
> Blade Control ( ブレード制御 ) > Reset Port ( ポートのリセット ) を選択
します。

コマンド履歴ログの表示と電子メール送信

FC I/O ブレードを取り付けると、システム管理者は Command History 
Log ( コマンド履歴ログ ) 画面を使用して、外部アドレス指定が可能なライ
ブラリ デバイス、コントローラ LUN、パーティション、テープ ドライ

注： この操作を、異なる場所からログインしている複数の管理者
が同時に実行することはできません。必要な画面にはアクセ
スできますが、他の管理者が同じ操作を実行している間、変
更を適用できません。

注： FC I/O ブレード ポートをリセットする前に、その FC I/O ブ
レードの位置を確認してください。398 ページの「FC I/O ブ
レードの識別」を参照してください。
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ブで発生した最新のコマンドおよび応答のアクティビティを表示できま
す。この情報は、問題の原因の分離 ( ライブラリ デバイスやホスト アプ
リケーションなど ) に役立ちます。

ライブラリ内の設定済み FC I/O ブレードを選択して、関連するライブ
ラリ デバイスのリストを表示できます。各デバイスについて、コマンド
履歴ログを表示できます。指定した電子メール アドレスにコマンド履歴
を電子メールで送信することもできます。ログは、電子メール メッセー
ジの添付テキスト ファイルとして送信されます。

コマンド履歴ログを電子メール送信する前に、ライブラリの電子メール 
アカウントを設定する必要があります。電子メール アカウントの設定方
法については、90 ページの「ライブラリ電子メール アカウントの設定」
ライブラリの設定を参照してください。

ウェブ クライアントからは、コマンド履歴ログを表示できません。正し
い画面を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルから、Tools ( ツール ) > Command History Log ( コマンド履

歴ログ ) を選択します。

LED の解釈

LED は、個々のライブラリ コンポーネントのステータスを視覚的に示
します。LED は、RAS チケットで特定できない問題の存在を知らせる
こともあります。たとえば、ライブラリの RAS チケット生成を妨げる
ようなファームウェアの問題を示すことができます。

ライブラリの以下のコンポーネントに LED があります。

• ライブラリ制御ブレード (LCB)

• FC I/O ブレード

• FC I/O ファン ブレード

• テープ ドライブ

• 電源装置

これらのコンポーネントにはファイバ ポート リンク LED も含まれてい
る場合もあります。
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LCB と FC I/O ブレード 
LED 12

LCB と FC I/O ブレード LED は、点滅速度によって異なるステータスを
示します。LED の色は、報告するコンポーネントの領域を示します。

表 9 を参照して、LCB と FC I/O ブレード LED の現在のステータスを判
断してください。

表 9   LED の色とブレードのス
テータス

LCB と FC I/O ブレードの
黄色の LED 12

正常な動作状態では、ブレードの黄色の LED は点灯していません。LCB 
または FC I/O ブレードの黄色の LED が連続的に点滅しているか 10 分
以上点灯している場合は、ブレードをできるだけ早く修理する必要があ
ります。問題の原因によって、RAS チケットが生成される場合とされな
い場合があります。

LED の色 意味 ブレードのステータス

緑 ライブラリ 
アプリケー
ション コー
ド ステータ
ス 

• 点灯 / 消灯 — ライブラリ アプリケーション コードが機能していな
い。

• 3 秒点灯した後で 2 度点滅 — ブレード ファームウェアのダウンロー
ド中。

• 毎秒 1 回の点滅 — 正常：ライブラリ アプリケーション コードが機
能中。

• 毎秒 10 回の点滅 — モードの識別 ( ユーザーの要求によって他のブ
レードから区別するため )。

黄 正常性ステー
タス

• 点灯 — 起動またはコンパクト フラッシュ メモリの問題。

• 毎秒 1 回の点滅 — ライブラリ アプリケーション コードが機能して
いない。

• 消灯 — 正常：ブレードが動作可能。

青 電源制御ス
テータス

• 点灯 — 交換モード：取り外しまたは交換準備が完了。

• 10 秒ごとに 1 回点滅 — 正常：ブレードがオン。

• 消灯 — ブレードに電源が入っていない。
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表 10 に、黄色の LED の状態に応じた対策を示します。

表 10   黄色の LED の動作

LCB 上のイーサネット ハ
ブ ポート LED 12

イーサネット ハブ ポートの LED はポートの上にあります。表 11 を参照
して、LCB 上のイーサネット ハブ リンクの動作を判断してください。

表 11   LCB イーサネット ハブ 
リンクの動作

LED ステータスに応じた 
LCB の保守 12

1 LED の点滅パターンを 30 秒以上観察します。

2 ライブラリのスナップショットを撮り、Quantum テクニカル サ
ポートに送って分析してもらいます。

FC I/O ブレードのファイバ 
ポート リンク LED 12

FC I/O ブレードのファイバ ポート リンク LED は、FC リンクの現在の
状態と、リンクのコマンド送信準備が整っているかどうかを示します。

注意： 黄色の LED が点灯している場合は、10 分間以上点灯状態が
続くまでは LCD を取り外さないでください。

黄色の LED の状態 推奨される処置

10 分以上点灯 LCB を交換します。

毎秒 1 回点滅 LCB に最新のファームウェアが搭載されてい
ることを確認します。

LCB を交換しないでください。LCB のハード
ウェアが問題の原因と考えられます。

LED の色 意味 ファイバ ポート リンクのステータス

黄 リンクと動作 • 点灯 — リンクがアップ。

• 点滅 — リンクがアップで、現在コマンドを送信中。
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FC I/O ブレード ファイバ ポートのリンク LED は、ポートの上側または
下側にあります。FC I/O ブレードの各リンク LED ペアのうち、左側の 
LED は下のファイバ ポートに属し、 右側の LED は、上のファイバ ポー
トに属します。FC I/O ブレードの面板に、どの LED がどのポートに属
すかが示されている場合があります。

表 12 を参照して、FC I/O ブレード上の Fibre Channel リンクの動作を
判断してください。

表 12   FC I/O ブレードのファ
イバ ポート リンク LED

*  LED の点滅速度は、動作レベルによって増加し、極度に高くなると、ほとんどオフのように見える場合が
あります。また、ブレードが起動するとき、ファームウェアがポートを初期化するまでリンク LED はすべ
てオンになり、ポートが初期化されると、ポートのトランスミッタが有効になってリンクが得られるまでオ
フになります。

FC I/O ファン ブレード 
LED 12 RAS チケットは通常、ファン ブレードに関連した問題を報告します。

表 13 を参照して、ファン ブレードの動作を判断してください。

表 13   ファン ブレード ステー
タス

LED の色 意味 ファイバ ポート リンクのステータス

緑 リンクと動作 • オフ – リンクなしか、常に動作しているリンク *

• 点灯 – リンクまたはブレードの起動中

• 点滅 – リンクの動作中

LED の色 意味 ファイバ ポート リンクのステータス

黄 ファン ブレードの正常性 • 消灯 — ファン ブレードが正常に動作中。

• 点灯 — ファン速度が速すぎるか遅すぎる、温度が高す
ぎる、ファン速度センサの故障、電源制御の問題など、
1 つまたは複数の問題があります。
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テープ ドライブの LED 12 RAS チケットは通常、エラーコードや TapeAlerts を含め、テープ ドラ
イブに関連する問題をすべて報告します。テープ ドライブ LED の点滅
パターンを観察することで、テープ ドライブのどの動作が現在実行中か
どうかを判断できます。

図 38 に、テープ ドライブ LED とファイバ ポート リンク LED の場所を
示します。

図 38  テープ ドライブ LED の
場所

 

表 14 を参照して、テープ ドライブの動作を判断してください。

1 ファイバ ポート LED

2 テープ ドライブ LED
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表 14   テープ ドライブの動作

テープ ドライブのファイ
バ ポート リンク LED 12

ファイバ ポート リンク LED は、FC リンクの現在の状態と、リンクのコ
マンド送信準備が整っているかどうかを示します。テープ ドライブの
ファイバ ポート リンク LED は、テープ ドライブの背面のファイバ ポー
トの隣にあります。

表 15 を参照して、PC リンクの動作を判断してください。

LED の色 意味 テープ ドライブのステータス

緑 プロセッサの動作 • 点灯 / 消灯 — テープ ドライブのメイン プロセッサが動作し
ていない。

• 毎秒 1 回の点滅 — 正常な動作。

• 1.25 秒内に 2 回の高速点滅後、1.25 秒間点灯の繰り返し — 
テープ ドライブ スレッド ファームウェアのダウンロード中。

• 1.25 秒内に 3 回の高速点滅後、1.25 秒間消灯の繰り返し — 
テープ ドライブのアクティブ化中。

• 1.25 秒内に 10 回の高速点滅後、1.25 秒間消灯の繰り返し — 
テープ ドライブ ファームウェアのダウンロード中。

• 毎秒 10 回の点滅 — 識別モード。

黄 テープ ドライブの
正常性

• 点灯 — ドライブの故障。

• 消灯 — 正常。

青 電源制御ステータ
ス

• 点灯 — 交換モード：取り外しまたは交換準備が完了。

• 10 秒ごとに 1 回の点滅 — 正常：ドライブが動作可能状態。

• 消灯 — ドライブに電源が入っていない。
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表 15   ファイバ ポート リンク 
ステータス

電源装置の LED 12 RAS チケットは通常、電源装置に関する問題を報告します。また、電源
装置上の LED の点滅パターンを観察することでも、正常に機能してい
るかを確認できます。

電源装置の LED は、点滅速度でステータスを示します。LED の色は、
報告するコンポーネントの領域を示します。

表 16 を参照して、電源装置の動作を判断してください。

表 16   電源装置のステータス

LED の色 意味 ファイバ ポート リンクのステータス

緑 LIP と動作 • 点灯 — ループ初期化プロトコル (LIP) の起動。

• 一定間隔で点滅 — ホスト コマンド / データの動作中。

黄 オンラインで光を検出 • 点灯 — ライブラリがテープ ドライブのデータバスを有
効にし、光ファイバ ケーブルを通して光を検出できま
す。

色なし 動作なしか光の検出なし • 点灯 — テープ ドライブがオフか、光ファイバ ケーブ
ルを通して光を検出できません ( ファイバ ケーブルが
ない )。テープ ドライブがオフラインの場合は、テー
プ ドライブの青いステータス LED が点灯しています。

LED の色 意味 電源装置のステータス

緑 AC OK

( 上 )

• 点灯 — 電源装置の AC 入力が動作の最低要件を超えています。

• 消灯 — 電源装置の AC 入力が動作の最低要件を下回っています。

緑 DC OK

( 中 )

• 点灯 — 電源装置の出力電圧が規定内。

• 消灯 — 電源装置の出力電圧が規定外。

青 スタンバイ  
( 下 )

• 点灯 — 交換モード：取り外しまたは交換準備が完了。

• 消灯 — 正常。
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電源装置障害に関する RAS チケットは、モジュール数とモジュールに
接続している電源装置の数を記録します。

拡張モジュールは、制御モジュールとの位置関係によって番号が付きま
す。制御モジュールには 0 が割り当てられています。制御モジュールの
下に配置される拡張モジュールにはすべて負の数が割り当てられ、制御
モジュールの上に配置される拡張モジュールには正の数が割り当てられ
ます。たとえば、拡張モジュール -2 は、は制御モジュールの 2 つ下にあ
る拡張モジュールを表し、拡張モジュール +2 は制御モジュールの 2 つ
上にある拡張モジュールを表します。

各モジュールには、電源装置を 2 台まで含めることができます。左の電
源装置は #1 で、右の電源装置は #2 です。

設置検証テストの使用

システム管理者は、ライブラリの保守後に設置検証テスト (IVT) を行っ
て、ライブラリが本格稼動できるかどうかを確認できます。このような
ライブラリ保守には、新しいライブラリの設置、FRU や CRU の交換が
含まれます。

IVT を実行するたびに新しい IVT ログが作成されます。ログには、ライ
ブラリの準備状況の詳しい情報が報告され、必要に応じてライブラリ サ
ブシステムの限界条件や障害場所が示されます。

完全な IVT は 5 種類のサブテストに分かれています。時間の制限や関心
分野によっては、特定のサブテストだけを実行できます。完全な IVT に

注： IVT は、ライブラリ ファームウェア バージョン 520G 以降お
よび 2008 年 7 月 1 日以降に構築されたライブラリ ( シリアル
番号の下 4 桁が 8602 以上 ) 用に最適化されています。
• 2008 年 7 月 1 日以前に構築されたライブラリでファーム

ウェア バージョン 520G 以降を実行している場合は、IVT 
テストを選択可能でもテストを実行することはできません。

• 2008 年 7 月 1 日以前に構築されたライブラリでファーム
ウェア バージョン 500G 以前を実行している場合は、テス
トを実行できますが、結果が正しくない可能性があるため、
推奨できません。
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は、5 台のモジュール、5 台の I/E ステーション、18 台のドライブを含
む最大構成ライブラリでは、最長 5 時間半かかる場合があります。

• ロボット テストでは、ピッカー アセンブリと Y キャリッジ アセンブ
リ、バーコード スキャナ、キャリブレーション センサを含め、ライ
ブラリのロボット アセンブリの基本機能が評価されます。ロボット 
テストの所要時間は 5 分です。

• フレーム テストでは、制御と拡張モジュールの構成と位置合わせを
検査します。フレーム テストの所要時間は、各モジュールにつき 3 
分です。

• I/E ステーション テストでは、各 I/E ステーションの構成と機能が検
査されます。I/E ステーション テストの所要時間は、各 I/E ステー
ションにつき 3 分です。

• ドライブ は、ライブラリ ドライブ上で機能テストを実行します。ド
ライブ テストの所要時間は、ドライブ 1 台につき 15 分です。

• ツアー は、スクラッチ データ カートリッジをライブラリの端から端
まですべてのストレージ スロットを移動します。ライブラリの上端
と下端スロットもスキャンします。ツアーの所要時間は 5 分です。

IVT サブテストの実行に関する詳細を以下に示します。

• デフォルトでは、すべての IVT サブテストが事前に選択されていま
す。テストをこの IVT の実行から除外するには、サブテスト名の隣
のチェックボックスをクリアしてください。IVT の実行準備が整っ
たら、Apply ( 適用 ) を選択します。

• ロボット、ドライブ、ツアーのサブテストではそれぞれ、テストを
開始する前にスクラッチ データ カートリッジを用意する必要があり
ます。これらのいずれかのサブテストを選択すると、スクラッチ 
データ カートリッジを一番上の I/E ステーション スロットに挿入す
るように指示されます。I/E ステーションを閉じると、Manual 
Cartridge Assignment ( カートリッジの手動割り当て ) 設定が操作パネル
の System Settings ( システム設定 ) 画面 (Tools ( ツール ) > System 
Settings ( システム設定 )) で有効になっている場合は、操作パネルに 
Assign IE (IE の割り当て ) 画面が表示されます。新しいスクラッチ 
データ カートリッジを System ( システム ) パーティションに割り当
て、Apply ( 適用 ) を選択します。

• ドライブ サブテストは、スクラッチ データ カートリッジとメディ
アの種類が同じテープ ドライブのみをテストします。たとえば、ス
クラッチ データ カートリッジが LTO-3 であれば、LTO-3 でない
テープ ドライブはすべてドライブ テストから除外されます。ライブ
ラリ内のテープ ドライブが異なるメディアの種類である場合、各
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テープ ドライブのメディアの種類ごとに別のスクラッチ データ 
カートリッジを使用して複数回ドライブ テストを実行する必要があ
ります。

• サブテストに必要なリソース ( スクラッチ データ カートリッジなど ) 
がない場合、そのサブテストに失敗します。

• IVT は、ライブラリのインベントリから開始します。インベントリ
は、テスト結果と一緒に IVT ログに記録されます。

• IVT の結果を表示するには、Library Test Progress ( ライブラリ テスト

進行状況 )  画面で Details ( 詳細 )  を選択します。IVT の実行中にテス
ト結果を表示できますが、完了したテストの結果しか表示されませ
ん。

• サブテスト間で現在の IVT の実行をキャンセルするには、Library 
Test Progress ( ライブラリ テスト進行状況 ) 画面で Stop ( 停止 ) を選択
します。最後に発行されたコマンドが完了してから、ライブラリの
制御が戻ります。

• 選択したテストが完了したら、Next ( 次へ )  を選択します。詳細な 
IVT ログを表示するか、それを電子メールで送信することができま
す。どちらかを選択して、Next ( 次へ )  を選択します。

ウェブ クライアントからは、IVT テストを実行できません。正しい画面
を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルから Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト )  
> Installation & Verification Tests ( 設置検証テスト ) を選択します。

IVT ログの表示 12 IVT を実行するたびに新しい IVT ログが作成されます。ログには、ライ
ブラリの準備状況の詳しい情報が報告され、必要に応じてライブラリ サ
ブシステムの限界条件や障害場所が示されます。IVT の実行後、ログの
概要かログの詳細を表示できます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• web client から、Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア )  
> Installation Verification Test Summary Log ( インストール検証テストの

概要ログ ) < を選択します。

• web client から、Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア ) > 
Installation Verification Test Detailed Log ( インストール検証テストの詳

細ログ )< を選択します。

• 操作パネルから、Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト ) 
> View Last Summary Log ( 前回の概要ログを表示 ) を選択します。
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• 操作パネルから、Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト ) 
> View Last Detailed Log ( 前回の詳細ログを表示 ) を選択します。

IVT ログの保存と電子メー
ル送信 12

ウェブ クライアントを使用すると、概要および詳細 IVT ログを保存した
り電子メールで送信したりできます。操作パネルからは、IVT ログをテ
キスト ファイルとして電子メール送信できます。

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• web client から、Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア )  
> Installation Verification Test Summary Log ( インストール検証テストの

概要ログ ) < を選択します。

• web client から、Reports ( レポート ) > Log Viewer ( ログ ビューア )  
> Installation Verification Test Detailed Log ( インストール検証テストの詳

細ログ )< を選択します。

• 操作パネルから Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト )  
> E-mail Last Detailed Log ( 前回の詳細ログを電子メール送信 ) を選択し
ます。

ライブラリ デモの実行 12 システム管理者は、ライブラリのデモを実行できます。これは、FRU ま
たは CRU の交換後にロボット機能をテストする簡単な方法です。また、
I/E ステーションから、無作為に選択されたストレージ スロットに、ラ
イブラリがスクラッチ データ カートリッジを正しく移動できるかどう
かを示します。

以下に、ライブラリ デモの実行の詳細を示します。

• ストレージ マガジン内のメディアはデモの影響を受けません。スク
ラッチ データ カートリッジは、20 回の移動の各サイクル後または
デモの終了後に I/E ステーションに戻ります。

• ライブラリのデモを実行する前に、ホスト アプリケーションがライ
ブラリにアクセスしていないことを確認してください。

• Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト ) 画面の  Library 
Demo ( ライブラリのデモ )  を選択した後、スクラッチ データ カート
リッジを一番上の I/E ステーション スロットに挿入するように指示
されます。デモ中、ライブラリ ロボットはこのカートリッジを使っ
て移動を実行します。

• I/E ステーションを閉じると、I/E ステーションを閉じると、
Manual Cartridge Assignment ( カートリッジの手動割り当て ) 設定が操
作パネルの System Settings ( システム設定 ) 画面 (Tools ( ツール )  
> System Settings ( システム設定 )) で有効になっている場合は、操作
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パネルに Assign IE (IE の割り当て ) 画面が表示されます。新しいスク
ラッチ データ カートリッジを System ( システム ) パーティションに
割り当て、Apply ( 適用 ) を選択します。

• デモが始まる前に、ライブラリでインベントリが実行される場合が
あります。画面に「Library Not Ready ( ライブラリの準備中 )」と
いうメッセージが点滅表示されたら、インベントリが実行中である
ことを示すので、インベントリの完了を待ってから Apply ( 適用 ) を
選択して、ライブラリのデモを開始します。

• 操作パネルには、デモが進行中であることが表示されます。ロボッ
トの不要な摩耗を防ぐために、メディアの移動コマンド間に 2 秒間
の遅延が置かれています。

• デモを中止するには、Library Demo ( ライブラリのデモ ) 画面で Stop  
( 中止 ) を選択します。最後に発行されたコマンドが完了してから、
デモが終了して、ライブラリの制御に戻ります。操作パネルに、
「Demo Being Stopped ( デモが中止されました )」というメッセージ
が表示されます。

ライブラリ デモはウェブ クライアントからは実行できません。正しい
画面を開くには、以下の操作を行います。

• 操作パネルで、Tools ( ツール ) > Library Tests ( ライブラリのテスト )  
> Library Demo ( ライブラリのデモ ) を選択します。

内部ネットワークの設定

PowerVault ML6000 ライブラリを設置するとき、外部ネットワーク設定
がライブラリの内部ネットワークと異なることを確認する必要がありま
す。外部と内部のネットワークの設定が同じであれば、ウェブ クライア
ントはライブラリに接続できません。DHCP が有効の場合や、外部ネッ
トワーク設定が不明の場合は、ネットワーク管理者に問い合わせてくだ
さい。

操作パネルから、Internal Network Configuration ( 内部ネットワーク設定 ) 
画面を使用して内部ネットワークの設定を変更できます。画面のリスト
から新しい内部 IP アドレスを選択します。

この画面には、操作パネルからのみアクセスできます。正しい画面を開
く手順は、以下のとおりです。

• オペレータ パネルから、Tools ( ツール ) > Internal Network ( 内部ネッ

トワーク ) を選択します。
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ライブラリの診断

診断メニューには、テープ ドライブ、ロボテックス、および Q-EKM パ
ス (Q-EKM のライセンスがある場合 ) が正常に動作しているかどうかを
検査するテストが多数用意されています。以下の項では、診断テストに
ついて説明します。

• 414 ページの「ドライブの診断」

• 416 ページの「ロボットの診断」

• 159 ページの「EKM パス診断」 ( ライブラリで EKM がライセンスさ
れている場合にのみ使用可能 )

以下は、診断についての注意事項です。

• 診断にアクセスできるのは、管理者レベルの権限を持つユーザーの
みです。

• 診断には、一度に 1 人のユーザーしかログインできません。診断テ
ストにログインすると、権限が同じまたはそれ以下の他のライブラ
リ ユーザーはすべて、オペレータ パネルとウェブ クライアントの
両方で接続が切断されます。管理者レベルのユーザー 1 人 が診断に
ログインすると、管理者レベルとそれ以下の権限を持つ他のユー
ザーはライブラリにログインできなくなり、診断が進行中であると
いうエラー メッセージを受け取ります。

• 診断を開始すると、ライブラリ パーティションがすべてオフライン
になります。診断を開始する前に、重要な操作をすべて終了したこ
とを確認してください。診断を終了すると、パーティションは診断
前の状態に戻ります ( オンラインまたはオフライン ) 。

診断は、操作パネルからは実行できません ( 唯一の例外はドライブ リ
セット操作です。414 ページの「ドライブのリセット」を参照 )。正しい
画面を開くには、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアントから、Tools ( ツール ) > Diagnostics ( 診断 ) を選択
します。
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ドライブの診断

ドライブの診断は 2 つのカテゴリに分かれています。

• ドライブのテスト — どのテープ ドライブでもテストし、スクラッ
チ テープは不要です。

• メディア テスト — IBM テープ ドライブのみをテストし、スクラッ
チ テープを上側の I/E ステーション スロットに挿入する必要があり
ます。

ドライブのテスト 12 現在、ドライブのテストはドライブリセット操作テストのみです。

ドライブのリセット 12

ドライブ リセット操作では、テープ ドライブがライブラリのドライブ 
スレッドに入ったままの状態でテープ ドライブの電源を入れ直されま
す。テープ ドライブが準備完了状態にならない場合や、正しく動作しな
い場合に ( たとえば、テープがドライブに引っかかったままアンロード
しないなど )、リセットを実行できます。

リセット操作が完了した後、テープ ドライブは再起動して、再設定され
ます。これには約 60 秒かかります。60 秒経ってから次のドライブ操作
に進んでください。

 

正しい画面を開く手順は、以下のとおりです。

• ウェブ クライアントからは、Tools ( ツール ) > Diagnostics ( 診断 ) を
選択してから、Drives ( ドライブ ) > Drive Tests ( ドライブ テスト )  
> Drive Reset ( ドライブのリセット ) を選択します。

• 操作パネルからは、Tools ( ツール ) > Drive Mgmt ( ドライブ管理 )  
> Reset drive ( ドライブのリセット ) を選択します。

注： この操作は、複数の管理者が同時に行うことはできません。
画面にはアクセスできますが、別のシステム管理者が同じ操
作を行っている間は、変更を適用できません。
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メディア テスト 12 メディア テストはドライブ テストで、スクラッチや損傷の疑いがある
テープをライブラリの最上段 I/E ステーション スロットに挿入する必要
があります。これらのテストは IBM テープ ドライブ上でしか実行でき
ません。

ドライブのセルフテスト 12

ドライブのハードウェアが正しく動作していることを確認するには、ド
ライブの電源投入時自己診断テスト (POST) を実行します。

読み取り / 書き込みテスト 12

各スクラッチ テープの 4 つのデータ セクション内の 96 ラップ分のデー
タを読み書きします。テスト中、ドライブはスクラッチ テープ上のデー
タを上書きします。

高速読み取り / 書き込みテスト 12

各スクラッチ テープの 4 つのデータ セクション内の 2 ラップ分のデータ
を読み書きします。テスト中、ドライブはスクラッチ テープ上のデータ
を上書きします。

メディア テスト 12

テープ カートリッジ内のメディアの損傷が疑われる場合にこのテストを
実行します。通常、メディアの損傷はテープの縁から起こるので、この
テストではテープの全長にわたり、両縁の 2 つの外側データ バンドのそ
れぞれ 2 ラップ分に読み取りと書き込みのテストを実行します。このテ
ストでは、疑わしいカートリッジを一番上のステーション スロットに挿
入してください。そのカートリッジ上のデータは上書きされます。

メディア テストは操作パネルでは実行できません。正しい画面を開くに
は、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアント から、Tools ( ツール ) > Diagnostics ( 診断 )  
> Drives ( ドライブ ) > Media Tests ( メディア テスト )  を選択します。
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ロボットの診断

ロボットの診断は、現在 Get/Put テストのみです。

Get/Put テスト 12

Get/Put テストでは、ロボットが 1 つのテープ カートリッジを一番上の
ステーション スロットから取り外して、そのテープ カートリッジを元
のスロットに戻す操作が行われます。このテストを実行する場合、テー
プをライブラリの一番上のステーション スロットに挿入する必要があり
ます。

ロボットテストは、操作パネルでは実行できません。正しい画面を開く
には、以下の操作を行います。

• ウェブ クライアント から、Tools ( ツール ) > Diagnostics ( 診断 )  
> Robotics ( ロボット ) > Robotics Get/Put Test ( ロボット取り出し / 挿入

テスト ) を選択します。
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第 13 章  

13 カートリッジとバーコードの

取り扱い

この章では、カートリッジとバーコードの取り扱いについて説明しま
す。テープ カートリッジを取り扱う場合に、考慮しなければならない点
がいくつかあります。たとえば、ライブラリに入れるテープには、すべ
てバーコード ラベルを貼付する必要があります。また、ライブラリを
ロードするときに、カートリッジが書き込み保護されているかどうかに
注意しなければなりません。

この章では、一般的な事項について説明します。各ドライブ タイプでサ
ポートされているテープ カートリッジの種類については、422 ページの
「ライブラリの仕様」を参照してください。

本章では、以下について説明します。

• カートリッジの正しい取り扱い方

• カートリッジの書き込み保護

• バーコードの要件

• バーコード ラベルの添付
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カートリッジの正しい取り扱い方

カートリッジをできるだけ長く使用できるように、以下のガイドライン
に従ってください。

• メディアの適切な取り扱い方を説明した手順を、よく見える場所に
置いてください。

• すべての手順についてトレーニングを受けた人だけが、カートリッ
ジを取り扱ってください。

• カートリッジを落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
極度の衝撃を受けた場合、カートリッジの内部やカートリッジの
ケース自体が損傷し、カートリッジが使用不能になります。

• 直射日光や、小型ヒーターや暖房の吹き出し口などの熱源に、カー
トリッジをさらさないでください。

• カートリッジを 6 個以上積み上げないでください。

• リニア テープ オープン (LTO) カートリッジの使用温度範囲は 10º ～ 
45ºC です。保存温度範囲は、相対湿度範囲が 20% ～ 80% ( 結露なし ) 
の埃のない環境で、16ºC ～ 32ºC です。

• 上記を超える温度環境にカートリッジを置いた場合は、カートリッ
ジを安定させるために、その温度環境に置いた時間と同じ時間また
は 24 時間のうち、いずれか短い方の時間、カートリッジを室温環境
に置いてください。

• コンピュータ モニタ、電気モーター、スピーカー、X 線装置など、
電磁エネルギーや強い磁場が発生している場所にカートリッジを放
置しないでください。カートリッジが電磁エネルギーや磁場にさら
されると、データや、カートリッジの製造元がメディアに書き込ん
だ内蔵サーボ コードが破壊され、カートリッジが使用不能になる恐
れがあります。

• 識別用のラベルは、カートリッジの指定されたスロットだけに貼付
してください。

• カートリッジを輸送する場合は、元の箱かそれより頑丈な箱に入れ
てください。

• 壊れたカートリッジをドライブに挿入しないでください。

• テープやテープ リーダーに触れないでください。

注意： 再使用するカートリッジを消磁しないでください。
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カートリッジの書き込み保護

すべてのカートリッジには、誤ってデータを消去したり上書きしたりす
るのを防ぐ書き込み保護 ( 書き込み禁止 ) スイッチが付いています。
カートリッジをライブラリにロードする前に、書き込み保護スイッチが
正しい位置 ( オンまたはオフ ) にあることを確認してください。

南京錠が閉じた位置に表示されるように、赤色またはオレンジ色の書き
込み保護スイッチを右へスライドします。スイッチはカートリッジ前面
の左側にあります。

バーコードの要件

カートリッジには、機械および操作員が読み取れる外付けバーコード ラ
ベルが必要です。バーコードに使用できるのは、A から Z までの大文字
のアルファベットと 0 から 9 までの数字だけです。ライブラリは、Code 
39 タイプのバーコードに対応しています。

対応しているテープ カートリッジの バーコード形式は以下のとおりで
す。

• Standard ( 標準 ) — ( デフォルト ) バーコード番号と省略可能な 2 文
字のメディア ID を含めて合計 5 ～ 16 字。メディア ID が含まれてい
る場合、ラベルは 5 ～ 14 文字のバーコード番号の後に メディア ID 
を付ける必要があります ( 例：XXXXXXXXXXXXXXL2)。メディア 
ID が含まれない場合、ラベルは 5 ～ 16 文字のバーコード番号でな
ければなりません ( 例：XXXXXXXXXXXXXXXX)。バーコード番号
のみがホストに報告されます。

• Standard Six ( 標準 6)— 6 文字のバーコード番号の後に  2 文字のメ
ディア ID、またはメディア ID なし ( 例：XXXXXXL4 または 
XXXXXX)。6 文字のバーコード番号のみがホストに報告されます。

• Plus Six ( プラス 6)— 6 文字のバーコード番号の後に 2 文字のメディ
ア ID ( 例：XXXXXXL3)。6 文字バーコードとメディア ID がホスト
に報告されます。
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• Extended ( 拡張 ) — バーコード番号と省略可能な 2 文字のメディア 
ID を含めて合計 5 ～ 16 字。バーコード ラベルにメディア ID が含ま
れているかどうかに関わらず、全部の文字がホストに報告されます。
メディア ID が含まれている場合、ラベルは 5 ～ 14 文字のバーコー
ドの後に メディア ID を付ける必要があります ( 例：
XXXXXXXXXXXXXXL2)。メディア ID が含まれない場合、ラベルは 
5 ～ 16 文字のバーコード番号でなければなりません ( 例：
XXXXXXXXXXXXXXXX)。

• Media ID Last ( 最後にメディア ID) — 5 ～ 14 文字のバーコード番号の
後に 2 文字のメディア ID ( 例：XXXXXXXXXXXXXXL4)。メディア 
ID が最後に “XXXXXXXXXXXXXXL4” のようにホストに報告されま
す。

• Media ID First ( 最初にメディア ID)— 5 ～ 14 文字のバーコード番号の
後に 2 文字のメディア ID ( 例：XXXXXXXXXXXXXXL4)。メディア 
ID が最初に “L4XXXXXXXXXXXXXX” のようにホストに報告されま
す。

Quantum 提供のバーコードが最良の結果をもたらします。他のバー
コード ラベルも使用できます、その場合は以下の要件を満たす必要があ
ります。

• ANSI MH10.8M-1983 標準

• 桁数：5 ～ 16 (LTO のデフォルトは 6+2) 

• バックグランド反射率： 25% 超

• 印刷鮮明度：75% 超

• 比率：2.2 超

• モジュール：最小 .254 mm (10 mil)

• 印刷許容範囲：± 57 mm

その他の要件：

• レスト ゾーンの長さ：5.25 mm ± 0.25 mm

• 中間スペースやレスト ゾーンに黒点がないこと。

• バー上に白い領域がないこと。
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バーコード ラベルの添付

ライブラリ内の各カートリッジには、機械や操作員がバーコードを識別
できる外付けラベルを貼付する必要があります。ほとんどのメーカーの
カートリッジには、既にラベルが貼付されているか、貼付用のラベルが
付属しています。

バーコード ラベルはカートリッジの前面に貼り付けます。ラベルを剥が
してカートリッジに貼り付けます。番号がバーコードの上にくるように
ラベルの向きを確認してください。カートリッジの上面や底面に、ス
テッカーやラベルを貼らないでください。ラベルが剥がれそうになった
場合に、テープ ドライブ内で詰まったり、スキャナが判読できなくなる
可能性があります。

注意： バーコード ラベルや他のラベルをカートリッジの上面や
底面に貼らないでください。これは、テープ カートリッ
ジやテープ ドライブの動作エラーを防ぐためです。
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付録 A 

A ライブラリの仕様

Scalar i500 ライブラリは、この章に記載されている仕様に準拠していま
す。

対応コンポーネント

 Scalar i500 ライブラリでは、以下のコンポーネントがサポートされてい
ます。

対応カートリッジ • LTO-1 (LTO-3 ドライブでは読み取り専用 )

• LTO-2 (LTO-2 および LTO-3 ドライブでは読み書き両用、LTO-4 ドライ
ブでは読み取り専用 )

• LTO-3 (LTO-3 および LTO-4 ドライブでは読み書き両用、LTO-5 ドライ
ブでは読み取り専用、一回限りの書き込みおよび WORM 機能サポート )

• LTO-4 (LTO-4 および LTO-5 ドライブでは読み書き両用、WORM 機能サ
ポート )

• LTO-5 (LTO-5 ドライブでは読み書き両用、WORM 機能をサポート )
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システム要件

Scalar i500 ウェブ クライアント インターフェイスは、以下のブラウザに
対応しています。

• Firefox バージョン 1.0.6 以降

• Microsoft® Internet Explorer™ バージョン 6.0 以降

対応テープ ドライブの
種類

• IBM LTO-2 (SCSI と Fibre Channel)

• RoHS 準拠 IBM LTO-3 (SCSI と Fibre Channel)

• RoHS 準拠 HP LTO-4 (Fibre Channel と SAS) 

• RoHS 準拠 IBM LTO-4 (SCSI、Fibre Channel, と SAS)

• HP LTO-5 デュアル ポート Fibre Channel テープ ドライブ

• HP LTO-5 シングル ポート SAS テープ ドライブ

• IBM LTO-5 シングル ポート Fibre Channel テープ ドライブ

対応 SAS ケーブル SFF-8088   

ライブラリ ロボット制
御

論理装置番号 (LUN)

接続性 ネイティブ ドライブ インターフェイス

電源 350W、オプションの冗長電源装置と電源コード付き

ライブラリ管理 • 管理パネルのタッチ スクリーン

• ウェブ クライアント

• SNMP プロトコル

•  SMI-S プロトコル
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ライブラリ容量

ライブラリの容量は以下のとおりです。

 

注： このユーザーズ ガイドに記載されているスロット数には、ラ
イブラリ構成最下段にある  5 つのスロットは含まれていませ
ん。これらのスロットの詳細については、186 ページの「未
使用スロット」 を参照してください。

5U 14U 23U 32U 41U

最大空きストレージ ス
ロット (I/E ステーショ
ンスロットを含む )

41 133 225 317 409

I/E ステーションのス
ロット数

0、6 0、6、12、
18

0、6、12、 
18、24、30

0、6、12、
18、 24、30、
36、42 

0、6、12、
18、24、30、
36、42、48、
54

ドライブの最大数 2 6 10 14 18

電源装置の最大数 2 4 6 8 10

パーティションの最大
数

2 6 10 14 18

FC I/O ブレードの最大
数

0 2 4 4 4
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環境要件

 ライブラリの環境要件を以下に示します。

電気的要件

ライブラリの電気的要件は、100 ～ 240 VAC、50 ～ 60 Hz です。

注： * 温度範囲は必ずしも周囲室温でなく、製品の入口温度の範
囲を示します。ラック エンクロージャ内の通気が悪い場合
や、発熱装置がある場合は、周囲室温より高くなる可能性が
あります。

動作時 非動作時 保管時

高度 最大 3,048 m 最大 3,048 m 最大 3,048 m

温度 50º  ～ 104º F*

(10º ～ 40º C)

50º  ～ 113º F*

(10º  ～ 45º C)

 –40º  ～ 150º F*

(–40º  ～ 65º C)

相対湿度 20 ～ 80%、 
結露なきこと

10 ～ 90%、 
結露なきこと

0 ～ 95%、 
結露なきこと
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寸法

ライブラリ構成
ラック
の高さ 高さ × 幅 × 奥行

5U 制御モジュール 5U 21.9 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(8.6 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )

9U 拡張モジュール 9U 40 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(15.8 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )

5U 制御モジュール ＋ (1) 
9U 拡張モジュール

14U 61.9 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(24.4 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )

5U 制御モジュール ＋ 9U 
拡張モジュール × 2

23U 101.9 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(40.1 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )

5U 制御モジュール ＋ 9U 
拡張モジュール × 3

32U 141.9 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(55.9 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )

5U 制御モジュール ＋ 9U 
拡張モジュール × 4

41U 181.9 cm × 44.2 cm × 79.8 cm

(71.6 インチ × 17.4 インチ × 
31.4 インチ )
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コンポーネントの重量

ライブラリの消費電力と熱出力

標準的なライブラリの消費電力 ( ワット / 時 ) および熱出力 (BTU/ 時 ) 
を、以下にリストで示します。

コンポーネント 重量

ドライブ スレッド 4.6 kg (10 lbs)

電源装置 2.3 kg (5 lbs)

5U シャーシ ( 空 ) 27.2 kg (60 lbs)

9U シャーシ ( 空 ) 29.5 kg (65 lbs)

5U 梱包キット 9 kg (20 lbs)

9U 梱包キット 10.9 kg (24 lbs)

14U 梱包キット 18 kg (40 lbs)

注： テープ ドライブの「標準」値は、テープ ドライブの書き込み
時を想定しています。

ライブラリ構成
標準的な消費電力 

( ワット / 時 )
標準的な熱出力

 (BTU/ 時 )

サブアセンブリの消費電力：

Scalar I500 ロボットと LCB のあるライブラリ ( テープ ドライブ
なし、ロボット移動中、LCB 搭載 )

79 269

UDS3 IBM LTO-2 ドライブ スレッド モジュール (SCSI) 29 99
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UDS3 IBM LTO-2 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel) 32 109

UDS3 IBM LTO-3 ドライブ スレッド モジュール (SCSI) 27 92

UDS3 IBM LTO-3 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel) 29 97

UDS3 IBM LTO-4 ドライブ スレッド モジュール (SCSI) 40 135

UDS3 IBM LTO-4 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel) 42 143

UDS3 IBM LTO-4 ドライブ スレッド モジュール (SAS) 43 148

UDS3 HP LTO-4 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel) 40 135

UDS3 HP LTO-4 ドライブ スレッド モジュール (SAS) 37 127

UDS3 IBM LTO-5 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel)  42 143

UDS3 HP LTO-5 ドライブ スレッド モジュール (Fibre Channel) 40  135

UDS3 HP LTO-5 ドライブ スレッド モジュール (SAS)  37                             127

Fibre Channel I/O ブレード 36 123

制御モジュール：

最小 ( ドライブの搭載なし、ロボットの動作なし ) 47 160

最大 (2 ドライブ書き込み、ロボット動作中 ) 166 565

拡張モジュール：

最小 ( ドライブの搭載なし、ロボットの動作なし ) 12 41

最大 (4 ドライブ書き込み、2 Fibre-Channel I/O ブレード搭載、
ロボット動作中 ) 

256 879

ライブラリ構成
標準的な消費電力 

( ワット / 時 )
標準的な熱出力

 (BTU/ 時 )



Scalar i500 ユーザーズ ガイド 429

付録 B

BTapeAlert フラグの説明 

TapeAlert は、ストレージ デバイスとそのメディアのエラーにフラグを
付けて解決法を提供するオープンな業界標準です。ここでは、識別番
号、重大度、推奨メッセージ、考えられる原因など、TapeAlert のフラ
グの内容について説明します。表 17 では重大度コードについて説明し、
表 18 には TapeAlert の既存のフラグとその説明を示します。

サポートされている TapeAlert のフラグは、テープ ドライブの種類と
ファームウェアのリビジョンによって異なります。すべてのテープ ドラ
イブがすべての TapeAlert をサポートしているとは限りません。詳細に
ついては、テープ ドライブの SCSI マニュアルを参照してください。

TapeAlert の詳細は、http://www.t10.org/index.html の『INCITS SCSI 
Stream Commands - 3 (SSC-3)』を参照してください。

表 17   TapeAlert フラグの重大
度コード

     

I 情報。

W 警告 — システムが最適に動作していない可能性があります。
修正措置を取らずに運用を続けると、エラーが発生したり、
TapeAlert フラグの重大度が上がる場合があります。

C 重大 — エラーが既に発生しているか、間近に迫っています。
修正措置が必要です。

http://www.t10.org/index.html
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表 18   TapeAlert フラグの説明

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因

1 Read warning  
(読み取り警告 ) 

W テープ ドライブによるデータの読み取
りに問題があります。データは失われ
ませんが、テープの性能が低下してい
ます。

ドライブで読み取り
に関する重大な問題
が発生しています。

2 Write warning  
(書き込み警告 ) 

W テープ ドライブによるデータの書き込
みに問題があります。データは失われ
ませんが、テープ容量が低下していま
す。

ドライブで書き込み
に関する重大な問題
が発生しています。

3 Hard error  
( ハード エラー) 

W データの読み取りまたは書き込み中に、
ドライブで修正できないエラーが発生
したため、動作が中断されました。

ドライブで読み取り
または書き込みに関
するハード エラーが
発生しました。

4 Media ( メディ
ア ) 

C データが危険な状態です。

1 必要なデータをすべてコピーしてか
ら、

2 このテープを処分してください。

3 別のテープを使って処理を再開して
ください。

メディアへの書き込
み / 読み取りができ
ないか、性能が著し
く低下しています。

5 Read failure  
( 読み取りエ
ラー ) 

C テープが損傷しているか、ドライブに
障害があります。テープ ドライブ販売
元のテクニカル サポートに連絡してく
ださい。

ドライブはテープ内
のデータを読み取る
ことができません。

6 Write failure  
( 書き込みエ
ラー ) 

C テープが欠陥バッチのものであるか、
またはドライブに障害があります。

1 良好なテープを使ってドライブをテ
ストしてください。

2 問題が再発する場合は、テープドラ
イブ販売元のテクニカル サポートに
連絡してください。

ドライブはテープに
データを書き込むこ
とができません。



付録 B  TapeAlert フラグの説明    

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 431

7 Media life ( メ
ディアの寿命 ) 

W テープ カートリッジの推定寿命に達し
ました。

1 必要なデータを他のテープにコピー
し、 

2 古いテープを処分してください。

メディアが指定寿命
を超えました。

8 Not data grade 
( データ グレー
ドでない ) 

W テープ カートリッジがデータ グレード
ではありません。テープに書き込んだ
データは不安定な状態です。カート
リッジをデータ グレードのテープに交
換してください。

ドライブが MRS* ス
トライプを読み取れ
ません。

9 Write protect  
( 書き込み禁止
) 

C 書き込み禁止カートリッジに書き込も
うとしています。書き込み禁止を解く
か、別の種類のテープを使用してくだ
さい。

書き込み禁止のテー
プに書き込みコマン
ドを実行しようとし
ています。

10 Media removal 
prevented ( メ
ディアの取り出
し防止 )

I テープ ドライブが使用中のため、カー
トリッジを取り出せません。処理が完
了するまで待ってから、カートリッジ
を取り出してください。

メディアの取り出し
禁止が有効なとき
に、手動またはソフ
トウェアでカート
リッジを取り出そう
としました。

11 Cleaning Media 
( クリーニング 
メディア ) 

I ドライブにあるテープはクリーニング 
カートリッジです。

クリーニング テープ
がドライブに装着さ
れています。

12 Unsupported 
format ( サポー
トされていない
フォーマット ) 

I このドライブでサポートされていない
種類のカートリッジを装着しようとし
ました。

サポートされていな
いフォーマットの
テープを装着しよう
としました。

13 Recoverable 
mechanical 
cartridge failure 
( カートリッジ
の回復可能な機
械的エラー ) 

C ドライブのテープに機械的エラーが発
生したため、処理に失敗しました。

1 古いテープを処分してください。

2 別のテープで処理を再開します。

メディアのマウント
解除が可能なドライ
ブでテープが切れた
か、カートリッジで
その他の機械的エ
ラーが発生しまし
た。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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14 Unrecoverable 
mechanical 
cartridge failure 
( カートリッジ
の回復不可の機
械的エラー ) 

C ドライブのテープに機械的エラーが発
生したため、処理に失敗しました。

1 テープ カートリッジを無理やり取
り出そうとしないでください。

2 テープ ドライブ販売元のテクニカル 
サポートに連絡してください。

メディアのマウント
解除ができないドラ
イブでテープが切れ
たか、カートリッジ
にその他の機械的エ
ラーが発生しまし
た。

15 Memory chip in 
cartridge failure 
( カートリッジ
のメモリ チッ
プ エラー ) 

W テープ カートリッジ内のメモリに障害
があり、性能が低下しています。今後、
このカートリッジは書き込みに使用し
ないでください。

カートリッジ内のメ
モリ チップが故障し
ました。

16 Forced eject ( 強
制取り出し ) 

C テープ ドライブのアクティブな書き込
みまたは読み取り中にテープ カート
リッジを手動でマウント解除したため、
処理に失敗しました。

ドライブをアクティ
ブに書き込みまたは
読み取り中にカート
リッジが手動でまた
は強制的に取り出さ
れました。

17 Read-only 
format ( 読み取
り専用フォー
マット ) 

W このドライブには読み取り専用のカー
トリッジが装着されています。カート
リッジは書き込み禁止として表示され
ます。

読み取り専用フォー
マットのメディアが
装着されました。

18 Tape directory 
corrupted on 
load ( 装着時に
テープ ディレ
クトリが破損 ) 

W テープ カートリッジのディレクトリが
壊れています。ファイル検索性能の低
下が予測されます。カートリッジ上の
データをすべて読み取ることで、テー
プ ディレクトリを再構築できます。

テープが装着された
状態でテープ ドライ
ブの電源が切れた
か、永久的なエラー
が発生したためテー
プ ディレクトリの更
新ができません。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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19 Nearing media 
life ( メディア
の寿命の接近 ) 

I テープ カートリッジの推定寿命に近づ
いています。以下の処置をお勧めしま
す。

1 次回のバックアップには別のテープ 
カートリッジを使用してください。

2 このテープ カートリッジからのデー
タのリストアが必要になったときの
ためにテープ カートリッジを安全な
場所に保管してください。

メディアは指定のパ
ス数を超えた可能性
があります。

20 Cleaning 
required ( ク
リーニング要 ) 

C テープ ドライブのクリーニングが必要
です。

1 動作が停止した場合は、テープを取
り出してドライブをクリーニングし
てください。

2 処理が停止しなかった場合は、終了
するまで待ってから、テープ ドライ
ブをクリーニングしまてください。

個々のデバイスのクリーニング手順に
ついては、そのテープ ドライブのユー
ザーズ マニュアルを参照してくださ
い。

ヘッドが詰まってい
るかクリーニングが
必要なことを示しま
す。

21 Cleaning 
requested ( ク
リーニングが必
要 ) 

W テープ ドライブの定期クリーニングが
必要です。

1 現在の処理が終了するまで待ちま
す。

2 その後クリーニング カートリッジを
使用してクリーニングします。

個々のデバイスのクリーニング手順に
ついては、そのテープ ドライブのユー
ザーズ マニュアルを参照してくださ
い。

ドライブを定期ク
リーニングする時期
です。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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22 Expired 
cleaning media 
( クリーニング 
メディアの有効
期限切れ ) 

C テープ ドライブで最後に使用したク
リーニング カートリッジが消耗してい
ます。

1 使い古したクリーニング カート
リッジを廃棄します。

2 現在の処理が終了するまで待ちま
す。

3 その後、新しいクリーニング カート
リッジを使ってクリーニングしま
す。

このクリーニング 
テープの有効期限が
切れています。

23 Invalid cleaning 
tape ( 無効なク
リーニング 
テープ ) 

C テープ ドライブで最後に使用したク
リーニング カートリッジが無効な種類
です。

1 このドライブには、このクリーニン
グ カートリッジを使用しないでく
ださい。

2 現在の処理が終了するまで待ちま
す。

3 正しいクリーニング カートリッジを
使用してクリーニングします。

無効な種類のクリー
ニング テープを使用
しています。

24 Retension 
requested ( リテ
ンション要求 ) 

W テープ ドライブがリテンション操作を
要求しました。

リテンション サイク
ルによって解決され
る重大な読み取り / 
書き込みの問題がド
ライブにあります。

25 Multi-port 
interface error 
on a primary 
port ( プライマ
リ ポートでの
複数ポート イ
ンタフェース 
エラー ) 

W テープ ドライブ上の冗長インタフェー
ス ポートが故障しました。

デュアルポート設定 
( たとえば Fibre 
Channel) の 1 つのイ
ンタフェース ポート
でエラーが発生しま
した。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因



付録 B  TapeAlert フラグの説明    

Scalar i500 ユーザーズ ガイド 435

26 Cooling fan 
failure ( 冷却
ファンの故障 ) 

W テープ ドライブの冷却ファンでエラー
が発生しました。

テープ ドライブ装置
またはテープ Drive 
エンクロージャー内
でファン エラーが発
生しました。

27 Power supply 
failure ( 電源装
置の故障 ) 

W 冗長電源装置がテープ ドライブ エンク
ロージャー内で故障しました。故障し
た電源装置の交換手順については、エ
ンクロージャーのユーザーズ マニュア
ルを参照してください。

テープ ドライブのエ
ンクロージャーまた
はラック サブシステ
ム内で冗長電源装置
のエラーが発生しま
した。

28 Power 
consumption  
( 電力消費量 ) 

W テープ ドライブの電力消費量が指定範
囲を超えています。

テープ ドライブの電
力消費量が指定範囲
を超えています。

29 Drive 
preventive 
maintenance 
required ( ドラ
イブの予防保守
が必要 )

W テープ ドライブの予防保守が必要で
す。テープ ドライブのユーザーズ マ
ニュアルでデバイスの予防保守作業を
確認するか、テープ ドライブ販売元の
テクニカル サポートに連絡してくださ
い。

ドライブには ( ク
リーニングでなく ) 
予防保守が必要で
す。

30 Hardware A  
( ハードウェア 
A ) 

C テープ ドライブにハードウェア障害が
あります。

1 テープまたはマガジンを取り出しま
す。

2 ドライブをリセットします。

3 処理を再開します。

ドライブにハード
ウェア障害があり、
回復するにはリセッ
トが必要です。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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31 Hardware B  
( ハードウェア 
B) 

C テープ ドライブにハードウェア障害が
あります。

1 テープ ドライブの電源を入れ直し
ます。

2 処理を再開します。

3 問題が再発する場合は、テープドラ
イブ販売元のテクニカル サポートに
連絡してください。

ドライブに読み取り 
/ 書き込み関係以外
のハードウェア障害
があるか、回復に電
源の入れ直しが必要
です。

32 Primary 
interface  
( プライマリ イ
ンタフェース ) 

W テープ ドライブのホスト インタフェー
スに問題があります。

1 ケーブルおよびケーブル接続を確認
します。

2 処理を再開します。

ドライブがインタ
フェース障害を検出
しました。

33 Eject media ( メ
ディアの取り出
し ) 

C 処理に失敗しました。

1 テープまたはマガジンを取り出しま
す。

2 テープまたはマガジンを再度装着し
ます。

3 処理を再開します。

エラー回復処置 。

34 Microcode 
update fail ( マ
イクロコードの
更新エラー ) 

W このテープ ドライブに適合しないマイ
クロコードを使用しようとしたため、
マイクロコードの更新に失敗しました。
正しいマイクロコードを入手して再試
行してください。

マイクロコードの更
新に失敗しました。

35 Drive humidity 
( ドライブの湿
度 ) 

W テープ ドライブ内の湿度が動作環境の
指定範囲を超えています。

ドライブ内の湿度が
限界を超えていま
す。

36 Drive 
temperature  
( ドライブの温
度 ) 

W テープ ドライブ内の温度が動作環境の
指定範囲を超えています。

冷却に問題がありま
す。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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37 Drive voltage  
( ドライブの電
圧 ) 

W テープ ドライブへの電源電圧が指定範
囲を超えています。

ドライブ内の電圧が
限界を超えていま
す。

38 Predictive 
failure ( エラー
の予測 ) 

C テープ ドライブのハードウェア障害が
予測されます。テープ ドライブ販売元
のテクニカル サポートに連絡してくだ
さい。

ドライブ ハードウェ
アのエラーが予測さ
れます。

39 Diagnostics 
required ( 診断
が必要 ) 

W テープ ドライブにハードウェアの障害
があることが考えられます。問題を特
定するには、拡張診断を実行してくだ
さい。個々のデバイスの拡張診断テス
トの実行手順については、テープ ドラ
イブのユーザーズ マニュアルを参照し
てください。

ドライブのハード
ウェア障害は、拡張
診断ツール (SEND 
DIAGNOSTIC コマン
ド ) で特定できる場
合があります。

40 – 
46

Obsolete  
( 廃止 )

47 – 
49 

Reserved  
( 予約 )

50 Lost statistics  
( 統計消失 ) 

W メディア統計が過去のある時点で失わ
れています。

テープが装着された
状態でドライブまた
はライブラリの電源
が切れたことがあり
ます。

51 Tape directory 
invalid at 
unload ( テープ
取り出し時の
テープ ディレ
クトリが無効 ) 

W 取り出したばかりのテープ カートリッ
ジのテープ ディレクトリが破損してい
ます。ファイル検索の性能の低下が予
測されます。データをすべて読み取る
ことで、テープ ディレクトリを再構築
できます。

エラーにより、テー
プ取り出し時にテー
プ ディレクトリを更
新できませんでし
た。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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52 Tape system 
area write failure 
( テープ システ
ム領域の書き込
みエラー ) 

C 取り出したばかりのテープにシステム
領域を正常に書き込むことができませ
んでした。

1 データを別のテープ カートリッジ
にコピーします。

2 古いカートリッジを処分してくださ
い。

テープ取り出し時の
システム領域の書き
込み中に書き込みエ
ラーが発生しまし
た。

53 Tape system 
area read failure 
( テープ システ
ム領域の読み取
りエラー ) 

C テープ装着時にテープ システム領域を
正常に読み取ることができませんでし
た。

1 データを別のテープ カートリッジ
にコピーします。

テープ装着時のシス
テム領域読み取り中
に読み取りエラーが
発生しました。

54 No start of data 
( データの開始
点がない ) 

C データの先頭がテープに見つかりませ
んでした。

1 正しい形式のテープを使っているこ
とを確認してください。

2 テープを処分するか、サプライヤに
返品してください。

テープが損傷してい
るか、一括消去され
ているか、または不
正にフォーマットさ
れています。

55 Loading or 
threading 
failure ( ロード
またはスレッド 
エラー )

C メディアをロードおよびスレッドでき
ないため、処理に失敗しました。

1 カートリッジを取り出し、製品マ
ニュアルの指定どおりに検査してか
ら、処理を再試行します。

2 問題が再発する場合は、テープドラ
イブ販売元のテクニカル サポートに
連絡してください。

ドライブはメディア
をロードし、テープ
をスレッドすること
ができません。

56 Unrecoverable 
unload failure  
( 回復不可のア
ンロード エ
ラー )

C メディアをアンロードできないため、
処理に失敗しました。

1 テープ カートリッジを無理やり取
り出そうとしないでください。

2 テープ ドライブ販売元のテクニカル 
サポートに連絡してください。

ドライブがメディア
をアンロードできま
せん。

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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57 Automation 
interface failure 
( 自動インタ
フェース エ
ラー )

C テープ ドライブの自動インタフェース
に問題があります。

1 自動システムへの電源を確認します。

2 ケーブルおよびケーブル接続を確認
します。

3 問題が再発する場合は、販売元のテ
クニカル サポート に連絡してくだ
さい。

ドライブがインタ
フェース障害を検出
しました。

58 Microcode 
failure ( マイク
ロコード エ
ラー )

W マイクロコード エラーが検出されたた
め、テープ ドライブがリセットされまし
た。問題が再発する場合は、販売元のテ
クニカル サポートに連絡してください。

マイクロコードのバ
グ。

59 WORM 
medium — 
integrity check 
failed (WORM 
メディア - 整合
性チェックに失
敗 )

W WORM メディアの整合性チェック中
に、テープ ドライブで不一致が検出さ
れました。WORM カートリッジが改ざ
んされた可能性があります。

WORM メディアが
改ざんされていま
す。

60 WORM medium 
— overwrite 
attempted 
(WORM メディ
ア - 上書き試行 )

W WORM メディアのユーザー データを
上書きしようとしました。

1 誤って WORM メディアを使用した
場合は、普通のデータ メディアと
交換してください。

2 WORM メディアが意図的に使用さ
れた場合は、 
a) ソフトウェア アプリケーション
が、使用している WORM メディア 
フォーマットと互換性があることを
確認してください。    
b) メディアに WORM 用の正しい
バーコードが付いていることを確認
してください。

アプリケーション ソ
フトウェアがメディ
アを WORM として
認識できません。

61 – 
64

Reserved ( 予約 )

番号 フラグ 重大度 
推奨されるアプリケーション クライア
ント メッセージ 考えられる原因
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* メディア認識システム (MRS) は、事前に定義されたストライプをメディアの先頭に付けてメディアを識別
する方法です。MRS のストライプを読み取って、メディアがデータグレードかどうかを判別します。SCSI 
ストリーミング デバイスには、データの保存に必要な品質と整合性を備えたデータグレード メディアを使
用する必要があります ( オーディオ / ビデオ グレードのメディアは使用しないでください )。



Scalar i500 ユーザーズ ガイド 441

用語集

1U、2U、3U など   コンピュータ ハードウェアを設置するために製造され
るラックは通常、縦割りスペースを「ユニット」と定義しています。ラッ
クに取り付けたコンポーネントは、必要なラック スペースのユニット数
によって定義されます。たとえば、ラックの 1 ユニットの高さは約 4.4 cm 
(1.75 インチ ) です。コンポーネントの厚みが約 13.3 cm (5.25 インチ ) の場
合、このコンポーネントは 3U コンポーネントであると言います。

A Arbitrated loop ( 調停ループ )   ループ内の複数の通信ポートを接続する 
Fibre Channel 設定。複数のポートを相互接続できますが、同時に通信
できるのは 2 つのポートのみです。

Arbitration ( 調停 )   デバイスがループ内にデータを送信できるように、
調停ループにアクセス権の要求を提出すること。

Availability ( 可用性 )   適時にシステム リソースにアクセスできることを
指す RAS 属性 ( たとえば、システム稼動時間の測定 )。

B Barcode ( バーコード )   長方形のバーとスペースをさまざまに組み合わせ
て印刷した配列で、スキャンして読み取り、物の識別に使用されます。

Bus ( バス )   電気信号がデバイス間に伝達される伝送路。

C CAN (Controller Area Network)   リアルタイム制御アプリケーションに使
用するシステムまたはサブシステム内のデバイス、センサー、アクチュ
エータなどを接続するマイクロコントローラのシリアルバス ネットワー
ク。ネットワークでの従来のアドレス指定 ( たとえばイーサネット ) と
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いう意味では、コントローラ エリア ネットワークでアドレス指定ス
キームは使用されていません。メッセージは、ネットワークで固有の識
別子を使用してネットワークの全ノードにブロードキャストされます。

Cartridg ( カートリッジ )   ストレージ メディア用の保護筐体 ( テープや光
学ディスク用のカートリッジなど )。

Channel zoning ( チャネル ゾーニング )   ストレージ エリア ネットワーク
をチャネルごとに分かれたゾーンにさらに分割し、セキュリティの強化
とアクセス制限を実現する方法。

Cleaning tape / cleaning cartridge ( クリーニング テープ / クリーニング カート
リッジ )   テープ ドライブの記録ヘッドと読み取りヘッドをクリーニング
するためのテープ。

Cleaning slot ( クリーニング スロット )   クリーニング テープまたはカート
リッジが存在する物理的な場所。

CLI (Command Line Interface( コマンドライン インターフェイス ))   ファイル 
システムに接続し、ユーザーがコマンドラインから特定のコマンド構文
を使ってコマンドを入力する方法。

COD (Capacity on Demand ( キャパシティ・オン・デマンド ))   ユーザーに大
きい物理ライブラリの使用を許可しながら、合計容量の一部のみをライ
センスできるライブラリ機能。ユーザーは現在使用している容量のみを
支払います。ライセンス アップグレードによって、システムを中断せず
に容量を追加できます。

Compact flash ( コンパクト フラッシュ )   ライブラリの内容と設定情報を
保存する LCB 上のカード。

Connectivity ( 接続性 )   ハードウェア デバイスまたはソフトウェアが他の
ハードウェアやソフトウェアと通信する方法。

Control module ( 制御モジュール )   ライブラリの最初のモジュール。オペ
レータ パネルのタッチスクリーン、ライブラリ制御ブレード (LCB)、ス
トレージ、テープ ドライブ、電源、および I/E ステーションから構成さ
れています。

Control path ( 制御パス )   パーティションとホスト アプリケーション間の
接続。制御パス接続は指定のテープ ドライブを使用して確立します。制
御パスとして選択できるテープ ドライブは、パーティション 1 つに 1 台
だけです。

Controller ( コントローラ )   コンピュータ データとコマンドをストレージ 
ディスクに使用できる形式に変換した PCB またはシステム。

CRU (Customer Replaceable Unit)   顧客が設置現場で交換できる最小ハー
ドウェア コンポーネント。
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D Default ( デフォルト )   ユーザーが指定しなかった場合に、ハードウェア
またはソフトウェアによって自動選択される値や設定。

DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)   動的 IP アドレスをネット
ワーク上のデバイスに割り当てるプロトコル。DHCP は静的および動的 
IP アドレスの組み合わせに対応しています。

Directory ( ディレクトリ )   他のファイル一覧が含まれているファイル。
ディレクトリはディレクトリ ファイルの略語です。

Drivers ( ドライバ )   コンピュータがハード ドライブ、CD ROM ドライ
ブ、プリンタ、他の周辺機器と通信するためのソフトウェア プログラ
ム。ドライバはハード ディスクに保存され、起動時にメモリにロードさ
れます。

E Element ID - Logical ( エレメント ID - 論理 )   ライブラリ コンポーネントの
検出と追跡にライブラリが使用するアドレス。アドレスはライブラリ内
のコンポーネントの物理的な場所でなく、プログラミング ロジックで指
定されます。論理ライブラリを使用する場合は、論理エレメント ID に
よって物理エレメント ID がマスクされます。

Element ID - Physical ( エレメント ID - 物理 )   ライブラリ コンポーネント
の検出と追跡にライブラリが使用するアドレス。アドレスはライブラリ
内のコンポーネントの物理的な場所に基づいています。アプリケーショ
ンは特定の ID でリソースが見つかると想定します。

Ethernet ( イーサネット )   1 秒に最大 1,000 万ビットの速度でデータを伝
送するように設計されたローカル エリア ネットワークの種類。TCP/IP 
などの他のソフトウェアはイーサネット上で実行され、高度なネット
ワーキング サービスをアプリケーションに提供します。

Event ( イベント )   番号を付けて事前定義された状況と一致する状態。

Event log ( イベント ログ )   ライブラリやソフトウェア管理ツールによっ
てログ記録される事前定義のイベント一覧。

Expansion Module  ( 拡張 モジュール )   ライブラリのオプション モジュー
ル。追加ストレージ、テープ ドライブ容量、電源、オプションの  I/E 
ステーションを提供します。モジュールにオペレータ パネルのタッチス
クリーンや LCB は付いていません。

F F_Port   ファブリック ポート。N_Ports に直接接続できるファブリック 
スイッチのポート。F_Port は FC-AL プロトコルとは通信できません。

FC (Fibre Channel)   高速データ転送アーキテクチャ。Fibre Channel は光
ファイバを使用してデバイスを接続し、200 MBps のデータ転送速度を
達成する全二重のシリアル通信です。
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FC-AL (Fibre Channel Arbitrated Loop (Fibre Channel 調整ループ ))   Fibre 
Channel ネットワークの形式。最大 126 のノードがループ トポロジで接
続されます。「調整ループ」も参照。

FC-AL Device (FC-AL デバイス )   Fibre Channel 調整ループを使用するデ
バイスで、1 つまたは複数の NL_Port で構成されています。

Fiber ( ファイバ )   繊維状の薄いガラス。コアとクラッドで構成された光
導波路。情報を光の形態で伝送できます。また、Fibre Channel がサ
ポートするあらゆる物理メディア タイプ ( 光ファイバ、ツイストペア、
同軸ケーブルなど ) を指す場合にも使用される一般的な用語でもありま
す。

Fiducial ( 基準点 )   ライブラリ ストレージでは、「基準」とは「基準ラベ
ル」または「基準タブ」を指し、カートリッジ マガジンとドライブ ス
レッドの場所とメディア ドメイン情報の高信頼の識別を可能にします。
Scalar i500 テープ ライブラリでは、「基準タブ」はメディア ストレージ
列に取り付けられるプラスチック製のロケーター タブを指します。メ
ディア チェンジャ ( ロボット ) は、これらのタブの場所からメディア ス
トレージの場所を識別します。「基準ラベル」は、カートリッジ マガジ
ンまたはドライブ スレッド上のバーコードで、マガジンまたはドライブ 
スレッド タイプの識別に使用されます。

Firewall ( ファイアウォール )   内部ネットワークを公共インターネットか
ら分離し、無許可のユーザーが制限付きネットワークに侵入しないよう
に設計されたセキュリティ ツール。ファイアウォールは企業にとって最
も重要なセキュリティ システムです。

FL_Port   ファブリック ループ ポート。接続しているファイバ チャネル
調整ループに対応できます。ループ上の FL_Port には AL_PA hex’00’ が
付き、ファブリックにループへの最優先アクセスを提供します。
N_Ports または NL_Ports は調停ループ トポロジに接続可能で、FC-AL 
プロトコルと通信できます。

FMR (Field Microcode Replacment) テープ   「FUP ( ファームウェア アップ
グレード ) テープ」を参照。

FRU (Field Replaceable Unit)   認定されたフィールド サービス担当者が顧
客の設置現場で交換可能な最小ハードウェア コンポーネント。

G Gb E または GigE (Gigabit Ethernet)   従来の LAN を介してデータを転送
する伝送プロトコル。GigE はイーサネット プロトコルの拡張バージョ
ンとして、長年にわたり、IP ネットワークの基本となる伝送技術として
利用されています。
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GUI (Graphical User Interface ( グラフィカル ユーザー インターフェイス ))   
ウィンドウ、アイコン、メニュー、ポインティング デバイスを使ってシ
ステムを視覚的に表示するコンピュータ環境。WIMP (Windows、
Icons、Mouse、Pointers) インターフェイスとも呼ばれます。

H HAT ( ホスト アクセス テーブル )   HP FC ストレージ ネットワーキング
機能は、現在と過去のログイン ホスト情報をホスト アクセス テーブル 
(HAT) に保存します。エントリは、ホストの WWPN と、それが接続し
ているドライブの FC ポートの組み合わせです。ホスト情報は HAT に格
納され、満杯になった場合は、最も古い未使用のエントリが解放され、
新しいホストが HAT に登録できるようになります。

HDD (High Density Drive)   平方インチあたりのビットとトラックのスト
レージ容量が大きいドライブ。

Home position ( ホーム ポジション )   0 垂直、0 水平に位置するアクセス軸
で、他のライブラリ コンポーネントの位置の基準点となります。較正の
基準としても使用できます。

Host ( ホスト )   一般には、データを格納し、他のコンピュータやデバイ
スにサービスを提供するコンピュータまたはプログラム。ファイバ チャ
ネルでは、ストレージ デバイスとの接続を開始するコンピュータを指し
ます。

Hot swappable ( ホット スワップ )   システムが通常の機能を継続している
間に、欠陥コンポーネントを交換できる機能。

HTTP (Hypertext Transfer Protocol)   Web ページを配信しているブラウザ 
( クライアント ) とサーバーが情報を交換する通信規則。

I I/E ( インポート / エクスポートまたは挿入 / 取り出し )   データやハードウェ
アをプロセスやストレージ システムから出し入れする動作。

I/E slot (I/E スロット )   I  / E 。ステーションに 1 つのメディアを含んだビ
ン

I/E station (I/E ステーション )    テープ マガジンが含まれたライブラリの前
面ドア。この中に、インポートされるカートリッジは手動で配置され、
エクスポートされるカートリッジ j はピッカーによって配置されます。

Interoperability ( 相互運用性 )   複数のハードウェア デバイスまたは複数の
ソフトウェア ルーチンが連動できる機能。

IP (Internet Protocol ( インターネット プロトコル ))   パケットとアドレスの
形式を指定するプロトコル。アドレスは 2 桁または 3 桁の数字からなる 
4 つのグループで形成され、各グループの間はピリオドで区切られてい
ます ( 例：255.255.255.255)。
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K Kernel ( カーネル )   UNIX オペレーティング システムの中核。カーネル
はリソースと制御プロセスを割り当てるオペレーティング システムの一
部です。カーネルはできる限り小さくし、残りの UNIX 機能は、別途コ
ンパイルして実行するプログラムに組み込むように設計されています。

L L_Port   ループ ポート。FC-AL ハブ上と FL_Port 経由で通信を行う機能
のみが搭載されています。

LED (Light Emitting Diode ( 発光ダイオード ))   短波光トランシーバを備え
たマルチモード ケーブルのデータ転送モード。これに対し、シングル
モード ケーブルは高電力の長波レーザーを使用します。

Library ( ライブラリ )   複数のテープ ドライブと大量のテープ カートリッ
ジを格納できるロボット機能装備の大規模なテープ デバイス。

Library Control Module ( ライブラリ制御モジュール )   「制御モジュール」を
参照。

License key ( ライセンス キー )   ライセンス済みの機能を増やすことがで
きる絶対値。たとえば、ライセンス キーをライブラリに適用すると、ラ
イセンスのないスロットを有効にできます。

Logical library ( 論理ライブラリ )   「パーティション」を参照。

Loop ( ループ )   この Fibre Channel オプションを使用すると、ポートは
接続しているループ対応デバイスと連動します。ポイントツーポイント 
デバイスが接続している場合、アプライアンスはそのデバイスとは通信
できません。

Loop ID ( ループ ID)   0 ～ 126 までの固有の 7 ビット値で、ループ上の 127 
の有効な AL_PA ( 物理アドレス ) を表します。

LTO (Linear Tape Open)   一社が占有していないことから「オープン規格」
と呼ばれる磁器テープ メディアのファミリ。Accelis ( アクセリス ) と 
Ultrium ( ウルトリウム ) という 2 通りの形式があります。Accelis ( アク
セリス ) は高速アクセスを実装し、Ultrium ( ウルトリウム ) は大容量を
実装したものです。

LUN (Logical Unit Number ( 論理装置番号 ))   同じバスを共有するデバイス
間を区別するために SCSI パスで使用される独自の識別子。LUN はエン
ド ユーザー、ファイル、またはアプリケーションでもかまいません。ス
トレージ技術では、1 つの大きいストレージ デバイスが小さい部分に分
割されることがあります。これは、大量のストレージ スペースを管理し
やすくする場合や、ストレージ スペースが別のサーバー、ドライブ、ア
プリケーション専用に割り当てられている場合に使用します。ストレー
ジ スペースが細分化されると、各部分は独自の SCSI 識別子または LUN 
を使用して設定されます。
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M Magazine ( マガジン )   テープ ライブラリに使用するリムーバブル メディ
ア ストレージ用の筐体。

Media ( メディア )   データを保存する媒体 ( カートリッジ内のテープや光
ディスクなど )。

Media ID ( メディア ID)   特定のメディアに貼り付けられたバーコード番
号。

Media type ( メディア タイプ )   メディアのフォーマット / サイズ (LTO な
ど )。

Medium ( 媒体 )   「メディア」を参照。

Mixed media ( 混合メディア )   ライブラリが複数の種類のストレージ メ
ディアを同時にサポートする機能。

N N_Port   ノード ポート。F-Port を使用して通信する機能のみを搭載して
います。このポートはコンピュータやディスク ドライブなどにあり、デ
バイスはこのポートを経由してファブリックに直接接続しているポート
として Fibre Channel 通信を行い、ポイントツーポイントやファブリッ
ク トポロジで使用されます。このポートはワールド ワイド名として識
別されます。

NL_Port   ノード ループ ポート。FC-AL ハブ上と FL_Port 経由で通信で
きます。

O Online ( オンライン )   アクティブで使用可能であることを示すコンポーネ
ントの状態。

Operator Intervention Message ( オペレータ介入メッセージ )   「RAS チケッ
ト」を参照。

OS (Operating System  ( オペレーティング システム ))   コンピュータ リ
ソースやスケジュール タスクを割り当て、リソースへのアクセスをユー
ザーに提供するコンピュータの制御プログラム。

P Partition ( パーティション )   基盤となる物理ライブラリを抽象化したもの
で、異なる特性や容量をホストに提供する場合があります。実際の物理
エレメントを表したもので、それらを組み合わせて物理ライブラリとは
異なるグループを形成しています。また、物理ライブラリの論理部分で
もあり、ホストにはライブラリ全体であるかのように表示されます。
パーティションはファイル管理、複数ユーザーのアクセス、または 1 つ
以上のホスト アプリケーションへの専用接続の目的で、複数のライブラ
リが存在しているように見えます。
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Pathname ( パス名 )   スラッシュ (/) で区切られ、末尾にディレクトリま
たは非ディレクトリ ファイル名が付いたディレクトリのリスト。ファイ
ル構造でパスを追跡してファイルを検出・識別するために使用されま
す。

Picker ( ピッカー )   カートリッジを操作するロボットの手。

Point to Point ( ポイント・ツー・ポイント )    送信デバイスと受信デバイス
という 2 つのデバイス間の専用接続で構成される Fibre Channel トポロ
ジ。

R Rackmount ( ラックマウント )   業界標準の通信およびコンピュータ装置の
ラック キャビネット。

RAS (Reliability, Availability, and Serviceability ( 信頼性、可用性、保守性 ))   
コンピューティング システムの高品質設計に必要な 3 つの主要属性。
「信頼性」、「可用性」、「保守性」を参照。システム内の問題を識別、診
断、修理するための保守性をサポートするインフラストラクチャ。この
アプローチは、サービス担当者や顧客がシステム内で検出された問題を
診断して解決できることが目的です。さらに、ハードウェア構成の非互
換の検出と FRU 間の持続性をサポートするために、設定についても言
及しています。

RAS ticket (RAS チケット )   サービス担当者と顧客にライブラリの問題点
を警告するチケット。RAS チケットは問題の原因となっているライブラ
リ コンポーネントを識別します。可能な場合は、問題の解決手順も提供
します。

Reliability ( 信頼性 )   ストレージ ソリューションのエラーを防ぐように設
計された RAS 属性。「RAS」も参照。

S SAM (SCSI Architecture M (SCSI アーキテクチャ モデル ))   一般的な要件と
他の SCSI 標準が定義された枠組み全体を定義した ANSI 標準。新世代
のこの標準は末尾に付く数字によって識別されます ( 例：第二世代の標
準は SAM2)。

SAN (Storage Area Network ( ストレージ エリア ネットワーク ))   ストレージ 
デバイスとサーバーを接続する専用ネットワーク。ストレージの統合と
管理を行います。ストレージは多数のイニシエータとターゲット デバイ
ス間を相互接続します。SAN によって複数のサーバー ( イニシエー 
ター ) 間でリソース ( ターゲット デバイス ) の共有が可能になります。

SCSI (Small Computer System Interface ( 小型コンピュータ システム イン
ターフェイス ))   処理装置をストレージ サブシステムなどの周辺機器に接
続する高速パラレル インターフェイス用の規格。頭字語は「scuzzy ( ス
カジィ )」と発音されます。
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SCSI ID (Small Computer Systems Interface Address ( 小型コンピュータ シス
テム インターフェイス アドレス ))   SCSI バス上のアドレス。通常は、1 つ
のチャネル SCSI BUS に 16 個のアドレスがあります。

Server ( サーバー )   強力な集中管理コンピュータ ( またはプログラム ) 
で、要求時に情報をクライアント ( 小型コンピュータまたはプログラム ) 
に提供します。

Serviceability ( 保守性 )   障害を正確に診断・報告し、ストレージ ソ
リューションのダウンタイムを最小限に抑えるために設計されたコン
ポーネントを指す RAS 属性。「RAS」も参照。

Setup wizard ( セットアップ ウィザード )   ライブラリの初期設定に使う
ツール。ユーザーがライブラリを初めて起動するときに表示されます。
初期設定後も、設定可能な項目を変更する場合に随時使用できます。

Sled ( スレッド )   「UDS」を参照。

SMI-S (Storage Management Initiative Specification)   SNIA が開発した業
界標準 SMI-S アプリケーション プログラミング インターフェイス 
(API)。ストレージ エリア ネットワーク (SAN) 環境で複数ベンダーのデ
バイスを容易に管理できます。

Snapshot ( スナップショット )   全データセットをコピーするのではなくメ
タデータを複製して、元のデータと同じディスクに最初に作成されたボ
リュームの一時点における高速イメージ。スナップショットは、データ
破損 ( ウイルスなど ) を防ぐ目的や、テスト環境または実動前の環境で
よく使用されます。また、一時点でのスムーズなバックアップを作成し
たり、データセットを 2 番目のディスクにコピーしてボリュームの完全
な複製コピーを作成するための最初の手順としても使われます。スナッ
プショットはディスク上で、元のデータと同じ形式で作成されます。ス
ナップショットは「ポイントインタイム コピー」または「シャドー コ
ピー」とも呼ばれます。

SNMP (Simple Network Management Protocol ( シンプルネットワーク管理プ
ロトコル ))   ネットワーク管理を制御し、ネットワーク デバイスやその機
能を監視するプロトコル。機能的には SAM に似ています。ただし、
SNMP は LAN を管理するのに対し、SAM は SAN を管理します。

SSL (Secure Sockets Layer ( セキュア ソケット レイヤ ))   インターネット上
で暗号化された通信を提供するプロトコル。SSL は HTTP、SMTP、
Telnet、FTP、Gopher、NNTP などのアプリケーション プロトコルの
下、接続プロトコル TCP/IP の上にある層です。

Storage device ( ストレージ デバイス )   ユーザーがアクセス、追加、変更、
削除できるデータを格納する装置。ストレージ メディアの種類にはテー
プと光ディスクがあります。ストレージ デバイスは、1 つのディスク ド
ライブまたは膨大なテープ ライブラリにある数千のテープから構成でき
ます。
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Storage slot ( ストレージ スロット )   データ カートリッジが常駐する物理
的な場所。

Subsystem status ( サブシステムの状態 )   予測的な警告やローカルまたは
リモートの警告を使用して、接続の喪失やデバイスのエラーを通知する
機能。サブシステムの状態によって、管理者はバックアップや他のデー
タ転送処理に影響が出る前に問題を修正できます。

T Tape drive ( テープ ドライブ )   ディスクとテープを回転させながら、スト
レージ内のデータを読み書きするデバイス。

TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)   インターネット
で使用される通信プロトコル。イーサネット上で実行し、高度なネット
ワーキング サービスをアプリケーションに提供します。

Topology ( トポロジ )   ネットワーク上のステーションの論理的 / 物理的
な配置。

Trap ( トラップ )   あらかじめ定義された状態を満たしたときに送信され
る SNMP 警告。たとえば、エラー トラップはエラーがあるかどうかを
テストし、リカバリ ルーチンを提供します。

U UDS (Universal Drive Sled)   Fibre Channel と SCSI テープ ドライブをモ
ジュールに格納するハードウェア。

User ID ( ユーザー ID)   パスワード データベースがログイン名に関連付け
る英数字の値。「UID」とも呼ばれます。

UTC (Coordinated Universal Time ( 世界協定時刻 ))   「グリニッジ標準時」
や「グリニッジ平均時」に相当するワールドワイド標準時刻。これらの
標準時では、ゼロ時は経度 0 の経線が通る英国のグリニッジの午前 0 時
に設定されています。頭字語の並びは英語 (Coordinated Universal 
Time) とフランス語 (Temps Universel Coordonné) の用語の折衷から選
ばれました。

W WORM (Write Once、Read Many)   データ ストレージ メディアの一種。
データの読み取り、再読み取りは何度でもできますが、一度記録された
情報は変更できません。

WWNN (World Wide Node Name ( ワールド ワイド ノード ネーム ))   公認の
命名機関によって割り当てられた固有の番号。WWNN は Fibre Channel 
の操作には不可欠です。

WWPN (World Wide Port Name ( ワールド ワイド ポート ネーム ))   FC 接続
デバイスの各ポートに使用される 64 ビットのハードコード アドレス。
エンドポイントで使用可能な SAN デバイスを識別するために使用します。
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X World Wide Port Name (X 軸、X 位置 )   ライブラリのロボット アームの水
平位置。

Y Y-axis, Y-position (Y 軸、Y 位置 )   ライブラリのロボット アームの垂直位
置。
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